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刊
行
に
寄
せ
て

尾
道
大
学
副
学
長

出
道
大
学
附
属
図
書
館
館
長

槙
林

混

尾
道
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、

.
つ
の
大
切
な
宝
が
あ
る
。
二

O
O
-
二
年
八
月
か
ら
一
ム

0
0
四
年
六
月
に
か
け
て
、
下
垣
内

和
人
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
近
附
俳
話
資
料
群
で
あ
る
。

下
一
知
一
内
和
人
氏
は
只
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、

一
九
五
同
年
尾
道
短
期
大
学
同
文
科
を
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
、
日
本
大
学
文

-2 

学
部
を
卒
業
、
呉
市
立
中
学
校
の
教
諭
な
ど
を
経
て
、
広
島
文
教
女
子
大
学
教
綬
に
な
ら
れ
、
一
九
九
九
年
退
職
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
問
、
孜
々
止
し
て
近
世
文
学
、
と
り
わ
け
近
世
芸
備
地
忘
の
俳
譜
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
ら
れ
、
『
芸
備
俳
講
史
の
研
究
』

(
一
九
七
凶
年
、
赤
尾
照
文
堂
)
、
「
近
世
中
国
俳
摺
史
l
研
究
と
資
料
|
』
(
一
九
九
二
年
、
和
'
呆
書
院
)
な
ど
の
秀
抜
な
業
績

を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

ご
寄
贈
を
受
け
た
資
料
は
、
氏
が
長
年
、
こ
つ
こ
つ
と
収
集
さ
れ
た
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
俳
譜
資
料
で
、

版
本
、
写
本
、
書
状
、
摺
物
、
扇
面
、
軸
装
、
知
冊
な
ど
、
合
計
三

0
0
0
点
を
超
え
て
い
る
。
地
点
俳
喧
資
料
は
多
く
散
逸

し
て
い
く
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
大
部
に
揃
っ
た
も
の
は
な
か
な
か
な
く
、
ま
た
今
後
も
出
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
、

そ
の
価
値
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。



こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
下
恒
内
氏
に
よ
る
大
略
の
目
録
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
な
内
容
目
誌
の
作
成
は
、
斯
界
に
お
い
て

も
多
く
求
め
ら
れ
て
い
た
υ

こ
れ
ら
資
料
群
の
全
容
解
明
と
内
容
日
録
に
つ
い
て
、
二
口
口
七
年
か
ら
二

0
0
九
年
ま
で
の
三

年
間
、
次
記
の
五
人
の
研
究
者
に
よ
り
、
常
々
と
調
査
・
検
討
の
上
、
作
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
よ
う
や
く
整

理
さ
れ
、
今
同
日
録
発
刊
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

一
つ
の
宝
庫
が
聞
か
れ
た
思
い
で
、
今
後
、
本
文
庫
の
活
用
等
に
期
待
さ
れ

る
も
の
は
大
き
い
。

本
目
録
の
刊
行
に
当
た
っ
て
、
貴
重
な
資
料
群
を
ご
寄
贈
下
さ
っ
た
下
一
向
内
和
人
氏
に
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
整
周
と
目
録
作
成
に
ご
尽

M
下
さ
っ
た
、
湘
北
短
期
大
学
准
教
綬
・
伊
藤
善
隆
氏
、
早
稲
田
大
学
非
常

勤
講
師
・
金
子
健
之
氏
い
金
城
学
院
大
学
教
授
・
神
作
研
一
氏
、
和
洋
女
子
大
学
教
一
段
・
佐
藤
勝
明
氏
、
更
に
は
全
体
の
コ

l

J

ア
ィ
ネ
イ
ト
、
総
括
等
に
当
た
ら
れ
た
本
学
教
一
校
・
藤
沢
毅
氏
に
衷
心
敬
仰
の
意
を
去
し
、
た
だ
た
だ
御
礼
申
し
あ
げ
る
次
第

で
あ
る
。
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な
お
、
本

H
録
の
刊
行
に
当
た
っ
て
は
、

A

一0
0
九
年
度
目
地
道
大
学
学
長
裁
量
研
究
費
の
助
成
を
得
た
。
こ
れ
も
記
し
て
御

礼
申
し
あ
げ
る
。
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論
文「

梁
塵
秘
抄
に
あ
ら
わ
れ
た
厳
島
に
つ
い
て
」
(
尾
道
短
期
大
学
同
文
学
会
「
国
文
学
報
」

一
九
六
二
年
三
月
)

5 、

九
六
三
年
五
月
)

「
阿
賀
地
方
に
伝
わ
る
グ
く
ど
き
が
に
つ
い
て
」
(
尾
道
短
期
大
学
国
文
学
会
「
国
文
学
報
」

6
、

「
厳
島
を
ば
み
島
と
や
見
る
μ

に
つ
い
て
」
(
『
実
践
凶
語
教
育
」
側
、
九
六
二
年
七
月
)

「
多
賀
庵
一
二
世
玄
蛙
に
つ
い
て
」
(
出
道
短
期
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
報
』

7
、
一
九
六
四
年
一
二
月
)

「
三
原
の
俳
人
情
松
に
つ
い
て
」
(
「
芸
備
地
方
史
研
究
」

M
、
-
九
六
五
年
二
月
)

コ
近
世
芸
備
地
方
の
俳
譜
佐
川
門
野
域
流
」
(
「
芸
備
地
方
史
研
究
」
臼
・
臼
、

一
九
六
六
年

月

「
梅
陀
宛
書
状
」
(
尾
道
短
期
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
報
』
ロ
、

「
山
石
室
家
俳
話
資
料
」
(
『
芸
備
地
方
史
研
究
」
刷
、
一
九
七
O
年
五
月
)

ウ

i

、

4
E
A
 

一
九
六
九
年
今
二
月
)

「
翻
刻
『
里
の
春
』
束
吹
撰
」
(
「
近
世
文
芸
稿
』

一
九
七
三
年
一
-
月
)

P 

「
尾
道
の
俳
譜
」
(
尾
道
短
期
大
学
国
文
学
会
「
同
文
学
報
」
目
、

「
中
国
地
を
ん
お
け
る
貞
門
の
俳
譜
」
(
尼
道
短
期
大
学
同
文
学
会
「
団
文
学
報
』
問
、

「
中
国
地
庁
に
お
け
る
談
林
の
俳
話
」
(
『
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
《
焚
励
研
究
B
》
報
告
書
』
、

九
七
三
年
三
月
)

一
九
七
五
年
二
.
月
)

-
九
七
七
年
、

「
胤
律
苫
「
月
華
篇
」
(
翻
刻
)
」
(
「
近
世
文
芸
稿
」

26 

九
七
九
年
一
て
円
)

九
八
ゐ
年
-
一
月
)

「
飯
山
篤
老
と
そ
の
別
号
」
(
「
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報
」

13 

「
地
方
に
お
け
る
俳
書
出
版
近
世
後
期
、
芸
備
地
方
と
そ
の
周
辺
」
(
『
連
歌
俳
語
研
究
』

64 

一
九
八
〈
年
一
月
)

一
九
八
三
年
六

H)

「
中
岡
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
伝
播
」
(
「
文
教
団
文
学
』
日
、

「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
話
の
受
け
入
れ
」
(
「
文
教
国
文
学
』

14 

一
九
八
四
年
二
月
)

-8 

月



「
風
律
の
俳
文
・
俳
論
と
漢
詩
文
」
(
三
迫
初
男
博
上
占
稀
記
念
論
伐
弔
問
語
・
漢
文
の
世
界
』
、

「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
定
着
l
焦
門
野
城
流
・
そ
の
-
」
(
『
文
教
国
文
学
」
目
、

「
中
国
地
庁
に
お
け
る
蕉
風
俳
請
の
定
着
蕉
門
野
域
流
・
そ
の
二
l
」
(
「
文
教
同
文
学
』
目
、

「
中
同
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
定
着
i
美
濃
派
・
そ
の
一
」
(
「
文
教
国
文
学
』
口
、

「
中
園
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
定
着
i
美
濃
派
・
そ
の
二
l
」
(
『
文
教
同
文
学
』
問
、

「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
請
の
定
着
美
濃
派
・
そ
の
一
て
」
(
「
文
教
国
文
学
」
目
、

「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
定
詰
淡
々
流
・
そ
の
一
!
|
」
(
「
文
教
国
文
学
」
初
、

「
中
園
地
方
に
お
け
包
蕉
風
俳
請
の
定
着
淡
々
流
・
そ
の
一
」
(
『
文
教
同
文
学
』
幻
、

「
中
岡
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
講
の
展
開
i
各
派
の
交
流
」
(
『
文
教
国
文
学
』
辺
、

「
蔵
旦
集
の
変
遷
地
庁
に
於
け
る
歳
日
一
集
と
年
刊
句
集
i
」

一
九
八
四
年
五
月
)

九
八
四
年
九
月
)

一
九
八
五
年
一
月
)

一
九
八
五
年
九
月
)

九
八
六
年
一
月
)

一
九
八
六
年
一

O
月
)

J

九
八
七
年
ム
ウ
月
)

九
八
八
年
三
月
)

一
九
八
八
年
六
月
)

(
『
広
島
文
教
女
子
大
学
紀
要
』
お
人
文
・
社
会
科
学
編
、

「
中
同
地
方
に
お
け
る
蕉
凪
俳
譜
の
展
開
俳
話
活
動
・
そ
の
一
1
1
」
(
『
主
教
同
文
学
』
お
、

'
「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
請
の
展
開
l

俳
諮
活
動
・
そ
の
て
」
(
『
文
教
国
文
学
」

M
、

「
時
一
五
備
地
方
に
お
け
る
雑
俳
」
(
広
島
公
文
書
館
「
料
要
』
目
、
一
九
九
日
年
二
‘
月
)

「
中
国
地
方
に
お
け
る
蕉
風
俳
譜
の
展
開
俳
諸
活
動
・
そ
の
三
」
(
「
文
教
同
文
学
」
お
、

「
翻
刻
『
千
旬
塚
』
」
(
『
文
教
同
文
学
』
初
、
一
九
九
一
年
三
月
)

「
近
世
秀
句
鑑
賞
-
U
月
『
軽
み
』
と
『
取
り
合
わ
せ
』
」
(
『
俳
句
研
究
』
回
目
ロ
、

「
翻
刻
「
俳
譜
二
見
貝
」
(
そ
の
一
)
」
(
『
文
教
国
文
学
」
泊
、
一
九
九
-
一
年
七
月
)

-9-

九
八
八
年
一
二
月
)

九
八
九
年
宇
二
月
)

一
九
八
九
年
二

-H)

↓
九
九
O
年
七
月
)

一
九
九
今
一
年
一
二
月
)



「
俳
譜
資
料
の
書
誌
中
同
地
方
の
一
例
」
(
『
文
教
国
文
学
』
初
、

「
翻
刻
『
俳
譜
二
見
貝
」
(
そ
の
二
)
」
(
「
文
教
国
文
学
』
目
、

「
翻
刻
「
俳
話
二
見
目
(
』
(
そ
の
三
)
」
(
『
文
教
国
文
学
」
認
、

「
翻
刻
「
俳
話
二
見
目
パ
』
(
そ
の
四
)
」
(
『
丈
教
団
丈
学
』
泊
、

一
九
九
三
年
七
月
)

一
九
九
四
年
六
月
)

一
九
九
四
年
一
二
月
)

一
九
九
五
年
一
口
月
)

「
石
見
俳
壇
史
」
(
『
石
見
俳
譜
資
料
集
』

2
、

a

九
九
五
年
二
月
)

「
翻
刻
「
薄
日
記
』
」
(
「
文
教
同
文
学
』
お
・
初
、
一
九
九
七
年
二
月
)

「
翻
刻
『
汗
日
記
三
一
編
」
(
「
文
教
国
文
学
』
犯
・

mm
、
.
九
九
八
年
一
一
.
月
)

「
中
同
・
四
国
の
俳
壇
蕉
風
俳
話
史
」
(
『
解
釈
と
鑑
賞
』
側
、

A

九
九
八
年
五
月
)

一
九
九
八
年
平
。
月
)

「
翻
刻
『
奉
納
花
桜
一
千
吟
集
』
」
(
「
鯉
城
住
来
』

I
、

「
翻
刻
「
葎
日
記
‘
一
編
』
(
『
鯉
城
住
来
」

2
、
一
九
九
九
年
一

O
月
)

「
俳
諸
行
脚
の
構
図
i
近
世
後
期
・
巾
同
地
方
の
一
例
」
(
『
鯉
城
往
来
』

3
、
二

「
翻
刻
「
合
歓
雨
集
一
一
一
編
』
」
(
『
鯉
城
往
来
』

4
、
二

0
0
一
年
一
二
月
)

「
続
・
可
部
の
俳
譜
i
両
延
神
社
・
福
王
子
の
奉
納
額
」
(
『
文
教
国
文
学
』
品
、
-
一

「
安
芸
地
方
の
俳
話
一
枚
摺
」
(
「
江
戸
文
学
」
お
、
二
口

。
年

。
月下

10ー

一
年
九
月
)

a

一
年
六
月
)

「
翻
刻
「
伝
ふ
梅
』
」
(
『
鯉
城
往
来
」

5
、
二

O
O
一a

年
二
一
月
)

「
つ
の
さ
は
ふ
石
見
i
歌
枕
と
俳
枕
」
(
『
文
教
国
文
学
」
崎
、
二

O
O
J
一
.
年
九
月
)

「
翻
刻
『
道
の
し
を
り
』
」
(
『
鯉
城
往
来
」

6
、
二

O
O
一
」
年
一
二
月
)

「
翻
刻
『
い
な
ば
や
ま
」
」
(
「
鯉
城
住
来
』

7
、一一

0
0一
同
年

A

二
月
)



「
安
芸
地
庁
の
俳
講
一
枚
摺
」
(
『
文
学
』

6

2

、
A

一心

五
年
三
月
)

「
翻
刻
『
同
季
混
雑
集
」
」
(
「
鯉
城
往
来
」

8
、‘

J

五
年
二
一
日
)

「
翻
刻
「
春
興
亀
廼
尾
山

中
編
』
」
(
「
鯉
城
往
来
」

9
、
二
一
り
の
一
六
年
一

-

A

円
)

そ
の
他
(
分
担
執
筆
・
項
目
執
筆
・
書
評
等
)

「
巾
同
俳
譜
史
」
(
『
俳
句
講
座
』
第
十
巻
、

.
九
七
山
年
、
明
治
書
院
)

「現
L

仕
円
前
ト
円
の
芭
蕉
評
点
巻
ほ
か
一
‘
点
梅
翁
・
剛
山
・
桃
青
の
新
資
料
l
」
(
壇
上
正
孝
氏
と
共
同
発
表
)
自

「
『
伊
勢
踊
』
撰
集
の
一
資
料
と
幽
山
一
許
点
目
韻
」
巻
1

武
蔵
凶
岩
付
住
「
本
玉
」
追
考
l
」
(
壇
上
正
孝
氏
と
共
同
発
表
)

(
「
連
歌
俳
譜
研
究
」
臼
、

(
『
連
歌
俳
話
研
究
』
日

一
九
七
六
年
‘
一
月
)

‘
九
七
七
年
一
月
)

-11一

「
「
卜
八
番
諸
職
之
句
人
口
』
解
題
と
翻
刻
仇
圃
俳
諦
資
料
考
(
一
)
」
(
米
谷
川
厳
氏
、
壇
上
正
孝
氏
と
共
同
発
表
)

(
「
近
世
文
芸
稿
』
担
、

」
九
七
八
年
九
川
)

「
志
田
野
岐
」
(
『
芭
焦
の
弟
子
達
』
、

「A

山
本
本
軒
白
一
国
」
ほ
か
項

H
執
筆
(
『
広
島
県
大
百
科
事
典
』
、

A

九
八
二
年
、
雄
山
閣
)

九
八
二
年
、
中
国
新
聞
社
)

「
篤
老
」
ほ
か
項
目
執
筆
(
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
、

一
九
八
三
年
j
、
岩
波
書
応
)

「
横
山
邦
治
編
『
読
本
の
世
界
」
」
(
「
文
教
同
文
学
』
問
、

一
九
八
六
年
一
月
)

「
赤
羽
学
編
『
柴
橋
付
、
柳
本
正
興
・
里
蝶
全
旬
』
」
(
「
岡
大
凶
文
論
稿
」
目
、

一
九
八
七
年
二
一
月
)

「
点
旦
ド
の
瀬
戸
」
ほ
か
項
目
執
筆
(
『
大
義
時
記
』
、

-し

t、
'
じ
て
i
l
l
l

ιノ
1
ノ

t
j
h判
1
i

集
英
社
)



「
多
賀
庵
風
律
」
(
「
江
戸
時
代
人

w

つ
く
り
風
土
記

広
島
町

一
九
九
一
年
、
農
文
協

「
鯉
城
往
来
雑
纂
」
(
鯉
城
往
来
の
会
の
一
員
と
し
て
)
(
「
文
教
団
文
学
』

35 

36 

A

九
九
七
年
二
月
)

「
鯉
城
往
来
雑
纂
(
ぶ

1
(十
三
)
」
(
広
島
近
世
文
学
研
究
会
の
牟
貝
と
し
て
)

(
「
鯉
城
往
来
」

1
1
口、

一
九
九
八
年
一
口
月
j

。
九
年
二
一
月
)
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解
題
点
I
)

下
垣
内
文
庫
の
俳
書

l 神
l 作

再パ
y
h
u
F
 

縁
あ
っ
て
こ
の
ほ
ど
、
下
両
内
文
庫
全
一
二

O
九
三
点
の
う
ち
書
冊
編
六
四
七
点
の
日
録
編
集
に
携
わ
っ
た
。
俳
書
は
好
き
だ

が
、
し
か
し
専
家
で
は
な
く
、
ま
た
中
国
地
庁
の
郷
土
出
入
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
非
力
は
白
明
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
こ
に
そ
の
概
要
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
、
以
て
解
題
に
代
え
る
。
俳
講
一
枚
招
ほ
か
に
関
し
て
は
、
伊
藤
善
降
に
よ
る
解

っ、U
4
Eよ

題

(H)
「
下
一
知
一
内
文
庫
の
特
向
ヤ
l

近
世
後
期
俳
話
に
お
け
る
非
冊
子
資
料
の
意
義
l

i
」
を
併
せ
参
照
願
い
た
い
。

一
、
・
俳
壇
研
究
の
こ
と

和
歌
史
は
、
歌
壇
史
と
歌
論
史
と
歌
風
史
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
布
機
的
に
総
合
し
て
大
成
さ
れ
る
と
い
う
。
後
一
一
者
に
関
し

て
は
早
く
か
ら
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
前
者
す
な
わ
ち
歌
培
史
研
究
は
、
戦
後
特
に
一
九
五

0
年
代
半
、
ば
頃

か
ら
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
り
、
お
よ
そ
一

O
年
を
経
た
一
九
六
五
年
前
後
に
な
っ
て
単
行
本
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
る
と
と
も

に
総
括
や
批
判
も
出
現
し
た
。
批
判
の
応
酬
と
そ
の
研
究
史
的
意
昧
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
井
上
京
雄
に
詳
論
が
み
が
の
で
こ



こ
で
は
省
略
す
る
が
、
要
す
る
に
歌
培
史
研
究
は
、
文
学
性
の
有
無
に
拘
ら
ず
歌
人
集
団
や
流
派
の
構
造
を
解
明
す
る
際
に
避

け
で
は
通
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
歴
史
学
と
同
様
の
方
法
で
、
厳
密
な
史
料
批
判
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
歌
壇
史
研
究
に
対
す
る
十
刀
法
論
的
自
覚
は
、
こ
う
し
て
こ
の
頃
か
ら
和
歌
研
究
者
共
通
の
認
識
に
な
っ
て

い
っ
た
。

翻
っ
て
俳
諮
史
研
究
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

俳
論
史
と
俳
風
史
の
研
究
に
比
べ
る
と
、
俳
壇
史
研
究
の
始
発
は
(
和
歌
史
研
究
に
お
け
る
歌
摺
史
研
究
の
場
合
と
同
様
に
)

や
や
遅
く
、
単
行
本
(
研
究
書
)
の
刊
行
は
一
九
七

0
年
代
の
終
わ
り
に
ま
で
下
る
よ
う
だ
(
桜
井
武
次
郎
「
厄
禄
の
大
坂
俳
壇
』

一
九
七
九
年
、
前
田
書
屈
)
。
大
内
初
夫
の
『
近
附
一
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
(
九
州
大
学
出
版
会
)
は
一
九
八
三
年
、
雲
英
末
雄

の
『
元
禄
京
都
俳
用
研
究
』
(
勉
誠
社
)
は
一
九
八
九
年
の
刊
行
で
あ
り
、
以
後
、
野
田
下
平
「
近
世
東
海
俳
壇
の
研
究
」
(
一

-14-

九
九
一
年
、
新
典
社
)
、
ド
垣
内
和
人
「
近
世
中
同
俳
壇
史
」
(
一
九
九
二
年
、
和
泉
書
院
)
、
楠
元
六
男
「
享
保
期
江
戸
俳
壇

孜

一
九
九
二
一
年
、
新
典
社
)
ほ
か
、
直
近
の
佐
藤
勝
明
『
芭
蕉
と
京
都
俳
壇
」
(
二

0
0一
六
年
、
凡
木
圭
一
口
白
)
、
服
部
直
子

『
尾
張
俳
喧
孜
」
「
ム
二
一
U
O一
六
年
、
清
丈
堂
出
版
)
ま
で
、
陸
続
と
単
著
が
公
刊
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。

俳
壇
史
研
究
は
こ
う
し
て
、
歌
壇
史
研
究
の
隆
盛
か
ら
一
口
年
余
を
経
て
多
般
に
一
円
る
成
果
を
費
し
て
き
た
が
、
今
は
そ
れ

が
、
文
学
作
の
有
無
に
拘
ら
ず
俳
人
集
団
や
流
派
の
構
造
を
解
明
す
る
際
に
避
け
て
は
通
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
史
料
批

判
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
重
く
見
た
い
。

つ
ま
り
、
歌
壇
史
研
究
が
い
わ
ゆ
る
歌
書
の
網
羅
的

調
査
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
と
同
様
に
、
俳
府
史
研
究
も
ま
た
、
俳
書
そ
の
も
の
の
追
究
を
軸
と
し
て
進
展
し
て
き
た

の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、

F
踊
内
文
庫
の
特
徴
を
ひ
と
こ
と
で
一
一
け
い
表
せ
ば
、
そ
れ
は
研
究
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
中
国



俳
壇
史
研
究
の
た
め
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
俳
壇
史
研
究
を
実
証
的
に
進
め
る
た
め
の
、
研
究
資
源
と

し
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
善
本
稀
書
」
(
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
典
籍
と
し
て
内
容
・
形
式
と
も
に
優

れ
て
い
る
本
の
こ
と
)
の
類
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
む
し
ろ
文
庫
の
総
体
に
こ
そ
大
き
な
意
昧
が
附
与
さ
れ
て
い
る
。

二
、
全
体
像
と
特
徴

戸

、ャー 一一一一一子
.~ 

同一一

I 

文
学

-
和
歌

で
は
ま
ず
全
体
像
を
見
渡
す
た
め
に
、
本
「
目
録
」
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
分
類
綱
目
ご
と
の
書
目
点
数
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

占

2
連
歌

3 
俳
譜

n
u
y
n
z
b
戸
い

戸
」
令
市
三
日

れ
l
μ
ン

H
H十
日
ピ
ト
ヒ

1
b弓コ

F

》
手
J
J
M
M
U
ヨ同

③
撰
集

④
家
集

⑤
連
句

⑥
紀
行
・
俳
文

⑦
俳
論

⑧
作
法

2 
占

t
d
 

唱
Eム

日
占
小

2 
占

367 
点

13 
点

辺
占
一

日
占
…

16 
点

位
点



-・圃

-圃-

⑨
歳
旦
帖

⑩
点
取
帖

⑮
絵
俳
書

E 

芸
術

1 4 
書雑
画俳

絵川
本柳

69 
点

幻
点

3 
点、

30 
占

1
占川

全
六
四
七
点
c

そ
も
そ
も
分
類
は
厳
密
を
期
し
難
く
、
過
誤
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
概
要
を
掴
む
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
o

b

俳
書
の
う
ち
半
数
以
上
を
占
め
る
の
は
撰
集
で
、
中
に
は
種
々
の
中
国
俳
書
が
含
ま
れ
る
(
「
国
書
総
目
録
」
に
未
載
か
、
も
し

く
は
伝
本
稀
少
の
書
物
も
少
な
く
な
い
)
。
広
島
藩
に
出
仕
し
た
飯
田
利
矩
こ
と
篤
老
(
閑
更
門
)
の
追
善
集
出
五
月
雨
長
や
、

n

u

A
『

広
島
多
賀
庵
の
年
刊
句
集
や
ま
か
つ
ら
(
刊
M
E
l
-

叫
)
、
長
門
士
町
田
の
紫
石
二
二
回
己
主
善
集
問
塚
の
お
も
か
げ
、
文
台
聞
き
の
賀

n
U
 

集
で
あ
る
周
防
俳
書
5
っ
た
ふ
か
せ
、
出
雲
の
一
一
歩
二
五
回
忌
な
ら
び
に
桃
流
七
回
忌
追
善
集
7
め
ぐ
る
な
が
れ
(
門
も
同
書
)
、

石
見
の
一
洞
三
回
忌
追
善
集
円
手
向
草
等
々
は
、
既
に
下
垣
内
自
身
に
よ
る
翻
印
紹
が
が
備
わ
る
。
雲
英
末
雄
旧
蔵
の
二
点

。ι

ー
剖
需
の
伊
達
集
と
卯
ひ
さ
こ
苗
ー
ー
や
、
北
田
紫
水
旧
蔵
の
間
梅
香
炉
が
存
す
る
こ
と
も
記
し
て
お
こ
う
。

au 

ま
た
、
歳
旦
帖
が
六
九
点
、
点
取
帖
が
二
七
点
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
c

1
除
元
は
享
保
一
六
年
(
一
七
三
一
)
刊

R
U
 

n
u
 

と
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
(
大
坂
、
喧
口
屋
太
兵
衛
版
)
c
1
歳
日
一
帖
以
下
に
は
四

C
点
以
上
も
の
美
濃
派
の
歳
旦
帖
が
並
ぶ
。

民
d

そ
の
大
半
が
、
緑
色
や
丹
色
な
ど
の
綴
じ
糸
を
遺
し
た
原
装
で
あ
る
こ
と
も
好
も
し
い
。
点
取
帖
の
う
ち
、
間
以
下
側
ま
で
の

一
C
点
は
、
す
べ
て
析
型
本
で
泥
間
似
合
布
目
地
の
料
紙
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
c

雑
俳
・
川
柳
の
中
に
は
、
美
作
の
雑
俳

書
附
田
井
口
巴
大
明
神
奉
納
句
・
植
月
椿
木
林
大
明
神
奉
納
句
や
削
雑
誹
楽
巻
翁
評
な
ど
、
中
国
地
方
の
雑
俳
書
も
見
出
さ
れ
る
c

円。

.一一一ー
一 品

目一一

ρ

り1
i
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つ
い
で
、
俳
書
の
刊
本
に
限
り
、
そ
の
刊
行
年
次
を
大
ま
か
に
眺
め
て
み
よ
う
(
印
年
で
は
な
く
刊
年
を
基
準
と
し
た
。
無

刊
記
本
は
時
期
を
推
定
し
た
上
で
算
入
)
。

江
戸
初
期
慶
長
八
年
j
寛
、
水
(
一
六

O
て
イ
宇
六
四
一
二
)

正
保

l
元
禄
(

s

六
四
四

l
一
七
心
宇
二
)

泊
船元
集禄
な以
ど 前
が の
あ い
るわ弘
。ゆ化
江 る j

戸古慶
中也俳応、
期書士
干IJ は
一八
日二四
訴ぷ甲
書、 j

今 正 八
保
一」ノ、

点=￥t;主;主主
は奥
各刊
領の
域占 139289， 122 16 0 
に 版 点 点 l 点 、点点
ま 456
た は
が な
る ひ
が草

多そ
くれ
を に
占 19
め さ
る る
のみ
は の
撰
集 20
と 句
歳兄
13. 弟
帖
類 21

207 四町集

江
戸
前
期

戸
中
期

宝
、
永
l
天
明
(
一
七

O
四
j

一
七
八
八
)

江
戸
後
期

寛
政
j
天
保
(
一
七
八
九
j

一
八
四
一
二
)

幕
末

146 草の蔓

0
0
 

4
E
ム



思
量
さ
れ
る
。

だ
。
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
も
引
き
続
き
大
量
の
撰
集
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
期
の
俳
譜
盛
行
の
さ
ま
が
改
め
て

さ
ら
に
、
俳
書
刊
本
を
、
版
一
瓦
の
地
域
別
に
見
て
み
よ
う
。
京
、
大
坂
、
江
戸
の
二
都
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
刊
行
が
多
い
こ

と
、
京
の
橘
日
開
治
兵
衛
版
が
目
な
つ
こ
と
な
ど
と
い
う
の
は
当
然
と
し
て
、
少
数
な
が
ら
広
島
版
が
存
す
る
の
で
す
べ
て
掲
げ

て
お
く
。0

叩
l

凶
や
ま
か
つ
ら
|
|
坂
田
保
兵
衛

o
m四
町
集
l

坂
同
忠
五
郎

0
附
草
の
蔓
、
管
わ
け
の
風
世
並
屋
伊
兵
衛

Q
U
 

0
5
其
袋
集
、

5
雅
奏
、

5
文
化
一
三
年
歳
E
l
-
-嶋
屋
彦
兵
衛

F
O
 

四
時
の
う
ち
、
坂
田
忠
五
郎
の
み
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
版
冗
総
覧
』
に
出
な
い
(
坂
間
保
兵
衛
の
縁
者
か
)
o

前
草
の
蔓
に

は
「
御
書
物
仕
立
所
」
と
見
え
る
の
で
、
世
並
屋
伊
兵
衛
は
板
木
彫
刻
も
行
っ
た
ら
し
い
。
岡
山
版
も
.
点
縮
認
さ
れ
る
が

(7) 

(
初
春
興
亀
廼
尾
山
の
版
元
は
中
嶋
h

居
住
吉
)
、
こ
ち
ら
は
製
本
所
。
い
ず
れ
も
「
田
舎
版
」
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
版
」

と
見
な
す
べ
き
も
の
だ
。

な
お
、
ド
垣
内
和
人
の
蔵
書
印
と
し
て
は
「
一
無
/
文
庫
」
「
下
恒
/
内
氏
」
の
二
頼
が
確
認
で
き
る
(
口
絵
-w
百
九
参
照
)
。

首

od 

噌

E
A

と
こ
ろ
で
、
下
垣
内
文
庫
の
書
附
に
は
同
書
の
、

し
か
も
端
本
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
研
究
資
料
と
し
て
(
端

本
で
あ
る
こ
と
を
厭
わ
ず
)
折
々
に
購
入
し
て
い
っ
た
こ
と
と
深
く
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
目
録
本
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
実

態
に
配
慮
し
て
、
作
巻
状
況
を
特
に
丁
寧
に
記
述
し
た
。

ま
た
、
請
求
番
号
の
付
し
方
が
甚
だ
実
用
的
、
便
宜
的
で
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
請
求
需
号
の
三



桁
の
数
字
は
、
刊
年
も
し
く
は
書
写
年
の
西
暦
(
下
三
桁
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
「
0
」
は
刊
年
・
書
写
年
不
明
の
も
の
)
。
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、
研
究
の
た
め
に
折
々
に
資
料
を
求
め
、
同
時
に
そ
れ
を
効
率
良
く
整
理
し
て
お
き
た
い
と
の
心
性
が
窺

知
さ
れ
よ
う
。

一
円
一
、
書
冊
編
目
録
の
編
纂
方
法

こ
れ
ま
で
一
般
に
、
俳
書
の
目
録
と
い
う
の
は
、
多
く
は
編
年
体
で
作
成
さ
れ
て
き
た
。
組
問
昨
然
り
、
杭
俳
然
り
。
そ
れ
は
、

俳
書
刊
行
の
実
態
と
推
移
を
知
る
上
で
す
こ
ぶ
る
有
効
な
方
法
だ
が
、
こ
の
た
び
の
目
録
で
は
、
文
庫
の
全
体
像
や
性
格
を
窺

う
た
め
に
あ
え
て
分
類
目
録
を
試
み
た
。
分
類
に
際
し
て
は
、
「
内
閣
文
庫
分
類
」
と
、
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
『
日
本
古

典
籍
分
類
表
〈
試
案
〉
」
と
を
参
照
し
、
な
お
文
庫
の
特
性
を
腕
ん
で
適
宜
勘
案
し
て
定
め
た
。

ハU9
u
 

記
述
方
法
に
つ
い
て
。

'f 

ま
ず
主
方
針
令
と
し
て
は
、
目
録
事
項
(
棒
目
録
部
分
)
と
書
誌
事
項
(
解
題
部
分
。
*
以
下
)
か
ら
成
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
友
非
」
を
採
用
し
た
。
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
は
、
や
は
り
こ
の
方
法
こ
そ
が
最
も
有
効
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
刊
本
に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
「
刊
・
印
・
修
」
を
用
い
て
表
記
す
る
よ
う
心
掛
け
た
こ
と
も
特
記
し
て
お
き
た
い
。

従
来
、
俳
書
の
目
録
は
編
年
体
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
か
え
っ
て
俳
書
の
刊
・
印
・
修
の
問
題
の
追
究
は
、

他
の
領
域
に
比
べ
て
遅
れ
て
し
ま
っ
た
憾
み
が
み
炉
o

本
目
録
の
記
載
が
、
こ
の
方
面
の
検
討
の
端
緒
と
も
な
れ
ば
と
願
つ

て
い
る
。

細
か
い
と
こ
ろ
で
は
、
本
文
庫
が
俳
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
俳
書
に
は
通
例
内
題
を
欠
く
も
の
が
多
い
こ
と
に
鑑
み



て
外
題
(
原
題
療
に
限
る
)
を
以
て
書
名
と
し
た
こ
と
、
俳
壇
史
研
究
を
見
据
え
て
序
践
者
を
洩
ら
さ
ず
記
述
し
た
こ
と
、
書
名

に
訓
み
を
付
し
た
こ
と
、
存
巻
状
況
に
留
意
し
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

実
は
ド
垣
内
文
庫
の
目
録
は
、
既
に
氏
自
身
に
よ
っ
て
、
折
々
に
作
成
、
公
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
参
照
し
多
く
の

こ
と
を
学
び
得
た
か
ら
こ
そ
、
短
時
日
の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
目
録
を
編
む
こ
と
が
で
き
た
。
深
い
学
恩
を
蒙
っ
た
こ
と
に
、

い
ま
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

* 

* 

ド
垣
内
文
庫
は
今
後
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
俳
壇
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
地
方
の
文
化
史
的
研
君
に
も
大
き
く
寄

与
し
て
ゆ
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
学
生
・
院
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
の
財
産
と
し
て
本
文
庫
の
存
在
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
も
っ
と
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
。
展
示
会
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
豊
か
な
俳
書
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
大
い
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
る
。

4

・i
ワh
M

注
-
)
福
田
秀

「
歌
論
及
び
歌
論
史
の
研
究
に
つ
い
て
」
(
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
」

一
九
七

E

4

年
、
角
川
書
昨
日
)
。

(
2中
井
上
宗
雄
「
歌
壇
史
研
究
に
つ
い
て
」
(
『
中
世
歌
壇
と
歌
人
し
い
の
研
究
』
所
収
、

二
O
O
七
年
、
笠
間
書
院
)

J

な
お
、
最
新
刊
の

『
関
西
例
会
一

0
0
回
の
歩
み
と
和
歌
文
学
研
究
の
動
向
』
(
い
ず
み
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
6
、
利
歌
文
学
会
関
西
例
会
編
、
二
O
O
九
年

一
二
月
、
和
泉
書
院
)
に
も
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
ひ
と
り
で
あ
る
井
上
宗
雄
に
よ
る
歌
壇
史
研
究
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
る
。

(3)
『
日
本
占
典
籍
書
誌
学
辞
典
」
(
一
九
九
九
年
、
白
石
波
書
屈
)
「
善
本
」
の
項
(
片
桐
洋
一
執
筆
)

0

(4)
以
下
、
ド
垣
内
文
庫
所
蔵
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
通
し
香
号
と
書
名
(
〔

〕
は
削
除
)
を
以
て
掲
出
す
る
。

(
5
)
ド
垣
内
和
人
編
「
近
世
芸
備
地
方
の
俳
詰
』
令
一
瓦
集
(
一
九
六
四
二

0
0
二
一
年
、
私
家
版
)
、
同
「
芸
備
俳
譜
資
料
集
』
全
三



巻
・
付
「
作
者
名
索
引
」

会
巻
(
ム
九
八
六
』
八
九
年
、
広
島
丈
教
久
子
大
学
地
域
文
化
研
究
所
)
、
同
『
近
所
中
国
俳
壇
史

研
究

と
資
料
」
(
一
九
九
-
一
年
、
和
泉
書
院
で

(6)
日
本
書
誌
学
大
系
、
井
上
降
明
編
、
青
裳
堂
圭
円
前

」
九
九
八
刊
。
矢
島
玄
亮
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』
正
統
(
九
七
六

年
、
万
葉
堂
書
出
)
な
ど
の
請
書
に
も
未
載
。

(7)

『H
本
占
典
籍
書
』
一
世
子
辞
典
」
(
一
九
九
九
午
、
岩
波
書
白
)
「
川
会
版
」
「
地
方
版
」
の
項
(
向
項
と
も
小
野
三
敏
執
筆
)
。

(8)
『
綿
尾
文
庫
連
歌
俳
譜
書
目
録
』
第
一

h

・
第
今
一
(
天
理
図
書
館
編
、

一
九
瓦
同
・
‘
九
八
六
年
、
天
理
大
学
出
版
部
)
。

(9)
『
柿
衛
文
席
目
録

吉
冊
編
』
(
柿
衛
丈
坤
編

九
九
日
年
、
八
木
書
自
)

0

(
叩
)
『
改
訂
内
閣
丈
一
原
因
苫
分
類
目
録
』
(
一
九
七
山
七
六
年
、
凶
収
公
文
古
制
内
聞
文
庫
)
に
お
け
る
分
頼
。

(
日
)
て
の
一
一
り
一
八
年
、
人
間
文
化
研
究
機
構

国
文
学
側
究
資
料
館
分
知
研
究
会
。

(
ロ
)
林
望
・
ビ
1
タ

1

H
コ
l
ニ
ツ
キ
l
制
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
所
蔵
利
潟
市
古
総
合

H
鉢
』
(
一
九
九
日
年
、
八
木
古
前
)
に
お
け
る
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典
籍
分
相
期
日
録
』
(
「
金
城
学
院
大
学
論
集
(
同
文
学
制
)
』
問
問
け
別
冊
、

目
録
記
述
の
ト
刀
法
。
同
様
の
か
針
に
従
っ
て
日
録
の
記
述
を
試
み
た
る
の
に
、
神
作
研
-
編
『
金
城
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
日
本
占

ー
$
g
F

一
-
U
ハ
寸
一
年
:
一
月
)
、
神
作
研
-
・
加
藤
ワ
牧
編
「
草
山
崎
い
え

庫
蔵
主
口
凶
円
四
師
一
』
(
日
本
書
誌
学
大
系
『
瞳
庵
文
庫

H
録
と
資
料
』
置
庵
文
席
側
究
会
側
、

一
ベ
川
口
九
年
、
古
裳
堂
書
防
)
ほ
か
が
あ
る
。

(
日
)
雲
英
末
雄
の
講
演
「
俳
書
の
刊
・
印
・
修
」
(
今
一
り

U
八
年
一
月
二
日
一
、
東
海
近
怖
い
文
学
会
例
会
)
は
、
こ
の
問
題
に
鋭
く
切
り
込

ん
だ
最
初
の
も
の
。
版
楠
の
多
い

『
日
本
歳
時
記
』
(
山
九
九
日
子
五
年
刊
)
を
例
に
挙
げ
る
な
ど
し
て
俳
古
万
般
に
関
す
る
種
々
の
知
見
を

披
派
さ
れ
た
が
、
活
i

ア
化
の
前
に
急
逝
さ
れ
た
。

(M)
「
架
蔵
俳
譜
資
料
円
録
」
(
ド
垣
内
和
人
編
『
近
開
芸
備
地
十
刀
の
俳
描
』
第
一
:
一
集
所
載
、

ム
九
八
。
年
、
私
家
版
)
、
「
同
(
追
加
八
刀
)
」

(
同
一
四
集
所
載
、

一
九
八
九
年
)

「
同
(
再
追
加
分
こ

(
H
-
i
集
所
載

一
O
U
-
-
宇
年
)
に
は

川
VhrA什
わ
せ
て
六
八
八
点
の
苫
冊

を
収
載
す
る
。



解
題

{H)

下
垣
内
文
庫
の
特
色

1

1

1

近
世
後
期
俳
譜
に
お
け
る
非
冊
子
資
料
の
意
義
l

l

伊

藤

善

隆

d 

は
じ
め
に

尼
道
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
下
垣
内
文
庫
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、

俳
書
(
冊
子
)
以
外
の
俳
譜
資
料
を
豊
富
に
蒐
集
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
、
近
世
後
期
の
資
料
が
豊
富
で
あ
る

が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
俳
譜
資
料
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
じ
つ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

一
枚
摺
や
書
簡
、
画
賛
、
扇
而
、
と
い
っ
た

-23-

そ
れ
は
何
故
か
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
資
料
が
、
じ
つ
に
片
々
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
書

籍
に
比
べ
れ
ば
、
ま
と
ま
り
も
、
と
り
と
め
も
、
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
凶
書
館
で
の
整
理
・
保
存
・
閲
覧
、
い
ず
れ

を
と
っ
て
も
不
便
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
で
、
従
来
、
こ
う
し
た
資
料
は
、
あ
ま
り
積
極
的
に
注

日
も
さ
れ
ず
、
利
用
も
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
蒐
集
も
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
個
人
の
努
力
で
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
集
め
ら
れ
た
と
い
う
壮
挙
に
対
し
て
は
、

卜
二
分
に
敬
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
非
冊
子
の
俳
譜
資
料
に
価

し
た
が
っ
て
、
下
垣
内
文
庫
の
よ
う
に
、



一一一一一

値
が
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
な
い
。
個
々
の
資
料
は
た
し
か
に
片
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
、
さ
ら

に
は
明
治
旧
派
の
俳
譜
を
具
体
的
に
検
証
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
。
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
資
料
は
、
あ
る
程
度
の
量
を
ま
と
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
あ

る
程
度
の
量
を
所
蔵
す
る
図
書
館
や
博
物
館
、
美
術
館
が
少
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
個
人
で
集
め
よ
う
と
し
て
も
、
そ
う
簡

単
に
集
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
し
、
昨
今
ま
す
ま
す
芭
蕉
・
蕪
村
と
い
っ
た
有
名
俳
人
た
ち
の
研
究
が
級
密
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
比
べ
、
近
世
後
期
の

俳
譜
の
研
究
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
、
と
」
一
ワ
つ
人
が
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
資
料
に
対
す

る
調
責
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
近
世
後
期
俳
壇
の
特
色
と
こ
う
し
た
非
冊
子
資

料
の
意
義
に
つ
い
て
、
以
下
、
簡
単
で
は
あ
る
が
解
説
を
加
え
て
み
た
い
。

A
a
T
 

9μ 

近
世
後
期
の
俳
譜

l
!
"俳
詰
の
大
衆
化
“
と

N

俳
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
“
ー
ー

近
世
後
期
か
ら
幕
末
・
明
治
期
の
俳
話
は
、
い
わ
ゆ
る
「
月
並
調
」
と
促
め
ら
れ
、
低
い
評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

た
し
か
に
低
俗
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

し
か
し
反
面
で
は
俳
請
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
へ
と
行
き
渡

っ
た
時
代
で
也
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
む
と
に
、

ρ

俳
譜
の
大
衆
化
が
と
ガ
俳
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
μ

と
三
一
日
わ
れ
る
現
象
が
あ
る
。

ま
ず
、

ρ

俳
講
の
大
衆
化
μ

と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
グ
月
並
旬
合
μ

の
流
行
に
象
徴
的
で
あ
る
。

月
並
句
合
と
は
、
毎
月
不
特
定
多
数
の
人
々
か
ら
投
句
を
募
集
す
る
も
の
で
、
主
催
者
が
題
(
凶
季
の
副
に
よ
る
)
を
山
し
、



応
募
者
は
句
作
し
て
人
花
料
(
一
句
に
つ
き
八
文
か
ら
二
口
一
文
程
度
)
を
添
え
て
投
句
す
る
。
題
は
通
常
一
年
分
が
出
さ
れ
て
お

り
、
応
募
者
は
ポ
さ
れ
た
期
日
ま
で
口
取
次
所
を
経
て
投
句
す
る
。
投
句
さ
れ
た
旬
は
宗
匠
の
許
ヘ
送
ら
れ
、
宗
匠
は
選
句
し

て
発
表
(
開
巻
)
す
る
。
高
点
者
に
は
景
品
を
出
し
、
入
選
句
を
世
べ
た
摺
物

(.1摺
・
返
草
)
を
作
成
し
て
応
募
者
に
送
付
す
る
。

す
な
わ
ち
、
雑
俳
や
狂
歌
合
と
同
様
の
方
法
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
入
花
料
の
総
額
か
ら
、
景
品
代
や
摺
物
の
費

一
連
の
経
費
を
差
し
引
い
た
も
の
が
主
催
者
や
京
慌
の
収
入
と
な
っ
た
。
ま
た
、
毎
月
の
催
し
と
は
別
に
、
心
本
額
や

用
な
ど
、

奉
燈
あ
る
い
は
立
机
披
露
な
ど
の
機
会
に
、

の
催
し
の
場
合
は
数
千
旬
、

一
回
限
り
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
天
保
期
に
は
こ
れ
が
大
流
行
し
、
毎
月

.
凶
限
り
の
催
し
の
場
合
に
は
.
万
数
千
句
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
催
し

が
二
一
都
を
中
心
に
い
く
つ
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
俳
請
の
大
衆
化
の
有
様
を
具
体
的
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ

切っ。
つ
ぎ
に
、
グ
俳
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
μ

と
い
わ
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

た
と
え
ば
、
化
政
期
以
降
に
出
版
さ

R
U
 

ワ臼

れ
た
俳
書
や
俳
譜

a

枚
摺
を
み
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
地
庁
俳
人
が
制
作
・
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
二

都
の
有
名
宗
匠
た
ち
の
発
句
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ま
た
、
「
文
音
」
な
ど
い
う
前
書
に
続
け
て
、
他
の
地

方
の
俳
人
た
ち
の
旬
、
が
並
ん
で
い
る
こ
と
も
、
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
た
と
え
争
時
す
る
機
会
が
全
く
な
い
よ
う
な
遠
方
の
俳
人
た
ち
同
士
で
あ
っ
て
も
、
文
通
に
よ

っ
て
句
や
俳
書
を
遣
り
取
り
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
俳
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
子
紙
の

遣
り
取
り
を
通
じ
て
全
国
の
俳
人
た
ち
と
交
遊
を
持
つ
こ
と
そ
れ
自
体
が
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
近
位
後
期
に

な
る
と
俳
譜
一
枚
摺
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
近
世
後
期
の
グ
俳
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
あ
る
。



以
上
の
よ
う
な
近
世
後
期
の
俳
曜
の
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
、
下
垣
内
文
庫
に
集
め
ら
れ
た
資
料
に
即
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
義
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

俳
詰
一
枚
摺

俳
譜
一
枚
摺
と
は
、
文
字
通
り
一
枚
の
同
紙
に
印
刷
さ
れ
た
摺
物
の
こ
と
で
あ
る
。
商
品
と
し
て
売
買
さ
れ
る
錦
絵
や
瓦
版

と
は
異
な
り
、
俳
人
の
仲
間
内
で
配
ら
れ
た
り
交
換
さ
れ
た
り
す
る
非
売
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
正
月
の
歳
H
二
つ
物
や

議
旦
吟
、
大
小
暦
、
春
興
や
秋
興
、
あ
る
い
は
慶
事
や
改
号
の
披
露
、
亡
人
の
追
善
な
ど
、
挨
拶
や
告
知
を
目
的
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
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多
く
の
場
合
、
旬
、
だ
け
で
な
く
画
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
格
的
な
美
し
い
も
の
か
ら
簡
略
な
カ
ッ
ト
風
の
も
の
ま
で
様
々

で
あ
る
。
ま
た
、
画
題
も
絵
師
も
い
ろ
い
ろ
で
、
京
匠
や
個
人
が
各
自
の
趣
昧
で
作
成
し
て
い
る
の
で
、
型
に
と
ら
わ
れ
て
い

な
い
斬
新
な
ヂ

41イ
ン
の
も
の
も
あ
っ
て
面
白
い
。

大
き
さ
は
、
卒
者
目
紙
(
い
わ
ゆ
る
大
奉
吉
、
縦
約
三
九
叩
×
横
約
五
五
明
)
の
全
紙
(
浮
世
絵
で
い
う
大
借
判
)
、
そ
の

1
/
2

(
大
判
)
、

l
/
4
(
中
判
)
、

l
/
8
(
八
ツ
切
判
)
、
横
に
半
裁
し
た
も
の
(
長
判
)
、
横
に

l
/
4
に
裁
っ
た
も
の
、
色
紙
大

(
角
判
)
、
葉
書
大
、
極
小
の
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
書
障
や
彫
師
の
名
前
が
入
っ
た
も
の
や
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

売
物
で
は
な
い
が
、
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
書
障
や
彫
師
が
作
成
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
俳
講
一
枚
摺
の
初
め
は
、
広
禄

A

五
年
(
一
七

O
-
-
)
に
、
嵐
雪
ら
の
歳
日
一
旬
を
一
枚
摺
に
し
た
も
の
(
こ
れ
に
は
挿

一
枚
摺
が
由
一
関
で
の



絵
は
な
い
)
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
格
的
に
定
着
し
た
の
は
、

で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
す
で
に
挿
拾
を
-
一
、

つ
づ
く
宝
、
水
か
ら
享
保
期
(
一
七

O
四
l
一
七

a

二
六
)
に
か
け
て

三
色
問
に
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
明
和
か
ら
安
永
、
天
明
期
(
一
七
六
四
j

一

七
八
二
)
に
な
る
と
、
多
色
摺
の
摺
物
が
.
般
的
と
な
っ
た
。
寛
政
か
ら
文
化
・
文
政
期
(
.
七
八
九
l
一
八
三
日
)
以
降
、
俳

請
の
大
衆
化
に
と
も
な
っ
て
一
枚
摺
は
広
範
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
。
幕
末
期
に
は
細
か
い

E

下
で
多
数
の
句
を
載
せ
た
も

の
も
あ
り
、
た
っ
た
一
枚
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
情
報
量
は
ゅ
う
に
俳
書
一
冊
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
明
治
期
に
な
っ
て
も

制
作
は
続
け
ら
れ
、
戦
前
ま
で
そ
の
伝
統
は
続
い
た
。

ド
垣
内
文
庫
に
は
、

近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
摺
物
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

月
牧
句
合
わ
募
句
チ
ラ
シ

や
返
廿
十
を
除
い
て
、
俳
譜
一
枚
摺
は
二

.
0点
ほ
ど
に
も
な
る
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
主
暦
頃
の
も
の
か
と
推

定
さ
れ
る
「
梅
郊
冬
興
」
(
.
枚
摺
I
)
で
あ
る
。
梅
郊
は
越
後
新
発
田
藩
主
溝
口
直
温
の
俳
号
。
汚
損
が
あ
り
、
状
態
が
悪
い

こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
色
摺
の
俳
講
一
枚
摺
と
し
て
は
比
較
的
初
期
の
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
ド
恒
内
文
庫
の

俳
諮
.
枚
摺
、
と
く
に
芸
備
地
庁
の
俳
諦
.
枚
摺
に
関
し
て
は
、
ド
幅
一
内
相
人
「
安
川
一
戸
地
方
の
俳
譜
一
枚
摺
」
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(
「
江
戸
文
学
』

お
U
可

二
り
一

O
」
一
年
六
月
、

べ
り
か
ん
社
)
、
同
「
安
芸
地
庁
の
俳
講
一
枚
摺
」
(
「
文
学
」
第
六
巻
第
二
号

一一

0
0
丘
年
三

円
、
岩
波
書
出
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

募
句
チ
ラ
シ

俳
書
へ
の
人
集
や
月
並
句
合
へ
の
投
句
を
促
す
摺
物
を
、
「
募
句
チ
ラ
シ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
下
踊
内
文
庫
で
は
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
に
長
月
庵
若
翁
が
「
月
供
糞
の
小
集
」
を
企
画
し
た
際
の
募
旬
チ
ラ
シ
(
一
枚
摺
3
)
が
残
っ
て
い
る
の
が
古
い
例



で
あ
る
。

ま
た
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
菊
守
園
が
「
槻
弓
集
』
(
一
六
編
)
を
出
版
し
た
際
の
募
句
チ
ラ
シ
(
宇
枚
摺
釘
)
は
、
入
木

改
刻
の
跡
が
判
る
事
例
と
し
て
而
白
い
。
す
な
わ
ち
、
「
槻
弓
集
』
は
菊
守
園
の
歳
旦
集
で
毎
年
同
じ
名
称
で
出
版
さ
れ
て
い

た
た
め
、
募
句
チ
ラ
シ
の
版
木
は
毎
年
同
じ
も
の
を
使
い
回
し
に
し
て
い
た
ら
し
く
、
「
中
年
」

。〕

「
申
」
と
「
未
と
し
」
の

「
未
」
、
そ
れ
に
「
卜
六
編
」
の
「
十
六
」
の
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
人
木
改
刻
の
痕
跡
が
観
察
さ
れ
る
。

月
並
旬
合
や
奉
額
句
人
円
の
典
型
的
な
募
旬
チ
ラ
シ
と
し
て
は
、
嘉
、
水
四
年
(
一
八
五
一
)
の
八
千
坊
其
山
撰
「
天
満
宮
奉
納
月

並
発
句
合
」
募
句
チ
ラ
シ
(
一
枚
摺
日
)
や
、
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
の
公
成
・
眠
居
撰
「
洛
束
祇
園
社
/
備
前
児
島
八
幡
宮

両
社
、
永
代
奉
額
発
句
合
」
募
句
チ
ラ
シ
(
一
枚
摺
伺
・
一
枚
摺
伺
)
、
幕
末
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
百
蕉
堂
公
成
評
・
播
磨
丙

城
副
評
「
年
浪
春
秋
選
」
募
句
チ
ラ
シ
(
一
枚
摺
山
)
、
同
じ
く
芭
蕉
空
公
成
評
・
播
磨
鴫
々
副
評
「
年
浪
春
秋
選
」
募
句
チ
ラ

シ
(
一
枚
摺
山
)
、
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
募
旬
チ
ラ
シ
に
は
、
高
点
句
の
作
者
に
与
え
ら
れ
る
景
品
を

予
告
し
た
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
供
さ
れ
て
い
た
の
か
が
具
体
的
に
分
か
る
。
た
と
え
ば
、
百
蕉
堂
公
成
評
・
播
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磨
嶋
々
副
評
t
叩
J

浮
浪
春
秋
選
」
の
場
合
、
そ
の
景
品
は
、
「
俳
譜
増
山
ノ
j

井

全
二
冊
」
、
「
占
今
仮
名
遣

全
一
冊
」
と
い
っ

た
書
籍
、
ま
た
「
ブ
リ
キ
提
重
壱
組
箱
入
」
や
「
ブ
リ
キ
葉
茶
入
箱
人
」
、
「
新
模
様
更
紗
出
.
ツ
」
と
い
っ
た
実
用
品
、
さ
ら

に
は
「
抜
句
認
短
冊
.
」
と
い
っ
た
記
念
品
的
な
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
興
味
深
い
。

四

書
状

近
世
後
期
の
俳
人
の
書
状
の
特
徴
は
、
そ
れ
以
前
の
俳
人
の
書
状
に
比
べ
て
、
内
容
や
書
式
が
類
型
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。



こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
俳
壇
の
状
況
を
反
映
し
て
お
り
、
た
と
え
遠
万
に
居
住
す
る
た
め
俳
席
を
同
じ
く
し
た
こ
と
が
な

い
俳
人
同
士
で
あ
っ
て
も
、
金
一
日
状
で
旬
の
遣
り
取
り
を
し
て
交
遊
を
楽
し
む
こ
と
が
一
般
化
し
た
た
め
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
そ

れ
以
前
の
俳
人
た
ち
の
書
状
が
、
様
々
な
用
事
や
必
要
性
に
因
っ
て
(
そ
の
つ
い
で
に
旬
を
記
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
)
遣

り
取
り
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
比
べ
て
、
近
世
後
期
の
俳
人
た
ち
の
書
状
は
、
句
を
遣
り
取
り
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
そ
の

日
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
俳
人
の
典
型
的
な
本
文
は
、
簡
単
な
校
拶
の
文
一
一
一
け
に
続
き
、
新
板
の
俳
書
や
摺
物
を
送
る
旨
の
用

件
が
記
さ
れ
、
最
後
は
「
あ
な
た
様
も
是
非
近
作
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
」
と
い
っ
た
意
昧
の
一
一
一
口
葉
で
締
め
く
く
叫
ち
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
本
文
に
続
け
て
、
追
伸
の
よ
う
な
形
で
自
作
の
句
を
五
、
六
句
章
一
日
き
話
べ
、
「
あ
な
た
様
の
評
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
」

と
い
っ
た
意
味
の
一
一
一
一
口
葉
を
添
え
て
あ
る
場
合
が
多
い
。

こ
う
し
た
書
状
を
貰
っ
た
側
は
、
句
を
記
し
た
部
分
を
書
状
本
文
か
ら
切
断
し
、
点
を
掛
け
て
返
送
し
た
よ
う
で
あ
る
。
あ

od っ“

る
い
は
控
え
や
現
物
を
子
許
に
残
し
て
置
い
て
、
そ
の
句
を
白
ら
が
編
集
す
る
俳
書
や
摺
物
に
入
集
さ
せ
た
ら
し
い
。
そ
う
し

た
遣
り
取
り
が
日
常
的
に
行
わ
れ
た
た
め
、
近
世
後
期
の
俳
譜
資
料
に
は
切
断
さ
れ
た
書
状
や
句
を
書
き
付
け
た
紙
切
れ
が
多

く
残
る
の
で
あ
る
。
よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
茶
掛
に
し
た
り
古
筆
子
鑑
に
貼
り
込
ん
だ
り
す
る
た
め
に
切
断
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。

ド
而
一
内
文
庫
に
は
、

八
C
点
を
超
え
る
近
世
俳
人
の
書
状
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
本
目
録
の
書
状
編
に
は
「
断
簡
」
も
し
く

は
「
断
簡
か
」
と
注
記
し
て
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
ま
た
、

一
枚
物
編
の
中
に
も
「
書

状
断
簡
か
」
と
し
た
も
の
が
あ
る
が
こ
れ
も
同
様
で
あ
る
。



五

短
冊

短
冊
の
魅
力
は
、
作
者
そ
の
人
の
筆
跡
で
そ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
に
固
有
の
躍
動
感
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
流
行
し
た
書
風
や
料
紙
の
様
式
美
を
直
接
感
得
で
き
る
点
が
、
短
冊
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

短
冊
の
標
準
と
な
る
寸
法
は
、
お
お
む
ね
縦
一
パ
て
寸
(
約
二
天
・
問
叩
)
、
横
二
寸
(
約
六
・
一
叩
)
程
度
で
あ
る
。
料
紙
の

紙
質
は
鳥
の
子
(
斐
紙
)
が
多
い
が
、
他
に
も
楕
紙
、
絹
本
、
あ
る
い
は
杉
似
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

短
冊
は
、
も
と
も
と
和
歌
を
書
く
た
め
の
料
紙
と
し
て
古
く
鎌
倉
時
代
後
則
頃
か
ら
普
及
し
た
。
は
じ
め
は
「
白
短
間
」
と

呼
ば
れ
る
無
地
の
紙
(
素
紙
)
で
あ
っ
た
が
、
宅
町
時
代
に
な
る
と
青
お
よ
び
紫
の
色
で
雲
形
文
様
を
漉
い
た
打
曇
紙
が
普
及
し
、

や
が
て
そ
れ
が
標
準
と
な
っ
た
。
ま
た
、
染
紙
や
墨
流
し
の
料
紙
を
用
い
た
り
、
金
泥
や
銀
泥
で
下
絵
を
描
い
た
り
、
雲
母
摺

や
筆
彩
等
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
た
豪
華
な
装
飾
短
川
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
も
の
を
「
好
ミ
知
冊
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

俳
人
の
短
冊
も
、
和
歌
と
同
様
に
打
曇
が
基
本
で
あ
る
が
、
色
彩
や
怠
医
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
装
飾
料
紙
も
あ

っ
て
、
パ
ラ
ヱ
チ
ィ
に
富
ん
で
面
白
い
。
た
だ
し
、
近
世
後
期
に
な
る
と
料
紙
に
泥
を
多
く
含
ん
だ
粗
悪
品
も
出
ま
わ
る
よ
う

に
な
り
、
幕
末
に
は
概
し
て
安
手
の
も
の
が
多
い
。

そ
し
て
、
短
冊
に
は
、
じ
つ
は
俳
書
の
版
下
の
宅
者
を
特
定
す
る
た
め
の
筆
跡
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
研

究
上
実
用
的
な
側
面
も
あ
る
。
と
く
に
、
ド
垣
内
文
庫
の
知
冊
は
、
芸
備
地
方
の
俳
人
の
短
附
を
中
心
に
、
近
間
後
期
の
諸
家

の
筆
跡
を
よ
く
揃
え
て
お
り
、
研
究
資
料
と
し
て
員
重
で
あ
る
。
ま
た
、
岡

A

俳
人
の
短
冊
を
袴
数
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
も
、

ド
両
内
文
庫
の
短
冊
収
集
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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そ
の
他
の
筆
跡
資
料

|
|
軸
装
・
扇
面
・
一
枚
物
な
ど
|
|

下
垣
内
文
庫
に
は
、
先
述
し
た
書
状
と
短
冊
以
外
に
も
、
俳
人
の
筆
跡
資
料
と
し
て
、
約
五

C
点
の
軸
装
さ
れ
た
両
賛
や
短

冊
類
、
約
二
一

O
点
の
扇
面
、
約
二

0
0
点
の

A

枚
物
(
懐
紙
そ
の
他
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
約
一
命
一

O
点
の
三
節
(
歳
日
一
旬
・
春
興
旬
・
歳
暮
句
を
記
し
た
も
の
)
と
両

節
(
歳
口
一
旬
と
歳
暮
句
を
記
し
た
も
の
)
の
懐
紙
が
あ
る
こ
と
が
注
円
さ
れ
る
。
ま
た
、
点
印
譜
「
梧
亭
点
式
」
(

a

枚
物
部
)
や

俳
書
配
付
先
に
関
す
る
書
付
と
思
わ
れ
る
「
尾
道
百
韻
配
冊
」
(
‘
枚
物
別
)
な
ど
、
俳
人
た
ち
の
活
動
の
細
部
を
う
か
が
う
こ

と
の
で
き
る
資
料
も
興
味
深
い
。

さ
ら
に
は
、
貞
門
時
代
の
「
木
玉
発
句
・
加
友
点

古
書
い
は
ふ
ま
こ
と
に
と
し
も
筆
字
哉
な
ど
五
十
句
」
(
.
枚
物
胤
)

軒
を
遺
る
て
ん
で
き
は
是
昌
に
あ
り
」
(
一
枚
物
卯
)
の
よ
う
な
、
近
世
前
期
の
貴
重

t
E
・4

な
筆
跡
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
(
下
回
一
内
和
人
・
棺
上
正
芋
「
「
伊
勢
踊
」
撰
集
の
一
資
料
と
幽
山
評
点

ゃ
、
談
林
時
代
の
「
幽
山
点
巻

白
韻

ド

H
韻
一
巻
武
蔵
田
山
石
付
住
「
木
玉
」
追
考
」
〈
「
連
歌
俳
譜
研
究
』

一
九
七
七
年
一
月
〉
参
閉
じ
。
し
か
し
、
何
と
い

52 

つ
で
も
、
や
は
り
近
世
後
期
の
俳
人
た
ち
の
筆
跡
資
料
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
下
垣
内
文
庫
の
特
色
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
短
冊
も
そ
う
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
の
俳
人
た
ち
の
筆
跡
資
料
が
、
そ
れ
以
前
の
俳
人
た
ち
の
筆

跡
資
料
に
比
べ
て
豊
富
に
残
っ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

た
ん
に
時
代
が
現
在
に
近
い
か
ら
と
い
う
理
由
だ

け
で
は
な
い
。
や
は
り
当
時
の
俳
壇
の
状
況
を
反
映
し
て
の
現
象
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

μ

俳
譜
の
大
衆
化
μ

と
グ
俳
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
μ

に
よ
っ
て
、
俳
人
た
ち
の
筆
跡
に
寄
せ
る
興
昧
・
需
要
が
飛
躍
的
に
増
え
た
結
果
で
も
あ
る
の
だ
。
書
状
の

遣
り
取
り
を
通
じ
て
お
互
い
の
筆
跡
(
書
状
、
だ
け
で
な
く
短
冊
な
ど
も
)
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
方

4
a
-
A
 

つJ



の
俳
人
た
ち
が
三
部
の
有
名
宗
匠
た
ち
の
短
冊
や
軸
物
な
ど
の
人
子
を
求
め
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
月
次
句
合
の
景
品
と
し
て
、

宗
匠
た
ち
の
掛
物
や
短
冊
が
多
く
供
さ
れ
て
も
い
た
。
ま
た
、
高
点
句
の
抜
書
を
清
書
し
た
も
の
が
景
品
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
下
恒
一
内
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
桶
中
庵
評
の

「
安
政
同
l
巳
年
如
月
上
旬

三
連
臨
時
巻
」
抜
句
集
(
魚

鳶
画
・
風
景
悶
)
(
一
枚
物
岱
)
は
、
そ
う
し
た
抜
書
の
清
書
の
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
需
要
と
供
給
の
飛
躍
的
な
増
大
の

結
果
と
し
て
、
近
世
後
期
の
俳
人
た
ち
の
事
跡
資
料
は
比
較
的
豊
富
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
下
垣
内
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
非
冊
子
資
料
の
意
義
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
近

世
後
期
の
俳
譜
資
料
は
、
従
米
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
・
明
治
期
の
俳
講
を
た
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だ
「
月
並
調
」
と
肢
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
化
的
な
意
義
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
資
料
の
分
析
に
よ

っ
て
、
グ
俳
請
の
大
衆
化
ρ

と
ガ
俳
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
μ

と
い
う
現
象
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
内
下
垣
内
文
庫
が
尾
道
大
学
附
属
凶
書
館
に
収
蔵
、
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
怠
義
は
大
き
い
。
近
間
後
期
俳
譜
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
理
解
す
る
た
め
に
、
下
同
内
文
庫
の
俳
譜
資
料
群
は
今
後
も
垂
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。



下
垣
内
文
庫
と
そ
の
調
査

佐
藤

勝
明

尾
道
大
学
附
属
凶
書
館
に
蔵
さ
れ
る
下
垣
内
文
庫
ば
、
俳
文
学
者
下
垣
内
和
人
の
俳
書
を
中
心
と
し
た
コ
レ

b
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
版
本
を
中
心
に
、
写
本
も
ま
じ
え
、
短
冊
・
刷
物
・
書
簡
な
ど
を
加
え
て
、
そ
の
総
数
は
約
二
一

0
0
0
点
。
こ
の
た
び
縁

あ
っ
て
、
本
目
録
を
作
る
た
め
の
調
査
に
従
事
し
た
立
場
か
ら
、
そ
の
経
緯
や
感
想
な
ど
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
こ
の
蔵
書
が
一
括
し
て
尾
道
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
の
を
受
け
、
小
生
た
ち
の
恩
師
で
あ
る
早
稲

-33-

聞
大
学
教
授
(
当
時
)
雲
英
末
雄
が
、
近
世
文
学
を
専
攻
す
る
尾
道
大
学
教
授
藤
沢
毅
に
目
録
作
成
を
懲
湿
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
が
、
主
と
し
て
扱
う
地
域
や
時
代
は
や
や
異
な
る
・
も
の
の
、
同
じ
く
近
世
俳
譜
を
専
攻
分
野
と
し
、
俳
書
の
コ
レ
ク
タ
l

と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
、
ド
垣
内
・
雲
英
両
人
の
、
長
年
に
わ
た
る
親
交
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
相
談
が
な
さ
れ
て
い
る
場
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、
調
査
と
目
録
作
成
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
藤
沢
と
と
も
に
雲
英
が
非
常

勤
で
上
智
大
学
に
出
講
し
て
い
た
折
の
教
え
子
で
あ
る
神
作
研
一
、
早
稲
田
で
の
弟
子
に
あ
た
る
伊
藤
善
隆
・
金
子
俊
之
と
小

二
O
O
七
年
六
月
の
近
世
文
学
会
春

生
と
が
、
こ
の
作
業
に
加
わ
る
こ
と
に
決
ま
る
。
記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、

季
大
会
の
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
回
目
の
調
査
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
一
二
日
ま
で
。
ま
ず
は
全
体
像
を
大
づ
か
み
に
確
認
し
た
後
、
書
冊
に
関
し
て
は



主
と
し
て
藤
沢
・
神
作
・
佐
藤
、
そ
の
他
の
も
の
は
伊
藤
が
原
稿
作
成
に
あ
た
る
こ
と
や
、
刊
行
時
期
と
そ
れ
ま
で
の
予
定
な

ど
を
決
め
る
。
藤
沢
・
神
作
・
佐
藤
は
、
下
垣
内
作
成
の
仮
目
録
(
神
作
稿
「
解
題

(I)
」
を
参
閉
じ
の
番
号
に
ほ
ぼ
従
い
、
さ

っ
そ
く
書
冊
の
書
誌
的
調
査
を
開
始
。
伊
藤
と
金
子
は
、
白
宅
で
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
仮
日
録
の
後
ろ
か
ら
書
冊
の
撮
影

に
入
る
。
こ
の
年
は
書
冊
全
体
の
半
分
近
い
作
業
が
終
わ
り
、
藤
沢
ら
は
夏
中
を
か
け
て
書
誌
的
情
報
を
デ

l
タ
と
し
て
入
力
。

第
二
回
目
は
、
二

O
O
八
年
八
月
一
日
か
ら
二
一
日
ま
で
で
、
昨
年
度
の
作
業
を
続
け
る
と
同
時
に
、
伊
藤
ら
は
書
冊
以
外
の
煽

影
に
取
り
か
か
る
。
藤
沢
ら
は
や
は
り
夏
中
に
デ
ー
タ
入
力
を
終
え
、
疑
問
点
を
多
く
残
し
な
が
ら
も
、
三
人
の
デ

l
タ
を
合

わ
せ
た
「
卜
垣
内
文
庫
俳
書
仮
口
録
」
が
で
き
る
。
第
三
回
日
は
、
一

A
O
O
九
年
八
月
一
一
.
日
か
ら
五
日
ま
で
。
原
本
に
あ
た
っ

て
疑
問
点
を
解
決
し
な
が
ら
、
神
作
を
中
心
に
、
書
冊
に
関
す
る
原
稿
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
書
冊
以
外
の
も
の
に
関
す
る

編
集
方
針
を
決
め
、
撮
影
の
状
態
が
よ
く
な
い
も
の
の
撮
り
直
し
な
ど
を
行
う

o
H程
を
終
え
た
段
階
で
、
書
冊
に
関
す
る
部

分
の
原
稿
化
は
約
半
分
ま
で
。
原
稿
の
作
成
は
、
や
は
り
原
本
を
横
に
置
き
な
が
ら
で
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、
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急
逮
、
第
四
阿
日
と
し
て
、
藤
沢
・
神
作
・
伊
藤
の
.
一
‘
人
に
よ
る
作
業
が
、
同
年
一

O
月
八
日
か
ら
一

た
。
こ
れ
に
止
り
、
神
作
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
書
冊
に
関
す
る
原
稿
化
が
完
成
。
書
冊
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
見

通
し
が
立
ち
、
帰
宅
後
に
伊
藤
が
原
稿
化
を
完
遂
。
こ
れ
ら
と
括
行
し
て
、
す
で
に
決
め
て
お
い
た
割
り
振
り
に
従
い
、
解
題

H
に
か
け
て
行
わ
れ

等
の
執
筆
に
入
る
。
ま
た
、
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
生
畑
中
さ
や
か
(
金
城
学
院
大
学
文
学
部
卒
)
の
協
力
で
、
書
冊
に
関
す
る

一
一
月
中
に
全
作
業
が
終
了
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

索
引
も
で
き
、

先
に
記
し
た
通
り
、
本
日
録
の
作
成
は
、
一
叩
一
凶
作
央
末
雄
の
発
案
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
同
文
庫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

.
覧
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
雲
英
は
、
公
務
の
た
め
第
一
同
円
の
調
査
に
は
不
参
加
。
翌
年
を
則
し
て
い
た
も
の
の
、

二
0
0
八
年
の
三
月
か
ら
体
調
を
崩
し
、
そ
の
後
は
闘
病
生
活
に
入
っ
た
た
め
、
第
二
回
目
も
参
加
で
き
ず
、
同
年
一
り
一
月
六



H
に
鬼
籍
に
人
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
何
と
も
無
念
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
解
題

(
I
こ
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ド
垣
内
文
庫
に
は
、
t

雲
英
文
庫
の
川
蔵
書
が
二
冊
あ
り
、
ま
さ
に
両
人
の
親
し
い
関
係
を
よ
く
伝
え
る
も
の

二
O
O
九
年
五
月
一

H
、
ド
何
一
内
は
、
そ
の
中
の
一
冊
、
六
雅
編
『
先
の
伊
達
集
」

(
宝
暦
一
.
年
序
・
肢
)

と
な
っ
て
い
る
。

の
翻
刻
を
知
友
ら
に
配
布
。
添
え
ら
れ
た
子
紙
に
、
「
『
杖
の
伊
達
』
は
、
故
雲
英
末
雄
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
:
・
雲

英
氏
が
逝
去
さ
れ
た
今
、
な
ん
と
か
雲
英
氏
の
ご
好
意
に
こ
た
え
た
い
と
思
い
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
お

届
け
い
た
し
ま
す
」
と
あ
り
、
俳
去
一
口
の
収
集
と
研
究
を
通
じ
て
深
め
て
こ
ら
れ
た
友
情
の
ほ
ど
が
察
せ
ら
れ
、
胸
に
迫
る
も
の

が
あ
る
。
な
お
、
同
書
は
、
備
中
連
島
の
し
ハ
雅
が
母
の
追
善
集
と
し
て
編
ん
だ
も
の
で
、
中
国
地
庁
の
俳
人
が
広
く
人
集
す
る

ほ
か
、
浮
風
・
諸
九
ら
の
句
も
見
え
、
野
域
系
俳
譜
の
浸
透
な
ど
を
知
る
上
で
も
重
要
な
一
冊
。
同
じ
雲
英
文
庫
蔵
本
に
よ
る

酬
刻
が
、
田
坂
英
俊
編
「
備
後
俳
譜
資
料
集
』
第
九
集
(
一
九
九
八
年
、
私
家
版
)
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
用
が
期
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侍
さ
れ
る
。

今
回
、
下
垣
内
文
庫
の
調
査
を
行
っ
て
最
も
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
蔵
書
群
が
、
好
事
家
的
な
興
昧
に
基
づ
く
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ま
さ
に
研
究
の
た
め
の
資
料
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
、
あ
た
り
ま
え
と
い
え
ば
あ
た
り
ま
え
過
ぎ
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
白
身
の
蔵
書
が
、
二
一
原
市
立
中
央
凶
書
館
ほ
か
の
蔵
書
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
、
『
芸
備
俳
譜

資
料
集
』

I
l
目
(
一
九
八
六
ー
八
八
年
、
浅
水
社
)
な
ど
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
し
、
そ
う
し
た
資
料
群
を
基
に
す
る
こ
と
で
、

『
止
一
ム
備
俳
譜
史
の
研
究
』

(
一
九
八
八
年
、
赤
尾
照
文
堂
)
や
「
近
世
中
国
俳
壇
史
』

(
」
九
九
二
年
、
和
泉
書
院
)
な
ど
の
大
き

な
仕
事
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
本
当
に
よ
く
納
得
さ
れ
る
文
庫
な
の
で
あ
る
。
筆
者
自
身
の
関
心
で
い
え
ば
、

中
国
地
方
は
、
野
岐
に
よ
る

「
芭
蕉
没
後
の

〈
か
る
み
〉
」

の
伝
播
が
象
徴
的
に
達
成
さ
れ
た
地
域
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
俳

壇
的
な
展
開
が
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
こ
と
の
上
に
立
っ
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た

〈
か
る
み
〉

の
内
実
が
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
段
階



を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
下
垣
内
文
庫
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
必
定
で
、
中
で
も
、
点
取
帖
・
歳

旦
帖
や
刷
物
な
ど
の
分
析
・
検
討
は
、
今
後
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
も
の
と
い
っ
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
「
や
ま
か
つ

ら
』
『
っ
き
弓
集
」
な
ど
年
刊
句
集
的
な
も
の
も
同
断
で
、
そ
の
実
態
の
解
明
を
通
じ
て
、
俳
譜
史
理
解
に
新
た
な
地
平
が
築

か
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
量
的
に
有
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
目
の
前
に
置
か
な
け
れ

ば
、
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
意
昧
で
も
、
下
恒
一
内
文
庫
や
三
原
市
立
中
央
図
書
館
な
ど
の
資
料
を
総
合
的
に

視
野
に
入
れ
、
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
類
題
句
集
や
季
寄
せ
類
、
さ
ら
に
「
を
だ
ま
き
』
そ

の
他
の
、

い
う
な
ら
ば
、
比
較
的
よ
く
あ
る
俳
書
が
多
数
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
下
垣
内
文
庫
の
特
色
の
一
つ
で
、
袴
数
の

同
一
書
を
蔵
し
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
「
よ
く
あ
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
書
は
、
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
が
た
め
に
軽
視
さ

れ
が
ち
で
、

い
ざ
必
要
に
迫
ら
れ
て
あ
わ
て
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
貴
重
書
ば
か
り
で
な
く
、
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一
般
的
な
書
も
俳
譜
研
究
に
は
大
き
な
意
昧
を
も
つ
の
で
あ
り
、
「

0
0」
な
ら
少
な
く
と
も
ど
こ
そ
こ
と
ど
こ
そ
こ
に
は
あ

る
、
と
い
っ
た
情
報
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
も
、
何
か
の
折
に
威
力
を
発
揮
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
点
で
も
、
下
垣
内
文
庫
の

目
録
が
こ
こ
に
王
梓
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

以
上
、
蕪
雑
な
感
想
な
が
ら
、
下
垣
内
文
庫
の
調
査
に
あ
た
っ
た
一
人
と
し
て
、
同
文
庫
の
資
料
群
が
も
っ
意
義
を
、
思
い

つ
く
ま
ま
に
綴
っ
て
み
た
。
こ
の
上
は
、
目
録
の
出
来
を
き
っ
か
け
に
、
ド
恒
内
文
庫
が
広
く
活
用
さ
れ
、
そ
の
資
料
が
俳
譜

研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
強
く
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

*
下
踊
内
文
庫
調
査
の
旅
費
に
は
、
平
成
会
八
1
4
一
り
年
度
利
学
研
究
費
補
助
金
(
基
賠
研
究
〈
C〉

「
「
炭
俵
』
『
別
陪
敷
』

の
分
析
に
よ
る
「
か
る
み
」
の
研
究
」
)
の
一
部
を
使
用
し
た
。
な
お
、
こ
の
研
究
戊
果
報
告
主
円
(
二
0
0
九
年
一
一
-
月
)
に
「
下

垣
内
文
庫
俳
調
書
仮
目
録
」
を
掲
載
し
た
。



下
垣
内
和
人
先
生
と
下
垣
内
文
庫

藤
沢

孝史

二
O
O
一
・
一
年
八
月
か
ら
二

0
0
四
年
六
月
に
か
け
て
、
下
垣
内
和
人
氏
よ
り
貴
重
な
近
世
俳
譜
資
料
を
尾
道
犬
学
に
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト
垣
内
相
人
先
生
と
は
、
前
任
校
で
あ
る
広
島
文
教
女
子
大
学
に
お
い
て
初
め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
、
ち
ょ

門
，

d
q
ペリ

う
ど
赴
任
し
た
私
と
入
れ
違
い
で
、
先
生
は
退
任
さ
れ
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
お
勤
め
で
あ
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
文
教
女
子

大
学
で
は
、
下
垣
内
先
生
の
ご
所
蔵
の
近
世
俳
人
の
書
簡
を
判
読
し
て
い
く
と
い
う
研
究
会
(
後
の
広
島
近
世
文
学
研
究
会
)
が

あ
り
、
文
教
女
子
大
学
の
教
員
や
広
島
近
辺
在
住
の
近
世
文
学
研
究
者
が
月
に
一
度
集
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
奉
存
候
(
ぞ
ん

じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
)
」
や
「
御
座
候
(
ご
ざ
そ
う
ろ
う
こ
な
ど
、
極
端
な
く
ず
し
が
な
さ
れ
る
書
体
は
、
こ
う
い
っ
た

書
簡
の
判
読
に
初
め
て
あ
た
る
私
に
は
ま
る
で
見
当
が
つ
か
ず
、
た
い
へ
ん
困
惑
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
折
、

下
垣
内
先
生
は
温
か
く
、
未
熟
な
私
に
こ
っ
そ
り
と
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
私
の
判
読
能
力
は
あ
ま
り
向
上
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
こ
う
し
た
資
料
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
下
垣
内
先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

呉
市
に
あ
る
下
垣
内
先
生
の
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
す
。
阿
賀
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
頃
は
、



じ
ん
や
ま

そ
の
茶
室
が
以
前
大
工
の
修
行
を
さ
れ
て
い
た
先
生
の
子
作
り
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
神
山
と
い
う
所
で

奥
様
と
お
二
人
で
一
.
棟
に
お
住
ま
い
な
の
で
す
が
、
そ
の
z

米
も
先
生
の
子
に
よ
る
も
の
で
し
た
(
以
前
作
ら
れ
て
い
た
一
棟
の

隣
に
さ
ら
に

a

棟
作
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
)
。
お
邪
魔
す
る
と
、
先
生
は
嬉
し
そ
う
に
「
最
近
は
こ
ん
な
お
も
ち
ゃ
を
作
っ

て
い
る
ん
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
電
池
や
磁
力
を
利
用
し
て
同
転
し
た
り
上
会
卜
し
た
り
す
る
色
々
な
工
作
玩
具
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
本
「
に
器
用
で
、
ま
た
科
学
に
造
詣
が
深
い
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
ご
興
味
を
寄
せ
ら
れ
、
楽
し
ん
で
取
り

組
ま
れ
る
お
姿
に
は
感
服
い
た
し
ま
す
。

私
が
尾
道
大
学
に
転
任
し
て
間
も
な
く
、
下
垣
内
先
生
よ
り
ご
所
蔵
の
俳
謂
資
料
を
寄
贈
し
た
い
と
の
お
中
し
出
を
受
け
ま

し
た
。
先
生
は
尾
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
尾
道
短
期
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
凶
年
制
と
し
て
新
た
に
開
学
し
た
尾

道
大
学
に
日
本
文
学
科
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
贈
先
を
お
考
え
に
な
っ
た
か
と
杯
出
小
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
、

か
っ
た
く
さ
ん
の
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
は
、
嬉
し
く
も
あ
り
、
畏
れ
多
く
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
俳
話
を
専
門
と

し
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
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案
の
定
と
い
づ
り
も
変
で
す
が
、

し
ば
ら
く
私
は
こ
の
貴
重
な
資
料
を
扱
い
か
ね
て
お
り
ま
し
た
。
大
学
の
広
報
と
し
て
資

料
の
一
部
を
紹
介
は
す
る
も
の
の
、
白
分
の
力
不
足
を
理
由
に
そ
の
価
値
を
公
に
伝
え
る
方
法
を
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
折
、
早
稲
田
大
学
の
雲
英
末
雄
先
午
か
ら
、
早
急
に
目
録
を
作
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
叱
責
を
受
け
(
実
際
に
は
雲

英
先
生
ご
自
身
は
直
綾
厳
し
い
言
い
方
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
世
の
研
究
者
仲
間
に
こ
ぼ
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
)
、
ま
た
、
見
か
ね
た
伊
藤
善
隆
氏
、
金
子
俊
之
氏
、
神
作
研
一
氏
、
佐
藤
勝
明
氏
ら
が
日
録
作
成
の
お
子
伝
い
を
中
し

出
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
目
録
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
古
英
先
生
は
、
下
恒
内
先
生
と
親
し
く
お
つ
き
合
い
を
す
る
研
究
者
仲

間
で
あ
り
、
俳
講
資
料
の
貸
借
や
、
時
に
は
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
雲
英
先
生
自
身
も
こ
の
丈
庫
の
調
査
と



H
録
作
成
に
対
し
大
い
に
お
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
に
ご
病
気
と
な
り
、
二

0
0

八
年
ム

U
月
六
日
、
ご
逝
去
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
目
録
の
刊
行
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
本
当
に
悔
や
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
資
料
は
、
下
一
知
一
内
先
生
が
長
年
収
集
さ
れ
た
芸
備
地
庁
を
中
心
と
し
た
、
江
」
円
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
の
俳
講
資
料
で
す
。
サ
一
一
山
備
地
方
の
俳
譜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
こ
れ
だ
け
揃
っ
た
も
の
は
な
く
、
学
術
資
料
的
価
値
は

計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
資
料
を
楢
く
と
、
江
戸
時
代
の
地
方
俳
人
た
ち
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
江
戸
や
京
・
大
坂
だ
け

で
な
く
、
俳
譜
と
い
う
文
化
が
地
方
に
も
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
刷
物
の
中
に
は
、
錦
絵
と
呼
ば
れ
る
多
色
刷

り
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
下
一
畑
一
内
先
生
が
長
期
間
に
渉
り
独
白
に
収
集
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
収
集
方
法
も
、
地
方
の
古

書
白
や
骨
董
品
屈
を
巡
り
、
少
し
ず
つ
な
が
ら
着
実
に
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
骨
量
屋
さ
ん
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
余
計
な

-39-

も
の
も
購
入
さ
れ
た
と
い
う
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
地
方
の
俳
諦
資
料
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も

多
く
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
市
場
に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
ぜ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
れ
だ
け
貴
重

な
も
の
か
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
、
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
目
録
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
目
録
を
も
と
と

し
て
、
尾
道
大
学
の
学
生
に
、
ま
た
学
外
の
研
究
者
に
下
回
一
内
文
庫
の
貴
重
な
資
料
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
私
の
俳
諸
資
料
に
対
す
る
力
不
足
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ご
覧
に
な
る
と
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
特
に
短
冊
に
つ
き
ま
し
て
は
、
判
読
が
で
き
な
か
っ
た
筒
所
が
多
々
あ
り
、
判
読

し
て
は
い
て
も
誤
読
し
て
い
る
可
能
性
も
残
り
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
精
査
修
正
が
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
の
日
録
発
刊
を
も

っ
て
下
栢
」
内
文
庫
の
調
査
研
究
を
終
了
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、
よ
り
詳
し
い
内
容
の
検
討
、
ま



た
さ
ら
に
広
げ
て
こ
の
地
方
の
俳
譜
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
目
録
作
成
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
故
雲
英
先
生
、
伊
藤
氏
、
金
子
氏
、
神
作
氏
、
佐
藤
氏
、
書

冊
編
の
索
引
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
畑
中
さ
や
か
氏
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
目
録
の
発
刊
に

際
し
、
尾
道
大
学
よ
り
学
長
裁
量
特
別
研
究
費
を
受
け
た
こ
と
、
図
書
館
の
司
書
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
も
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
資
料
を
ご
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
下
垣
内
先
生
に
、
衷
心
よ
り
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
先
生
は
こ
の
一
二
月
十
九
日
に
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
目
録
を
祝
冊
と
し
て
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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目
録
凡
例

.
、
本
目
録
は
、
尾
道
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
ド
岡
内
和
人
氏
旧
蔵
の
俳
譜
関
係
書
群
「
下
垣
内
文
庫
」
の
日
録
で

あ
る
(
全
三
口
九
-
二
点
)
。

〈
構
成
〉

一
、
本
円
録
は
、

I
書
冊
編
(
六
四
七
点
)
、

E
俳
詰
.
枚
摺
編
(
一
五
二
日
)
、
皿
書
状
編
(
八
六
点
)
、
町
一
枚
物
編
(
‘
二
四

点)、

V
一
川
面
編
(
コ
:
一
点
)
、
明
軸
物
編
(
山
九
点
)
、
四
一
同
冊
編
(
一
八
六
八
点
)
、
咽
そ
の
他
(
凹

h

ハ
点
)
の
八
部
か
ら
成

る

ヮ“4az
 

〈
分
類
・
配
列
〉

一
、
「
書
附
編
」

の
分
類
は
、
原
則
と
し
て
、
「
改
訂
内
閣
文
庫
同
書
分
類
目
録
』
(
一
九
七
山

E

七
六
年
、
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
ナ
と
い
「
日
本
古
典
籍
分
類
表
〈
試
案
〉
』
(
二

C
C
八
年
、
人
間
文
化
研
究
機
構

会
)
を
参
照
し
つ
つ
も
、
な
お
文
庫
の
特
性
を
適
宜
勘
案
し
て
定
め
た
。
分
類
綱
目
内
の
配
列
は
お
お
む
ね
成
立
年
代
順

国
文
学
研
究
資
料
館
分
類
研
究

と
し
た
が
、
同
類
書
は
可
能
な
限
り
ま
と
め
て
掲
出
し
た
。

一
、
「
俳
講
一
枚
摺
編
」
は
、
分
担
せ
ず
に
お
お
む
ね
年
次
順
に
並
べ
た
。
年
次
未
詳
の
も
の
に
つ
い
て
は
刊
行
年
次
を
推
定

し
、
適
宜
該
中
1
箇
所
に
組
み
入
れ
た
。

「
書
状
編
」
は
分
類
せ
ず
、
配
列
は
正
出
入
の
凡
十
音
順
に
拠
っ
た
。

一
、
「
一
枚
物
編
」
は
分
類
せ
ず
、
筆
者
俳
号
の
五
十
音
順
に
拠
っ
た
(
俳
号
で
な
い
も
の
と
筆
者
不
明
の
も
の
は
末
出
に
ま
と



め
た
)

0

、
「
扇
出
編
」
は
分
類
せ
ず
、
筆
者
俳
号
の
五
十
音
順
に
拠
っ
た
(
俳
号
で
な
い
も
の
と
筆
者
不
明
の
も
の
は
末
尾
に
ま
と
め

た)。

一
、
「
軸
物
編
」
は
分
類
せ
ず
、
市
者
俳
号
の
五
卜
青
順
に
拠
っ
た
(
筆
者
不
明
の
も
の
は
末
尾
に
ま
と
め
た
)
。

、
「
知
冊
編
」
は
、
分
類
せ
ず
に
作
者
の
読
み
に
よ
っ
て
五
十
音
順
に
並
べ
た
(
作
者
不
明
の
も
の
は
末
出
に
ま
と
め
た
)

0

な
お
、
作
者
名
は
、
原
則
的
に
漢
字
の
音
読
み
で
と
っ
た
が
、
平
仮
名
表
記
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
、
ま
た
以
下
の
も
の
は

例
外
的
に
訓
読
み
、
あ
る
い
は
訓
読
み
を
交
え
た
読
み
で
と
っ
た
。

大
江
丸
(
お
お
え
ま
る
)

太
計
彦
(
た
け
ひ
こ
)

小
夜
秋
(
さ
よ
あ
き
)

垂
頼
(
し
げ
よ
り
)

多
喜
彦
(
た
き
ひ
こ
)

近
占
(
ち
か
よ
し
)

千
代
道
(
ち
よ
み
ち
)

津
奈
女
(
つ
な
め
)

と
岐
占
(
と
き
こ
)

登
世
(
と
せ
)

外
海
(
と
み
)

は
ま
涼
(
は
ま
も
)

qa 
A
A
T
 

み
木
雄
(
み
き
お
)

ミ
下
雄
(
み
ち
を
)

み
ち
彦
(
み
ち
ひ
こ
)

一
三
千
(
み
つ
ひ
ら
)

三
津
平
(
み
つ
ひ
ら
)

峰
(
み
ね
)

一
、
「
そ
の
他
」
に
は
、
浮
世
絵
な
ど
摺
物
で
右
に
属
し
な
い
も
の
を
分
類
番
号
順
に
並
べ
た
。

〈
記
載
事
項
〉

一
、
「
書
冊
編
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
目
録
事
項
と
書
誌
事
項
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
主
方
針
は
次
の
通
り
。

日
録
事
項
は
、
通
し
番
号
・
書
名
・
書
名
の
読
み
・
巻
数
・
編
著
者
名
等
・
刊
写
年
・
刊
写
者
・
書
刑
・
冊
数
・
請
求

番
号
か
ら
成
る
。

2 

書
誌
事
項
は
*
以
下
に
掲
出
し
、
主
に
、
作
巻
状
況
、
序
服
者
、
別
名
、
蔵
占
印
(
名
家
に
限
る
)
を
適
宜
掲
出
し
た
。



3 

書
名
は
、
原
則
と
し
て
外
題
(
原
題
繁
)
に
拠
る
。
た
だ
し
外
題
を
欠
く
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
献
の
性
格
に
応
じ
て
、

内
題
・
封
面
題
・
序
題
・
扉
題
な
ど
か
ら
適
宜
採
り
、
そ
の
旨
を
(

)
内
に
注
記
し
た
。
冠
称
(
角
書
)
は
〈

¥/  

に
く
る
ん
だ
。

4 

巻
数
は
、
全
一
巻
の
場
合
に
限
り
、
表
記
を
省
略
し
た
。

5 

編
著
者
名
は
、
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。
文
献
に
応
じ
て
、
校
訂
者
・
画
者
等
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

刊
年
は
、
可
能
な
限
り
「
刊
・
印
・
修
」
を
用
い
て
表
記
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

6 7 

書
写
年
は
、
明
確
な
そ
れ
が
不
明
の
場
合
に
は
、
「
〔
江
戸
後
期
〕
写
」
の
如
く
、
推
定
年
代
を
表
記
し
た
(
刊
本
も
こ

れ
に
準
じ
た
)

0

8 

刊
行
者
は
、
二
昨
ま
で
を
採
る
。
三
時
以
上
の
場
合
は
連
名
の
末
行
を
あ
げ
、
そ
の
末
尾
に
連
名
の
総
数
を
記
し
た

(
た
だ
し
、
封
面
・
広
告
等
に
よ
っ
て
主
版
元
が
推
定
で
き
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
て

刊
行
者
の
所
在
地
は
、
「
皇
都
」
「
平
安
」
等
は
「
京
」
に
、
「
江
都
」
「
東
武
」
等
は
「
江
戸
」
に
、
「
浪
車
」
「
県
陽
」

44-

9 

等
は

n

可
大
坂
(
大
阪
こ
に
、
「
尾
府
」
「
尼
張
」
等
は
「
名
古
原
」
t

に
そ
れ
ぞ
れ
統
一
し
、
他
は
お
お
む
ね
記
載
の
ま
ま

を
採
っ
た
。

10 

文
献
に
応
じ
て
、
蔵
版
者
を
明
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

11 

書
型
は
、
「
大
」
(
大
本
)
・
「
半
」
(
半
紙
本
)
・
「
中
」
(
中
本
)
・
「
小
」
(
小
本
)
・
「
析
」
(
析
型
本
)
・
「
横
」
(
横
本
)
な

ど
と
記
し
た
(
以
上
、
袋
綴
じ
本
)
。

ロ
合
冊
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
冊
数
の
前
に
「
合
」
を
付
し
た
。

一
、
「
俳
譜
一
枚
摺
編
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
適
宜
そ
の
内
容
に
応
じ
て
表
題
を
付
け
、
種
別
(
俳
講
一
枚
摺
・
募
句
チ
ラ



-
大
き
さ
・
函
架
番
号
の
順
に
必
要
事
項
を
摘
録
し
た
。
配
列
は
成
立
年
代
順
に
拠
っ

た
。
正
確
な
年
次
の
不
明
な
も
の
ほ
、
お
お
よ
そ
の
年
代
を
推
定
し
て
配
列
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
*
」
を
付

シ
・
返
草
・
引
札
・
圭
一
日
袋
な
ど
)

し
備
考
を
記
し
た
。

一
、
「
書
状
編
」
は
、
差
出
人
・
宛
名
・
日
付
・
函
架
番
号
の
順
に
必
要
事
項
を
摘
録
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
*
」

を
付
し
備
考
を
記
し
た
。

一
、
「
一
枚
物
編
」
は
、
適
宜
そ
の
内
容
に
応
じ
て
表
題
(
筆
者
、
種
別
、
内
容
)

函
架
番
号
の
順
に
必
要
事
項
を
摘
録
し
た
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
*
」
を
付
し
備
考
を
記
し
た
。

古

「
扇
面
編
」
は
、
適
宜
そ
の
内
容
に
応
じ
て
表
題
(
筆
者
、
梧
別
、
内
容
)
・
肉
架
番
号
の
順
に
必
要
事
項
を
摘
録
し
た
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
*
」
を
付
し
備
考
を
記
し
た
。

一
、
「
軸
物
編
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
適
宜
そ
の
内
容
に
応
じ
て
表
題
(
筆
者
、
種
別
、
内
有
)
・
ド
凶
架
番
号
の
順
に
必
要

事
項
を
摘
録
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
「
*
」
を
付
し
備
考
を
記
し
た
。

一
、
「
短
冊
編
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
発
句
(
ま
た
は
和
歌
な
ど
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
)
・
作
者
名
・
詞
書
な
ど
、

に
記
し
た
。
発
句
の
中
の
難
読
箇
所
は
「
口
」
と
し
た
。

、
「
そ
の
他
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
画
題
(
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
)
・
発
句
(
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
場

合
)
・
画
師
名
(
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
)
を
採
録
し
た
。

〈
そ
の
他
〉

A

、
文
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
従
っ
た
が
、

一
部
必
要
に
応
じ
て
若
干
の
異
体
字
を
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
漢
数
字
は
、
書
名
や
引
用
部
を
除
き
、
「
一
口
(
イ
チ
ゼ
ロ
)
方
式
」
に
て
示
し
た
。

F
D
 

4
4
A
 

。)

11国



一
、
適
宜
わ
た
く
し
に
濁
点
を
付
し
た
。

一
、
*
以
下
の
書
諸
事
項
に
お
け
る
「
/
」
は
、
改
行
を
示
す
。

、
虫
損
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
口
で
示
し
た
。

、
著
録
告
に
よ
る
推
定
事
-
唄
に
は

〕
を
付
し
た
。

.
、
「
短
冊
編
」
に
限
り
、
踊
り
字
は
す
べ
て
聞
き
、
現
行
の

E
J

入
宇
と
し
た
。
ま
た
、
見
せ
消
ち
の
形
で
修
正
が
施
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
修
正
後
の
文
字
を
《
》
で
凶
み
、
元
の
文
字
の
下
あ
る
い
は
右
に
示
し
た
。
あ
き
ら
か
な
誤
字
・
誤
記
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
正
し
い
文
字
を
(

)
に
人
れ
、
元
の
文
字
の
下
に
示
し
た
。

一
、
こ
ん
に
ち
の
人
権
志
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
に
つ
い
て
も
、
原
資
料
の
歴
史
的
な
背
畏
と
意
義
に
鑑
み

て
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

-46 

一
、
「
書
冊
編
」
の
末
出
に
は
、
「
書
冊
編
書
名
索
引
」
を
付
し
た
。

一
、
書
誌
調
査
は

一‘

0
0
七
年
か
ら
会
一
口

九
年
に
か
け
て
年
に
一
、
一

.M
の
ペ

l
ス
で
実
施
さ
れ
た
。
調
査
者
は
、
伊
藤

い
主
口
降
・
金
子
懐
之
・
神
作
研
.
・
佐
藤
勝
明
・
藤
沢
毅
の
五
名
で
あ
る
。

一
、
文
献
調
査
の
際
に
著
録
さ
れ
た
カ
l
ド
に
基
づ
い
て
、
伊
藤
・
神
作
・
佐
藤
・
藤
沢
の
凹
名
が
デ
l
タ
入
力
を
分
担
し
た
。

一
、
「
書
冊
編
」
に
つ
い
て
は
神
作
が
、
「
俳
誠
一
枚
摺
編
」
「
書
状
編
」
「
.
枚
物
編
」
「
扇
面
編
」
「
軸
物
編
」
に
つ
い
て
は
伊

藤
が
、
「
一
期
冊
編
」
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
藤
沢
が
、
そ
れ
ぞ
れ
目
録
本
文
を
作
成
し
、
校
正
は
す
べ
て
藤
沢
が
担
当
し

た。

字
、
文
献
調
査
な
ら
び
に
打
録
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
故
雲
英
末
雄
氏
の
助

J

一
片
を
得
た
。



書
冊
編

書
冊
編

目
次

I 

文
学

和
歌

a
d
e
 

------------------------------------------

2
連
歌

3 
俳
話

①
総
記

②
和
漢
俳
譜

③
撰
集

④
家
集

⑤
連
句

⑥
紀
行
・
俳
文

⑦
俳
論

48 49 51 118 115 112 110 51 48 48 

6 

⑧
作
法

144 143 140 131 121 

-47-

⑨
歳
旦
帖

⑩
点
取
帖

⑪
絵
俳
宝
円

4 
雑
俳

}l1 

初1I

H 

.L、
術

-
書
画
・
絵
本

149 



書
冊
目
録

1
和
歌

2
連
歌

2 3 
h

，‘，
L
ト
r
b
μ

ヨ

4

・4
w
-目

文
学

八
雲
御
抄
(
ゃ
く
も
み
し
よ
う
)

六
巻

順
徳
院
著

*
印
記
「
鹿
児
島
/
県
立
図
/
書
館
蔵
/
書
之
印
」
o

〔
江
戸
前
期
)
刊
(
無
刊
記
)

大
七
冊

源
意
千
句
(
げ
ん
い
せ
ん
く
)

源
意
独
吟
、

一
条
兼
良
点

誹
諸
子
爾
於
葉
(
は
い
か
い
て
に
お
は
)

宗
牧
・
宗
養
著

*
天
文
二
四
年
奥
。

" 

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

冊

寛
延
四
年
写
(
倒
珍
合
住
方
)

大

冊

0
/
1
1
3
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0
/
6
6
 

7
5
1
/
1
 



ハν
4
Mじ
戸
い

ハハ
U
'
令
市
ニ
コ
日

4 

続
俳
家
奇
人
談
(
ぞ
く
は
い
か
竜
じ
ん
だ
ん
)

5 

天
保
二
年
刊
・
後
印
(
江
戸
、
丁
字
um平
兵
衛
)

*
絵
人
(
淡
彩
刷
)
。
*
I
字
屋
平
兵
衛
ノ
広
告
↓
ブ
付
ス
。

続
俳
家
奇
人
談
(
内
題
)
(
ぞ
く
は
い
か
き
じ
ん
だ
ん
)

共
且

玄
玄
一
一
編
、
客
松
校

*
校
者
序
、
鴬
笠
版
。

玄
玄
一
編
、
事
松
校

天
保
二
一
年
刊
・
弘
化
一
二
年
印
(
江
戸
、
丁
子
尾
平
兵
衛
)

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)
。

*
存
巻
下
。
鴬
投
版
。

6 

俳
話
人
名
録
(
は
い
か
い
じ
ん
め
い
ろ
く
)

惟
草
編

弘
化
三
年
版
刊
(
江
戸
、
中
屋
徳
兵
衛
)

*
二
編
・
存
巻
下
。

*
董
一
苧
日
日
義
殿
、
鳳
朗
版
。

7 

〔
俳
人
肖
像
画
句
集
〕

(
仮
題
)
(
は
い
じ
ん
し
よ
う
ぞ
う
が
く
し
ゅ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
京
、
近
江
尾
利
助
)

*
蛸
壷
主
人
序
。

*
絵
入
。

*
表
紙
欠
。

8

歌
俳
百
人
撰
(
内
題
)
(
か
は
い
ひ
ゃ
く
に
ん
せ
ん
)

巻

海
寿
編

〔
江
戸
後
期
)
写

9 

〔
新
編
歌
俳
百
人
撰
〕

(
し
ん
べ
ん
か
は
い
ひ
ゃ
く
に
ん
せ
ん
)

柳
下
亭
種
員
編
、
歌
川
豊
田
画

嘉
永
二
年
刊
(
無
書
障
名
)

*
自
序
。

*
絵
入
。

大

冊

大

冊

中
一
冊

半

冊

大
合
一
冊

中

冊

8
3
2
/
2
 

8
4
6
/
4
 

首

8
4
6
/
3
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0
/
6
4
 

0
/
7
1
 

8
4
9
/
8
 



10 

俳
人
百
家
撰
(
は
い
じ
ん
ひ
や
っ
か
せ
ん
)

緑
亭
川
柳
輯
、
雄
斎
国
輝
画

*
刊
記
ニ
ハ

安
政
一
.
年
刊
(
江
戸
、
甘
泉
堂
)

*
白
序
。

「
嘉
、
水
八
乙
卯
歳
次
」
ト
ア
リ
。

*
絵
人
(
淡
彩
刷
)
。

11 

俳
家
古
今
墨
蹟
(
一
扉
題
)
(
は
い
か
こ
こ
ん
ぼ
く
せ
き
)

烏
吟
編

*
由
誓
序
、
西
馬
版
。

嘉
永
五
年
序
刊
(
江
戸
、
須
原
尾
源
助
)

*
金
海
堂
蔵
板
。

巻

12 

諸
国
翁
墳
記
(
扉
題
)
(
し
ょ
こ
く
お
う
ふ
ん
き
)

義
仲
寺
編

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
義
仲
寺
蔵
板
)

日
〈
新
成
復
古
/
日
夜
重
宝
〉
俳
席
両
面
鑑
(
内
題
)

(
し
ん
せ
い
ふ
っ
こ
に
ち
や
ち
ょ
う
ほ
う
は
い
せ
き
り
ょ
う
め
ん
か
が
み
)

14 

伊
吹
山
蔭
編
、
青
隠
物
初
校
、
上
嶋
勝
蔵
両

*
両
面
刷
一
鋪
(
絵
図
入
)

0

俳
譜
画
譜
集
(
は
い
か
い
が
ふ
し
ゅ
う
)

〔
天
保
頃
〕
刊
(
無
刊
記
)

五
岳
・
五
川
編

天
保
七
年
序
刊
・
明
治
印
(
東
京
、
博
文
館
蔵
板
)

15 

*
存
巻
上
。
*
五
岳
序
。

賀
嶋
毘
沙
門
殿
奉
瀬
(
か
し
ま
び
し
や
も
ん
で
ん
ほ
う
が
く
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

16 

雑
書
(
ざ
っ
し
ょ
)

中
一
冊

中
二
附

f: 

冊

折
一
帖

中
.
冊

大
仮

A

冊

8
5
5
/
1
 

8
5
2
/
4
 

0
/
4
5
 

ハ
リr

D
 

。/4
9

8
3
6
/
3
 

0
/
9
 



江
沢
若
水

②
和
漢
俳
講
・
字
書

17 

眠
幅
集
(
序
題
)
(
み
ん
ご
し
ゅ
う
)

巻

宵
川
道
達
編

〔
江
戸
後
期
〕
写

〔
天
相
‘
一
年
〕

干IJ

無
刊
記

*
村
田
通
信
序
、
白
序
。

*
内
題
「
眠
膳
集
双
吟
漢
和
千
句
」
o

眠
層
集
和
語
対
類
(
肢
題
)
(
み
ん
ご
し
ゅ
う
わ
ご
つ
い
る
い
)

18 

古
川
道
達
編
ー

*
存
巻
F
o
*
白
眼
。

③
撰
集

19 

さ
る
み
の
(
さ
る
み
の
)

去
来
・
凡
兆
編

*
存
巻
五
。

*
丈
草
版
。

20 

句
兄
弟
(
く
き
ょ
う
だ
い
)

其
角
編

*
存
巻
中
。

21 

泊
船
集
(
内
題
)
(
は
く
せ
ん
し
ゅ
う
)

天
和
.
‘
年
同

(

h

尽
、
亀
屋
半
左
衛
門
・
永
原
屋
係
兵
衛
)

(
a
a

ん
禄
問
年
〕
刊
(
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
)

〔
厄
禄
七
年
〕

刊
(
刊
記
欠
)

大
仮
一
冊

小
合
一
間

小
一
間

f. 

冊

半

冊

0
/
1
4
8
 

0
/
9
1
 

由

6
8
2
/
l
 

4
E
A
 

Fhυ 

0
/
7
7
 

6
9
4
/
l
 



風
国
編

一
冗
禄
一
一
年
刊
(
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
)

半

冊

*
自
序
。

22 

柿
表
紙
(
か
き
び
ょ
う
し
)

五
口
仲
編

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

冊

*
存
巻
中
。
*
刊
本
ノ
写
シ
。

一
陽
(
は
い
か
い
い
ち
ょ
う
)

お
〈
誹
/
譜
〉大

径
(
大
圭
)
一
編

享
保
三
年
序
刊
(
京
、
柏
原
安
兵
衛
)

半

冊

*
二
一
一
口
水
序
、
吟
花
堂
版
。
*
大
径
ノ
立
机
記
念
集
。

24 

誹
譜
草
む
す
び
(
は
い
か
い
く
さ
む
す
び
)

享
保

J

四
年
序
刊
(
京
、
木
村
市
郎
兵
衛
)

半
.
冊

隆
志
編

*
自
序
。
*
絵
入
。

お
〔
如
月
田
ν
入
き
さ
ら
ぎ
だ
)

竿
秋
編

〔
享
保
一
七
年
序
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

*
存
巻
中
。

*
呉
洋
序
、
釣
雪
版
。

26 

無
極
篇
(
む
き
ょ
く
へ
ん
)

徒
然
庵
編

寛
保
三
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
本
文
青
刷
。

小
一
冊

*
白
序
。

*
外
題
下
「
寛
保
板
」
。

27 

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

6
9
8
/
1
 

0
/
6
9
 

7
1
8
/
1
 

7
2
9
/
1
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/
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属
一
死
坊
編

〔
寛
保
二
一
年
版
〕
刊
〔
京
、
橘
屋
治
兵
衛
〕

*
存
巻

H

H

B

E

、o

h
H
Vト
一

，

ノ

28 

硯
の
い
か
た
(
内
題
)
(
す
ず
り
の
い
か
だ
)

丹
志
編

宝
暦
瓦
年
刊
(
江
戸
、
万
屋
清
兵
衛
)

*
存
巻
下
。

*
台
籍
服
。

29 

月
草
篇
(
げ
っ
か
へ
ん
)

風
律
編

〔
江
戸
中
期
〕
写

30 

*
外
題
ハ
殺
害
ナ
リ
。
*
宝
暦
一

O
年
奥
。

続
安
達
太
良
根
(
封
面
題
)
(
ぞ
く
あ
だ
た
ら
ね
)

淡
々
編

宝
暦
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。

*
自
序
、
水
一
冗
其
梁
序
。

31 

認
の
伊
達
集
(
内
題
)
(
つ
え
の
だ
て
し
ゅ
う
)

L

ハ
雅
編

宝
暦

一
年
版
刊
(
京
、
額
田
正
三
郎
)

*
自
序
、
湖
白
庵
版
。

*
額
田
正
三
郎
ノ
「
蕉
門
野
域
流
誹
譜
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

*
印
記
「
雲
/
英
」
「
雲
英
文
庫
」
(
雲
英
末
雄
)
。

32 

朱
白
集
(
し
ゅ
は
く
し
ゅ
う
)

浮
風
・
暮
雨
編

宝
暦
一
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。

*
杏
雨
序
、
侍
松
序
、
浮
風
・
暮
雨
序
。

半
五
冊

半
一
皿
川

7
4
3
/
2
 

7
5
5
/
1
 

大
一
冊
。
由

7
6
0
/
l

半

冊

半

，冊

半

冊

7
6
1
/
l
 

7
6
1
/
2
 

7
6
2
/
1
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33 

そ
の
行
脚
(
そ
の
あ
ん
ぎ
や
)

諸
九
尼
編

宝
暦
二
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

開}

*
存
巻
上
。

*
木
口
雨
序
。

34 

古
今
俳
講
明
題
集
(
こ
こ
ん
は
い
か
い
め
い
だ
い
し
ゅ
う
)

五
巻

宝
暦
一
一
一
一
年
序
刊
(
江
戸
、
須
原
屋
市
兵
衛
・
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
)

涼
代
巾
編

半
合
四
冊

*
巻
一
・
了
間
合
冊
。

*
藤
原
伯
洲
序
、
自
序
。

*
編
者
(
吸
高
庵
)
蔵
板
。

*
広
告
ヲ
付
ス
。

35 

古
今
俳
講
明
題
集
(
こ
こ
ん
は
い
か
い
め
い
だ
い
し
ゅ
う
)

涼
代
巾
編

宝
暦
二
今
一
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

*
存
巻
一
・
二
。

*
編
者
(
吸
露
庵
)
蔵
板
。

*
取
リ
合
ワ
セ
本
。

*
藤
原
伯
洲
序
、
白
序
。

36 

誹
講
師
本
嚢
(
序
題
)
(
は
い
か
い
し
わ
す
ぶ
く
ろ
)

主
暦
一
同
年
序
刊
(
ぃ
尽
、
井
筒
口
町
庄
兵
衛
・
大
版
、
塩
屋
平
助
)

正
月
堂
(
梅
門
)
著

*
西
戎
の
閑
人
序
、
正
月
堂
服
。

半

冊

37 

俳
語
字
切
経
(
は
い
か
い
い
っ
さ
い
き
ょ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

中
一
冊

*
存
巻
一
二
。

38 

夏
日
五
歌
悟
(
な
つ
の
ひ
ご
か
せ
ん
)〔

江
戸
後
期
〕
写

半

冊

7
6
3
/
4
 

7
6
3
/
2
 

7
6
3
/
3
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7
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康
工
車両

俳
話
百
一
集
(
序
題
)
(
は
い
か
い
ひ
ゃ
く
い
ち
し
ゅ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
仮
一
冊

39 40 

松
落
葉
集
(
ま
つ
の
お
ち
ば
し
?
っ
)

杉
葉
編

*
宗
朗
序
、
白
序
、
風
律
版
。

41 

松
落
葉
集
(
ま
つ
の
お
ち
ば
し
?
っ
)

杉
葉
編

42 

*
宗
朗
序
、
臼
序
、
風
律
肢
。

し
つ
ほ
く
題
(
し
っ
ぽ
く
だ
い
)

其
勇
編

*
白
序
。

*
絵
入
。

誹
譜
つ
く
し
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
つ
く
し
し
?
っ
)

〔
江
戸
中
期
〕
写

半

冊

43 

聴
雨
編

明
和
五
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

tl甘

*
絵
入
。

。/1
2
8

7
6
8
/
2
 

明
和
五
年
序
刊
・
昭
和
印
(
無
刊
記
)

半
一
冊
唱

7
6
8
/
3

*
絵
人
。

明
和
九
年
序
刊
(
京
・
橘
屋
治
兵
衛
)

半
一
冊

*
安
永
二
年
白
序
。

*
刊
本
ノ
写
シ
。

44 

俳
詣
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

巻

柳
居
編
、
子
同
校

*
水
母
散
人
〔
塙
保
己
二
序
。

45 

俳
譜
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

安
永
三
年
刊
(
京
、
井
筒
庄
兵
衛
等
五
時
)

小
二
冊

*
大
鵬
館
主
人
服
。

7
7
2
/
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7
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一 一一一一一一一一 一

〔
安
、
永
三
年
〕
刊
・
後
印
(
刊
記
欠
)

冊

柳
居
編
、
子
周
校

*
存
巻
上
。

*
水
母
散
人
〔
塙
保
己
一
〕
序
。

46 

俳
譜
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

柳
居
編
、
子
周
校

〔
安
永
三
年
〕
刊
・
後
印
(
刊
記
欠
)

小
一
冊

*
存
巻
上
。
*
水
母
散
人
〔
塙
保
己
一
〕
序
。

訂
〔
俳
話
七
部
集
〕
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
安
、
永
三
年
〕
刊
・
後
印
(
京
、
西
村
市
郎
右
衛
門
)

*
載
文
堂
(
西
村
市
郎
右
衛
門
)
ノ
「
蕉
門
俳
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

柳
居
編
、
子
周
校

小
一
冊

*
存
巻

F
o
*
大
鵬
館
主
人
版
。

持
〔
俳
講
七
部
集
〕
(
は
い
か
い
し
ち
ぷ
し
ゅ
う
)

二
巻

柳
居
編
、
子
周
校

〔
安
、
水
三
年
〕
刊
・
文
化
五
年
印
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
等
三
軒
)

冊

49 

キ
エ
巻
。
*
水
母
散
人
〔
塙
保
己
一
〕
序
、
大
鵬
館
主
人
肢
。
*
譜
仙
堂
ノ
「
俳
詰
書
籍
目
録
」
ヲ
什
ス
。

俳
譜
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
安
、
水
一
二
年
〕
刊
・
〔
文
化
五
年
〕
印
(
刊
記
欠
)

冊

柳
居
編
、
子
周
校

*
存
巻
上
。

*
水
母
散
人
〔
塙
保
己
一
〕
序
。

印
〔
俳
譜
七
部
集
〕

(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
安
、
永
三
年
〕
刊
・
文
化
瓦
年
印
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
等
三
軒
)

*
詣
仙
堂
ノ
「
俳
諮
書
籍
目
録
」
ヲ
付
ス
。

柳
居
編
、
子
周
校

*
大
鵬
館
主
人
版
。

ト
は
い

J

H

可

F
F一
一
円
甘
ド

*
存
巻
下
。

0
/
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0
/
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51 

〔
俳
諮
七
部
集
〕

(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
安
、
永
二
一
年
〕
刊
・
文
化
五
年
印
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
等
三
軒
)

柳
居
編
、
子
周
校

*
存
巻
下
。

*
諮
仙
堂
ノ
「
俳
請
書
籍
目
録
」

ヲ
付
ス
。

小
一
冊

*
大
鵬
館
主
人
敗
。

52 

俳
講
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

柳
居
編

〔
江
戸
中
期
〕
刊
(
刊
記
欠
)

冊

53 

「
阿
羅
野
』
『
山
灰
俵
』
ノ
ミ
存
。
*
大
鵬
館
主
人
服
。

俳
譜
七
部
集
(
は
い
か
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

*
安
、
水
三
年
刊
本
ト
ハ
別
版
ナ
リ
。

* 柳
居
編

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
)

半
一
冊

* 
「
春
の
日
』
『
冬
の
日
」
「
ひ
さ
ご
』

ノ
ミ
存
。

54 

類
題
発
句
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

蝶
夢
編

〔
安
、
水
つ
一
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
間
冊

*
存
春
・
夏
・
秋
・
冬
部
。

*
白
序
。

日
額
題
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
?
っ
)

蝶
夢
編

〔
安
永
三
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
二
冊

*
存
春
・
秋
・
冬
部
。

*
白
序
。

56 

類
題
発
句
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
?
ユ

蝶
夢
編

〔
安
永
三
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
二
冊

*
存
春
・
夏
部
。

*
自
序
。
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蝶
夢
編

類
題
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

中
一
冊

57 

*
存
春
部
。

*
自
序
。

〔
安
、
水
三
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

類
題
発
句
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

中
一
冊

58 

*蝶
存夢
夏 編
部

*
白
序
。

〔
安
、
水
一
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

蝶
夢
編

類
題
発
句
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

中
一
冊

59 

*
存
雑
部
。

*
白
序
。

〔
安
、
水
二
年
〕
刊
(
京
、
桶
屋
治
兵
衛
等
同
時
)

名
所
方
角
集
(
内
題
)
(
め
い
し
ょ
ほ
う
が
く
し
ゅ
う
)

小
字
冊

ハ
リP

O
 

素
外
編

*
姉
斎
津
富
版
。

61 

*
存
巻
下
。

名
所
方
角
集
(
内
題
)
(
め
い
し
ょ
ほ
う
が
く
し
ゅ
う
)

安
永
四
年
肢
刊
(
江
戸
、
西
村
源
六
・
須
原
尾
市
兵
衛
)

*
須
原
屋
市
兵
衛
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。
奥
ニ
ハ
案
外
ノ
苦
述
日
録
ア
リ
。

素
外
編

*
存
巻
ド
。

*
同
川
斎
津
富
版
。

十
一
一
.
興
(
じ
ゅ
う
さ
ん
き
ょ
う
)

鼠
編

62 

巻
*
麦
水
序
、
桔
冠
散
人
版
。

安
永
四
年
肢
刊
(
江
戸
、
西
村
源
六
・
須
原
屋
市
兵
衛
)

*
須
原
屋
市
兵
衛
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。
興
ニ
ハ
素
外
ノ
昔
述
目
録
ア
リ
。

小
一
冊

安
永
六
年
刊
(
大
坂
、
石
原
茂
兵
衛
)

半
合
一
冊

7
7
4
/
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共
巳A

麦
水
編

新
日
版
画
ポ
集
(
内
題
)
(
し
ん
み
な
し
ぐ
り
し
ゅ
う
)

〔
安
、
永
六
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

63 

* 
「
附
言
み
な
し
粟
の
訳
」

俳
譜
十
日
今
旬
鑑
(
内
題
)
(
は
い
か
い
こ
こ
ん
く
か
が
み
)

〔
山
女
、
水
六
年
版
〕
刊
(
刊
記
欠
)

64 

素
外
編

*
存
秋
部
。

(
麦
水
)
ヲ
付
ス
。

俳
譜
古
今
句
鑑
(
内
題
)
(
は
い
か
い
こ
こ
ん
く
か
が
み
)

(安、木
h

ハ
年
版
〕
刊
(
刊
記
欠
)

65 

素
外
編

*
存
冬
部
。
*
常
木
丹
版
。

66 

三
万
椿
(
序
題
)
(
み
ま
つ
ば
き
)

安
永
七
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
封
面
題
「
〈
天
満
宮
/
御
霊
山
首
〉
奉
納
四
季
発
句
集
」

0

菊
文
撰

*
扉
題
「
既
望
府
立
」
。

68 

桜
の
ゆ
る
し
(
さ
く
ら
の
ゆ
る
し
)

*
乃
木
輝
序
、
鈴
丁
東
一
序
。

mw

俳
諸
既
望
笠
(
内
題
)
(
は
い
か
い
い
ざ
よ
い
が
さ
)

五
巻

百
茶
編

*
傘
狂
序
、
何
兆
坊
版
。

安
永
八
年
刊
(
無
刊
記
)

*
刊
年
ハ
一
扉
ノ
記
載
ニ
ヨ
ル
。

*
白
序
、
竹
栄
肢
の

天
明
二
年
序
刊
で
尽
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半
合
一
冊

小
一
冊

小
字
冊

~r. 

冊

半

IHt， 

半

冊

7
7
6
/
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69 

十
二
日
行
(
じ
ゅ
う
に
に
ち
こ
う
)

*
自
序
。

〔
江
戸
後
期
〕
写

*
天
明
四
年
序
刊
本
ノ
写
シ
。

遷
之
編

70 

奉
一
一
扇
会
(
ほ
う
せ
ん
え
)

)

町

風

編

天

明

瓦

年

刊

(

京

、

橘

屋

治

兵

衛

)

九
〈
誹
/
譜
〉
故
人
五
百
題
(
封
面
題
)
(
は
い
か
い
こ
じ
ん
ご
ひ
や
く
だ
い
)

松
露
庵
編
、
亀
足
・
瓜
州
校

*
存
巻
上
。

*
亀
足
序
。

η
〈
誹
/
譜
〉
故
人
五
百
題
(
封
面
題
)
(
は
い
か
い
こ
じ
ん
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

天
明
七
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

松
露
庵
編
、
亀
足
・
瓜
州
校

*
存
巻
上
。

*
亀
足
序
。

乃
〈
誹
/
譜
て
般
人
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
じ
ん
ご
ひ
や
く
だ
い
)

天
明
七
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

松
露
庵
編
、
亀
足
・
瓜
州
校

*
存
巻
上
。

*
亀
足
序
。

74 

故
人
五
百
題
(
こ
じ
ん
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

松
露
庵
編
、
亀
足
・
瓜
州
校

75 

*
瓜
州
版
。

袖
の
風
集
(
そ
で
の
か
ぜ
し
ゅ
う
)

*
存
巻
下
。

天
明
七
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

天
明
七
年
序
刊
・
天
保
一

O
年
印
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

半

冊

半

冊

、、」
'
L
T
E
a

J
q
一
川
刊

小
J

冊

小
.
冊

7
8
4
/
1
 

7
8
5
/
1
 

7
8
7
/
1
 

7
8
7
/
3
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六
蛙
・
字
仙
撰

*
一
扉
題
「
東
行
吟
」
。

76 

池
の
む
か
し
(
い
け
の
む
か
し
)

柳
昌
編

*
存
巻
下
。

寛
政
負
一
年
写
(
垂
柳
国
主
人
)

*
天
明
八
年
刊
本
ノ
写
シ
。

*
外
題
ハ
後
書
ナ
リ
。 寛

政
元
年
刊
(
京
、
橘
犀
治
兵
衛
)

*
傘
狂
肢
。

77 

道
の
し
を
り
(
み
ち
の
し
お
り
)

松
後
編

78 

冴
月
集 *

吉墜
げ巴
つ u

し~，
ゆ

っ

李
英
編

*
存
巻
下
。

*
東
葵
版
。

79 

里
の
春
(
内
題
)
(
さ
と
の
は
る
)

東
吹
編

80 

寛
政
二
年
序
刊
で
爪
、
橘
屋
治
兵
衛
)

寛
政•• 

年
肢
刊
(
京
、
橘
尾
治
兵
衛
)

寛
政
問
年
刊
(
大
坂
、
小
万
屋

L

ハ
兵
衛
・
暦
尾
太
郎
有
衛
門
)

蝶
夢
編

新
類
題
発
句
集
(
し
ん
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

寛
政
五
年
刊
(
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
・
橘
尾
治
兵
衛
)

*
存
春
・
秋
・
雑
部
。

*
自
序
。

*
「
蝶
夢
聖
書
述
目
録
」

ヲ
付
ス
。

新
類
題
発
句
集
(
し
ん
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

81 

半
，
冊

半
一
冊

7
9
9
/
6
 

7
8
9
/
1
 

半
一
冊

!
7
9
0
/
l

半
.
冊

半
一
冊

7
9
0
/
2
 

7
9
2
/
2
 

中
三
間

7
9
3
/
2
/
1

4
E
ム

ρ
0
 



蝶
夢
編

〔
寛
政
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
一
間
7
9
3
/
2
/
2

*
存
夏
部
。

82 

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

蘭
更
編

寛
政
五
年
序
刊
(
京
、
菊
牛
肉
太
兵
衛
)

半
一
…
附

83 

*
幡
本
序
。

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

蘭
更
編

寛
政
八
年
序
刊
(
芭
焦
堂
蔵
版
)

半
一
柵

*
蒼
此
序
。

84 

花
供
養
集
(
内
題
)
(
は
な
く
よ
う
し
ゅ

w

ユ

芭
蕉
堂
編

天
保
三
年
序
刊
(
京
、
片
浦
厘
十
兵
衛
)

f 1t 

冊

*
同
士
童
序
。

85 

花
供
養
人
は
な
く
よ
う
)

蒼
此
編

天
保
四
年
序
刊
(
京
、

菊
屋
千
兵
衛
)

千

冊

*
北
馬
序
。

86 

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

九
起
編

天
保
一
三
年
序
川
(
京
、
近
江
um利
助
)

半

冊

87 

*
楚
焦
序
。
*
書
津
名
ハ
墨
印
ヲ
押
捺
セ
リ
。

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

7
9
3
/
l
 

7
9
6
/
I
 

8
3
2
/
1
 
62 

8
3
3
/
3
 

8
4
2
/
4
 



天
保
一
四
年
刊
(
無
書
津
名
)

*
鳳
す
序
、
孤
山
序
、
淡
亭
序
、
霞
村
序
、
閑
雲
序
、
史
也
版
。

巻

九
起
編

半

冊

88 

花
供
養
(
は
な
く
よ
う
)

九
起
編

天
保
一
五
年
刊
(
無
書
陣
名
)

半

冊

*
鷺
洲
序
、
子
遇
序
。

89 

花
供
養
集
(
は
な
く
よ
う
し
ゅ
う
)

8
4
3
/
6
 

8
4
4
/
8
 

公
成
編

刊
(
無
刊
記
)

小
一
冊

0
/
9
8

〔
幕
末
〕

*
初
編
。

*
恒
序
。

A
V
 

Q
J
 

ひ
さ
こ
苗
(
ひ
さ
ご
な
え
)

六
合
編

寛
政
五
年
版
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

*
存
巻
下
。
*
白
眼
。

*
印
記
「
雲
英
」
(
雲
英
末
雄
)
。

91 

は
る
の
を
と
(
は
る
の
お
と
)

白
黛
編

寛
政
七
年
刊
(
京
、
菊
屋
太
兵
衛
)

半

冊

四
散
は
な
(
ち
る
は
な
)

玉
屑
編

寛
政
七
年
序
刊
(
京
、
菊
舎
太
兵
衛
)

半

冊

*
成
美
序
、
蘭
更
版
。

*
縦
細
本
。

93 

尾
華
清
つ
つ
し
(
お
、
ば
な
う
つ
し
)

回
東
庵
編

寛
政
七
年
序
刊
(
京
、
菊
舎
太
兵
衛
)

半

冊

7
9
3
/
4
 

q
J
 

ρ
h
u
 

7
9
5
/
2
 

7
9
5
/
l
 

7
9
5
/
3
 



*
重
厚
序
、
闘
更
版
。

「
回
東
庵
著
述
目
録
」

ヲ
付
ス
。

* 

94 

俳
譜
発
句
題
葉
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
だ
い
よ
う
し
?
っ
)

升
六
編

寛
政

一
年
刊
(
京
、
菊
屋
太
兵
衛
等
五
時
)

小
三
冊

*
存
秋
・
冬
・
雑
部
。

95 

俳
譜
発
句
題
葉
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
だ
い
よ
う
し
?
っ
)

升
六
編

〔
寛
政
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

小
一
冊

*
存
冬
部
。

96 

俳
譜
十
家
類
題
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
じ
っ
か
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

一
年
刊
(
大
版
、
塩
屋
忠
兵
衛
等
六
県
)

半
四
冊

八
千
坊
編
校

寛
政

*
存
春
・
夏
・
冬
・
雑
部
。

*
自
序
。

俳
譜
十
家
類
題
集
(
は
い
か
い
じ
っ
か
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

97 

" 

一
年
刊
(
大
板
、
塩
屋
忠
兵
衛
等
六
時
)

半

冊

* )¥ 
存 T
雑 1 坊
部，編
。校

寛
政

98 

〔
俳
譜
/
発
句
〕
新
五
子
稿
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
し
ん
ご
し
こ
う
)

巻

嘉
会
室
亨
編

寛
政
一
一
年
刊
(
大
板
、
奈
良
屋
長
兵
衛
・
奈
良
屋
為
三
郎
)

*
不
木
序
、
自
序
o

mm

〔
俳
譜
/
発
句
〕
新
五
子
稿
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
し
ん
ご
し
こ
う
)

小
二
冊

嘉
会
室
亨
編

〔
寛
政
二
年
〕
刊
・
天
保
二
年
印
(
大
坂
、
前
川
文
栄
堂
・
岡
田
種
玉
堂
)

7
9
9
/
5
 

7
9
9
/
l
 

7
9
9
/
2
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*
存
巻
上
。

100 

*
不
木
一
印
、
自
序
。

巻

夏
の
い
目
途
(
内
題
)
(
な
つ
の
か
ど
寸
)

白
寿
坊
著

〔
江
戸
後
期
〕
写

*
寛
政
一
二
年
成
。

101 

一
之
等
編

(
う
め
こ
う
ろ
)

〔
梅
香
炉
〕*

存
巻
上
。

102 

〔
寛
政
一
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
印
記
「
龍
巣
蔵
」
、
「
紫
水
文
庫
」
(
北
田
紫
水
)
。

子
向
水
(
内
題
)
(
た
む
け
み
ず
)

寛
政
二
一
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

樺
花
坊
編

*
存
巻
上
。

103 

*
自
序
。

俳
譜
田
毎
の
日
(
は
い
か
い
た
ご
と
の
ひ
)

享
和
二
年
刊
(
江
戸
、
大
和
田
安
兵
衛
・
衆
星
間
甚
助
)

山
奴
編

*
桃
隣
序
、
徳
布
服
。

*
角
丸
屋
甚
助
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。

*
外
題
ハ
後
書
ナ
リ
。

(
は
い
か
い
た
ご
と
の
ひ
)

則
〔
俳
譜
田
ご
と
の
日
〕

山
奴
編

享
和
二
年
刊
(
江
戸
、
大
和
田
安
兵
衛
・
衆
星
閣
甚
助
)

*
桃
隣
序
、
徳
布
践
。

*
印
記
「
二
宮
/
文
庫
」
。

105 

野
雀
等
編

い
ほ
の
い
ぬ
(
い
お
の
い
ぬ
)

享
和
三
年
刊
(
無
刊
記
)

小
一
冊

中
合
一
冊

半

11ft 

半

冊

小
一
冊

半

冊

8
3
1
/
2
 

8
0
0
/
1
 

7
9
8
/
2
 

品

8
0
0
/
2
 

8
0
2
/
4
 

8
0
2
/
2
 

8
0
3
/
1
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*
存
巻
下
。

106 

続
七
部
集
(
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

巻

蘭
更
編

*
自
序
。

107 

一
宇
和
一
一
一
年
刊
(
京
、
筒
井
庄
兵
衛
等
三
時
/
諦
仙
堂
蔵
板
)

巻

続
七
部
集
(
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

闘
史
編
享
和
二
一
年
刊
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
)

*
自
序
。

108 

続
七
部
集
(
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

闇
更
編

*
存
巻
下
。

則
〔
続
七
部
集
〕
(
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
?
っ
)

闘
吏
繍

*
存
巻
下
。

110 

は
ま
ひ
さ
し
(
は
ま
び
さ
し
)

存
古
・
麦
附
編

111 

か
さ
し*
く存
さ巻

か上
ざ

士し
ノv 朗

もさ !そ

車
大
編

吉
子
和
三
年
刊
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
)

享
和
三
年
刊
・
後
印
(
京
、
浦
井
五
一
郎
)

(
文
化
元
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

文
化
三
年
序
刊
(
京
、
勝
目
喜
右
衛
門
・
勝
間
善
助
)

小
二
冊

小
二
冊

小
一
冊

" 
小
一
附

半
一
冊

中
一
冊

7
9
5
/
4
 

8
0
3
/
3
 

0
/
1
2
3
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8
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/
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/
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/
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*
挙
遠
序
、
蒼
札
版
。

山
〈
追
/
善
〉
月
の
別
(
つ
い
ぜ
ん
つ
差
の
わ
か
れ
)

貫
里
編

文
化
四
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

11ft 

*
秋
化
坊
序
。

113 

た
、
ひ
く
さ
(
た
た
び
ぐ
さ
)

来
来日
車両

い
え
化
同
年
序
刊
(
無
刊
記
)

事
十
冊

*
白
序
。

114 

発
句
実質
事長

内了出
輔ー巴
i厨'(ま

明主ず つ

在 j
剛ロ
バ二 じ

ゆ

っ

中
二
冊

巻

文
化
四
年
序
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
寧
松
序
、
完
来
眼
。

115 

発
句
類
緊
(
内
題
)
(
ほ
つ
く
る
い
じ
ゅ
う
)

巻

文
化
同
年
序
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
封
出
題
「
俳
譜
発
句
類
緊
」

0

小
一
一
冊

了
輔
編
、
写
松
剛
定

*
寧
松
序
、
完
来
眼
。

川
発
句
類
宋
(
内
題
)
(
ほ
つ
く
る
い
じ
ゅ
う
)

了
輔
編
、
写
松
剛
定

文
化
四
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
封
面
題
「
俳
譜
発
句
頬
緊
」
。

中
一
冊

*
存
巻
上
。

*
零
松
序
。

117 

く
さ
摘
(
く
さ
つ
み
)

車
大
編

文
化
四
年
奥
刊
(
平
安
、
勝
田
善
助
)

半
一
冊

8
0
7
/
6
 

8
0
5
/
2
 

喝

8
0
7
/
4
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118 

く
さ
摘
(
く
さ
つ
み
)

車
大
編

文
化
六
年
奥
刊
(
京
、
勝
田
善
助
)

半

冊

119 

く
さ
摘
(
く
さ
つ
み
)

車
大
編

一
年
奥
刊
(
京
、
勝
田
善
助
)

半

冊

文
化

120 

く
さ
摘
(
く
さ
つ
み
)

車
大
編

半

冊

文
化
二
二
年
奥
刊
(
京
、
勝
田
善
助
)

121 

金
蘭
集
(
き
ん
ら
ん
し
ゅ
う
)

米
彦
編

文
化
五
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

中
一
冊

*
存
春
・
夏
部
。

*
瑞
馬
序
、
白
序
。

四
〈
誹
/
譜
〉
奇
淵
七
部
集
(
は
い
か
い
き
え
ん
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

奇
淵
編

文
化
六
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

小
二
冊

*
別
名
「
西
国
七
部
集
」
。

123 

奇
淵
七*

車名
上

き.'"
え'。

ん

* し
宇目

玉弓
し
ゆ

っ

奇
淵
編

文
化
六
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

骨骨

*
存
巻
上
。

*
別
名
「
西
国
七
部
集
」

o

*
自
序
。

124 

反
故
供
養
(
内
題
)
(
ほ
ご
く
よ
う
)

路
宅
編

文
化
七
年
奥
刊
(
京
、
菊
舎
太
兵
衛
)

半

冊

125 

径
回
花
日
記
(
け
い
か
い
か
に
つ
き
)

8
0
9
/
2
 

8
1
4
/
3
 

8
1
6
/
1
 

8
0
8
/
1
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0
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蘇
杖
坊
編

*
彫
工
、
広
井
秀
長
(
江
一
円
)

0

126 

士
朗
七
部
集
(
し
ろ
う
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
) 文

化
七
年
奥
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

桐
栖
編
、
枇
杷
園
社
中
校

*
存
巻
下
。

127 

文
化
八
年
刊
(
江
戸
、
大
和
田
忠
助
等
六
時
)

特
小
一
冊

桐
栖
編
、
枇
杷
閑
社
中
校

士
朗
七
部
集
(
内
題
)
(
し
ろ
う
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

文
化
八
年
刊
(
江
戸
、
大
和
田
忠
助
等
六
時
)

特
小
一
冊
，

8
1
1
/
8

風
麗
坊
編

*
存
巻
上
。

131 

文
化
八
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

128 

*
存
巻
下
0
4

時
雨
会
(
し
ぐ
れ
え
)

文
化
八
年
序
刊
(
無
刊
記
)

f. 

冊

f山
風
編

129 

い
さ
な
と
り
(
い
さ
な
と
り
)

m
追
善
陽
炎
集
(
つ
い
ぜ
ん
か
げ
ろ
う
し
?
っ
)

鯨
牙
編

*
士
朗
序
、
普
天
版
。

文
化
八
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

追
善
陽
炎
集
(
つ
い
ぜ
ん
か
げ
ろ
う
し
ゅ
う
)

半

冊

風
瞳
坊
編

文
化
八
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

8
1
0
/
2
 

8
1
1
/
3
 

8
1
1
/
4
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1
/
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8
1
1
/
1
 

8
1
1
/
2
 



*
存
巻
上
。

132 

八
千
集
(
は
っ
せ
ん
し
ゅ
う
)

瓦
竹
庵
編

*
八
日
閑
人
序
、

八
千
坊
版
。

133 

〔
文
化
九
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

十
か
え
り
の
花
(
と
か
え
り
の
は
な
)

可

律

坊

編

丈

化

九

年

序

刊

(

京

、

橘

屋

治

兵

衛

)

半

冊

*
無
名
序
。

134 

花
市
会
(
は
な
の
い
ち
え
)

花
屋
庵
編

*
方
水
序
。

135 

花
山
会
(
は
な
の
い
ち
え
)

奇
淵
編

*
桃
序
序
、
嵐
亭
序
。

136 

〔
花
市
会
〕

(
は
な
の
い
ち
え
)

花
屋
裏
編

137 

〔
花
市
会
〕

(
は
な
の
い
ち
え
)

花
屋
裏
編

*
弓
雄
序
。

*
絵
人
。

文
化
九
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

" 

文
化

一
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

文
化
一
二
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

文
化
一
・
二
年
刊
(
無
刊
記
)

間

8
1
2
/
7
 

8
1
2
/
4
 

8
1
2
/
2
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/
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138 

〔
花
市
会
〕

(
は
な
の
い
ち
え
)

花
屋
裏
編

*
弓
雄
序
。

*
絵
入
。

139 

や
ま
か
つ
ら
(
や
ま
か
ず
ら
)

玄
蛙
編

140 

や
ま
か
つ
ら
(
や
ま
か
ず
ら
)

玄
蛙
編

141 

(
や
ま
か
つ
ら
〕

(
や
ま
か
ず
ら
)

鐘
史
編

142 

〔
や
ま
か
つ
ら
〕

(
や
ま
か
ず
ら
)

進
史
編

143 

や
ま
か
つ
ら
(
や
ま
か
ず
ら
)

鐘
史
編

凶
や
ま
か
つ
ら
(
や
ま
か
ず
ら
)

経
史
編

145 

常
盤
樹
(
と
き
わ
ぎ
)

茂
良
編

*
武
両
庄
序
。

文
化

4

三
年
刊
(
無
刊
記
)

千

冊

文
化
一

O
年
刊
(
無
刊
記
)

半

|叶

8
1
6
/
4
 

8
1
3
/
3
 

文
化

一
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊
‘

E
'
8
1
4
/
7

文
政

.
0
年
刊
(
広
島
、
坂
田
保
兵
衛
)

半

冊

文
政
二
年
刊
(
広
島
、
阪
田
保
兵
衛
)

半

tHt 

文
政
二
一
年
刊
(
広
島
、
阪
田
保
兵
衛
)

千
一
冊

天
保
一
五
年
刊
(
広
島
、
坂
田
)

半

冊

文
化
一

O
年
序
刊
(
京
、
勝
田
善
助
)

半
一
冊

8
2
7
/
3
 

4
E
ム

ゥ
i

8
2
8
/
5
 

8
2
9
/
7
 

8
4
4
/
9
 

8
1
3
/
2
 



146 

草
の
蔓
(
く
さ
の
つ
る
)

篤
老
・
梨
雪
編

*
見
斎
序
、
玄
蛙
序
、
篤
老
眼
。

147 

文
化
一

O
年
序
刊
(
広
島
、
世
並
屋
伊
兵
衛
)

半

冊

誹
譜
董
州
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
す
み
れ
ぐ
さ
し
ゅ
う
)

志
桃
撰
、

L

ハ
隠
校

*
舵
岳
序
。

148 

い
た
ひ
さ
し
(
い
た
び
さ
し
)

塊
翁
編

*
沙
翁
序
。

149 

か
冶
み
草
(
序
中
題
)
(
か
が
み
ぐ
さ
)

不
転
編

*
繭
立
桝
片
庁
。

150 

其
袋
集
(
そ
の
ふ
く
ろ
し
ゅ
う
)

二
巻

荏
史
編

*
玄
蛙
序
、
白
眼
。

151 

塚
の
お
も
か
げ
(
つ
か
の
お
も
か
げ
)

吉
田
連
編

*
一
も
と
庵
序
。

文
化
二
年
刊
(
京
、
備
後
屋
金
七
等
.
一
時
)

中
一
冊

文
化
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

文
化
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半 'f

|肝

文
化
二
年
序
刊
(
広
島
、
嶋
屋
彦
兵
衛
)

半

冊

文
化
一
一
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

8
1
3
/
6
 

8
1
3
/
l
 

8
1
4
/
2
 

ヮ“
ヴ

d

8
1
4
/
4
 

8
1
4
/
5
 

8
1
5
/
l
 



四
〈
四
季
/
発
句
〉
詞
花
集
(
し
き
ほ
っ
く
し
か
し
ゅ
う
)

*来
。ド キ巴
譜編
メ4.
旦

!子

文
化
一
二
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
)

「
和
書
俳
譜
書
目
録
」

ヲ
付
ス
。

*
塩
屋
忠
兵
衛
ノ

153 

追
い
書
残
花
集
(
つ
い
ぜ
ん
ざ
ん
か
し
ゅ
う
)

白
寿
坊
編

文
化
二
一
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

。
*
白
序
。

*
存
巻
一
・
三
・
五
'

問
〈
占
今
/
俳
譜
〉
四
季
頬
題
集
(
こ
こ
ん
は
い
か
い
し
き
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

* 葛
阪
山井
人眉
序!奄

編

文
化
二
一
年
序
刊
(
大
阪
、
塩
田
阿
弥
七
・
塩
屋
忠
兵
衛
)

芳会
u 

155 

っ
た
ふ
か
せ
(
っ
た
う
か
ぜ
)

只
吹
編

文
化
宇
三
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

*
有
時
庵
序
、
雪
香
園
肢
。

山
山
花
の
下
蔭
(
は
な
の
し
た
か
げ
)

足
馬
等
編

文
化
一
三
年
序
刊
(
大
阪
、
松
井
忠
蔵
)

*
五
口
邦
序
、
丘
竹
庵
の
お
き
な
版
。

157 

夢
の
あ
し
た
(
ゆ
め
の
あ
し
た
)

建
史
編

文
化
↓
同
年
奥
刊
(
無
刊
記
)

*
烏
巣
主
人
序
。

横

冊

半
八
冊

中
二
冊

半

冊

f. 

冊，

半
一
冊

8
1
5
/
2
 

8
1
5
/
4
 

合

8
1
5
/
6
 

8
1
5
/
9
 

8
1
6
/
2
 

8
1
8
/
l
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158 

雅
奏
(
が
そ
う
)

和
切
編

*
素
台
序
。

159 

文
政
元
年
刊
(
広
島
、
広
岡
彦
兵
衛
)

山
林
燕
神
仙
少
口
口
(
さ
い
え
ん
し
ん
せ
ん
し
ょ
う
口
口
)

文
政
二
年
刊
(
堺
、
菊
会
口
太
四
郎
)

梅
翁
編

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)

0

160 

二
巻

護
物
編

俳
講
新
五
百
題
(
は
い
か
い
し
ん
ご
ひ
や
く
だ
い
)

文
政
二
年
序
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
孤
山
序
。

161 

涼
屑
集
(
も
く
ず
し
ゅ
う
)

隣
食
編

162 

*
存
巻
中
。

男
さ
う
し
(
お
と
こ
そ
う
し
)

何
丸
編

文
政
二
一
年
刊
(
刊
記
欠
)

*
初
編
。

〔
文
政
三
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

*
大
同
南
畝
(
遠
桜
山
人
)
序
、
抱
儀
序
、
自
序
。

*
内
題
「
俳
譜
男
草
紙
」
。

163 

み
と
せ
栗
(
み
と
せ
ぐ
り
)

*
存
巻
上
。

*
晋
本
鵬
序
。

文
政
一
一
.
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

f. 

冊

中

冊

f"t 

冊

半

1冊

小
一
間

8
1
8
/
2
 

8
1
9
/
2
 

8
1
9
/
l
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164 

井
眉
庵
編

類
題
白
一
(
砂
集
(
序
中
題
)
(
る
い
だ
い
ま
さ
ご
し
?
っ
)

文
政
三
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。
*
此
角
序
。

問
〈
古
今
/
俳
讃
〉
四
季
類
題
真
砂
集
(
こ
こ
ん
は
い
か
い
し
き
る
い
だ
い
ま
さ
ご
し
ゅ
う
)

〔
文
政
・
二
年
序
〕
刊
(
大
版
、
井
筒
屋
、
栄
蔵
等
札
賭
)

井
田
庵
撰

*
存
巻
下
。

166 

合
歓
雨
(
序
中
題
)
(
ね
む
の
あ
め
)

篤
老
撰

* 1馬[
方'"郎
乎・
序路
。宅

校

* 
編

167 

〔
一
葉
塚
集
〕

(
ひ
と
は
づ
か
し
ゅ
う
)

子
琴
編

*
自
序
。

一
川
〔
俳
詰
発
句
題
叢
〕

文
政
五
年
序
刊
(
六
六
作
土
蔵
板
)

文
政
六
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

四
巻

太
昂
編 (

は
い
か
い
ほ
っ
く
だ
い
そ
う
)

文
政
六
年
同
(
江
戸
、
上
総
屋
利
兵
衛
・
上
総
屋
惣
兵
衛
)

*
梅
室
雪
雄
序
、

一
具
一
夢
出
版
。

(
は
い
か
い
ほ
っ
く
、
た
い
そ
う
)

〔
文
政
六
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

169 

〔
俳
話
発
句
題
叢
〕

太
昂
編

*
存
春
部
。

小
一
冊

、、曾
L
f
E
a

z
川
J

一

H
H

半

冊

半

冊

中
四
冊

中
一
冊

8
2
0
/
2
 

0
/
4
6
 

切

8
2
2
/
1
1
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170 

幽
雅
・
花
亭
編

め
く
る
な
か
れ
(
封
面
題
)
(
め
ぐ
る
な
が
れ
)

半

冊

*
固
有
序
、
徐
風
庵
眼
。

171 

文
政
六
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

め
く
る
な
か
れ
(
封
面
題
)
(
め
ぐ
る
な
が
れ
)

半

冊

幽
雅
・
花
亭
編

*
同
有
序
、
徐
風
庵
版
。

172 

わ
ら
か
ふ
し
(
わ
ら
か
ぶ
し
)

南
勢
吟
社
編

*
長
嶺
序
。

173 

新
藻
屑
集
(
し
ん
も
く
ず
し
ゅ
う
)

隣
食
編

*μ
伺
巻
土
。

*
文
政
七
年
成
。

士
朗
続
七
部
集
(
し
ろ
う
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
文
政
七
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

特
小
一
冊

174 

菊
太
郎
・
其
成
編

*
存
巻
中
。

175 

文
政
六
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

文
政
六
年
奥
刊
(
京
、
菊
尾
平
兵
衛
)

半

冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

半'~

冊

士
朗
続
七
部
集
(
し
ろ
う
ぞ
く
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
文
政
七
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

凶

u
b
j

、、」
l
I
e

配ホ
J
ハJ

一
四
刊

菊
太
郎
・
其
成
編

*
存
巻
中
。

8
2
3
/
2
 

8
2
3
/
3
 

8
2
3
/
4
 

76 

8
2
4
/
1
 

0
/
8
7
 

0
/
8
8
 



176 

ね
む
の
や
も
の
か
た
り
(
ね
む
の
や
も
の
が
た
り
)

玄
蛙
編

?
〔
文
政
七
年
〕

刊
(
無
刊
記
)

177 

誹
譜
新
暗
野
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
し
ん
あ
ら
の
し
?
っ
)

巻

寛
山
編

文
政
七
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
も
と
風
序
、
寛
雨
序
、
花
笠
外
史
序
、
小
笠
山
樵
序
。

178 

い
な
は
や
ま
(
い
な
ば
や
ま
)

寸
風
編

文
政
七
年
版
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

179 

か
れ
の*
会宇

不慣
れ似

の 4

え

奇
淵
編

文
政
八
年
刊
(
無
刊
記
)

*
絵
入
。

180 

枇
杷
園
類
題
発
句
集
(
び
わ
え
ん
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
?
っ
)

巻

五
道
・
梅
問
編

文
政
八
年
刊
(
名
古
屋
、
永
楽
尾
東
山
郎
)

*
内
題
「
類
題
士
朗
型
発
句
集
」
。

*
五
道
序
、
梅
問
序
、
庭
雅
版
。

181 

枇
杷
園
七
部
集
(
び
わ
ゆ
え
ん
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

士
朗
著

〔
文
政
八
年
序
〕

刊
(
刊
記
欠
)

*
初
編
・
存
巻
下
。

182 

枇
杷
同
七
部
集
(
び
わ
え
ん
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

*
梅
花
園
蔵
板
。

半

冊

半
合
一
間

。/5
2

8
2
4
/
2
 

半
一
冊
l
a
'
8
2
4
/
3

半

|町

小
二
冊

小
」
冊

8
2
5
/
4
 

8
2
5
/
2
 

。/1
3
0

-77-



-圃・・・

士
朗
著

〔
文
政
八
年
序
〕
刊
(
刊
記
欠
)

小
一
冊

*
存
四
編
。

183 

俳
詣
発
句
古
今
撰
(
は
い
か
い
ぼ
っ
く
こ
二
ん
せ
ん
)

二
巻

184 

蟹
守
編

*
窒
松
序
。
一
ー

た
ま
く
し
け
集
(
た
ま
く
し
げ
し
ゅ
う
) 文

政
八
年
序
刊
(
無
刊
記
)

中
二
冊

子
明
編

文
政
九
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

185 

五
月
雨
集
(
さ
み
だ
れ
し
ゅ
う
)

素
白
・
鳳
郎
編

文
政
九
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
素
白
序
、
鳳
郎
殿
、
杏
坪
践
c

186 

俳
詰
一
葉
集
(
は
い
か
い
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
)

仏

4
7
湖
中
編
、
由
誓
校

〔
文
政
一
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
四
冊

*
前
編
・
存
巻
一
・
三
ー
五
。

*
湖
中
序

187 

俳
詰
一
葉
集
(
は
い
か
い
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
)

188 

仏
号
・
湖
中
編
、
由
誓
校

*
前
編
・
存
巻
二
四
、
後
編
・
存
巻
三
ー
四
。

十
か
え
り
(
と
か
え
り
)

中
五
冊

〔
文
政
一

C
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

梅
問
編

文
政
一
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

。/1
2
2

8
2
5
/
5
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8
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/
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189 

*
桃
鳥
序
、
自
序
。

〈
近
来
/
風
体
〉
俳
譜
琴
の
花
(
き
ん
ら
い
ふ
う
て
い
は
い
か
い
た
で
の
は
な
)

井
眉
庵
編

*
茶
外
序
。

190 

文
政

俳
譜
千
題
集
(
は
い
か
い
せ
ん
だ
い
し
ゅ
う
)

同
宣
岳
地
編

一
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
存
巻
上
・
中
。

*
同
宣
口
庵
主
人
序
。

文
政
一
.
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
ー
栄
枝
空
蔵
板

U

191 

梅
0) 

松し
生る
編へ

序
政山
里 1;，"1 

題
-r→，-ヘ

五つ
五;め
早人 の

し
る
べ

文
政

*
鶴
翁
髭
山
人
序
、
奇
松
眼
。

192 

〔
雲
け
ふ
り
〕

(
く
も
の
け
ぶ
り
)

蘭
香
編

*
申
斎
序
、
蘭
香
版
。

m
，
か
え
る
と
し
(
か
え
る
と
し
)

暁
烏
編

*
存
巻

F
o

194 

文
政

一
年
版
刊
(
無
刊
記
)

一
年
版
刊
(
京
、
菊
厘
半
兵
衛
)

文
政
二
一
年
写
(
暁
烏
)

巻

一円一八編

俳
譜
故
人
続
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
じ
ん
ぞ
く
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

文
政
一
一
一
年
序
刊
(
江
戸
、
高
笈
空
・
桂
林
堂
)

小
J

冊

中
会
一
冊

横

冊

平
一
附

中
一
冊

小
二
冊

8
2
8
/
l
 

8
2
8
/
2
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*
一
具
序
、
大
虚
宋
庵
序
。

195 

一
具
編

俳
譜
故
人
続
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
じ
ん
ぞ
く
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

文
政
一
二
年
序
刊
(
江
戸
、
高
笈
堂
・
桂
林
堂
)

*
.
且
一
ハ
序
、
大
虚
栗
庵
序
。

*
存
巻
上
。

196 

二
巻

暁
台
七
部
集
(
き
ょ
う
た
い
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

庭

雅

編

文

政

‘

一

A

年
序
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
帯
梅
序
、
栴
間
山
農
序
、
鳳
台
服
。

197 

い
な
つ
か
(
い
な
づ
か
)

稚
室
編

*
み
ち
彦
序
、
護
物
序
、
も
と
風
眼
。

文
政
一
‘
一
年
序
刊
(
無
刊
記
)

198 

齢
の
草
(
よ
わ
い
の
は
な
)

聴
晩
繍
1 ト

*
静
々
居
(
伽
月
)
序
。

199 

雪
人
集
(
ゆ
き
の
ひ
と
し
ゅ
う
)

雪
丸
編

*
存
巻
上
。

*
十
丈
固
序
。

200 

茶
の
実
(
ち
ゃ
の
み
)

女:
河、

田
中肩

文
政
二
一
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

文
政
二
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

文
政
二
二
年
版
刊
(
無
刊
記
)

小
一
冊

小
二
冊

f. 

冊

" 
半

11時

半

冊

半

冊

8
2
9
/
1
0
 

8
2
9
/
2
 

8
2
9
/
4
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*
楓
下
版
。

加
〈
追
/
善
〉
ち
る
花
集
(
扉
題
)
(
つ
山
い
ぜ
ん
ち
る
は
な
し
ゅ
う
)

吾
省
編

〔
文
政
頃
〕
刊
(
京
、
橘
尾
治
兵
衛
)

半
一
冊

*
友
左
坊
肢
句
。

202 

雲
雀
塚
集
(
ひ
ば
り
づ
か
し
ゅ
う
)

梨
雪
編

天
保
一
花
年
序
刊
(
京
、
菊
屋
平
兵
衛
)

半

冊

*
玄
蛙
序
、
梨
雪
肢
。

203 

い
は
ひ
草
(
い
わ
い
ぐ
さ
)

半
一
冊

鳳
郎
編

天
保
一
年
刊
(
無
刊
記
)

*
白
眼
。

204 

海
内
千
家
集
(
か
い
だ
い
せ
ん
か
し
ゅ
う
)

夙
也
・
六
英
編

天
保
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

大

f1ft 

*
存
巻
上
。

*
方
竹
序
。

加
ね
む
の
家
吟
草
(
ね
む
の
や
ぎ
ん
そ
う
)

鐘
史
・
素
白
編

天
保
二
年
版
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
素
白
序
、
鐘
史
版
。

206 

発
旬
新
葉
集
(
ほ
っ
く
し
ん
よ
う
し
ゅ
う
)

巻

驚
太
編

天
保
三
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

小
二
冊

。/4
8
3
0
/
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*
驚
求
序
。

207 

四
町
集
(
内
題
)
(
よ
ま
ち
し
ゅ
う
)

天
保
三
年
序
刊
(
広
島
、
坂
田
忠
五
郎
)

半

冊

三
蔦
編

*
鷺
笠
序
、
玄
蛙
序
、
和
切
序
、
梅
室
践
。

*
屈
伸
舎
蔵
板
。

mm

〈
俳
/
譜
〉
花
実
発
句
集
(
は
い
か
い
か
じ
っ
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

長

成

編

天

保

三

年

序

刊

(

刊

記

欠

)

中
二
冊

*
存
春
・
冬
部
。

*
白
序
、
南
井
序
。

花
実
集
附
禄
(
内
題
)
(
か
じ
っ
し
ゅ
う
ふ
ろ
く
)

209 

長
成
編

210 

時
雨
会
(
し
ぐ
れ
え
)

211 

閑
斎
編

両
食
集
A

り
子
っ
し
ゅ
く
し
ゅ
う
)

奇
淵
編

*
自
序
。

212 

〔
天
保
三
年
序
〕

刊
(
無
刊
記
)

中
一
冊

天
保
四
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半
一
冊

天
保
四
年
序
刊
(
大
坂
、
棉
亭
)

半

冊

三
年
振
集
(
内
題
)
(
み
と
せ
ぶ
り
し
ゅ
う
)

〔
天
保
四
年
序
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半
仮
一
間

林
曹
編

213 

青
葉
芳
ノL
司く

せ

と 占

品表
ぅ寸氏

欠
よ

*
存
巻
一
。
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青
鳩
編

天
保
四
年
版
刊
(
無
刊
記
)

半

開}

*
存
巻
下
ω

*
鴎
酬
明
守
部
約
版
。

214 

俳
譜
十
万
発
句
集
(
は
い
か
い
じ
ゅ
う
ま
ん
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

四
巻

一目一六一校

【ド
問
|冊

涼
谷
編
、

天
保
四
年
肢
刊
(
無
刊
記
)

*
初
編
。

*
梅
室
序
、
無
名
版
。

215 

ゆ
き
お
れ
集
(
封
出
題
)
(
ゆ
き
お
れ
し
ゅ
う
)

8
3
3
/
l
 

8
3
3
/
6
 

帯
化
防
撰
、
文
松
編

天
保
五
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半
一
一
冊

W
8
3
4
/
2

出
〈
追
/
悼
〉
南
無
仏
(
扉
題
)
(
つ
い
と
う
な
む
ぽ
と
け
)

聴
松
庵
撰
、
琴
車
編
天
保
五
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

山
〈
俳
/
諮
〉
流
行
発
句
集
(
は
い
か
い
り
ゅ
う
こ
う
ほ
っ
く
し
?
っ
)

長
成
編

〔
天
保
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

ー

↓

砕

け

A
片

l

一
且
H

*
存
冬
部
。

出
俳
話
十
二
律
(
は
い
か
い
じ
ゅ
う
に
り
つ
)

半
五
冊

五
巻

天
保
五
年
序
刊
(
無
刊
記
)

史
千
編

*
鶴
峰
序
、
源
蒼
芳
服
、

一
肖
序
。

219 

乙
二
七
部
集
(
お
つ
に
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

乙
二
著
、

一
具
・
布
席
編

〔
天
保
六
年
〕
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

小
一
冊

*
存
巻
下
。

*
布
席
肢
。

*
英
文
蔵
ノ
俳
書
日
録
ヲ
付
ス
。

8
3
4
/
4
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3
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/
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0

-83-



220 

雪
の
わ
か
れ
(
扉
題
)
(
ゆ
き
の
わ
か
れ
)

牛
耳
編

天
保
六
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
竹
二
坊
追
善
集
。

221 

藍
川
集
(
ら
ん
せ
ん
し
ゅ
う
)

藍
川
舎
編

*
二
編
。
*
蒼
此
序
。

天
保
六
年
奥
刊
(
藍
川
社
蔵
板
)

半

冊

m
〈
俳
/
譜
〉

発
句
名
家
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
め
い
か
し
ゅ
う
)

二
巻

文
和
編

天
保
七
年
刊
(
書
官
一
三
五
郎
)

小
二
冊

223 

年
毎
集
(
序
中
題
)
(
と
し
ご
と
し
ゅ
う
)

社
鷲
編

天
保
七
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
富
川
序
。

224 

年
毎
集
九
序
中
題
)
(
と
し
ご
と
し
?
っ
)

杜
鷲

天
保
八
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
丈
翠
序
。

225 

と
し
こ
と
集
(
と
し
ご
と
し
ゅ
う
)

社
鷲
編

天
保
一
二
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
琴
亭
序
。

m
〈
俳
譜
/
発
句
〉
新
題
葉
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
し
ん
だ
い
よ
う
し
?
っ
)

8
3
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松
隣
編
、
林
菌
日
校

*
存
春
・
夏
・
秋
部
。

227 

〔
天
保
七
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中

冊

*
梅
室
序
。

〈
俳
譜
/
発
句
〉
新
題
葉
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
し
ん
だ
い
よ
う
し
ゅ
う
)

〔
天
保
七
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中

冊

松
隣
編
、
林
曹
校

俳
譜
発
句
新
題
葉
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
し
ん
だ
い
よ
う
し
ゅ
う
)

〔
天
保
七
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中

冊 I

O 
/ 

3 
2 

天
保
七
年
版
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

松
隣
編
、
林
由
日
校

*
存
夏
部
。

228 229 

*
存
夏
部
o
f
l

き
さ
ら
き
集
(
き
さ
ら
ぎ
し
ゅ
う
)

巻

庚
年
編

俳
譜
今
七
部
集
(
は
い
か
い
い
ま
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

天
保
八
年
序
刊
(
江
戸
、
万
笈
堂
)

小
二
冊

*
幸
舎
序
、
自
序
、

兆
践

俳
譜
今
七
部
集
(
は
い
か
い
い
ま
し
ち
ぶ
し
ゅ
う
)

〔
天
保
八
年
序
〕
刊
・
嘉
永
六
年
修
(
江
戸
、
野
村
新
兵
衛
等
三
時
)

m
〈
俳
譜
/
発
句
〉
は
つ
く
さ
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
は
つ
く
さ
し
ゅ
う
)

小
一
冊

酒
入
編

*
自
序
、
一
二
蔦
版
。

230 231 

庚
年
編

*
存
巻
下
。

*
一
兆
践
。
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四
巻

天
保
九
年
刊
(
京
、
野
出
治
兵
衛
等
七
時
)

蟻
州
編

*
千
草
序
。

233 

俳
諮
問
国
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
し
こ
く
し
ゅ
う
)

椎
亭
柴
安
編
、
梅
左
校

〔
天
保
九
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

234 

f入

7 

人
発*
句存
集冬
てご‘ 部

ん
じ
ん
ほ
っ
く
し
ゆ

っ

:d:. U 

禾
木
園
編

天
保
九
年
序
刊
(
江
戸
、
須
原
屋
茂
兵
衛
・
岡
田
屋
嘉
七
)

*
松
園
序
o

m
〈
桂
花
園
/
半
百
忌
〉
追
善
(
け
い
か
え
ん
は
ん
ひ
や
っ
き
つ
い
ぜ
ん
)

為
興
等
編

天
保
一
り
一
年
刊
(
無
刊
記
)

236 

花
の
栄
(
は
な
の
さ
か
え
)

237 

松
風
軒
編

香
語
山
集
(
か
ご
や
ま
し
ゅ
う
)

天
保
.
一
年
刊
(
京
、
桶
屋
治
兵
衛
)

春
倍
編

天
保

一
年
序
刊
(
無
刊
記
)

238 

発
句
万
題
集
(
ほ
っ
く
ま
ん
だ
い
し
?
っ
)

四
巻

庚
年
編
、
東
浜
校

天
保
一
一
.
年
刊
(
江
戸
、
英
大
助
等
一
.
一
時
)

*
一
具
序
、
由
誓
服
。
*
英
大
助
ノ
広
告
ヲ
付
ス
。

m
〈
俳
/
譜
〉
今
人
五
副
題
(
は
い
か
い
こ
ん
じ
ん
ご
ひ
や
く
だ
い
)

四
冊

中
一
冊

横

1肘

t横

冊

半

冊

半

冊

中
間
同

8
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-
東
漠
輯
、
千
轄
校

〔
天
保
二
一
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

小
一
冊

*
存
春
・
夏
部
。

*
梅
橋
序
。

240 

〈
俳
/
語
〉
今
人
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
ん
じ
ん
ご
ひ
や
く
だ
い
)

東
浜
輯
、
千
轄
校

〔
天
保
一
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

小
一
冊

241 

*
存
秋
・
冬
部
J

続
今
人
五
百
題
(
内
題
)
(
ぞ
く
こ
ん
じ
ん
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

為
山
・
久
次
編

小
一
冊

弘
化
二
年
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
存
秋
・
冬
部
c

*
一
具
版
。

242 

〈
俳
/
詰
〉
今
人
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
ん
じ
ん
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

四
巻

為
山
編

四
冊

嘉
永
五
年
序
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
三
編
。

*
為
山
序
c

243 

〈
俳
/
諸
〉
今
人
五
百
題
(
は
い
か
い
こ
ん
じ
ん
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

為
山
編

〔
嘉
永
五
年
序
〕
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

小
三
冊

*
一
二
編
。

*
存
夏
・
秋
・
冬
部
。

*
為
山
序
。

244 

〈
は
い
/
か
い
〉

玉
の
ひ
か
り
(
は
い
か
い
た
ま
の
ひ
か
り
)

道
旧
著
、
季
隆
編

天
保
二
一
年
奥
刊
(
編
者
蔵
版
)

中
一
冊

*
天
翁
序
c

本
遠
藤
亀
之
輔
彫
。

245 

出
雲
三
五
十
員
(
い
ず
も
さ
ん
ご
じ
ゅ
う
い
ん
)
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-・・・E

遅
楽
庵
監
定
、
汀
柳
撰
、
固
有
補

*
撰
者
序
、
横
山
藍
斎
服
。

246 

雪
の
戸
集
(
ゆ
き
の
と
し
ゅ
う
)

天
保
一
四
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

247 

遅
楽
庵
監
定
、
汀
柳
撰
、
自
己
補
、
琴
留
編

花
せ
ん
ふ
(
は
な
せ
九
ぶ
)

天
保
一
四
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

有
節
編

248 

京
蕎
麦
(
き
ょ
う
そ
ば
)

麦
慰
舎
社
中
編

*
梅
室
序
。

249 

雲
煙
集
(
う
ん
え
ん
し
ゅ
う
)

祭
魚
編

*
金
菜
序
。

250 

露
し
く
れ
(
つ
ゆ
し
ぐ
れ
)

観
流
亭
門
人
編

*
専
之
序
。

251 

ふ
る
さ
と
草
(
ふ
る
さ
と
ぐ
さ
)

倍
美
編

*
自
序
。

天
保
一
四
年
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

天
保
一
四
年
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

天
保
一
四
年
刊
(
枯
魚
堂
社
中
蔵
板
)

天
保
一
四
年
序
刊
(
無
刊
記
)

天
保
一
四
年
序
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半

冊

半

冊

半

冊

半

冊

半

冊

半

冊

半

冊

8
4
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/
1
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/
1
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/
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252 

暇
の
は
れ
(
い
と
ま
の
は
れ
)

娯
ぶ
編

*
白
序
。

253 

天
保
一
四
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

今
様
類
題
集
(
い
ま
よ
う
る
い
だ
い
し
?
っ
)

小
二
冊

巻
*
梅
宅
序
。

254 

旅
の
ひ
と
つ
(
た
び
の
ひ
と
つ
)

風
外
編

255 

た
た
ひ
と
つ
(
た
だ
ひ
と
つ
)

二
巻

金
波
編

*
松
什
序
、
由
誓
版
。

天
保
一

ι年
刊
(
無
刊
記
)

半
合
一
冊

*
内
題
「
月
影
集
」
。

256 

お
ひ
さ
ら
ヘ
(
お
い
さ
ら
え
)

桃
五
編

*
存
巻
ド
。

*
梅
室
版
。

257 

雪
華
集
(
ゆ
き
の
は
な
し
ゅ
う
)

素
光
編

土
谷
僧
序
。

258 

と
し
な
み
し
ふ
(
と
し
な
み
し
ゅ
う
)

天
保
一
五
年
刊
(
大
坂
、
文
淵
閣
)

天
保
一
五
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

天
保
一
五
年
刊
で
尽
、
菊
犀
平
兵
衛
)

半

.冊

天
保
一
五
年
刊
(
京
、
菊
屋
平
兵
衛
)

半

冊

8
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/
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逸
淵
編

天
保
.
五
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
逸
淵
序
。

259 

ひ
と
っ
く
り
(
ひ
と
っ
く
り
)

L

口
小
ド
少
日
刷

、VJν
一、h
t
'
q
t
m
v

天
保
一
五
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

260 

*
梅
室
序
。

立
机
集
(
り
っ
き
し
?
っ
)

五
作
編

〔
天
保
頃
〕
刊
(
京
、
近
江
屋
又
七
)

》ド

冊

261 

俳
か
い
漫
画
(
は
い
か
い
ま
ん
が
)

為
、
水
春
水

〔
」
大
保
頃
〕
刊
(
無
刊
記
)

中
一
間

*
自
序
、
秋
光
庵
主
人
序
。

262 

蕉
門
俳
譜
類
題
集
(
内
題
)
(
し
よ
う
も
ん
は
い
か
い
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

;' 

' 
‘ 

〔
江
戸
後
期
)
写

大

冊

*
表
紙
欠
。

263 

花
の
薬
集
抜
句
(
は
な
の
し
べ
し
ゅ
う
ぬ
き
く
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

冊

加
〈
誹
/
譜
〉
法
の
近
道
(
は
い
か
い
の
り
の
ち
か
み
ち
)

円
H
r
L
何
冊

ム
M
Aハ，
U
A斤
，
も
首
川
1

〔
江
戸
後
期
〕
写

横

冊

265 

四
季
発
句
抗
日
(
扉
題
)
(
し
き
ほ
っ
く
ひ
か
え
)
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奇
淵
坊
撰

266 

〔
江
戸
後
期
〕
写

柄
一
冊

天
然
居
士
苦
、
幡
琴
牙
校

十
丈
園
筆
記
(
内
題
)
(
じ
ゅ
う
じ
よ
う
え
ん
ひ
っ
き
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

開

*
存
巻
.
一
。

*
末
尾
欠
。

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
は
い
し
ょ
)

267 

〔
供
題
俳
書
)

268 

〔
江
戸
後
期
〕
写

半
一
冊

〔
供
題
俳
書
〕

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
は
い
し
ょ
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

半
一
冊

269 

百
茶
編
カ

笠
の
露
集
(
か
さ
の
つ
ゆ
し
ゅ
う
)

栄
岡
著

*
存
巻
上
。

270 

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半
一
附

(
仮
題
)
(
も
ち
づ
き
こ
げ
つ
つ
い
ぜ
ん
し
ゅ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

Iヤ
仮

mt 

〔
望
月
孤
月
追
善
集
〕

m
〔
子
向
草
〕

(
た
む
け
ぐ
さ
)

玄
蛙
編

*
井
眉
序
。

272 

(
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

、子

冊

俳
譜
犬
木
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
ふ
ぼ
く
し
?
っ
)

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
刊
記
欠
)

中
一
冊

渓
斎
編
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*
存
巻
上
。

273 

山
廼
寿
集
(
や
ま
の
こ
と
ぶ
き
し
ゅ
う
)

竹
隣
編

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

274 

天
満
宮
正
月
々
浪
(
内
題
)
(
て
ん
ま
ん
ぐ
う
し
ょ
う
が
っ
つ
き
な
み
)

275 

八

千

坊

撰

〔

江

戸

後

期

〕

〔
供
題
俳
書
〕
(
い
つ
だ
い
は
い
し
ょ
)

小
一
冊

刊
(
無
刊
記
)

桃
五
編

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半

冊

276 

を
り
そ
ヘ
集
(
お
り
そ
え
し
ゅ
う
)

芋
丈
編

弘
化
二
年
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半

冊

*
封
面
ニ
魁
星
印
ア
リ
。

*
中
川
禄
序
、
有
節
版
。

初
〈
俳
譜
/
発
句
〉
続
大
洋
集
(
は
い
か
い
ほ
っ
く
ぞ
く
た
い
よ
う
し
ゅ
う
)

二
一
巻
・
八
千
一
房
編
弘
化
牟
会
年
刊
(
大
坂
、
野
田
屋
元
三
郎
)

m
〈
流
行
/
発
句
〉
花
楓
調
(
り
ゅ
う
こ
う
ほ
っ
く
か
ふ
う
い
っ
ち
ょ
う
)

中
三
冊

巻

三
千
坊
編

弘
化
二
年
刊
(
大
坂
、
筑
後
屋
武
兵
衛
)

中
二
冊

*
二
編
。

*
鵬
雲
序
。

279 

っ
き
ゆ
み
集
(
っ
き
ゆ
み
し
ゅ
う
)

見
外
編

弘
化
二
年
序
刊

半

冊

*
三
編
。

*
大
鵬
序
。
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280 

っ
き
ゆ
み
集
(
っ
き
ゆ
み
し
ゅ
う
)

見
外
編

ー
嘉
永
厄
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
六
編
。

281 

っ
き
弓
集
(
っ
き
ゆ
み
し
ゅ
う
)

見
外
編

安
政

A

一
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
一
一
編
。

*
日
置
秀
実
序
、
旺
ハ
由
服
。

m
〈
名
家
/
発
句
〉

一
掬
集
(
め
い
か
ほ
っ
く
い
っ
き
く
し
?
っ
)

8
4
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/
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8
5
5
/
1
0
 

由
誓
編

弘
化
二
年
政
刊
(
大
坂
、
河
内
屋
茂
兵
衛
)

中
一
附

8
4
5
/
2
/
l

出

*
方
円
序
、
白
眼
。

加
〈
名
家
/
発
句
〉

一
掬
集
(
め
い
か
ほ
っ
く
い
っ
き
く
し
?
っ
)

由
誓
編

弘
化
一
一
年
版
刊
(
大
板
、
河
内
屋
茂
兵
衛
)

中
宇
冊
8
4
5
/
2
/
2

284 

月
下
稿*

空白
ぷ弓

三豊
肢

半

冊.

孤
月
編

弘
化
三
年
刊
(
無
刊
記
)

285 

類
題
発
句
真
葛
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
ま
く
ず
し
ゅ
う
)

九
起
編

弘
化
三
年
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

中

冊

*
存
春
・
夏
・
冬
部
。

*
九
起
序
。

286 

〈
俳
/
譜
〉
今
人
題
林
集
(
は
い
か
い
こ
ん
じ
ん
だ
い
り
ん
し
ゅ
う
)

8
4
6
/
1
 

8
4
6
/
2
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J止主
"" 

碓
嶺
編

弘
化
三
年
刊
(
江
戸
、
播
磨
屋
勝
五
郎
)

中
二
川

*
以
兄
序
、
兎
州
序
。

加
〈
四
季
/
発
句
〉
類
題
花
筏
集
(
し
き
ほ
つ
く
る
い
だ
い
は
な
い
か
だ
し
ゅ
う
)

〔
弘
化
三
年
〕
刊
(
大
板
、
丈
栄
堂
)

四
巻

鷺
秋
編
、
素
信
校

288 

*
虚
白
序
。

芦
浪
集
(
あ
し
な
み
し
ゅ
う
)

花
屋
庵
撰
、
白
在
庵
校

*
二
編
。

*
白
序
。

289 

芦
の
芽
立
集
(
あ
し
の
め
だ
ち
し
ゅ
う
)

井
左
編

*
五
編
。

*
島
一
鴎
序
。

290 

芳
新
集
A

ほ
う
し
ん
し
ゅ
う
)

有
節
編

*
三
編
。

*
玉
縄
序
。

291 

芳
新
集
(
ほ
う
し
ん
し
ゅ
う
)

有
節
編

292 

芳
新
集

ほ
っ
し';' * 
?万
L墜
つ立 c

*
五
編
。

中
合
一
間

弘
化
二
一
年
序
刊
(
無
刊
記
)

横

冊

8
4
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/
5
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/
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化
同
年
刊
(
大
坂
、
河
内
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助
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小
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弘
化
四
年
刊
(
京
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原
利
助
)

半
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永
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助
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半

冊
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有
節
編

〔
嘉
永
岡
年
〕
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半
一
間

*Lハ
編
。

293 

方
新
集
(
ほ
う
し
ん
し
ゅ
う
)

有
節
編

包
括
、
永
四
年
〕
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

'f. 

冊

* 
編

294 

四
季
の
華
(
し
き
の
は
な
)

雨
橋
等
編

弘
化
四
年
刊
(
京
、
橘
尾
治
兵
衛
)

半

冊l

295 

f~r 
J皆
新 *
古由
今斎

吉町
L 、~，

か

し
ん

き
ん

水
月
撰

弘
化
川
年
刊
(
大
版
、
筑
後
屋
武
兵
衛
)

中

冊

*
二
一
編
。

*
空
静
序
。

296 

近
世
俳
譜
十
家
類
題
集
(
内
題
)
(
き
ん
せ
い
は
い
か
い
じ
っ
か
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

祖
郷
編

弘
化
四
年
刊
(
江
戸
、
英
大
助
)

中
.
冊

*
存
秋
・
冬
部
。

297 

草
ひ
よ
り
(
は
な
び
よ
り
)

其
舟
編

〔
弘
化
四
年
〕
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

HH 

*
汀
柳
序
。

298 

す
か
み
の
(
す
が
み
の
)
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鷺
眠
編

弘
化
四
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
西
馬
序
、
為
山
版
。

半

冊

*
内
題
「
菅
蓑
集
」
。

299 

こ
の
と
き
集
(
こ
の
と
き
し
ゅ
う
)

社
陵
編

弘
化
四
年
序
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半

冊

*
梅
室
序
。

制
〈
追
/
善
〉
雪
仏
集
(
つ
い
ぜ
ん
ゆ
き
ぽ
と
け
し
ゅ
う
)

西
武
連
中
編

弘
化
同
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
専
之
序
。

301 

俳
話
早
苗
集
(
は
い
か
い
さ
な
え
し
ゅ
う
)

井
眉
庵
編

弘
化
四
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

中
四
冊

*
存
花
・
鳥
・
風
・
月
部
。

*
五
翠
序
。

302 

類
題
発
句
主
体
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
さ
ん
た
い
し
ゅ
う
)

応

泉

編

弘

化

五

年

刊

(

京

、

舛

屋

勘

兵

衛

)

四
冊

四
巻

303 

*
梅
室
序
。

類
題
発
句
三
体
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
さ
ん
た
い
し
ゅ
う
)

四
巻

応
泉
編

弘
化
五
年
刊
(
京
、
舛
犀
勘
兵
衛
)

中
間
冊

*
梅
室
序
。

304 

ま
と
あ
か
り
(
ま
ど
あ
か
り
)
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月
域
編

嘉
永
一
冗
年
刊
(
京
、
菊
屋
.
半
兵
衛
)

半

冊

*
梅
室
序
。

305 

伊
予
す
だ
れ
(
い
よ
す
だ
れ
)

樵
桐
編

嘉
永
一
応
年
刊
(
京
、
菊
犀
喜
兵
衛
)

半
一
冊

*
樵
桐
序
。

306 

漉
海
苔
集
(
内
題
)
(
す
き
の
り
し
ゅ
う
)

8
4
8
/
4
 

8
4
8
/
7
 

得
蕪
編

嘉
永
元
年
序
刊
(
無
刊
記
)

中

冊 1

8 
4 
8 
/ 
8 

307 

俳
話
年 *
月為
草山

ii Fそ

か

と
し
っ
き
ぐ
さ

杉
雨
編

嘉
永
二
年
刊
(
江
戸
、
須
原
屋
茂
兵
衛
)

中
一
冊

*
初
編
。

*
杉
台
序
、
松
什
序
。

308 

今
人
名
家
類
題
句
集
(
内
題
)
(
こ
ん
じ
ん
め
い
か
る
い
だ
い
く
し
ゅ
う
)

祖
郷
編

嘉
永
二
年
刊
(
江
戸
、
万
笈
堂
)

中

.冊

*
一
具
一
序
、
花
外
序
。

309 

〈
俳
/
譜
〉
嘉
永
五
百
題
(
は
い
か
い
か
え
い
ご
ひ
や
く
だ
い
)

菊
朗
編

嘉
永
二
年
刊
(
江
戸
、
青
雲
堂
)

小
一
冊

*
存
春
・
夏
部
。

*
一
具
序
。

制
〈
俳
/
譜
〉
嘉
永
五
百
題
(
封
面
題
)
(
は
い
か
い
か
え
い
ご
ひ
や
く
だ
い
)

8
4
9
/
6
 

8
4
9
/
7
 

8
4
9
/
1
1
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菊
朗
編

嘉
永
二
年
刊
(
江
戸
、
青
雲
堂
)

*
存
春
・
夏
部
。

*
一
具
序
。

311 

嘉
永
五
百
題
発
句
集
(
内
題
)
(
か
え
い
ご
ひ
や
く
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

菊
朗
編

〔
嘉
永
二
年
〕
刊
(
江
戸
、
青
雲
堂
)

312 

*
存
秋
・
冬
部
。

類
題
発
句
百
川
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
ひ
ゃ
く
せ
ん
し
ゅ
う
)

同
巻

芹
舎
一
編
、
瓢
斎
校

嘉
永
二
年
刊
(
大
坂
、
河
内
屋
喜
兵
衛
等
八
時
)

*
初
編
。

*
青
霞
序
、
校
者
附
二
一
一
口
、
其
羽
卒
践
。

313 

類
題
発
句
百
川
集
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
ひ
や
く
せ
ん
し
ゅ
う
)

芹
舎
一
編
、
瓢
斎
校

〔
亙
加
永
一
一
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
初
編
。

*
存
春
部
。

*
青
霞
序
。

314 

類
題
彩
花
集
(
る
い
だ
い
さ
い
か
し
ゅ
う
)

車
大
編
、
桃
室
校

嘉
永
二
年
序
刊
(
大
坂
、
宝
文
堂
)

*
存
巻
一
。

*
桃
室
序
。

315 

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
?
っ
)

光
林
編

嘉
永
二
年
一
作
刊
(
大
坂
、
伊
予
屋
苔
兵
衛
等
六
時
)

*
花
屋
主
人
序
。

316 

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

小
一
冊

小
一
冊

中
四
冊

，中

冊

中
一
冊

横

冊

8
4
9
/
1
4
 

0
/
1
3
6
 

8
4
9
/
4
 

8
4
8
/
2
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4
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/
9
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光
林
編

嘉
永
二
年
序
刊
(
大
坂
、
伊
予
日
町
並
口
兵
衛
等
六
時
)

*
花
犀
主
人
序
。

317 

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
?
っ
)

光
林
編

ギ晶、水

-z'序
刊
(
大
坂
、
伊
予
屋
善
兵
衛
等
六
時
)

318 

*
花
屋
主
人
序
。

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

光
林
編

嘉
永
二
年
序
刊
(
大
坂
、
伊
予
屋
善
兵
衛
等
六
時
)

319 

*
花
屋
主
人
序
。

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

光
林
編

嘉
永
四
年
序
刊
(
大
坂
、
伊
予
屋
苔
兵
衛
等
六
時
)

*
二
一
編
。

*
岡
井
庵
蔵
板
。

*
鴬
宿
序
。

320 

類
題
詞
花
発
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
し
か
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

光
林
編

嘉
永
四
年
序
刊
(
大
坂
、
伊
予
屋
善
兵
衛
等
六
時
)

*
二
編
。

*
岡
井
庵
蔵
板
。

*
鴬
宿
序
。

321 

詞
花
類
題
発
句
集
(
内
題
)
(
し
か
る
い
だ
い
ほ
っ
く
し
?
っ
)

光
林
編

嘉
永
六
年
序
刊
(
大
坂
、
伊
予
尾
善
兵
衛
等
一
四
時
)

*
一
二
編
。

*
鼎
左
序
。

322 

草
の
子
向
(
は
な
の
た
む
け
)

横

冊

横

冊

8
4
9
/
1
2
 

8
4
9
/
2
 

横
一
冊
。
a
e
8
4
9
/
3

横

IHt 

横

冊

横

冊

8
5
1
/
2
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左
川
社
中
編

嘉
永
二
年
版
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

*
雪
裡
序
、
松
雲
践
。

323 

人
日
之
賀
鐘
(
内
題
)
(
じ
ん
じ
つ
の
が
え
ん
)

可
水
・
五
禽
編
、
柳
斎
・
和
光
補

半

冊

嘉
永
三
年
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

制
〈
俳
/
譜
〉
近
世
六
百
題
(
は
い
か
い
き
ん
せ
い
ろ
っ
ぴ
ゃ
く
だ
い
)

以

兄

編

嘉

永

三

年

刊

(

京

、

竹

岡

文

祐

)

央
且

小
二
冊

*
以
兄
序
、
永
好
序
。

問
〈
俳
譜
/
正
風
〉
題
林
発
句
集
(
は
い
か
い
し
ょ
う
ふ
う
だ
い
り
ん
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

由
誓
編

嘉
永
三
年
刊
(
伊
勢
、
嵩
山
堂
)

中

冊

*
存
春
・
夏
・
秋
部
。

*
松
什
序
。

間
〈
俳
詰
/
正
風
〉
題
林
発
句
集
(
は
い
か
い
し
ょ
う
ふ
う
だ
い
り
ん
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

由
誓
繍
ー

嘉
永
三
年
刊
(
伊
勢
、
嵩
山
堂
)

小
三
冊

*
存
春
・
夏
・
冬
部
。

*
松
什
序
。

327 

今
人
千
題
発
句
集
(
こ
ん
じ
ん
せ
ん
だ
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

嘉
永
三
年
刊
(
大
坂
、
河
内
尾
茂
兵
衛
)

中
四
冊

四
巻

梅
室
編

*
梅
室
序
、
田
和
服
。

328 

の
は
な
集

花てご
屋」
庵の
撰 は

な
ι 、し
桂山
花ム
庵ニ

白
在
庵
校

嘉
永
三
年
刊
(
大
阪
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
原
弥
七
)

巻

8
4
9
/
1
5
 

8
5
0
/
1
 

8
5
0
/
1
0
 

8
5
0
/
1
1
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*
初
編
・
二
一
編
。

*
自
在
庵
序
。

横

冊

329 

清
峨
集
(
せ
い
が
し
ゅ
う
)

芹
舎
一
樹

嘉
永
三
年
刊
(
京
、
君
水
社
蹴
版
)

中
一
冊

*
初
編
。

*
瓢
斎
序
。

330 

草
結
び
(
序
中
題
)
(
く
さ
む
す
び
)

凍
洞
等
編

嘉
永
三
年
序
刊
(
京
、
菊
屋
平
兵
衛
)

半

，冊

*
瓢
斎
序
。

331 

新
撰
発
句
集
(
し
J
h
せ
ん
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

春
泉
編

嘉
永
三
年
序
刊
(
大
坂
、
田
中
末
、
栄
堂
)

小
一
冊

*
存
春
部
。

*
楽
川
序
。

332 

み
つ
あ
か
り
(
み
ず
あ
か
り
)

碩
水
編

嘉
永
三
年
践
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
梅
室
序
、
碩
水
殴
。

知
浪
花
五
百
題
(
な
に
わ
ご
ひ
や
く
だ
い
)

鼎
左
編

嘉
永
四
年
刊
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
等
五
時
)

横

冊

*
存
巻
下
。

334 

浪
華
五
百
題
集
(
内
題
)
(
な
に
わ
ご
ひ
や
く
だ
い
し
ゅ
う
)

鼎
左
編

〔
嘉
永
四
年
〕
刊
・
〔
安
政
二
年
〕
印
(
無
刊
記
)

横

冊

8
5
0
/
7
 

8
5
0
/
9
 

8
5
0
/
1
3
 

8
5
0
/
4
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*
存
巻
上
。

*
鼎
左
序
o

m
〈
俳
/
譜
〉
題
英
発
句
集
(
は
い
か
い
だ
い
え
い
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

四
巻

嘉
永
四
年
序
刊
(
堺
、
具
足
屋
重
兵
衛
)

梅
室
編

*
釣
玄
序
。

336 

新
花
兎
(
し
ん
は
な
う
さ
ぎ
)

天
来
編

嘉
永
四
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
原
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

五
巻

*
天
来
序
、
眉
年
服
。

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)
。

337 

富
貴
集
(
ふ
う
き
し
ゅ
う
)

棉
亭
編

嘉
水
四
年
序
刊
(
大
坂
、
棉
苧
国
広
)

*
梅
室
序
。

*
絵
人
(
淡
彩
刷
)
。

338 

慌
の
柳
(
か
た
み
の
や
な
ぎ
)

敬
相
生
編

制
〈
俳
/
譜
〉
近
世
五
百
題
(
は
い
か
い
さ
ん
せ
い
ご
ひ
ゃ
く
だ
い
)

嘉
永
五
年
刊
(
京
、
橘
口
町
治
兵
衛
)

烏
吟
編

嘉
永
五
年
刊
(
江
戸
、
青
雲
堂
)

*
存
巻
上
。

*
西
馬
序
。

340 

近
世
五
百
題
集
(
き
ん
せ
い
ご
ひ
や
く
だ
い
し
ゅ
う
)

鳥
吟
編

〔
嘉
、
水
五
年
〕
刊
(
楓
川
空
)

*
存
巻
上
。

*
万
古
序
。

中
四
冊

五
冊

半

|冊

中
一
冊

小
一
冊

中
ム
冊

8
5
1
/
1
 

8
5
1
/
3
 

8
5
1
/
4
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341 

俳
譜
百
家
類
題
集
(
内
題
)
(
は
い
か
い
ひ
や
っ
か
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

!
嘉
、
水
五
年
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
等
一
口
一
時
)

中

冊

祖
郷
撰
、
護
民
校

*
存
秋
・
冬
部
。

342 

何
を
種
(
序
中
題
)
(
な
に
を
た
ね
)

蒼
山
編

嘉
永
五
年
刊
(
京
、
近
江
犀
利
助
)

半

冊

*
白
序
。

343 

累
葉
集
(
序
中
題
)
(
る
い
よ
う
し
ゅ
う
)

椀
庵
編

嘉
永
五
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

*
梅
室
序
。

344 

流
行
百
家
発
句
集
(
内
題
)
(
り
ゅ
う
こ
う
ひ
や
っ
か
ほ
っ
く
し
?
っ
)

百
古
編

嘉
永
五
年
序
刊
(
江
戸
、
千
鐘
房
)

中
一
冊

*
存
巻
上
。
*
為
山
序
、
瓢
々
斎
序
。

制
た
ま
川
(
た
ま
が
わ
)

中
一
冊

五
木
庵
編

〔
嘉
、
水
六
年
〕

刊
(
無
刊
記
)

346 

若
葉
光
(
わ
か
ば
の
ひ
か
り
)

序
仏
編

嘉
永
六
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
自
序
。

347 

東
西
集
(
と
う
ざ
い
し
?
っ
)

8
5
2
/
9
 

8
5
2
/
8
 

出

8
5
2
/
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一一一一 一

雪
議
編

嘉
永
六
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
逸
淵
序
、
細
木
版
。

348 

東
西
集
(
と
う
ざ
い
し
ゅ
う
)

碩
水
編

安
政
二
年
刊
(
無
刊
記
)

349 

*
四
編
。
*
奥
ニ
「
嘉
永
八
卯
の
と
し
」
ト
ア
リ
。

東
西
集
(
と
う
ざ
い
し
ゅ
う
)

碩
水
編

〔
安
政
四
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

*
六
編
。

350 

東
西
集
(
と
う
ざ
い
し
ゅ
う
)

碩
本
編

〔
安
政
同
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

351 

*
六
編
。

類
題
脊
智
方
円
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
ほ
う
え
ん
し
?
っ
)

安
政
二
年
刊
(
大
板
、
河
内
尾
源
七
郎
等
八
県
)

梅
室
著
、
鴬
宿
編
、
光
林
校

*
自
序
。

352 

類
題
発
句
小
雨
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
ほ
っ
く
こ
さ
め
し
?
っ
)

立
園
著
、
山
朗
校

〔
安
政
二
年
〕
刊
(
大
坂
、
河
内
尾
茂
兵
衛
)

*
樋
口
良
斎
序
、
丈
翠
序
。

問
〈
名
/
家
〉
発
句
五
千
題
(
め
い
か
ほ
っ
く
ご
せ
ん
だ
い
)

*
存
春
部
。

半

冊

半

冊

半
一
冊

半
A

冊

横

冊

中

冊

8
5
3
/
2
 

8
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/
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8
5
7
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四
巻

交
園
撰
、
山
朗
校

*
内
題
「
類
題
発
句
小
雨
集
」
。

354 

か
と
遊
ひ
(
か
ど
ゆ
い
)

可
久
編

*
芹
舎
序
。

355 

輪
か
さ
り
(
わ
か
ざ
り
)

月
杵
編

356 

*
西
馬
序
、
加
古
版
。

ゆ
き
あ
か
り
(
ゆ
き
あ
か
り
)

松
堂
編

*
誓
序
。

357 

き
り
ひ
と
は
(
き
り
ひ
と
は
)

由
儀
編

*
柏
翠
序
、
丁
知
版
。

358 

四
時
行
(
し
い
じ
こ
う
)

箕
山
編

*
箕
山
序
。

359 

四
時
行
(
し
い
じ
こ
う
)

安
政
二
年
刊
・
明
治
印
(
大
坂
、
星
文
堂
橋
本
エ
イ
)

*
樋
口
良
斎
序
、
丈
翠
序
、
梅
陵
服
。

安
政
二
年
序
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

安
政

A

」伍
l

序
刊
(
無
刊
記
)

安
政
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

安
政
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

安
政

a

一
年
序
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)
一

中
四
冊

半
一
冊

8
5
5
/
4
 

8
5
5
/
1
1
 

半
J

冊
も

8
5
5
/
7

半

tl骨

半

冊

半
一
冊

8
5
5
/
8
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相
応
軒
編

安
政
四
年
序
刊
(
京
、
近
江
屋
利
助
)

半

冊

*
九
起
序
。

360 

さ
む
し
ろ
(
さ
む
し
ろ
)

楓
千
編

安
政
三
年
刊
(
京
、
近
江
犀
利
助
)

半
一
附

361 

*
内
題
「
小
笹
日
記
」
。

蓬
莱
集
(
ほ
う
ら
い
し
ゅ
う
)

*
芹
舎
序
。

故
犀
編

安
政
三
年
刊
(
書
津
名
欠
)

半

冊

*
蘭
陵
序
。

362 

ま
つ
の
は
れ
(
ま
つ
の
は
れ
)

鶴
悟
編

安
政
二
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

*
鷲
仙
序
。

" 

363 

山
東
日
記
(
'
さ
ん
と
う
に
つ
き
)

赤
甫
編

安
政
四
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
為
山
序
。

364 

日
相
虹
(
ひ
よ
り
に
じ
)

365 

〔
安
政
山
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

*
巻
首
ニ
陰
刻
(
青
刷
)
一
葉
ア
リ
。

は
す
の
露
(
は
す
の
つ
ゆ
)

半

間

知
風
編

*
而
后
序
。

8
5
7
/
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5
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/
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烏
舟
編

*
里
童
序
。

*
絵
入
。

366 

穂
長
集
(
序
題
)
(
ほ
な
が
し
ゅ
う
)

琴
堂
編

*
枕
山
序
、
西
馬
版
。

367 

こ
ほ
れ
う
め
(
こ
ぼ
れ
う
め
)

葵
白
・
蒼
湖
編

368 

起
々
集 *
会西
宮阿
主弥

ZJ!そ
し
ゆ

っ

鶴
盟
会
口
一
編

*
無
名
序
。

369 

安
政
同
年
序
刊
(
京
、
近
江
尾
利
助
)

半

冊

安
政
四
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

8
5
7
/
6
 

8
5
7
/
l
 

安
政
凶
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

r
.
冊
，
白
川
8
5
7
/
9

安
政
五
年
序
刊
(
無
刊
記
)

半

甘It

〈
俳
/
譜
〉
安
政
五
百
題
(
は
い
か
い
あ
ん
せ
い
ご
ひ
や
く
だ
い
)

小
一
冊

墨
芳
編

*
存
巻
下
。

370 

〔
安
政
五
年
序
〕
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

文
久
六
百
題
(
ぶ
ん
き
ゅ
う
ろ
つ
ぴ
ゃ
く
だ
い
)

中
一
冊

氷
壷
編

*
作
秋
・
冬
部
。

371 

〔
文
久
二
年
〕

刊
(
無
刊
記
)

年
浪
春
秋
選
(
と
し
な
み
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
せ
ん
)

8
5
8
/
1
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公
成
編

〔
文
久
三
年
〕
刊
(
無
刊
記
)

中
仮
一
冊

m
〈
俳
/
詣
〉
文
久
千
三
百
題
(
は
い
か
い
ぶ
ん
き
ゅ
う
せ
ん
さ
ん
び
ゃ
く
だ
い
)

芳
草
撰
、
草
甫
校

文
久
四
年
刊
(
江
戸
、
文
苑
閣
蔵
版
)

中
一
冊

*
存
春
部
。

*
嶺
隠
道
人
序
。

373 

越
の
や
ま
桜
(
内
題
)
(
こ
し
の
や
ま
ざ
く
ら
)

芳

草

編

慶

応

元

年

序

刊

(

無

刊

記

)

折

|帖

*
喜
遊
序
。

*
絵
人
。

別
〈
俳
/
讃
〉

慶
応
六
百
題
(
は
い
か
い
け
い
お
う
ろ
つ
ぴ
ゃ
く
だ
い
)

巻

碓
嶺
編

慶
応
，
一
年
刊
(
東
部
、
万
笈
閣
)

小
二
冊

*
抱
義
序
。

" 

抗
〈
俳
/
詣
〉
慶
応
六
百
題
(
は
い
か
い
け
い
お
う
ろ
つ
ぴ
ゃ
く
だ
い
)

碓
出
荷
昭
一
編

*
存
巻
上
。
*
抱
義
序
。

小
J

冊

〔
慶
応
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

日
〈
発
/
句
〉
花
の
井
集
(
ほ
っ
く
は
な
の
い
し
ゅ
う
)

二
巻
有
節
撰
、
平
安
社
徒
校
慶
応
晶
一
年
刊
(
平
安
、
松
尾
久
兵
衛
)

中
二
冊

*
五
仲
庵
老
人
序
。

初
〈
発
/
句
〉
花
の
井
集
(
ほ
っ
く
は
な
の
い
し
ゅ
う
)

有
節
撰
、
平
安
社
徒
校

〔
慶
応
二
年
〕
刊
(
〔
大
坂
〕
、
小
川
蓬
原
堂
)

中
平
冊

0
/
1
1
7
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/
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*
存
巻
上
。

*
文
海
序
。

378 

あ
ら
い
そ
集
(
あ
ら
い
そ
し
ゅ
弘
)
、

碩
水
編

*
碩
水
序
。

379 

青
梅
集
(
扉
題
)
(
お
う
め
し
ゅ
う
)

介
居
編

*
嵐
牛
序
。

380 

寝
覚

中月
和三ご

まぎ
止め
編~，の

っ
き

381 

春
の
水
(
は
る
の
み
ず
)

又
甫
編

*
酔
雨
服
。

初
花
紅
葉
集
(
は
な
も
み
じ
し
ゅ
う
)

鵬
雲
撰

制
〈
題
分
/
発
句
〉

慶
応
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

慶
応
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

慶
応
一
一
正
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

〔
慶
応
四
年
〕
刊
(
書
津
名
欠
)

〔
幕
末
〕
刊
(
大
坂
、
塩
屋
弥
七
・
塩
屋
忠
兵
衛
)

一
掬
集
(
だ
い
わ
け
ほ
っ
く
い
っ
き
く
し
ゅ
う
)

〔
幕
末
〕
刊
(
刊
記
欠
)

黙
池
編

*
存
二
編
冬
部
。

384 

開
晴
(
か
い
せ
い
)

半

冊

8
6
6
/
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半

，冊

8 
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半

冊

中

冊

中

冊

中

冊
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一 一__a_一一一一一

非
借
入
編

明
治
二
年
刊
(
無
刊
記
)

*
文
寿
坊
序
。

385 

卯
辰
巳
午
集
(
一
扉
題
)
(
う
た
つ
み
う
ま
し
ゅ
う
)

柳
後
編

〔
明
治
〕
写

④
家
集

戸

h
voo 

q
J
 

芭
蕉
句
選
(
ば
し
よ
う
く
せ
ん
)

草
雀
編

文
化
一
応
年
写
(
蘭
陵
)

*
外
題
ハ
後
書
ナ
リ
。

*
白
序
。

387 

諸
九
尼
句
集
(
し
ょ
き
ゅ
う
に
く
し
ゅ
う
)

諸
九
尼
著
、
竹
両
ほ
か
編

〔
天
明
六
年
〕

刊
(
刊
記
欠
)

388 

*
存
巻
上
(
巻
首
ニ
落
丁
ア
リ
)
。

掌
中
麦
林
舎
乙
山
発
句
集
(
内
題
)
(
し
よ
う
ち
ゅ
う
ぱ
く
り
ん
し
ゃ
お
っ
ゅ
う
ほ
っ
く
し
ゅ
う
)

乙

由

著

〔

司

一

戸

中

期

〕

刊

(

無

刊

記

)

*
護
物
編
『
掌
中
新
瓦
百
題
』
(
初
編
三
編
)
ヲ
合
綴
。

389 

梧
亭
句
叢
(
ご
て
い
く
そ
う
)

凡
十
編

文
政
八
年
序
刊
(
無
刊
記
)

*
篤
老
序
、
不
二
老
人
版
。

干
J

冊

中
一
冊

半

冊

土佐

甘It

特
小
合
一
冊

半

開}

8
6
9
/
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-・・・E

390 

梅
室
家
集
(
内
題
)
(
ば
い
し
っ
か
し
ゅ
う
)

二
巻

梅
室
著
、
林
曹
校

中

冊

天
保
一
己
年
刊
(
大
坂
、
加
賀
屋
善
蔵
)

*
虚
白
序
、
通
流
肢
。

391 

梅
室
家
集
(
内
題
)
(
ば
い
し
っ
か
し
ゅ
う
)

392 

梅
室
著
、
林
曹
校

*
虚
白
序
、
通
中
市
殴
。

梅
室
〔
家
集
〕
(
ば
い
し
っ
か
し
ゅ
う
)

中

冊

央
』

天
保
一
(
)
年
刊
(
大
坂
、
加
賀
屋
善
蔵
)

梅
室
著
、
門
人
校

〔
江
戸
後
期
〕
写

中
仮
一
冊

*
存
巻
下
。

393 

対
塔
庵
蒼
此
句
集
(
た
い
と
う
あ
ん
そ
う
き
ゅ
う
く
し
ゅ
う
)

蒼
此
著
、
門
人
校

天
保
一
二
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
存
秋
・
冬
部
。

制
〈
増
補
/
掌
中
〉
蒼
札
発
句
集
(
ぞ
う
ほ
し
よ
う
ち
ゅ
う
そ
う
き
ゅ
う
ぼ
っ
く
し
?
っ
)

梅
室
編

嘉
永
五
年
肢
刊
(
無
刊
記
)

小
一
冊

*
梅
室
序
、
大
夢
践
。

395 

は
わ
け
の
風
(
内
題
)
(
は
わ
け
の
か
ぜ
)

和
切
著
、
霞
ト
校

天
保
二
ニ
年
肢
刊
(
広
島
、
世
並
屋
伊
兵
衛
・
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
)

*
表
紙
欠
(
)

*
維
石
序
、
校
者
肢
c

*
洗
耳
堂
蔵
版
。

半

冊

8
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396 

発
句
集
(
ほ
っ
く
し
?
っ
)

一
笑
庵
真
光
著

397 

〈
俳
/
詰
〉

〔
江
戸
後
期
〕
写

一
茶
発
句
集
(
は
い
か
い
い
っ
さ
ぼ
っ
く
し
ゅ
う
)

嘉
永
元
年
刊
(
信
濃
、
蔦
屋
伴
五
郎
等
三
津
)

398 

墨
芳
編

*
一
具
序
、
桜
国
主
人
序
c

道
の
と
り
草
(
み
ち
の
と
り
く
さ
)

二
巻

貞
玉
著

399 
⑤ 
連
句

〔
文
久
四
年
〕
写
〔
自
筆
〕

蝶
夢
編

芭
蕉
翁
誹
譜
集
(
内
題
)
(
ぱ
し
よ
う
お
う
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

天
明
六
年
刊
(
京
、
井
筒
屋
荘
兵
衛
・
橘
屋
治
兵
衛
)

*
存
巻
上
c

*
自
序
。

400 

〔
供
題
俳
書
〕

(
い
つ
だ
い
は
い
し
ょ
)

401 

芭
蕉
袖
草
紙
(
ば
し
よ
う
そ
で
そ
う
し
)

三
巻

奇
淵
編

402 

芭
蕉
袖
草
紙
(
ば
し
よ
う
そ
で
そ
う
し
)

奇
淵
編

〔
江
戸
中
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

文
化
八
年
刊
(
無
刊
記
)

文
化
八
年
刊
(
大
坂
、
藤
屋
善
七
等
一
五
時
)

横

冊

小
二
冊

横

冊

半
一
冊

横

冊

横

冊

横

冊

0
/
6
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/
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*
存
発
句
部
。

403 

芭
蕉
袖
草
紙
(
ば
し
よ
う
そ
で
モ
う
し
)

奇
淵
編

文
化
八
年
刊
(
無
刊
記
)

*
存
巻
下
。

404 

芭
蕉
翁
附
合
集
評
注
(
内
題
)
(
ば
し
よ
う
お
う
つ
け
あ
い
ひ
ょ
う
ち
ゅ
う
)

文
化
」
二
年
刊
(
大
阪
、
河
内
屋
嘉
七
)

雪
請
編

*
存
巻
下
。

405 

梅
室
附
メh、
p 

集

票ぼ
漏i.い

し
つ
つ
け
あ

し
ゆ

っ

二
巻

文
政
一
一
年
版
刊
(
江
戸
、
金
華
堂
)

*
八
菜
序
、
世
南
版
。

側
〔
矢
上
連
抜
句
集
〕

(
ゃ
が
み
れ
ん
ぬ
き
く
し
ゅ
う
)

矢
上
連
著

〔
文
政
頃
〕
写

川
町
附
合
双
玉
集
(
つ
け
あ
い
そ
う
ぎ
よ
く
し
ゅ
う
)

二
巻

天
保
四
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
等
三
時
)

梅
室
等

*
比
良
城
序
。

408 

今
人
付
合
集
(
こ
ん
じ
ん
つ
け
あ
い
し
ゅ
う
)

三
巻

禾
木
園
編

天
保
一
一
年
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

*
瑞
園
賀
淳
序
。

横

冊

小
一
冊

中
二
冊

半

冊

中
二
冊

横

冊
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/
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409 

誹
譜
之
連
苛
二
百
韻
(
は
い
か
い
の
れ
ん
が
に
ひ
ゃ
く
い
ん
)

春
庭
独
吟

〔
天
保
一
二
年
〕
写
〔
自
筆
〕

410 

方
円
俳
譜
集
(
ほ
う
え
ん
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

四
巻

卓
丈
編

天
保
一
二
年
刊
(
大
板
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
)

411 

方
円
俳*
譜 llJ
集蔭

定時
つ
え

ん
は

か

し
ゆ

っ

卓
丈
編

天
保
二

A

年
刊
(
大
板
、
伊
丹
屋
善
兵
衛
)

*
存
巻
下
。

*
山
蔭
版
。

412 

〔
四
季
混
雑
集
〕

(
し
き
こ
ん
ざ
っ
し
ゅ
う
)

青
池
等
著

〔
天
保
頃
〕
写

413 

(
と
う
じ
ょ
せ
ん
く
)

〔
桐
序
千
句
〕

桐
序
独
吟

蒼
此
翁
俳
話
集
(
内
題
)
(
そ
う
き
ゅ
う
お
う
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

414 

共
E二ふ

梅
通
編

弘
化
四
年
刊
(
和
歌
山
、
帯
屋
伊
兵
衛
等
四
時
)

*
芹
全
日
序
、
梅
通
序
。

415 

蒼
札
翁
俳
譜
集
(
そ
う
き
ゅ
う
お
う
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

梅
通
編

*
刊
本
ノ
写
シ
。

弘
化
四
年
写
(
沢
水
園
芹
舎
)

横
仮
一
冊
8
4
1
/
1
0

中
四
冊

中
一
冊

"横

冊

半

冊
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4
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/
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416 

蒼
札
翁
俳
諦
集
(
そ
う
き
ゅ
う
お
う
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

梅
通
編

〔
明
治
〕
写

大

冊

*
刊
本
ノ
写
シ
。

417 

椀
窓
俳
話
集
(
か
い
そ
う
は
い
か
い
し
ゅ
う
)

椀
窓
悠
々
社
中
撰
、
少
哉
・
荷
了
校

嘉
永
瓦
年
刊
(
書
津
名
欠
)

横

冊

418 

あ
し
ま
ふ
ね
(
あ
し
ま
ぶ
ね
)

8
4
7
/
8
 

8
5
2
/
1
0
 

碑
山
・
桃
下
・
芹
舎
・
奇
鼎

嘉
永
六
年
刊
(
京
、

橘
屋
久
兵
衛
)

半
一
冊
‘

8
5
3
/
3

419 

た
け
う*
ま内

定題
けヨ
つj，主古

ま巴

*
印
記
「
楽
山
文
/
庫
之
記
」
。

曲
川
編

〔
嘉
永
以
後
〕
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

420 

か
つ
し
か
五
司
仙
(
か
つ
し
か
ご
か
せ
ん
)

松
朗
編

文
久
同
年
刊
(
書
鼎
名
欠
)

半

開}

421 
⑥， 

移紀
白行
蕉 ・
辞俳

1i文

し
ょ
っ
を
つ
っ
す

と
ば

巴
僅
説
者

寛
政
一

O
年
写
(
玉
浦
漁
翁
)

特
大
一
冊

*
表
紙
欠
。

422 

〔
お
く
の
ほ
そ
道
〕

(
お
く
の
ほ
そ
み
ち
)

0
/
3
8
 

F
同
u
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E
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4
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一一一一一

芭
蔭
山

文
政
五
年
刊
(
京
、
浦
井
徳
右
衛
門
等
三
津
)

主
冊

*
存
巻
下
。

*
里
山
川
友
三
郎
彫
。

*
椋
窓
版
。

*
絵
入
。

423 

俳
譜
発
願
文
(
は
い
か
い
ほ
つ
が
ん
も
ん
)

支
考
編

正
徳
五
年
序
刊
(
京
、
た
ち
花
屋
治
兵
衛
)

半

冊

424 

発
願
文*
註白
釈序

ほ
つ
が
ん
も
ん
ち
ゆ

っ
し
ゃ

く

支
考
編
、
曲
斎
注

嘉
永
六
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

*
袋
ノ
ミ
存
。

425 

本
朝
文
鑑
(
ほ
ん
ち
ょ
う
ぶ
ん
か
ん
)

支
考
編

享
保
一
一
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

'f ::;き

冊

*
存
巻

-
二
之
三
・
四
之
五
)
。

*
自
序
。

426 

和
漢
文
操
(
わ
か
ん
ぶ
ん
そ
う
)

支
考
編

享
保
一
二
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

大
六
冊

*
存
巻

-三
z

七。

*
吾
仲
序
、
白
序
。

釘
〔
桃
の
首
途
〕

(
る
も
の
か
ど
で
)

瞳
一
元
坊
編

〔
享
保
二
二
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

*
存
巻
中
。

428 

藤
の
首
途
(
ふ
じ
の
か
ど
で
)

8
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-

瞳
元
坊
編

*
存
巻
中
・
巻
下
。

429 

芙
蓉
文
集
(
ふ
ょ
う
ぶ
ん
し
ゅ
う
)

耳
得
編
、
琴
太
校

430 

紙
色

日*
記存
?巻
ν 下
み

l二*
つ品安校
三J 者

殴

風
律
著

〔
享
保
一
六
年
〕
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

〔
宝
暦
二
二
年
序
〕
刊
(
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
・
江
戸
、
辻
村
五
兵
衛
)

中
一
冊

明
和
元
年
奥
刊
(
京
、
額
田
正
三
郎
)

半

冊

*
額
田
正
三
郎
ノ
「
蕉
門
野
坂
流
誹
詰
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

431 

鳳
巾
の
晴
(
い
か
の
は
れ
)

以
哉
坊
編

*
存
巻
七
・
八
。

*
五
竹
坊
序
。

432 

鳳
巾
の
晴
(
い
か
の
は
れ
)

以
哉
坊
編

*
存
一
巻
(
経
廻
之
部
七
)
。

433 

謂
衣
(
う
ず
ら
ご
ろ
も
)

安
永
三
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

安
永
三
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

*
高
編
・
存
巻
上
。

*
巴
人
序
。

也
有
著
、
六
林
・
大
田
南
畝
編
〔
天
明
八
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

434 

篤
老
園
自
撰
句
帖
初
編
誹
文
之
部
(
内
題
)
(
と
く
ろ
う
え
ん
じ
せ
ん
く
じ
よ
う
し
ょ
へ
ん
は
い
ぶ
ん
の
ぶ
)

7
3
1
/
1
 

7
6
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/
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7
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一一一一 一

巻

篤
老
編
、
鶴
居
等
校

*
坂
井
積
序
。

435 

文
政

4

一
年
奥
刊
(
無
書
贈
名
)

犬
二
冊

二
巻

蟹
守
編

新
編
俳
譜
文
集
(
し
ん
べ
ん
は
い
か
い
ぶ
ん
し
ゅ
う
)

半
二
冊

436 

*
夏
雲
序
、
鷲
笠
序
。

(
う
き
く
さ
に
つ
き
)

〔
薄
日
記
〕玄

蛙
編

*一一一編。

437 

雨
後
行
(
う
ご
こ
う
)

芝
鳳
著

*
 「
温
古
集
」

ヲ
付
ス
。

438 

ふ
た
の
弓
ゑ
(
ふ
た
の
こ
え
)

439 

何
笠
著

〔
梅
通
俳
文
〕

文
政
三
年
序
刊
(
無
刊
記
)

〔
文
政
六
年
〕

刊
(
無
刊
記
)

半

冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

子大

冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

冊

梅
通
晋

(
仮
題
)
(
ば
い
つ
う
は
い
ぶ
ん
)

大
仮
一
冊

440 
⑦ 
俳
論

去
来
抄
(
き
ょ
ら
い
し
よ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写
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去
来
著

*
存
巻
二
ー
五
。

441 

文
化
元
年
写
(
文
里
)

露
川
責
(
ろ
せ
ん
ぜ
め
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

支
考
著

442 

*
別
名
「
口
状
」

c

俳
諸
秘
伝
ち
か
道
菓
(
は
い
か
い
ひ
で
ん
ち
か
み
ち
心
ゅ
う
)

明
和
五
年
刊
(
京
、
中
西
卯
兵
衛
・
田
中
庄
兵
衛
)

飛
良
編

*
存
巻
下
。

443 

*
古
音
肢
。

水
の
音
(
み
ず
の
お
と
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

飛
来
堂
編

*
仏
頂
和
尚
序
。

444 

〔
供
題
俳
論
書
〕

445 

〔
供
題
俳
論
書
〕

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
は
い
ろ
ん
し
ょ
)

享
和
元
年
写

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
は
い
ろ
ん
し
ょ
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

446 

〔
供
題
俳
論
書
〕

*
「
山
李
坊
〔
青
苧
羅
〕
序
。

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
は
い
ろ
ん
し
ょ
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

半
四
冊

半

冊

小
一
冊

特
小
一
冊

半

冊

大

冊

大

冊

8
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4
/
l
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/
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447 

俳
話
古
集
之
弁
(
は
い
か
い
こ
し
ゅ
う
の
べ
ん
)

遅
日
庵
(
社
哉
)
著

〔
寛
政
五
年
序
〕
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

冊

*
桂
華
仙
践
。

448 

俳
語
道
乃
使
(
内
題
)
(
は
い
か
い
み
ち
の
つ
か
い
)

三

巻

月

居

著

戸

享

和

二

年

刊

(

京

、

菊

舎

太

兵

衛

)

*
自
序
、
瑞
馬
序
c
*
「
員
外
」
一
ヲ
付
ス
。
*
菊
屋
太
兵
衛
ノ
「
蕉
門
俳
諾
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

誹
詰
寂
某
(
は
い
か
い
さ
び
し
お
り
)

小
合
一
冊

449 

白
雄
著
、
拙
堂
補

〔
文
化
九
年
〕
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

半

冊

*
存
巻
下
。

*
「
俳
譜
寂
某
員
外
」
ヲ
付
ス
。

*
英
文
蔵
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。

450 

誹
譜
寂
某
(
は
い
か
い
さ
び
し
お
り
)

白
雄
著
、
拙
堂
補

〔
文
化
九
年
〕
刊
(
江
戸
、
英
文
蔵
)

半
一
冊

*
存
巻
下
。
*
「
俳
譜
寂
葉
員
外
」
ヲ
付
ス
。

*
英
文
蔵
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。

451 

誹
譜
寂
某
(
は
い
か
い
さ
び
し
お
り
)

巻

〔
文
化
九
年
〕
刊
・
嘉
永
六
年
修
(
江
戸
、
野
村
新
兵
衛
)

*
如
泥
斎
〔
富
小
路
貞
直
〕
序
、
大
窪
詩
仏
序
、
西
村
定
雅
序
。
*
「
俳
詰
寂
某
員
外
」
ヲ
付
ス
。

白
雄
著
、
拙
堂
補

半

冊

452 

誹
譜
七
草
(
は
い
か
い
な
な
く
さ
)

天
来
編

天
保
一
二
年
刊
(
大
阪
、
塩
屋
〔
弥
七
〕
等
五
時
)

半

冊

*
弄
瓦
軒
序
、
春
秋
園
序
、
如
春
庵
践
。

*
春
秋
圏
蔵
版
。
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453 

俳
譜
春
の
田
(
内
題
)
(
は
い
か
い
は
る
の
た
)

岡
目
蜂
杢
(
お
か
め
は
ち
も
む
)
著
、

天
保
一
二
年
刊
(
夏
冬
堂
蔵
版
)

ひ
さ
友
団
好
校

*
存
巻
下
。

*
左
平
次
版
。

454 

白
詠
闇
燭
弁
(
じ
え
い
や
み
の
と
も
し
び
べ
ん
)

序
仏
著

嘉
永
角
一
年
写
(
自
筆
)

455 

蕉
門
通
鑑
(
し
よ
う
も
ん
つ
が
ん
)

曲
斎
著

安
政
二
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

*
白
序
。

~， 

456 
⑧ 
作
法

〈
口
/
口
〉
は
な
ひ
草
(
は
な
ひ
ぐ
さ
)

立
圃
著

正
保
二
年
奥
刊
(
無
刊
記
)

*
白
序
、
破
蓋
子
〔
烏
丸
光
広
〕
版
。

山
町
誹
譜
重
宝
摺
火
打
(
目
録
題
)
(
は
い
か
い
ち
ょ
う
ほ
う
す
り
ひ
う
ち
)

如
泉
編

元
禄
五
年
序
刊
(
江
戸
、
秋
田
屋
十
兵
衛
等
三
時
)

*
白
序
、
信
徳
版
。

458 

〈
合
/
類
〉
誹
譜
寄
財
一
諸
抄
大
成
(
内
題
)
(
ご
う
る
い
は
い
か
い
よ
せ
が
き
し
ょ
し
よ
う
た
い
せ
い
)

鷺
水
編

死
一
禄
八
年
刊
で
尽
、
柏
屋
四
郎
兵
衛
等
三
時
)

半
宇
冊

8
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*
白
序
、
信
徳
版
。

459 

〔
誹
詰
を
だ
ま
き
〕

(
は
い
か
い
お
だ
ま
き
)

竹
亭
著

元
禄
一
一
口
年
刊
(
京
、
新
井
弥
兵
衛
)

、
↓
川
町

，F¥

一
r
E曾
E
E

*
和
及
服
。

460 

(
は
い
か
い
お
だ
ま
き
)

〔
誹
譜
を
た
ま
き
〕

竹
亭
著

一
元
禄
一
口
年
刊
(
京
、

新
井
弥
兵
衛
)

小
一
冊

*
相
及
服
。

461 

俳
請
を
た
ま
き
綱
目
大
成
(
目
録
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

竹
一
苧
著
、
挙
堂
補

〔
元
禄
一
六
年
〕

、、」'ふ
E
E
e

J
パ4

一

m仰

刊
(
無
刊
記
)

*
自
序
、
補
者
序
、
和
及
服
、
雲
鼓
版
。

*
封
一
由
題
「
〈
新
版
/
改
正
〉
を
た
ま
き
大
成
」
。
封
面
ハ
吉
刷
。

462 

俳
請
を
た
ま
き
綱
目
大
成
(
口
録
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

(
一
応
禄
一
六
年
〕

刊
(
無
刊
記
)

小
一
冊

竹
本
金
台
、
挙
管
王
補

*
自
序
、
補
者
序
、
和
及
服
、
雲
鼓
眼
。

463 

俳
譜
を
た
ま
き
綱
目
大
成
(
目
録
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

〔A.凡
一
禄
二
ハ
年
〕
刊
・
後
修
(
無
刊
記
)

小
一
冊

竹
亭
防
省
、
挙
堂
補

*
自
序
、
補
者
序
、
和
及
服
、
主
鼓
肢
。

464 

俳
譜
を
た
ま
き
綱
日
大
成
(
目
録
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

1

4

竹
亭
著
、
挙
堂
補

小
一
冊

〔一川禄
A

六
年
〕

刊
・
後
修
(
無
刊
記
)
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*
白
序
、
補
者
序
、
和
及
服
、
雲
鼓
版
。

465 

俳
講
を
た
ま
さ
綱
日
大
成
(
円
鈷
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

竹
亭
苦
、
挙
堂
補

〔
元
一
保
」
六
年
〕
刊
・
逓
修
(
無
刊
記
)

*
白
序
、
補
者
序
、
和
及
殿
、
雲
鼓
肢
。

466 

俳
講
を
た
ま
き
綱
目
大
成
(
目
録
題
)
(
は
い
か
い
お
だ
ま
さ
こ
う
も
く
た
い
せ
い
)

竹
亭
著
、
挙
堂
補

〔
一
死
一
禄
一
六
年
〕
刊
・
逓
修
(
無
刊
記
)

*
白
序
、
補
者
序
、
利
及
服
、
雲
鼓
版
。
*
封
面
題
「
〈
新
版
/
改
正
〉
を
た
ま
き
大
成
」
。

467 

改
板

竹を
亭た
著ま

き

主d不

補は

ん
お
だ
ま
き

安
、
水
.
一
口
年
刊
(
京
、
田
中
庄
兵
衛
)

*
和
及
服
、
暮
同
版
。

468 

誹
譜
通
俗
誌
(
内
題
)
(
は
い
か
い
つ
う
ぞ
く
し
)

胤
矩
著

享
保
二
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
才
麿
序
。
印
記
「
伊
予
今
治
城
ド
/
報
命
舎
蔵
書
/
広
瀬
清
左
衛
門
」
。

峨
誹
譜
通
俗
忘
(
内
題
)
(
は
い
か
い
つ
う
ぞ
く
し
)

*
存
巻
上
。

胤
矩
著

〔
享
保
二
年
序
〕
刊
(
大
坂
、
油
屋
与
兵
衛
等
四
津
)

*
存
巻
ド
。

*
白
践
。

470 

俳
譜
古
今
抄
(
は
い
か
い
こ
こ
ん
し
よ
う
)

工
斗
巻

手
保
一

Ah
年
版
刊
(
京
、
野
田
治
兵
衛
)

支
考
編

小
一
冊，冊冊

横
一
冊

横

冊

半
五
冊

0
/
5
5
 

。/1
0
1

7
8
1
/
1
 

7
1
7
/
l
 

0
/
9
5
 

7
3
0
/
1
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*
白
序
眼
。

471 

俳
譜
古
今
抄
(
は
い
か
い
こ
こ
ん
し
よ
う
)

半
四
冊

大
合
一
一
冊

*
白
眼
。
*
刊
本
ノ
写
シ
。

的
〈
四
季
詞
寄
/
い
ろ
は
分
〉
俳
譜
曲
尺
(
内
題
)
(
し
き
こ
と
ば
ょ
せ
い
ろ
は
わ
け
は
い
か
い
ま
が
り
が
ね
)

支
考
編

享
保
一
五
年
版
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
・
中
。

*
白
序
版
。

472 

俳
譜
占
今
抄
(
は
い
か
い
こ
こ
ん
し
よ
う
)

支

考

編

〔

江

戸

後

期

〕

写

*
存
巻
二
ー
五
。

明
和
八
年
序
刊
・
天
保
二
一
年
修
(
大
坂
・
塩
屋
忠
兵
衛
)

*
千
代
尼
序
。

474 

俳
譜
附
合
小
か
冶
み
(
内
題
)
(
は
い
か
い
つ
け
あ
い
こ
か
が
み
)

宇
家
著
、
琴
太
編

*
自
序
、
編
者
版
。

安
永
四
年
刊
(
童
日
時
名
欠
)

475 

俳
謁
あ
す
な
ら
ふ
(
は
い
か
い
あ
す
な
ろ
う
)

岳
山
編
、
不
二
亭
井
来
義
・
春
雷
堂
建
朱
映
校
、
未
央
剛
補

〔
安
、
永
八
年
〕
刊
・
後
印
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。

476 

俳
譜
あ
す
な
ら
ふ

li 士
以時
あ
す
な
ろ
っ

小
一
冊

小
一
冊

小
A

冊

0
/
1
 

。/7
9

8
4
1
/
9
 

A
斗
Aヮ“

4

，i 

7
7
5
/
3
 

0
/
1
2
1
 



不
二
点
1

井
来
義
・
春
雷
堂
建
未
映
校
、
未
央
制
補

〔
安
、
水
八
年
〕
刊
・
文
化
一
同
年
印
(
大
坂
、
河
内
屋
太
助
等
四
時
)

小一
a

冊
曲

8
1
7
/
2

吾
山
編
、
不
・
」
亭
井
来
義
・
春
雷
堂
建
朱
映
校
、
未
央
剛
補

〔
安
永
八
年
〕
刊
・
後
印
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。

*
白
序
。

477 

俳
譜
あ
す
な
ら
ふ
(
は
い
か
い
あ
す
な
ろ
う
)

巻

五
円
山
編

*
五
日
山
序
。
未
央
殿
、
五
早
中
版
。

478 

俳
譜
あ
す
な
ら
ふ
(
は
い
か
い
あ
す
な
ろ
う
)

五
口
山
編
、
不
二
亭
井
来
義
・
春
雷
堂
建
朱
映
校
、
未
央
剛
補

〔
安
、
水
八
年
〕
刊
・
嘉
、
水
二

J

年
印
(
大
阪
、
河
内
屋
太
郎
)

栄
~ 

*
五
口
山
序
、
未
央
服
、
五
口
中
践
。

479 

俳
譜
四
季
部
類
大
成
(
凡
例
題
)
(
は
い
か
い
し
き
ぶ
る
い
た
い
せ
い
)

二
柳
著
、
闘
吏
校

〔
安
、
水
九
年
〕
刊
(
江
戸
、
鶴
犀
.
喜
右
衛
門
)

制
俳
講
四
季
部
類
大
成
(
凡
例
題
)
(
は
い
か
い
し
き
ぶ
る
い
た
い
せ
い
)

二
柳
著
、
闘
更
校

〔
安
、
水
九
年
〕
刊
(
江
戸
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
)

481 

俳
譜
四
季
部
類
大
成
(
凡
例
題
)
(
は
い
か
い
し
き
ぶ
る
い
た
い
せ
い
)

二
柳
著
、
閑
更
校
・
花
屋
庵
再
訂
〔
安
永
九
年
〕
刊
・
後
印
(
大
板
、
塩
屋
忠
兵
衛
)

似
〈
俳
/
諮
〉

四
季
部
類
(
は
い
か
い
し
き
ぶ
る
い
)

小
一
冊

小
二
冊

通川
1

よい
d

一
凪
川

l

J

|

 

特
小
」
冊

特
小
一
冊

0
/
1
2
4
 

8
5
0
/
3
 

0
/
1
1
9
 

0
/
8
4
 

。/5
6

戸

k
d

q
4
 

4
E
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て
柳
著
、
闘
更
校
・
花
犀
庵
再
訂
〔
安
、
水
九
年
〕
刊
・
後
印
(
大
板
、
塩
屋
忠
兵
衛
)

483 

俳
詰
山
丞
子
部
類
大
成
(
凡
例
題
)
(
は
い
か
い
し
き
ぶ
る
い
た
い
せ
い
)

二
柳
著
、
闘
更
校
、
花
尾
庵
再
訂
〔
安
、
水
九
年
〕
刊
・
後
印
(
無
刊
記
)

484 

俳
譜
二
見
貝
(
は
い
か
い
ふ
た
み
の
か
い
)

松
宇
編
、
松
後
監
定
、
素

E
J

人
補

*
監
定
者
序
。

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
原
治
兵
衛
)

485 

俳
譜
二
見
貝
(
は
い
か
い
ふ
た
み
の
か
い
)

松
宇
編
、
松
後
監
定
、
素
文
補

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

486 

*
監
定
者
序
。

俳
講
二
見
貝
(
内
題
)
(
は
い
か
い
ふ
た
み
の
か
い
)

特

|冊

特

冊

横

冊

横

fflt 

松
後
監
定
、
松
雨
催
、
素
丈
補
、
嘘
吹
一
司

安
永
九
年
同
・
天
保

A

今
一
年
修
(
京
、
橘
尾
治
AM
汗
衛
)

横

冊

487 

*
J
総
後
序
。

草
実
年
浪
背
十
(
か
じ
っ
と
し
な
み
ぐ
さ
)

負
文
著

天
明
三
年
刊
(
大
坂
、
河
内
屋
太
助
等
八
時
時
)

*
井
上
金
蛾
序
、
白
序
、
琴
太
序
、
蝶
夢
服
。
*
著
者
蔵
板
。

*
巻
四
下
欠
。

488 

華
実
年
浪
甲
(
か
じ
っ
と
し
な
み
ぐ
さ
)

食
文
著

〔
天
明
一
一
.
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
七
上
・
一

O
。

"t 

冊

、F

fflf 
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/
5
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/
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/
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圃圃 圃

489 

華
実
年
浪
草
(
か
じ
っ
と
し
な
み
ぐ
さ
)

能
文
著

〔
天
明
三
年
〕
刊
・
〔
天
保
一
二
年
〕
印
(
刊
記
欠
)

半
一
四
冊

*
存
巻

二
。
*
井
上
金
峨
序
、
自
序
、
琴
太
序
、
蝶
夢
肢
c

490 

華
実
年
浪
草
(
柱
刻
題
)
(
か
じ
っ
と
し
な
み
ぐ
さ
)

最
文
著

491 

腰
扇
戸、*
序

存中
巻

題ー

し
お
つ
ぎ

舵
岳
編

*
麻
斎
序
、
自
序
。

492 

腰
扇
(
序
中
題
)
(
こ
し
お
う
ぎ
)

駐
岳
編

*
麻
斎
序
、
自
序
ο

493 

腰
扇
(
序
中
題
)
(
こ
し
お
う
ぎ
)

駐
岳
編

*
麻
斎
序
、
自
序
c

494 

腰
扇
(
序
中
題
)
(
こ
し
お
う
ぎ
)

舵
岳
編

*
麻
斎
序
、
自
序
。

〔
天
明
三
年
〕
刊
・
天
保
一
二
年
印
(
大
坂
、
堺
屋
新
兵
衛
等
七
時
)

半
一
冊

寛
政
一
(
)
年
刊
・
天
保
二
二
年
修
(
大
板
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

横

冊

寛
政
一
ヘ
〉
年
刊
・
天
保
二
二
年
修
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

横

冊

寛
政
一
(
)
年
刊
・
天
保
二
二
年
修
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

横

冊

寛
政
一
(
)
年
刊
・
天
保
二
二
年
修
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

横

冊

8
4
1
/
7
 

0
/
1
3
9
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目

8
4
2
/
1
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8
4
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制
〈
〔
四
季
〕
/
詞
林
〉
〔
こ
し
あ
〕

ふ
き
(
し
き
し
り
ん
ご
し
お
う
ぎ
)

〔
寛
政
一

O
年
〕
刊
・
天
保
一
四
年
修
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
・
塩
屋
弥
七
)

8
4
3
/
2
 

舵
岳
編

*
麻
斎
序
、

白
序
。

496 

俳
譜
袖
か
ず
み
(
は
い
か
い
そ
で
か
が
み
)

寸

長

編

享

和

今

一

年

序

刊

(

江

戸

、

英

平

吉

)

*
英
信
堂
主
人
序
、
芦
中
版
。
*
英
一
平
古
ノ
蔵
板
目
録
ヲ
付
ス
。

497 

俳
譜
歳
時
記
(
は
い
か
い
さ
い
じ
き
)

巻

馬
琴
編

享
和
二
一
年
刊
(
名
古
屋
、
永
楽
屋
東
四
郎
等
三
津
)

*
風
月
庵
序
、
白
序
、
あ
ま
彦
版
。

498 

俳
譜
歳
時
記
(
は
い
か
い
さ
い
じ
き
)

馬
琴
編

享
和
三
年
刊
(
名
古
屋
、
永
楽
屋
東
四
郎
等
三
時
)

*J布
一
巻
下
。

*
あ
ま
彦
版
。

499 

俳
譜
歳
時
記
(
は
い
か
い
さ
い
じ
き
)

巻

馬
琴
編

享
和
三
年
刊
・
後
印
(
大
坂
、
河
内
屋
太
助
等
四
時
)

*
風
月
庵
序
、
自
序
、
あ
ま
彦
践
。

500 

俳
譜
歳
時
記
(
内
題
)
(
は
い
か
い
さ
い
じ
き
)

馬
琴
編

享
和
コ
一
年
刊
・
後
印
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
上
。

*
風
月
庵
序
、
白
序
。

横

冊

特
小
一
冊

横

冊

機

冊

横

冊

横

冊

8
0
2
/
1
 

8
0
3
/
4
 

-128-

8
0
3
/
8
 

8
0
3
/
5
 

8
0
3
/
7
 



501 

〈
増
補
/
改
正
〉
俳
譜
歳
時
記
某
草
(
ぞ
う
ほ
か
い
せ
い
は
い
か
い
さ
い
じ
き
し
お
り
ぐ
さ
)

嘉
永
四
年
刊
・
明
治
印
(
大
坂
・
河
内
犀
利
助
)
下

五
共
凶

馬
琴
編
、
藍
亭
青
藍
増
補

*
青
藍
序
。

502 

俳
譜
歳
時
記
某
草
(
は
い
か
い
さ
い
じ
き
し
お
り
ぐ
さ
)

馬
琴
編
、
藍
亭
青
藍
増
補

〔
嘉
永
四
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
夏
部
。

山
山
〈
季
寄
/
註
解
〉
改
正
月
令
博
物
茎
(
き
ょ
せ
ち

P
っ
か
い
か
い
せ
い
が
つ
り
ょ
う
は
く
ぶ
っ
せ
ん
)

洞
斎
編

〔
文
化
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
二
二
巻
。

504 

改
正
月
令
博
物
茎
(
封
面
題
)
(
か
い
せ
い
が
つ
り
ょ
う
は
く
ぶ
っ
せ
ん
)

洞
斎
編

〔
文
化
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
二
二
巻
。

間
改
正
月
令
博
物
茎
(
封
面
題
)
(
か
い
せ
い
が
つ
り
ょ
う
は
く
ぶ
っ
せ
ん
)

洞
斎
編

〔
文
化
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
三
巻
。

506 

改
正
月
令
博
物
茎
(
封
面
題
)
(
か
い
せ
い
が
つ
り
ょ
う
は
く
ぶ
っ
せ
ん
)

洞
斎
編

〔
文
化
五
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

*
存
巻
一
。

*
外
題
「
俳
譜
大
意
並
口
伝
」
(
後
補
書
題
禁
)
。

横
五
冊

横
一
冊

横

冊

横
二
二
冊

横
三
冊

横

冊

8
5
1
/
6
 

0
/
8
3
 

0
/
5
8
 

0
/
1
4
5
 

0
/
1
1
2
 

0
/
6
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507 

俳
譜
山
分
衣
(
は
い
か
い
や
ま
わ
け
ご
ろ
も
)

石
す
編

文
化
一

O
年
刊
(
江
戸
、
西
村
源
六
等
三
津
)

*
木
健
序
。

508 

俳
譜
恋
の
し
を
り
(
は
い
か
い
こ
い
の
し
お
り
)

文
化
二
二
年
刊
・
天
保
一
五
年
印
(
江
戸
、
英
大
助
)

*
完
来
殿
、
白
践
。

北
元
編

*
存
巻
下
o

m
〈
俳
/
譜
〉
季
引
席
用
集
(
は
い
か
い
き
び
き
せ
き
ょ
う
し
ゅ
う
)

戸会
ι" 

存
義
遺
稿
、
素
月
再
稿
、
蘭
山
校

文
政
一
冗
年
序
刊
(
江
戸
、
須
原
屋
伊
八
)

*
蘭
山
序
。

別
〈
節
/
用
〉
木
の
葉
か
ご
(
内
題
)
(
せ
つ
よ
う
こ
の
は
か
ご
)

文
政
八
年
刊
(
江
戸
、
須
原
犀
一
伊
八
)

二
世
牛
文
庵
編

*
風
松
序
、
二
世
牛
文
庵
肢
o

m
〈
節
/
用
〉
木
の
葉
か
ご
(
内
題
)
(
せ
つ
よ
う
こ
の
は
か
ご
)

二
世
牛
文
庵
編

文
政
八
年
刊
(
江
戸
、
須
原
尾
伊
八
)

*
風
松
序
、

二
世
午
文
庵
版
。

512 

俳
諸
子
桃
灯
(
内
題
)
(
は
い
か
い
て
ち
ょ
う
ち
ん
)

貞
山
著

天
保
六
年
刊
(
江
戸
、
万
笈
堂
)

*
「
万
笈
堂
蔵
板
俳
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

*
封
面
題
「
〈
掌
/
中
〉
子
桃
灯
」
o

中
二
冊

小
一
冊

横

冊

横"

冊

横

冊

小
一
冊

8
1
3
/
5
 

8
4
4
/
1
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1
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513 

俳
譜
子
桃
灯
(
内
題
)
(
は
い
か
い
て
ち
ょ
う
ち
ん
)

白
(
山
著

?
〔
天
保
六
年
〕
刊
・
元
治
二
年
印
(
江
戸
、
森
田
町
治
兵
衛
)

*
「
万
笈
堂
蔵
板
俳
書
目
録
」
ヲ
付
ス
。

*
封
而
題
「
〈
学
/
中
〉
子
桃
灯
」
。

514 

増
補
四
季
部
類
大
全
(
目
録
題
)
(
ぞ
う
ほ
し
き
ぶ
る
い
た
い
ぜ
ん
)

嘉
永
四
年
序
刊
(
大
板
、
塩
尾
忠
兵
衛
)

鼎
左
著
、
挙
一
校

*
自
序
。

*
塩
尾
忠
兵
衛
ノ
広
告
ヲ
付
ス
。

515 

増
補
四
季
部
類
大
全
(
円
録
題
)
(
ぞ
う
ほ
し
き
ぶ
る
い
た
い
ぜ
ん
)

嘉
水
凶
年
序
刊
(
大
板
、
寝
屋
忠
兵
衛
)

鼎
左
著

品 ø，~
屋校
忠
丘

衛
ノ

広
丘三
p 

ヲ
什
ス

*
白
序
。

516 

〈
増
/
補
〉
同
季
部
類
大
全
(
ぞ
う
ほ
し
き
ぶ
る
い
た
い
ぜ
ん
)

鼎
左
著
、
挙
一
校

嘉
永
岡
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
屋
忠
兵
衛
)

*
白
序
。

*
塩
屋
忠
兵
衛
ノ
広
告
ヲ
付
ス
。

町
増
補
四
季
部
類
大
全
(
目
録
題
)
(
ぞ
う
ほ
し
き
ぶ
る
い
た
い
ぜ
ん
)

鼎
左
著
、
挙
一
校

嘉
永
四
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
原
忠
兵
衛
)

*
白
序
。

*
塩
屋
忠
兵
衛
ノ
広
告
ヲ
付
ス
。

518 
⑨ 
歳
日
帖

除
一
元
(
じ
ょ
げ
ん
)

小
一
附

小
一
冊

小
一
冊

小
一
冊

8
6
5
/
2
 

8
5
1
/
7
 

‘ 8
5
1
/
1
0
 

4
E
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*
外
題
ハ
後
書
ナ
リ
。

別
〔
歳
旦
帖
〕

(
さ
い
た
ん
じ
よ
う
)

520 

*
絵
入
。

下
総
(
し
も
う
さ
)

円

u
t
Z
1
h
、‘

エ
↑
、
司
に
K

カ

521 

紀
陽
(
き
ょ
う
)

葛
山
下
連
中

522 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

玄
武
坊
ほ
か

523 

*
存
子
丁
ノ
ミ
。

歳
日
一
(
さ
い
た
ん
)

下
総
連
中

524 

歳
日
一
(
さ
い
た
ん
)

東
武
四
谷
連
中

525 

東
都
(
と
う
と
)

一
窓
下
連
中

享
保
一
六
年
刊
(
大
板
、
喧
口
屋
太
兵
衛
)

析
一
冊

宝
暦
三
年
刊
(
無
刊
記
)

横

冊

明
和
八
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

安
永
三
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

安
永
三
年
刊
(
刊
記
欠
)

横't

冊

安
永
五
年
刊
(
刊
記
欠
)

横

冊

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

7
3
1
/
2
 

7
5
3
/
1
 

7
7
1
/
1
 

7
7
4
/
1
1
 

ヮ“ηJ
 

噌

E
A

7
7
4
/
9
 

7
7
6
/
2
 

7
7
7
/
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7
7
7
/
3
 



526 

佐
倉
(
さ
く
ら
)

下
総
佐
倉
弥
勅
連

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

527 

佐
倉
(
さ
く
ら
)

下
総
佐
倉
婦
人
連

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

528 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

玄
武
防
ほ
か

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

，冊

529 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

530 

玄
武
坊
ほ
か
帆

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横
一
冊

甲
陽
郡
内
小
浪
連

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

531 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
久
能
連

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

問
白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

横

冊

東
武
吉
見
連

安
永
六
年
刊
(
京
、
橘
治
)

533 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
佐
倉
弥
勅

安
永
八
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

534 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

武
州
吉
見

安
永
八
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊
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535 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

東
武
駒
谷

安
永
八
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

536 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

駒
谷

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

537 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
佐
倉

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

538 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
弥
制

安
水
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊}

539 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
久
能

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

t横

冊

540 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

武
引
す
駄

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

541 

白
山
ド
(
は
く
さ
ん
か
)

東
武
吉
見

安
永
九
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

542 

白
山
ド
(
は
く
さ
ん
か
)

東
武
駒
郊

安
永
九
年
刊

(

L

尽
、
橘
治
)

横

冊

543 

東
都
(
と
う
と
)

一
窓
下
連
中

安
永
一
口
一
年
刊
(
京
、
桶
治
)

横

冊
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544 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

梧
下
庵

安
永
一

O
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横
一
冊

545 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

東
武
駒
谷

安
永
一

O
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

546 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

富
士
前
連

天
明
二
年
刊
(
京
、
桶
治
)

横

ll 冊

547 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

548 

白
LlJ 
F鍛

lZ迫
;運
ん 1，
カミ

天
明
・

J

年
刊
(
京
、
桶
治
)

横
」
冊

遊
林
舎
文
鳥
ほ
か

天
明
二
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

|町

549 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
臼
井

天
明
二
年
刊
(
刊
記
欠
)

横

冊

*
存
一
丁
ノ
ミ
。

問
白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)

下
総
久
能

天
明
二
年
刊
(
刊
記
欠
)

横

冊

551 

歳
日
一
(
さ
い
た
ん
)

六
合
編

天
明
三
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊

552 

白
山
下
(
は
く
さ
ん
か
)
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間
〔
享
和
三
年
歳
日
一
〕

*
後
欠
。

〔
江
戸
中
期
〕
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

(
き
ょ
う
わ
さ
ん
ね
ん
さ
い
た
ん
)

享
和
三
年
刊
(
刊
記
欠
)

554 

三邑

円

|場
八 帖
千〕
+-r.ζ 〆ーヘ

編f
ょ
っ
じ
ょ

っ

日
〔
文
化
十
年
歳
日
己

鐘
史
編

間
〔
青
陽
帖
〕

半

冊

文
化
九
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

(
ぶ
ん
か
じ
ゅ
う
ね
ん
さ
い
た
ん
)

八
千
一
周
編

(
せ
い
よ
う
じ
よ
う
)

*
絵
入
。

557 

梅
の
あ
押
し
た
(
う
め
の
あ
し
た
)

応
宇
編

文
化
一

O
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

文
化

一
年
刊
(
大
坂
、
松
井
忠
蔵
)

半
a

冊

文
化
二
一
年
刊
(
京
、
橘
治
)

半

冊

*
文
化
一
二
年
春
興
。
*
奥
ニ
「
洛
陽
橘
治
刀
」
ノ
朱
文
長
方
印
ヲ
押
捺

o

m
〔
文
化
二
二
年
最
日
己
(
ぶ
ん
か
じ
ゅ
う
さ
ん
ね
ん
さ
い
た
ん
)

鍾
史
編

間
〔
青
陽
帖
)

八
千
一
周
編

(
せ
い
よ
う
じ
よ
う
)

文
化
二
二
年
刊
(
広
島
、
嶋
犀
彦
兵
衛
)

半

冊

文
政
三
年
刊
(
大
坂
、
松
井
忠
蔵
)

半

冊
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560 

〔
春
帖
集
〕

(
し
ゅ
ん
じ
よ
う
し
ゅ
う
)

麻
中
編

561 

北
筑
太
宰
府
(
ほ
く
ち
く
だ
ざ
い
ふ
)

562 

越
後
関
(
え
ち
ご
せ
き
)

桂
車
堂
連

563 

春
帖
集
(
し
ゅ
ん
じ
よ
う
し
ゅ
う
)

互
融
坊
ほ

-P

564 

美
濃
(
み
の
)

大
井

565 

歳
日

西帖
肥留
~ 

田
!淘
民
連

(
さ
い
た
ん
じ
よ
う
と
め
) 文

政
三
年
奥
刊
(
無
刊
記
)

文
政
四
年
刊
(
京
、
橘
‘
一
)

文
政
四
年
刊
(
京
、
橘
一
.
)

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
一
一

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
一
一
)

附
〔
歳
旦
帖
〕

(
さ
い
た
ん
じ
よ
う
)

*
西
肥
多
久
・
西
肥
佐
嘉
・
出
越
福
城
内
・
西
濃
沢
田
連
ノ
歳
旦
帖
ヲ
合
綴
。

文
政
五
年
刊
(
京
、
桶
二
)

筑
前
博
多

567 

西
肥
(
さ
い
ひ
)

佐
嘉
城
東
連

568 

両
肥
(
さ
い
ひ
)

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
治
)

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
二
)

半

冊

横

冊

横

l 冊

横

冊

横

冊

横
合
一
冊

横
一
間

横

冊
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佐
嘉
連

569 

越
後
(
え
ち
ご
)

中
之
島
連

570 

越
後
(
え
ち
ご
)

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横
a

冊

文
政
五
年
刊
(
京
、
橘
二
)

横
一
冊

新

潟

二

七

庵

連

文

政

五

年

刊

(

京

、

橘

二

)

別
〈
越
/
陽
〉
福
井
(
え
つ
よ
う
ふ
く
い
)

横

冊

葵
由
ほ
か

572 

花
、
の
あ
ま
り
(
眼
中
題
)
(
は
な
の
あ
ま
り
)

子
琴
編

573 

三主三

円

|場
帖 *
〕烏

2 強

ζR  
よ内

;両
よ

つ

574 

八
午
土
局
編

桃
家
春
帖
(
と
う
か
し
ゅ
ん
じ
よ
う
)

孤
月
編
、
〔
渡
辺
峯
山
〕
両

*
絵
入
。

日
〔
青
陽
帖
〕

(
せ
い
よ
う
じ
よ
う
)

八
千
房
編

丈
政
五
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

文
政
五
年
序
刊
(
京
、
橘
屋
治
兵
衛
)

半

mt 

〔
文
政
八
年
〕
刊
(
大
阪
、
松
井
忠
蔵
)

半
一
間

〔
文
政
頃
〕
刊
(
刊
記
欠
)

'f: 

冊

春
興
亀
廼
尾
山
(
し
ゅ
ん
き
ょ
う
か
め
の
お
や
ま
)

天
保
五
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

576 
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/
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唐
樹
閑
亀
嶺
編

天
保
八
年
刊
(
大
阪
、
扇
屋
利
助
)

半

冊

*
存
巻
中
。

*
八
千
坊
序
、
謙
斎
版
。

577 

春
興
亀
廼
尾
山
(
し
ゅ
ん
き
ょ
う
か
め
の
お
や
ま
)

唐
樹
園
亀
嶺
編

天
保
九
年
刊
(
備
前
岡
山
、
中
嶋
犀
益
吉
・
大
阪
、
一
周
屋
利
助
)

*
存
巻
下
。

*
白
(
班
(
序
、
孔
鼎
服
。

半

冊

578 

歳
日
一
集
(
さ
い
た
ん
し
ゅ
う
)

8
3
7
/
1
 

8
3
8
/
l
 

八
千
一
一
局
編

天
保
一
口
一
年
刊
(
無
刊
記
)

半
一
冊
，
‘

8
3
9
/
l

579 

周
府
(
し
ゅ
う
ふ

r

花
の
浦
桂
花
園
連

横

冊

天
保

J

四
年
刊
(
京
、
橘
治
)

580 

苔
の
舟
(
つ
ぼ
み
の
こ
と
ぶ
き
)

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
京
、
古
甚
)

横
仮

冊

*
刊
記
ハ

ノ
朱
文
長
庁
印
ヲ
押
捺
。

「
京
一
一
.
条
/
寺
町
西

吉
甚
梓
」

問
〔
歳
旦
帖
〕

(
仮
題
)
(
さ
い
た
ん
じ
よ
う
)

半
仮
一
冊

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

582 

防
州
(
ぼ
う
し
?
っ
)

以
木
編

弘
化
‘
」
年
刊
(
京
、
橘
治
)

横

冊

583 

者
牒
(
し
ゅ
ん
ち
ょ
う
)

幻
遊
庵
編

弘
化
四
年
刊
(
無
刊
記
)

干
一
冊

8
4
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584 

桃
家
花
陰
稿
(
と
う
か
か
い
ん
こ
う
)

孤
月
編

嘉
永
元
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)
。

585 

春
牒
(
し
ゅ
ん
ち
ょ
う
)

586 

幻
遊
庵
編

〔
安
政
三
年
歳
日
一
〕

嘉
永
一
一
年
刊
(
無
刊
記
)

(
あ
ん
せ
い
さ
ん
ね
ん
さ
い
た
ん
)

半
合
‘
冊

安
政
三
年
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

*
絵
入
。

⑩
点
取
帖

W

〈
奉
/
納
〉
四
季
発
句
合
(
内
題
)
(
ほ
う
の
う
し
き
ほ
っ
く
あ
わ
せ
)

玄

培

県

文

化

一

一

一

年

写

月
次
混
題
句
合
(
一
扉
題
)
(
つ
き
な
み
こ
ん
だ
い
く
あ
わ
せ
)

横

冊

588 

兎
明
評

文
政
一
二
年
写
(
能
勢
常
輔
)

(
て
い
ょ
せ
ん
し
よ
か
ひ
ょ
う
こ
う
て
ん
く
し
ゅ
う
)

半

冊

589 

〔
貞
瑛
選
諸
家
評
高
点
句
集
〕

貞
剛
一
撰

文
政
」
二
年
刊
(
無
刊
記
)

横

冊

590 

誹
譜
の
写
(
は
い
か
い
の
う
つ
し
)

梅
園
等
評

大

冊

文
政
二
二
年
写
(
梅
花
)
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*
内
題
「
近
江
八
幡
宮
奉
納
五
百
集
」
o

不
及
等
点

問
〈
誹
/
譜
〉
箆
の
水
(
は
い
か
い
か
阿
い
の
み
ず
)

天
保
七
年
写

半

冊

592 

流
憩
堂

流
憩
堂
評
月
次
句
合
(
内
題
)
(
り
ゅ
う
け
い
ど
う
ひ
ょ
う
つ
き
な
み
く
あ
わ
せ
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

半
仮
一
冊

593 

奉
納
抜
草
(
ほ
う
の
う
ば
っ
す
い
)

草
洞
仙
等
点

594 

点
取

烏歌
速仙
点〕

て
Jん
と
り
か
せ
ん

595 

誹
請
の
ほ
句
(
は
い
か
い
の
ほ
く
)

菊
年
点

596 

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

水
月
点

W

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

橘
中
庵
点

問
〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

橘
中
庵
点

599 

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

8
3
6
/
4
 

。/1
0

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
一
冊

w
O
/
9
0

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
仮
一
冊

0
/
1
1
7
 

4
E
A
 

a斗
A

'
E
ム

〔江
.F後
期
〕
写

中
{反

冊
O 
/ 

8 

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
仮
一
冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

大
仮
一
冊

〔
江
戸
後
期
〕
写

横
f反

冊

0
/
1
3
1
 

0
/
1
1
4
 

0
/
1
1
5
 



浩
々
闘
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

大

冊

側
〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

長
月
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

帖

似
〔
点
取
帖
)

大

黒

庵

点

〔

江

戸

後

期

〕

写

仰
〔
点
取
帖
)
(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

析

帖

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

月
夜
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

乱
川
一
卜
日

4
R
1

一
品
川
W
1

側
〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

月
夜
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

祈

帖

604 

点
取

月帖
夜〕

庵
点

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

冊

中占

605 

点
取

月帖
夜 γ
わ考て 〆ーヘ

:t J仮
品題

て
ん
と
り
じ
ょ
っ

十汁

帖

〔
江
戸
後
期
〕
写

606 

点
取

残帖
夢〕

楼
点

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

〔
江
戸
後
期
〕
写

掛

帖

町
山
〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

井
眉
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

井
川
一

ι白

a晶
1

一
ふ
川
巾

mw

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

0
/
1
4
3
 

。/1
4
4

。/2
1

0
/
2
2
 

0
/
2
3
 

ヮ“A斗A
4
B
A
 

0
/
2
4
 

。/2
5

0
/
2
6
 

0
/
2
7
 



些
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

柿

I~占

609 

〔
点
取
帖
)

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

梅
園
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

初
一
帖

側
〔
点
取
帖
〕
(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

梅
岡
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

析
一
帖

611 

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

0
/
2
8
 

0
/
2
9
 

0
/
3
0
 

向
晴
庵
点

〔
江
戸
後
期
〕
写

横
仮

J
附

u
O
/
8
0

612 

点
者
心(

主仮
日ず 題

て
ん
と
り
じ
ょ

っ

〔
点
取
帖
〕

大
仮
五
冊

0 
/ 

5 

q
J
 

A
ι
I
 

4
E
i
 

〔
江
戸
後
期
)
写

613 

〔
点
取
帖
〕

(
仮
題
)
(
て
ん
と
り
じ
よ
う
)

点
者
未
詳

〔
江
戸
後
期
〕
写

半

開}

614 
⑭ 
絵
俳
書

諸
州
百
富
士
(
し
ょ
し
ゅ
う
ひ
ゃ
く
ふ
じ
)

河
村
眠
雪
編
・
画

〔
江
戸
後
期
〕
写

大

冊

615 

供
題
絵*
俳絵
書入

*
刊
本
ノ
写
シ
。

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
え
ば
い
し
ょ
)

0
/
9
6
 

0
/
7
4
 



616 

霞
彩
画

〔
供
題
絵
俳
書
〕

* 

617 
4 
雑
俳

111 
柳

青
簾
(
あ
お
す
だ
れ
)

隆
志
編

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

斤
1

一
ι白

L
J
U
V

一
巾
叩

(
仮
題
)
(
い
つ
だ
い
え
ば
い
し
ょ
)

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

半

冊

「
桃
家
春
帖
』

ノ
零
本
カ
。

*
延
享
元
年
成
。

〔
江
戸
中
期
〕
刊
(
梅
林
堂
)

小
一
冊

618 

軽
素
編

俳
譜
川
柳
(
は
い
か
い
せ
ん
り
ゅ
う
)

宝
暦
七
年
刊
(
江
戸
、
須
原
屋
太
兵
衛
・
京
、
井
筒
屋
庄
兵
衛
)

*
日
出
J
*
絵
入
。

半

冊

619 

紀
逸
編

燕
都
枝
折
(
え
ど
し
お
り
)

宝
暦
一

O
年
刊
(
無
書
津
名
)

小
一
冊

*
四
編
。

620 

〔
誹
風
柳
多
留
〕

呉
陵
軒
可
有
編

*
七
編
。

*
碑
明
序
。

(
は
い
ふ
う
や
な
ぎ
だ
る
)

明
和
九
年
序
刊
(
江
戸
、
花
屋
久
次
郎
)

冊

*
白
序
。
*
花
屋
久
次
郎
ノ
目
録
ヲ
付
ス
。

0
/
1
3
8
 

0
/
1
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0
 

0
/
2
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呉
陵
軒
可
有
編

飢
〈
誹
/
風
〉
柳
多
留
(
は
い
ふ
う
や
な
ぎ
だ
る
)

冊

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
江
戸
、
花
屋
久
治
郎
)

*
編
次
未
詳
(
タ
ダ
シ
可
有
ノ
編
ユ
エ
、

622 

二
二
編
以
内
卜
推
定
サ
レ
ル
)

0

文
日
編

(
は
い
ふ
う
や
な
ぎ
だ
る
)

小
一
冊

〔
誹
風
柳
多
留
〕

*
二
一
七
編
。
*
官
裏
序
。

623 

文
化
四
年
序
刊
(
無
刊
記
)

誹
風
柳
多
留
(
は
い
ふ
う
や
な
ぎ
だ
る
)

小
一
冊

*
六
一
編
。
*
菅
裡
序
。

624 

柳
多
留
(
尾
題
)
(
ゃ
な
ぎ
だ
る
)

風
松
編
、
菅
子
補

*
八
八
編
。
*
補
者
序
。

文
化
九
年
序
刊
(
江
戸
、
花
屋
久
治
郎
)

文
政
八
年
序
刊
(
無
刊
記
)

冊

的
類
題
折
句
集
(
内
題
)
(
る
い
だ
い
お
り
く
し
ゅ
う
)

寛
政
四
年
序
刊
(
大
坂
、
和
泉
屋
卯
兵
衛
)

横

冊、

荻
風
撰

*
自
序
。

*
和
泉
屋
卯
兵
衛
ノ
目
録
ヲ
付
ス
。

樹
撰

問
〈
笠
/
附
〉
小
柴
栢
一
(
内
題
)
(
か
さ
づ
け
こ
し
ば
が
き
)

横

冊

*
序
題
「
俳
諮
小
柴
垣
」
o

文
化
元
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
屋
平
助
)

*
有
蚊
序
。

。/1
1
8
互

8
0
7
/
3
 

曲

8
1
2
/
6
 

戸、u
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噌
E
E
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8
2
5
/
7
 

7
9
2
/
1
 

8
0
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/
2
 



町
〈
笠
/
附
〉
小
柴
垣
(
内
題
)
(
か
さ
づ
け
こ
し
ば
が
き
)

一
樹
撰

文
化
元
年
序
刊
(
大
坂
、
塩
屋
平
助
)

*
有
蚊
序
。

*
序
題
「
俳
譜
小
柴
垣
」
。

628 

〔
誹
譜
嘱
〕

(
は
い
か
い
け
い
)

*南
南山
LLJ 撰
序‘

文
化
八
年
序
刊
(
江
戸
、
花
屋
久
治
郎
)

629 

冠
付
虫
日
鏡
(
内
題
)
(
か
む
り
づ
け
む
し
め
が
ね
)

馬
宥
撰

文
化
九
年
刊
(
大
坂
、
塩
屋
平
助
)

*
井
庵
序
。

630 

滑
稽
発
句
類
題
集
(
こ
つ
け
い
ほ
つ
く
る
い
だ
い
し
?
っ
)

央
Eニぷ

金
太
楼
編

文
化
一
四
年
序
刊
(
大
阪
、
河
内
屋
茂
兵
衛
等

-
O
陣
)

631 

*
初
編
。
*
白
序
。
*
絵
入
。

滑
稽
発
句
類
題
集
(
こ
つ
け
い
ほ
つ
く
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

金
太
楼
編

文
化
一
四
年
序
刊
(
刊
記
欠
)

*
初
編
・
存
巻
上
。

*
白
序
。

*
絵
入
。

632 

滑
稽
発
句
類
題
集
(
こ
つ
け
い
ほ
つ
く
る
い
だ
い
し
ゅ
う
)

二
巻

金
太
楼
編

*
自
序
。
*
絵
入
。

文
化
一
四
年
序
刊
・
天
保
二
年
印
(
梅
薫
楼
蔵
板
)

*
初
編
。

横

冊

中
一
冊

横

冊

市
中
二
冊

中
一
冊

中
二
冊

8
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/
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633 

金
太
権
編

滑
稽
発
句
類
題
集
(
こ
つ
け
い
ほ
つ
く
る
い
だ
い
し
?
っ
)

天
保
三
年
写
(
大
江
白
ハ
」
)

*
存
巻
中
・
下
。

*
乗
清
序
。

*
刊
本
ノ
写
シ
。

文
政
二
一
年
序
刊
(
名
占
屋
、
永
楽
尾
東
四
郎
)

*
絵
入
(
彩
色
刷
)
。

文
政
二
一
年
序
刊
(
名
古
屋
、
永
楽
屋
東
凹
郎
)

*
絵
入
(
彩
色
刷
)
。

側
〈
誹
/
風
〉
た
ね
ふ
く
へ
(
は
い
ふ
う
た
ね
ふ
く
べ
)

634 

神
事
行
灯
(
扉
題
)
(
し
ん
じ
あ
ん
ど
ん
)

乗
清
編
、
大
石
真
虎
画

*
乗
清
序
。

*
紅
梅
園
蔵
板
。

635 

神
事
行
灯
(
扉
題
)
(
し
ん
じ
あ
ん
ど
ん
)

*乗
乗清
消編
1子

大* ~，石
紅真
梅虎
困画
蔵
板

益
亭
編

*4
二
集
。

*
益
亭
序
。

郎
教
訓
柳
樽
(
き
ょ
う
く
ん
や
な
ぎ
だ
る
)

五
岳
編

*
六
編
。

*
五
岳
序
。

*
摺
付
表
紙
。

天
保
一
五
年
刊
(
大
坂
、
河
内
尾
茂
兵
衛
等
三
時
)

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)

0

638 

類
題
柳
の
露
(
る
い
だ
い
や
な
ぎ
の
つ
ゆ
)

*
初
編
。

天
保
一
五
年
刊
(
江
戸
、
一
一
一
友
堂
益
亭
等
二
二
時
)

*
摺
付
表
紙
。

*
絵
入
。

〔
江
戸
後
期
〕
刊
(
無
刊
記
)

中
二
冊

半

間

半

冊

中
一
冊

中
一
冊

中
一
冊
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/
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639 

風
の
か
を
り
(
か
ぜ
の
か
お
り
)

竹
川
居
編

弘
化
二
年
刊
(
河
内
、
編
者
蔵
板
)

中

冊

*
梅
洲
序
。

640 

田
井
邑
大
明
神
奉
納
句
・
植
月
椿
木
林
大
明
神
奉
納
句

(
た
い
む
ら
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
ほ
う
の
う
く
・
う
え
づ
き
つ
ば
き
ば
や
し
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
ほ
う
の
う
く
)

一

秀

編

弘

化

四

年

写

半

冊

641 

雑
誹
楽
巻
翁
評
(
ざ
っ
ぱ
い
ら
く
か
ん
お
う
ひ
ょ
う
)

一
秀

嘉
永
一
死
年
写

半

冊

642 

肥
後
清
正
公
大
奉
納
写
(
ひ
ご
き
よ
ま
さ
こ
う
だ
い
ほ
う
の
う
の
う
つ
し
)

嘉
永
二
年
写
(
花
洞
仙
)
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/
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8
4
7
/
9
 

8
4
8
/
5
 

大
仮
一
冊
8
4
9
/
1
0
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643 

画
口
合
瓢
之
蔓
(
え
ぐ
ち
あ
い
ふ
く
べ
の
つ
る
)

〔
嘉
永
三
年
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

湖
竜
撰
、
松
川
半
山
画

*
存
巻
上
。
*
広
瀬
旭
荘
題
、
暁
鐘
成
序
。

*
絵
入
(
淡
彩
刷
)
。

川
町
〈
粋
家
/
必
読
〉
珍
々
叢
書
(
す
い
か
ひ
つ
ど
く
ち
ん
ち
ん
そ
う
し
ょ
)

安
政
二
年
序
刊
(
無
刊
記
)

中
一
冊

史
友
編

*
四
集
。
*
柱
題
「
梅
柳
吾
妻
振

初
篇
」

0

*
自
序
。

*
絵
入
。

645 

俳
諸
牛
の
角
文
字
(
は
い
か
い
う
し
の
つ
の
も
じ
)

雀
巣
編

安
政
三
年
写

半

冊
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5
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*
存
巻
下
。

*
一
扉
題
「
奉
納
巻
下
」

0

646 

金
毘
羅
社
、
水
代
奉
納
(
こ
ん
ぴ
ら
じ
ゃ
え
い
た
い
ほ
う
の
う
)

鳳

〔
幕
末
〕
写

大

冊

E 

f士
Z石

術

647 

書
画

絵
本

絵
本
御
伽
種
(
え
ほ
ん
お
と
ぎ
の
た
ね
)

*西
存川
巻祐
下代

画

* 。九
市民

入

〔
江
戸
中
期
〕
刊
(
刊
記
欠
)

半

冊

8
5
2
/
7
 

四

0
/
1
4
7
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E 

俳
詰
一
枚
摺
編

俳
譜
一
枚
摺
目
録

梅
郊
冬
興
「
花
も
憎
む
」
・
両
者
不
明
、
落
葉
凶

俳
譜
一
枚
摺

ω
。.。×日
.
0

*
梅
里
・
花
千
・
夏
庵
・
治
山
・
社
麦
ら
。
宝
暦
頃
。
汚
損
あ
り
。

2 

十
二
庵
秋
興
「
角
力
と
り
を
」

仙
北
庁
比
白
吋
よ

J
廿
父
朝
日

'21r
一一
A
M
H

」
ま
庁
1
E
1
1
4

5
・H

×
5
・ω

*
保
考
・
芝
田
・
芝
川
・
山
話
。
「
彫
工
松
二
一
口
口
」
。
「
乙
卯
の
と
し
」
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一
年
)
。

51 

南
楠
歳
日
一
「
よ
そ
の
夜
の
」

俳
講
一
枚
摺

。・∞×ロ・∞

52 

*
一
重
ら
。
「
丁
未
歳
」

(
弘
化
四
年
)
。
梅
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
枠
で
岡
む
。
汚
損
あ
り
。

岱
年
春
興
「
初
虹
や
」

一
枚
摺
②
8
9
7
7

一
枚
摺
②
8
9
8
8

一
枚
摺
②
8
4
2
6

一
枚
摺
②
8
9
8
6
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巳
d

4
E
ム

一
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摺
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仕
汁
比
白
↓

hx羽
目

'
2
T
b
l
-

一一-nH

置
す
'
叶

E
E
T
J
1
4

*
霞
山
。
「
己
回
年
」
(
占
晶
、
水
、
二
年
)
。

カ
ス
レ
あ
り
。

53 

南
々
蔵
日
一
「

H
ゆ
る
み
」
・
両
者
未
詳
、
鼠
図

俳
譜
一
枚
摺

* 
鯉

一
重
。
「
辛
亥
歳
」
(
嘉
、
水
四
年
)

0

54 

八
千
坊
其
山
選
「
天
満
宮
奉
納
月
長
発
句
合
」

募
句
チ
ラ
シ

55 

*
「
辛
亥
年
」
(
嘉
、
水
四
年
)
。

肥
後
蘇
山
下
如
意
同
連
歳
旦
「
嘉
永
四
亥
の
と
し
」

作
中
比
白
」
作
凡
羽
町

，fb
i
a

ゴ
一
日
一

ι
R
E
ι
寸』

* 
「
京
橘
治
刀
」

0

56 

猿
蓑
庵
碩
水
「
東
西
集
」

募
句
チ
ラ
シ

* 
『
東
西
集
』
初
編
は
嘉
、
水
五
年
刊
。

57 

周
防
束
三
井
連
歳
旦
「
嘉
永
五
子
と
し
」

作
庁
乞
白
一

b
A
羽
白

t
kニ
ユ
ロ
一

ι
f
f
e

* 
「
京
橘
治
刀
」
。

58 

梅
室
・
為
山
・
銭
屋
十
左
衛
門
・
月
域
「
文
通
所
」

mvh
×ロ・。

一
枚
摺
②
8
9
8
5

ロ・。×巳・∞

一
枚
摺
②
8
2
9
8
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〉
〈

N
吋
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一
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8
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引
札

5
・品×。・印

*
嘉
永
五
年
以
前
。

59 

蓬
葎
春
興
「
芽
を
持
て
」
・
龍
洲
画
、
親
予
凧
場
関

俳

譜

枚

摺

ω吋・∞×
N

印・
ω

ハ
リP

O
 

*
立
左
・
如
石
・
鼎
左
ら
。
嘉
永
五
年
以
前
。

大
必
ら
四
季
発
句
「
遊
山
気
や
」
・
峻
章
画
、
厳
凶
・
月
峯
画
、
瓢
箪
図

俳
譜
一
枚
摺
(
袋
付
)

(
本
紙
)ω
。・
0

×
E
N、
(
袋

)
E
h×
5
・印

*
袋
題
「
帯
一
両
根
」
。
鴬
村
・
史
白
・
松
隠
ら
。
嘉
永
五
年
以
前
。

61 

周
防
三
井
連
歳
日
一
「
寅
春
興
」

止
汁
白
白
一
'
叉
羽
白

'
t
k
二一一一口一

ι
f主
f

ロ・仏×

b
・0

*
「
橘
二
刀
」
。
嘉
永
七
年
。

62 

西
肥
小
佃
志
「
春
興
」

俳
講
一
枚
摺

5
・ω
×
hE・、刊

*
「
嘉
永
七
寅
と
し
」
、
「
サ
カ
中
文
刀
」
。

63 

鼎
左
秋
興
「
月
さ
す
や
」
・
直
光
両
、
秋
草
に
属
図

俳
譜
一
枚
摺

ω
。・印〉〈巴
-
N

64 

*
蘭
操
・
梅
園
・
侍
松
・
多
よ
め
・
等
栽
・
得
蕪
ら
。
嘉
、
水
頃
。

一
暁
春
興
「
ふ
る
年
を
」
・
友
口
画
、
子
鞠
閃

一
枚
摺
①
8
2
4
8

一
枚
摺
②
8
3
8
3

一
枚
摺
②
8
3
3
9

一
枚
摺
②
8
3
5
3
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作
中
比
白
一

b
人
羽
田

t
E一両
~ι
小
1
4
f

*
梅
通
・
碧
洞
・
沢
知
。
嘉
永
頃
。

65 

素
玉
夏
興
「
世
わ
た
り
ゃ
」
・
太
六
画
、
煙
草
盆
に
団
扇
図

俳
譜
一
枚
摺

N
H
・0

×
E
-
H

一
枚
摺
②
8
9
7
5

66 

木
居
春
興
「
御
通
り
の
」
・
鷲
群
画
、
山
葵
図

*
素
玉
が
備
中
笠
岡
の
太
六
を
訪
問
し
た
折
の
摺
物
。
五
嶺
・
柳
居
・
一
瓢
・
淡
亭
ら
。
嘉
永
頃
。

ω
吋
・
∞
×
口
-
N

一
枚
摺
②
8
3
5
0

俳
譜
一
枚
摺

67 

*
鼎
左
・
甘
古
ら
。
嘉
永
頃
。

梅
園
冬
興
「
分
杭
の
」
・
鳳
巣
画
、
火
鉢
に
団
扇
図

俳
譜
一
枚
摺

*
芹
舎
・
南
強
・
夢
洲
(
漢
詩
)
ら
。
「
乙
卯
冬
」
(
安
政
二
年
)

0

68 

化
実
歳
日
一
「
〆
を
到
る
」
・
口
口
画
、
小
松
図

俳
詰
一
枚
摺

*
実
雄
・
錦
柄
・
錦
歌
ら
。
「
乙
卯
歳
日
己
(
安
政
二
年
)
。

69 

周
防
三
井
連
歳
日
一
「
安
政
二
卯
年
」

化
作
防
臼
一
か
λ
羽
白

r
d
b固と三目
H

一

『

玄

R
1『
T
イ
J

*
「
橘
治
刀
」
。

70 

汝
星
庵
春
興
「
日
の
影
も
」
・
霞
居
画
、
小
松
図

5
・。×
N
h
H
・吋

一
枚
摺
②
8
9
5
5

5
・印×
N
h
F
・。

」
枚
摺
②
9
6
2
8

昆
-
N

×
5
・0
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枚
摺
②
8
9
7
4

5
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摺
②
8
4
4
7
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俳
講
一
枚
摺

5
・0
×印。・。

*
「
安
政
二
初
春
」
。

71 

挙
一
歳
日
一
「
梅
さ
く
や
」
口
口
画
、
梅
図

a

作
町
一
比
白
一
'
叉
羽
白

t
S
L
ι
Jゴ
昆

H

一

『

志

庁

E
ι
ι
司
，

E
N
×
N
印

-
N

72 

*
草
居
・
蘭
操
・
鼎
左
ら
。
「
丙
辰
春
」
(
安
政
三
年
)
。

公
成
ら
冬
興
「
着
て
居
る
を
」

作
庁
比
白
一
か
人
羽
白

Z
T
r
三
口
一

ι↑
ι
f

同∞・。×
N

印・
0

*
断
簡
か
。
有
節
・
九
起
・
政
武
・
琴
洲
ら
。
「
丙
辰
冬
」
(
安
政
三
年
)
。

73 

周
防
三
井
連
歳
日
一
「
辰
春
興
」

俳
講
一
枚
摺

5
・。×白・、吋

*
「
橘
治
刀
」
(
安
政
三
年
か
)
。

74 

梅
居
追
善
〈
蟻
兄
編
)
「
ひ
と
り
来
て
」
・
文
輝
画
、
花
再
図

俳
講
一
枚
摺
(
袋
付
)

(
本
紙

)
5・H

〉
〈

E
h
(袋
)
5・0
×印・吋

*
袋
題
「
小
祥
忌
」
。
「
丙
辰
仲
秋
」
(
安
政
三
年
)

0

75 

蘭
操
歳
日
一
「
万
歳
の
」

俳
講
一
枚
摺

E
U×
ω日・。

76 

*
断
簡
か
。
井
左
・
鴬
宿
・
鼎
左
ら
。
「
丙
辰
初
春
」
(
安
政
三
年
)
。

曲
斎
編
「
彼
岸
さ
く
ら
」

一
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摺
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8
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書
袋

*
曲
斎
編
「
彼
岸
桜
」
(
安
政
四
年
序
)
。

77 

玉
止
春
興
「
門
松
や
」
・
龍
淵
画
、
厳
島
神
社
図

俳
講
一
枚
摺

E
h×
N
、吋・

ω

一
枚
摺
②
8
2
9
3

E
N×
臼
・
。

一
枚
摺
②
8
3
9
6

78 

*
悠
々
・
西
馬
ら
。
「
鴎
波
書
」
。
「
巳
の
春
」
(
安
政
四
年
か
)
。
カ
ス
レ
あ
り
。

口
山
華
甲
披
露
「
指
折
て
」
・
素
真
画
、
子
鹿
図

俳
講
一
枚
摺

山、一一一
.~ 

-ー一一

79 

古
柏
庵
歳
日
一
「
数
寄
屋
だ
け
」

*
西
馬
・
黙
池
・
芹
舎
ら
。
「
戊
午
仲
夏
」
(
安
政
五
年
)
。
カ
ス
レ
あ
り
。

ω
吋-
N
×
臼
・
吋

一
枚
摺
②
8
3
6
4

作
比
白
一
ヤ
ヘ
羽
白

t
f
r
三
口
一

ιfe--

*
「
午
春
」
(
安
政
五
年
か
)
。
有
節
・
梅
通
・
雪
当
。

80 

公
成
春
興
「
元
日
や
」
・
清
売
画
、
羽
根
図

俳
譜
一
枚
摺

*
山
子
・
可
樵
ら
c

「
午
春
」
(
安
政
五
年
か
)
。

81 

周
原
連
宜
中
還
暦
披
露
「
年
々
に
」

82 

俳
藷
一
枚
摺

*
「
京
橘
次
万
円
安
政
五
年
。

周
防
三
井
連
最
日
了
曲
斎
耳
順
賀
「
午
春
」
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N
印
.
h
F
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俳
譜
一
枚
摺

*
「
京
橘
治
刀
」
(
安
政
五
年
か
)
。

83 

其
岳
歳
旦
「
う
れ
し
さ
の
」
・
高
雅
画
、
雅
楽
図

俳
講
一
枚
摺

ロ・。×

t-∞

ω吋
-
H

×
臼
-
N

一
枚
摺
②
8
4
4
1

一
枚
摺
②
8
2
7
8

*
「
父
が
四
十
二
の
厄
を
祝
ひ
か
ヘ
て
諸
君
よ
り
句
を
送
ら
れ
け
れ
ば
」
。
而
后
・
梅
通
・
鼎
左
・
西
馬
ら
。

安
政
五
年
以
前
。

84 

巴
蕉
堂
「
月
瀬
/
必
携

前
編
」

梅
花
千
株

引
札
・
後
編
募
句
チ
ラ
シ

*
「
午
十
一
月
」
(
安
政
五
年
)
。

85 

「
苗
]
蕉
堂
三
代
発
句
集
」

募
句
チ
ラ
シ

86 

*
r
h
来
十
一
月
」
(
安
政
六
年
)
。

鴬
宿
大
小
暦
「
月
雪
の
」
・
春
星
画
、
羊
図

俳
講
一
枚
摺

*
翠
江
・
蕉
林
・
松
域
。
「
未
の
と
し
」
(
安
政
六
年
)
。

87 

菊
守
園
「
申
年

槻
弓
集

十
六
編
」

募
句
チ
ラ
シ

*
「
安
政
未
と
し
」
(
安
政
六
年
)
。
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88 

巨
桃
歳
日
一
「
ゆ
た
か
な
る
」
・
霞
彩
画
、
天
橋
立
図

俳
譜
一
枚
摺
(
袋
付
)
?

(
本
紙

)
5・H

×
口
μ
、
(
袋
)
5・N
×。・。

一
枚
摺
②
8
3
2
9

89 

公
成
・
眠
居
撰
「
洛
東
祇
園
社
/
備
前
児
島
八
幡
宮

*
袋
題
「
春
の
な
が
め
」
。
芹
舎
・
連
梅
ら
。
「
未
春
」
(
安
政
六
年
か
)
。

両
社
永
代
奉
額
発
句
人
口
」

募
句
チ
ラ
シ

*
「
未
正
月
日
」
(
安
政
六
年
)
。

90 

公
成
・
眠
居
撰
「
洛
東
祇
園
社
/
備
前
児
島
八
幡
宮

募
句
チ
ラ
シ

*
「
未
正
月
日
」
(
安
政
六
年
)
。

sh×
N
U・印

一
枚
摺
①
8
2
3
8

両
社
、
水
代
奉
額
発
句
合
」

由

5・
N

×
N
印
・
日

一
枚
摺
①
8
2
3
9

俳
譜
一
枚
摺

三
石
七
回
忌
追
善
(
一
二
車
編
)
「
梅
に
わ
れ
」
・
二
承
画
、
墨
に
梅
図

5
・0
×N

h
F

・ω

一
枚
摺
②
8
3
2
4

91 

*
世
外
・
甘
古
・
土
方
・
一
桜
ら
。
「
己
未
の
春
」
(
安
政
六
年
)

0

回
周
防
花
岡
連
歳
日
一
「
未
春
」

俳
譜
一
枚
摺

*
「
橘
治
万
」
(
安
政
六
年
か
)

0

93 

周
防
三
井
連
歳
日
一
「
安
政
六
己
未
」

俳
譜
一
枚
摺

*
「
橘
治
刀
」
(
安
政
六
年
)
。
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94 

一
日
庵
江
三
評
、
霞
居
・
金
英
催
主
「
四
季
並
三
句
合
」

募
句
チ
ラ
シ

*
「
庚
申
十
二
月
」
(
安
政
七
年
)
。

95 

都
久
母
冬
興
「
散
り
口
の
で
画
者
未
詳
、
人
物
図

俳
講
一
枚
摺
(
袋
付
)

ω

N

・吋〉〈お
-
M
(
本
紙
)

*
袋
題
「
玉
笹
摺
」
。
清
江
・
逸
々
・
蛙
兄
ら
。
安
政
頃
。

-
N
ω
-
m
w
×
ロ
-
C
(
袋
)

96 

四
十
八
体
仏
・
中
ノ
庄

安
慰
舎
梅
通
・
朝
陽
堂
九
起
撰
「
打
嵐

募
句
チ
ラ
シ

*
「
〆
切
午
正
月
限
不
延
」
。
安
政
頃
。

97 

土
方
歳
旦
「
悠
に
な
る
」
・
虎
類
犬
画
、
破
魔
矢
図

俳
譜
一
枚
摺
(
袋
付
)

(
本
紙
)
自
・
吋
×
N
N
h
、
(
袋
)
ピ
・
。
×
吋
¥
吋

5
・H

×
ロ
・
∞

子
安
地
蔵
尊

5
・0

×
N
h
F
・日

98 

*
袋
題
「
と
し
の
た
ね

卓
丈
・
雪
雲
春
興
「
山
に
花
」
・
春
長
画
、
旅
人
図

其
七
」
。
た
冶
か
・
其
ト
ら
。
「
酉
」
(
万
延
二
年
)
。

俳
講
一
枚
摺

*
旭
志
・
美
晴
ら
。
万
延
頃
。

99 

山
布
留
春
興
「
鴬
の
」
・
来
倍
画
、
小
松
に
鶴
岡

俳
譜
一
枚
摺

*
鷺
石
・
寛
路
・
布
川
・
鳥
仙
。
「
戊
と
し
」
(
丈
久
二
年
か
)

0

ω
、吋・∞×

5
・0

5
・N

×
ω
。-

H

一
枚
摺
①
8
2
4
7

一
枚
摺
②
8
3
1
4

両
奉
額
発
句
合
」

一
枚
摺
①
8
2
4
2
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100 

周
防
山
口
連
歳
日
一
「
文
久
二
壬
戊
」

ロ-
N
×

AP--印

一
枚
摺
②
9
0
0
0

俳
講
一
枚
摺

101 

周
防
徳
山
連
投
日
一
「
文
久
一
一
壬
戊
」

俳
譜
一
枚
摺
(
一
一
枚
)

(
一
枚
目
)
5・0

×
邑
・
日
、
(
二
枚
目
)
5・。×白・印

一
枚
摺
②
8
3
7
8

*
元
々
は
二
枚
を
綴
じ
で
あ
っ
た
も
の
か
。

102 

朝
陽
堂
九
起
「
類
題
発
句
千
題
集

夏
季
之
部
」

一
枚
措
①
8
2
4
1

募
句
チ
ラ
シ

ロ・∞×。・印

103 

*
『
類
題
発
句
千
題
集
』
春
之
部
は
文
久
二
年
序
。

朝
陽
堂
九
起
「
類
題
発
句
千
題
集

夏
季
之
部
」

募
句
チ
ラ
シ

5
・∞×。・印

一
枚
摺
①
8
2
7
4

* 
『
類
題
発
句
千
題
集
』
春
之
部
は
文
久
二
年
序
。

104 

周
防
楯
野
連
歳
旦
「
文
久
三
発
亥
の
と
し
」

俳
譜
一
枚
摺

E
h×ぉ・。

一
枚
摺
②
8
4
4
4

間
晴
雪
庵
花
鵠
春
興
「
門
松
は
」
・
来
億
画
、
火
鉢
図

俳
講
一
枚
摺

su×ロ・。

一
枚
摺
②
9
0
0
6

*
「
子
の
春
」
(
文
久
三
年
か
)
。

106 

必
山
春
興
「
月
き
え
て
」
・
画
者
不
明
、
布
袋
図

俳
講
一
枚
摺

に・∞×
Nω

・吋

一
枚
摺
②
8
4
2
4
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*
五
口
雲
・
可
大
ら
。
文
久
頃
。

107 

松
栗
夏
興
「
拝
殿
を
」

俳

譜

枚

摺

*
一
二
耕
・
鳳
郎
・
桂
甫
・
停
雲
・
林
曹
・
石
外
ら
。
文
久
頃
。

108 

士
方
歳
日
一
「
鴬
や
」
・
二
承
画
、
大
根
に
小
鳥
図

俳
譜
一
枚
摺

*
と
し
の
た
ね
「
其
六
」
。
た
、
か
・
二
蝶
ら
。
文
久
頃
。

109 

土
方
歳
日
一
「
日
暮
る
こ
・
二
承
画
、
羽
子
板
図

作
中
比
白
一

h
v
A
羽
目

1
4
L
r
一一
4
4
H
H

一

『

Z
R

，ETイ
J

5.U1
〉〈ロ

.mw

sh×
口
-
h
H

*
と
し
の
た
ね
。
「
其
十
」
。
思
流
・
由
来
・
ふ
と
き
・
石
水
・
世
外
ら
。
文
久
頃
。

5
・
品
×
口
-
h
F

110 

松
戸
秋
興
「
門
出
る
と
」
・
文
輝
画
、
東
福
寺
岡

俳
諸
ア
枚
摺

*
梅
通
・
公
成
・
九
起
ら
。
文
久
頃
。

111 

晴
江
歳
日
一
「
道
芝
や
」
・
東
山
画
、
猿
図

俳
譜
一
枚
摺

*
梅
通
・
寄
泉
・
免
山
・
鴬
庭
。
文
久
頃
。

112 

如
淵
披
露
「
冬
つ
、
は
き
ケ
二
承
画
、
旭
に
鶴
凶

俳

譜

枚

摺

5.N
×
N印.
、
吋

H

∞・。×口・
0

ω
。・
N

×臼ー・∞

一
枚
摺
②
9
6
2
6

一
枚
摺
②
8
3
0
0

一
枚
摺
②
8
9
5
3
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*
如
測
が
阿
賀
新
聞
を
築
き
褒
賞
を
受
け
た
記
念
。
緑
糸
・
共
浮
ら
。
文
久
頃
。
汚
損
あ
り
。

113 

波
同
歳
日
一
「
此
こ
冶
ろ
」
・
二
承
面
、
鶏
図

俳
講
一
枚
摺

ぉ
・
。
×
ロ
・
印

*
断
簡
か
。
文
久
頃
。

114 

梅
通
句
集
披
露
挨
拶
状
「
洩
や
す
き
」

摺
物
(
書
状
)

5
・∞×
ω
。-
A
F

*
「
寅
八
月
」
。
文
久
頃
。

115 

草
洲
歳
日
一
「
明
そ
仏
U

や
」
・
画
者
不
明
、
十
二
支
閃

俳
譜
一
枚
摺

見
・
。
×
ピ
・
印

*
鼎
左
・
巨
柳
ら
。
「
内
寅
画
暦
陰
大
」
(
慶
応
二
年
)
。
絵
暦
。

116 

歳
日
一
/
春
興

摺
物
」

芭
蕉
堂
公
成
「
花
供
養

募
句
チ
ラ
シ

口・
ω
×
ロ
・
印

*
幕
末
頃
。

山
巴
蕉
堂
公
成
評
・
播
磨
西
域
副
詳
「
年
浪
春
秋
選
」

募
句
チ
ラ
シ

ピ
-
h
H

×
ωω
・印

*
幕
末
頃
。

118 

百
蕉
堂
公
成
評
・
播
磨
嶋
々
副
評
「
年
浪
春
秋
選
」

募
句
チ
ラ
シ

N
A
F

・。×
ωω
・∞

一
枚
摺
②
8
3
3
1

l枚

摺
① 
2 
8 
O 
6 

一
枚
摺
②
8
9
8
1

A
U
 

F
O
 

4

・4

一
枚
摺
①
8
2
5
2

一
枚
摺
①
8
2
4
6

一
枚
摺
①
8
2
5
0



*
幕
末
頃
。

119 

御
集
冊
御
摺
物
細
工
所

湖
雲
堂
近
江
屋
利
助
」

俳
ヲ|譜
札/

狂
歌

5
・。×
N
H
・N

*
幕
末
頃
。

120 

「
風
羅
堂
蓬
仙
立
机
還
暦
輯
」

募
句
チ
ラ
シ

5.∞×
N
ω
.
N
 

*
幕
末
頃
。

121 

朝
陽
堂
九
起
「
俳
譜
発
句
類
題
百
友
集

一二位崩」

募
句
チ
ラ
シ

5
u×。・∞

*
幕
末
頃
。

122 

鴬
宿
春
興
「
し
ほ
浜
の
」
・
春
星
画
、

俳
譜
一
t

枚
摺

*
「
申
の
と
し
」
。
幕
末
頃
。

一
一
見
浦
図

5
・N
×
N
日・。

123 

霊
盟
歳
日
一
帖
披
露
挨
拶
状

摺
物
(
書
状
)

同日・∞×

5
・日

* 
「
御
社
中
様
」

の
み
墨
書
。
幕
末
頃
。

124 

三
楽
夏
興
「
肌
ざ
わ
り
」
・
五
口
柳
画
、
烏
帽
子
に
高
札
図

俳
譜
一
枚
摺

毘
・
。
×
N
印・印

一
枚
摺
①
8
2
3
5

一
枚
摺
①
8
2
5
3

4

枚
摺
②
9
6
3
0
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* 
「
池
旧
惣
連
中
」
。
幕
末
頃
。
汚
損
あ
り
。

125 

「
十
月
廿
五
日
限

歳
日
「

歳
暮
」

不
明

募
句
チ
ラ
シ

5.
吋×∞
.
H

一
枚
摺
①
3
2
3
8

* 
「
前
々
之
通
日
限
ニ
御
出
句
可
被
成
候
遅
滞
再
壱
過
負
捺
御
座
候
故
其
段
申
談
候
以
上
」
。
幕
末
頃
。

126 

雲
外
摺
物
披
露
挨
拶
状
「
朝
空
の
」

摺
物
(
書
状
)

* 
「
卯
月
」
、
「
文
青
所
/
江
戸
栴
廼
本
/
上
佐
高
知
H
中
屋
氏
」
。
幕
末
頃
。

5
・N

×
5
・。

一
枚
摺
①
8
2
7
2

127 

越
4乙当、
仁1

摺句
物集
主披

E震
和拶

状

沙
白

一〉
り
や

* 
「
七
月
廿
八
日
」
。
日
付
と
発
句
二
句
は
墨
書
。
幕
末
頃
。

128 

何
亭
歳
日
一
「
蝶
々
や
」

俳
話
一
枚
摺

*
断
簡
。
「
申
の
と
し
」
。
蘭
舟
・
五
葉
ら
。
幕
末
頃
。

四
岳
松
春
興
「
鴬
も
」
・
董
里
画
、
小
禽
図

俳
譜
一
枚
摺

*
喜
水
・
掌
山
・
桐
斎
。
幕
末
頃
。

130 

葛
堵
春
興
「
空
よ
り
も
」
・
文
麓
画
、
桜
図

俳
譜
一
枚
摺

口・∞×
ωω
・ω

J

枚
摺
①
2
6
6
1

噌

E
ム

門

i
4
E
A
 

5.吋
〉
〈

ω
∞.∞

一
枚
摺
②
8
2
8
8

5
・H

×
N

印・印

一
枚
摺
②
8
9
8
9

5
・N
×
N

印・日

一
枚
摺
②
8
2
9
1



*
幕
末
頃
。

131 

萱
原
信
覚
春
興
「
今
朝
だ
け
や
」
・
半
山
画
、
児
童
図

俳
譜
一
枚
摺

*
断
簡
か
。
幕
末
頃
。

132 

九
竹
夏
興
「
天
辺
朔
烏
」
・
東
一
.
画
、
淀
城
図

俳
譜
一
枚
摺

*
一
夢
・
一
盃
ら
。
幕
末
頃
。

133 

契
史
句
集
披
露
挨
拶
状
「
桑
の
実
の
」

摺
物
(
書
状
)

*
「
六
月
」
、
「
文
音
所
双
雀
庵
」
。
幕
末
頃
。

134 

見
外
句
集
披
露
挨
拶
状
「
タ
霧
や
」

俳
帯
γ
枚
摺

*
幕
末
頃
。

135 

行
笠
春
興
「
真
ぴ
る
や
」
・
芳
園
画
、
凧
揚
図

俳
譜
一
枚
摺

*
馬
六
・
央
洲
ら
。
「
狩
留
家
連
」
。
幕
末
頃
。

136 

芝
英
ら
秋
興
「
タ
ぐ
も
り
」
・
魚
文
画
、
人
物
図

俳
譜
一
枚
摺

5
・H
×
Nω
・ω

5
・0

×
5
・∞

ロ-
N

×
h
p
日
・
吋

Eh×口・。

sh×
8
・印

昌
弘
×
N
印・

ω

一
枚
摺
②
8
9
8
7

一
枚
摺
②
8
2
9
2

一
枚
摺
①
2
7
4
6
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137 

*
桂
雨
ら
。
幕
末
頃
。
破
損
あ
り
。

筑
志
春
興
「
杖
を
つ
く
」
・
両
者
不
明
、
面
図

俳
講
一
枚
摺

*
鶴
沢
喜
鳳
・
豊
竹
呂
江
・
竹
葉
連
・
い
ろ
は
連
・
泉
連
ら
。
幕
末
頃
。

鼎
左
秋
興
「
こ
冶
と
い
ふ
」
・
両
者
不
明
、
画
題
不
明

俳
譜
一
枚
間

枚
摺
② 
8 
9 
8 
4 

N

印・∞×
ω
h
p
・∞

一
枚
摺
②
8
4
0
0

138 

5
・ω
×
阻
み

*
月
所
・
松
桂
ら
。
カ
ス
レ
あ
り
。
幕
末
頃
。

139 

馬
予
春
興
「
落
斤
け
た
」
・
両
者
不
明
、
花
芹
図

俳
講
一
枚
摺

ω∞・印×
N

印・
ω

一
枚
摺
②
8
9
9
7

*
青
雀
・
白
玉
ら
。
カ
ス
レ
あ
り
。
幕
末
頃
。

140 

梅
蒼
歳
日
一
「
よ
き
便
り
」
・
秋
亭
画
、
竜
宮
図

俳
譜
一
枚
摺

ω
∞
ム
×

B
b

一
枚
間
②
8
3
4
5

*
社
鴻
・
鶴
窓
ら
。
幕
末
頃
。
汚
損
あ
り
。

凶
肥
後
蘇
山
下
如
意
屈
連
歳
旦
「
一
元
日
」

俳
譜
一
枚
摺

ωω

・ω
×
h
H
N
・。

一
枚
摺
②
8
3
7
0

*
「
京
橘
治
刀
」
。
幕
末
頃
。

142 

「
芭
蕉
翁
所
持
椿
杖
縮
図
摺
物
」

摺
物
(
短
冊
型
)

ω
。・h
F

〉〈。・。

一
枚
摺
②
9
6
4
3
・
5

q
J
 

円

t
4
E
ム



*
幕
末
・
明
治
頃
。

143 

「
亡
師
巴
蕉
翁
之
像
画
杉
風
」

摺
物
(
短
冊
型
)

*
幕
末
・
明
治
頃
。

144 

ω
。・h
p

〉〈。・
0

一
枚
摺
②
9
6
4
3
・
6

お
り
屋
千
賀
・
妹
き
ぬ
披
露
「
接
木
し
て
」
・
画
者
不
明
、
梅
に
土
筆
図zb×

N

印・。

一
枚
摺
②
8
2
0
0
9

俳
譜
一
枚
摺

*
幕
末
・
明
治
頃
。

145 

菊
年
ら
四
季
発
句
「
夕
立
は
」
・
楚
雪
画
、
鶏
閃

俳
譜
一
枚
摺

*
一
露
・
二
鶴
・
一
川
・
柳
子
・
弘
湖
ら
。
幕
末
・
明
治
頃
。

146 

曲
川
句
集
披
露
挨
拶
状
「
松
取
た
」

RZ 文，.-..
主 J害
企 l 状

幕
末

明
治
頃

147 

四
雲
春
興
「
楽
は
此
中
に
あ
り
雪
月
花
」
・
画
者
不
明
、
瓢
箪
凶

俳
講
一
枚
摺

*
幕
末
・
明
治
頃
。

148 

碩
水
春
興
「
内
/
¥
や
」
・
文
輝
画
、
独
楽
回
し
図

俳
譜
一
枚
摺

E
h×
N

印・吋

一
枚
摺
②

8
9
6
3
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5
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一
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8
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ω
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F
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N

印・∞

一
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5
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×
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・
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一
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7
0



*
「
と
り
の
春
」
c

桐
斎
・
喜
水
ら
c

幕
末
・
明
治
頃
。

149 

雪
塙
春
興
「
わ
が
家
の
」

俳
講
一
枚
摺

5
・∞×
N
H

・ω

一
枚
摺
②
8
9
5
6

*
「
春
催
」
。
棄
翁
・
月
艇
ら
c

幕
末
・
明
治
頃
。

150 

喜
本
春
興
「
こ
れ
か
ら
は
」

俳
講
一
枚
摺
一
)

*
「
巳
の
春
」
。
掌
山
・
玉
江
ら
。
幕
末
・
明
治
頃
っ
汚
損
あ
り
。

-
有
章
画
、
椿
図

一
枚
摺
②
8
9
6
4

仰 、一一
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一 日 一 一

sb×
N
印
-
h
p

151 

此
春
園
平
府
「
類
題
発
句

続
阿
羅
野
集
」

募
句
チ
ラ
シ

一
枚
摺
①
8
2
4
9

ロリ
ウ

t
噌

Eム

5
・H

×
お
-
N

*
明
治
頃
c
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E 

書
状
編

書
状
目
録(

俳
号
書
状
の
部
)

為
山
書
状

2 

為
山
書
状

3 

一
清
書
状

4 

逸会
淵清
書書
状状

5 

嵐
タ
宛

二
月
三
日
付

梅
臣
宛

(
安
政
五
年
)
十
一
月
五
日
付

梅
臣
宛

八
月
十

日
付

梅
臣
宛

(
安
政
同
年
)
正
月
什
四
日
付

八
月
廿
五
日
付

梅
匝
宛

6 

花
下
庵
書
状

*
下
絵
入
り
料
紙
(
藤
の
花
)
。

楳
臣
宛

日
付
欠

*
断
簡
。

7 

瓦
全
書
状

8 

可
大
書
状

四
時
堂
志
諺
宛

十 七
二 月
月二
九十
日八
付 s 日

楳
臣
宛

書
状
2
6
9
0

po 
司
J

・
噌
'
ム

書
状
2
8
9
1

書
状
2
6
2
5

書
状
2
8
5
3

書
状
2
8
9
8

書
状
2
6
4
5

書
状
2
6
5
2

書
状
2
8
7
6
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9 

嘉
平
次
書
状

10 

一
元
日
書
状

11 

其
淵
書
状

12 

菊
也
書
状

13 

其
葉
書
状

14 

玄
蛙
書
状

*
断
簡
か
。

15 

見
外
書
状

16 

玄
武
坊
書
状

*
断
簡
か
。

17 

弘
湖
書
状

18 

浩
策
書
状

19 

公
成
書
状

*
断
簡
。

20 

語
外
書
状

21 

姑
山
書
状

五
鹿
書
状

22 23 

五
渡
書
状

弥
助
宛

二
月
廿
九
日
付

風
袈
宛

一
一
月
廿
一
日
付

楳
臣
宛

六
月
廿
八
日
付

梅
臣
宛

九
月
十
三
日
付

梅
臣
宛

初
秋
付

戸

宛
名
欠

五
月
十
日
付

月
添
宛

四
月
朔
日
付

三
日
月
庵
宛

日
付
欠

楳
臣
宛

三
月
五
日
付

柳
水
園
宛

七
日
付

楳
臣
宛

八
月
廿
四
日
付

掃
雲
居
宛

三
十
日
付

曲
川
宛

(
文
久
三
年
)
四
月
廿
一
日
付

停
雲
宛

小
望
日
付

喜
水
・
梅
下
・
桐
斎
宛

日
付
欠

書
状
2
6
9
3

書
状
2
6
1
9

書
状
2
8
8
3

書
状
2
6
8
8

書
状
2
8
8
9

書
状
2
7
5
0

、炉、 一一

一~
- 山 一 一

書
状
2
9
8
1

書
状
2
8
2
8

円

i
門

i
噌

Eム

書
状
2
7
5
4

書
状
2
6
5
7

書
状
2
6
4
2

書
状
2
9
6
8

書
状
2
9
2
4

書
状
2
9
0
3

書
状
2
9
3
8
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*
断
簡
。

24 

三
竹
書
状

梅
臣
宛

25 

杉
堂
書
状

宛
名
欠

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

26 

而
后
書
状

宛
名
欠

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

27 

芝
石
書
状

風
索
宛

*
包
紙
(
お

芝
石
)
の
本
紙
。

28 

芝
石

書
状
包
紙

*
貞
招
か
ら
芝
石
、
芝
石
か
ら
風
袈
(
書
状
訂

29 

芝
石
書
状

風
索
宛

30 

拾
山
書
状

柳
水
圏
宛

31 

春
、
湖
書
状

宛
名
欠

*
断
簡
か
。

32 

春
水
書
状

春
風
書
状

翠
々
斎
宛

33 

宛
名
欠

34 

掌
山
書
状

宛
名
欠

*
模
様
入
り
料
紙
(
波
に
街
)
。

菊
月
廿
九
日

書
状
2
8
1
5

日
付
欠

書
状
2
8
2
2

日
付
欠

、旧、←一ーザ

.-同一一

書
状
2
8
0
2

一
一
月
十
四
日
付

書
状
2
6
3
1

書
状
2
9
9
-
D

。。
門

i
4

，i
 

芝
石
書
状
の
包
紙
)

C

六
月
三
日
付

書
状
2
9
1
1

万
延
元
年
間
十
日
付

書
状
2
7
9
2

日
付
欠

書
状
2
8
8
0

十
二
月
十
六
日
付

書
状
2
7
1
6

日
付
欠

書
状
2
6
6
5

廿

日
付

書
状
2
7
4
3
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35 

尚
年
書
状

*
断
簡
。

36 

松
波
書
状

居
堂
ほ
か
十
名
宛

*
ほ
か
に
亀
山
・
利
亀
・
柳
塘
・
為
巣
・
池
雄
・
栗
生
・
飛
節
・
玉
壷
・
利
香
(
仁
方
連
中
)
宛
。

十
月
一
日
付

37 

徐
風
庵
書
状

38 

清
香

西
大
寺

書
状

辰
一
庵
室
田
状

39 40 

青
白
書
状

41 

清
民
書
状

42 

蒼
山
書
状

*
断
簡
か
。

43 

蒼
山
書
状

44 

葉
地
書
状

45 

素
屋
書
状

46 

泰
山
書
状

47 

卓
丈
書
状

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

太
中
(
菅
茶
山
)
書
状

48 

世
来
宛

五
月
十
二
日
付

器
芳
宛

。日
月
七
日
付

，恒玉
l口

宛

霜
月
付

梅
臣
宛

六
月
十
二
日
付

梅
臣
宛

神
無
月
廿
六
日
付

楳
臣
宛

林
鍾
八
日
付

宛
名
欠

如
月
十
九
付

楳
臣
宛

如
月
十
七
日
付

楳
臣
宛

十
二
月
三
日
付

楳
臣
宛

(
万
延
元
年
)
九
月
十
八
日
付

楳
臣
宛

卯
月
廿
六
日
付

宛
名
欠

日
付
欠

藤
口
口
宛

五
月
七
日

書
状
2
9
2
0

書
状
2
8
3
4

書
状
2
9
7
7

書
状
2
7
3
1

白一 、←『一

~ -山一一

書
状
2
7
0
2

書
状
2
8
0
9

童日状
2
9
3
5

Q
d
 

ゥ，
a

4
E
A
 

書
状
2
7
0
6

書
状
2
8
7
3

書
状
2
7
3
4

書
状
2
8
9
5

書
状
2
7
9
7

書
状
2
8
3
9

書
状
2
6
3
6
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49 

日
付
欠

知
風
書
状

宛
名
欠

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)

0

50 

正
月
付

鳥
古
・
二
一
一
願
書
状

社
中
宛

51 

宛
名
欠

日
付
欠

汀
石
書
状

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

52 

楳
臣
宛

五
月
十

日
付

兎
山
書
状

53 

無
宛
名

月

日
付

南
枝
章
一
日
状

*
断
簡
。

54 

梅
距
宛

九
月
廿
八

H
付

二
鴎
書
状

55 

砂
年
宛

一七
月
朔
日
付

梅
軍
書
状

56 

十
月
十

日
付

楳
臣
宛

梅 梅
通過
書書
状， ~疋

楳
臣
宛

臓
月
廿
七
日
付

57 58 

廿
宇
一
日
付

梅
夫
書
状

風
累
宛

59 

問
八
月
卜
H 
什

梅
裡
書
状

楳
臣
宛

60 

波
同
書
状

梅
臣
宛

月
十
日
付

61 

霜
月
廿
七
日
付

半
夢
書
状

栴
臣
宛

62 

風
外
書
状

梅
匝
宛

日
付
欠

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)

0

書
状
2
7
7
9

書
状
2
8
3
1

書
状
2
7
7
3

書
状
2
8
6
3

書
状
2
6
4
9

書
状
2
8
6
8

-180-

書
状
2
7
8
4

書
状
2
7
1
8

書
状
2
7
6
9

書
状
2
6
8
1

書
状
2
7
6
5

書
状
2
8
4
6

書
状
2
6
7
3

書
状
2
9
7
1



63 

風
紫
書
状

宛
名
欠

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

64 

蔵
六
宛

武
陵
書
状

65 

風
刺
恥
宛

丈
夫
書
状

66 

梅
臣
宛

文
海
書
状

67 

宛
名
欠

文
海
書
状

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

68 

梅
匝
宛

芳
草
書
状

69 

グl

古
峰
宛

眠
亭
書
状

*
断
簡
。
左
端
に
「
夏
興

西
備
西
城
社
中
」
と
刷
る
。

70 

風
紫
宛

木
海
書
状

71 

木
海
書
状

風
紫
宛

*
上
ワ
書
は
「
白
甫
厳
君
大
人
」
(
風
裂
の
夫
)
宛
。

η
・
木
海
書
状

風
紫
宛

73 

正
介
宛

野
井
書
状

74 

有
節
書
状

梅
臣
宛

75 

悠
平
書
状

梅
臣
宛

76 

楳
臣
宛

李
眼
明
書
状

日
付
欠

書
状
2
9
0
7

正
月
廿
H
付

書
状
2
8
5
8

葉
月
け
ふ
付

書
状
2
9
4
5

一
月
十
四
日
付

書
状
2
7
2
4

日
付
欠

書
状
2
7
7
6

五
月
三

4

日
付

来
日
状
2
9
3
2

i
l
ι
J
J
、

l
ι
iゃ
ん
ノ

書
状
3
2
6
6

一181-

九
日
付

書
状
2
6
8
5

一
一
日
U
M
M

書
状
2
6
9
7

九
月
廿

日
付

書
状
2
8
4
2

九
月
始
付

書
状
2
7
6
2

八
月
廿
七
日
付

書
状
2
8
2
5

正
月
十
七
日
付

書
状
2
9
4
9

A

二
月
廿
三
日
付

書
状
2
7
1
0



77 

梨
春
書
状

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

78 

連
梅
書
状

*
断
簡
か
(
発
句
の
み
)
。

79 

露
暁
書
状

80 

露
萩
書
状

81 

芦
路
書
状

*
断
簡
。

82 

蟻
兄
書
状

83 

口
故
主
口
状

俗山

主;8
1犬‘ T!
の Ir

部発
)句

の
み

84 

橋
本
古
次
郎
徳
聡
書
状

85 

三
宅
伊
左
エ
門
書
状

(
差
出
人
不
明
の
部
)
)

86 

宛
名
欠*

断
簡
。

宛
名
欠

宛
名
欠

松
琴
、
春
峰
宛

梅
臣
宛

風
草
・
兆
而
・
社
考
宛

楳
臣
宛

水
音
宛

川
口
常
次
郎
宛

松
本
自
甫
・
松
本
治
右
衛
門
宛
i

亀
山
宛

日
付
欠

日
付
欠

日
付
欠

正
月
五
日
付

正
月
十

H 
H 

霜
月
念
七
付

廿
九
日
付

正
月
五
日
付

八
月
廿
六
日
付

日
付
欠

書
状
2
6
3
8

書
状
2
9
1
8

書
状
2
7
8
7

書
状
2
7
3
9

書
状
2
9
2
2

書
状
2
9
7
4

182 

" 

査一日状
2
9
9
2

書
状
2
9
8
5

書
状
2
9
5
5

書
状
2
9
4
0



ν 一
枚
物
目
録

2 3 4 「
J 6 

一
枚
物
編

以
輔

三
節
懐
紙

*
「
う
し
の
歳
納
」
。
署
名
「
竹
月
園
以
輔
」
o

三
節
懐
紙

「
賑
は
し
ゃ
里
の
煙
り
と
初
霞
」
な
ど
三
句

以
輔
(
竹
月
困
)

「
賑
は
し
ゃ
里
の
煙
と
初
霞
」
な
ど
三
句

*
「
う
し
の
歳
納
」
。

惟
足
斎

一
一
.
節
懐
紙

*
「
未
の
歳
日
一
」
。

「
ひ
ん
ノ
¥
と
:
・
」
な
ど
狂
歌
三
首

庵

俳
文

「
仏
恩
披
謝
の
志
願
あ
り
て
」
云
々

*
末
尾
に
発
句
「
操
れ
ば
こ
冶
ろ
や
法
の
春
の
風
」

c

一
空
(
秋
月
庵
)

画
賛

「
尺
雪
や
恵
の
雨
も
積
る
程
」

桐
渓
画
・
梅
枝
に
鳥
図

*
破
損
あ
り
。

指

発
句

「
山
深
み
来
て
生
か
へ
る
清
水
哉
」

一
枚
物
①
3
1
5
3

一
枚
物
②
3
2
5
8

qa 
口
δ

唱
『
A

一
枚
物
①
3
0
2
7

f

枚
物
①
3
0
6
6

一
枚
物
③
3
3
4
4

一
枚
物
①
3
1
0
7
・
1



7 8 9 10 

*
署
名
「
豊
後

苧

句
稿

一指」。

「
鎌
の
柄
て
領
分
わ
け
る
落
葉
哉
」
な
ど
二
旬

一
枚
物
①
3
0
9
3

*
書
簡
断
簡
か
。

逸
淵

色
紙

*
前
古
「
義
仲
寺
」
。

「
紫
陽
花
や
真
午
時
遁
風
情
た
く
ま
し
き
」

一
枚
物
②
3
2
0
0

怠
藩

発
句

*
署
名
「
一
志
意
藷
」
。一

平
一
ッ
物
揃
懐
紙

「
黄
鳥
や
雪
深
く
し
る
春
の
声
」
な
ど
二

A

ツ
物
凹
組
・
発
句
て
一
旬

「
春
雨
の
空
も
粟
津
は
し
ぐ
れ
け
り
」

一
枚
物
①
3
0
6
4

允
文
・
正
勝
・
忠
勝
ら

一
枚
物
②
9
6
6
7

184 

11 12 13 14 15 

烏
旭

発
句

，鳥
谷

* 発 前
句書

館
別

鳥
谷

発
句

*
前
書
「
佐
夜
中
山
に
て
」
。

点
巻
断
簡

「
出
る
路
と
か
く
る
?
局
や
朝
霞
」
な
ど
一

宇
枚
物
③
3
2
8
9

雲
山
ら
発
句

「
月
雪
や
さ
へ
で
も
旅
の
花
ご
、
ろ
」

.
枚
物
①
3
1
2
1

何
調
亭
の
吾
妻
行
を
浪
花
の
客
舎
に
見
送
り
奉
り
て
」
。
署
名
「
東
雲
庵
烏
旭
」
。

「
さ
ぜ
れ
石
に
の
ど
け
き
鶴
の
あ
ゆ
み
か
な
」

.
枚
物
③
3
3
1
5

「
ほ
と
冶
ぎ
す
嶋
樹
の
下
を
通
け
り
」

A

枚
物
③
3
3
2
5

句

英
泉

句
稿

*
世
一
百
山
・
土
手
坊
・
遊
誹
・
梅
節
・
五
月
常
・
清
風
庵

-
K郎
花
。

「
み
し
か
夜
や
晴
て
も
し
ば
し
雨
く
さ
き
」
な
ど
で
一
旬

-
枚
物
②
3
2
0
4

*
破
損
あ
り
。



-
16 17 18 19 20 21 22 23 24 

安
自
ら

点
巻
(
雑
俳
)
断
簡

一
枚
物
①
3
1
4
5

「
左
り
を
指
し
て
蜂
の
里
山
夜
づ
ら
つ
く
」

応
宇

*
土
里
山
・
一
流
。
右
端
に
「
イ
ロ
ハ
」
o

俳

文

「

一
枚
物
①
3
0
3
2

一
い
つ
の
年
に
か
有
け
む
」
云
々

*
末
尾
に
発
句
「
幾
年
か
道
も
露
け
し
烏
の
跡
」
。

花
史

「
雨
の
夜
や
は
な
し
も
長
き
花
紅
葉
」

*
前
書
「
秋
雨
夜
話
」
。
水
辺
風
景
下
絵
摺
物
料
紙

c

俳
人
番
付
(
墨
書
)

色
紙

一
枚
物
②
9
6
5
2

一
枚
物
①
3
0
4
6

、』 句・ ←切一

~ --同一一

可
大

*
勧
進
元
の
位
置
(
中
央
最
下
段
)
に
可
大
、
中
央
最
上
段
に
梅
室
の
名
を
記
す
。
ま
た
、
右
最
上
段
に
は
岱
年
・

悠
々
・
而
后
・
月
庭
・
逸
淵
・
芹
舎
、
左
最
上
段
に
は
由
誓
・
一
旦
ハ
・
水
竹
・
梅
通
・
有
節
・
林
曹
の
名
を
記
す
。

E
J
 

0
0
 

4
E
ム

可
大

「
名
月
の
光
吹
な
り
み
ね
の
松
」
な
ど
五
句

一
枚
物
②
9
6
6
5

*
書
簡
断
簡
か
。

巨歪

竹

「
若
水
や
柄
杓
置
子
の
艶
ご
冶
ろ
」
な
ど
三
句

三
節
懐
紙

一
枚
物
①
3
1
3
2

*
「
丑
の
設
暮
」
。

花
朝
女

句
稿

「
佐
保
姫
や
雪
あ
る
山
の
裾
つ
ず
き
」
な
ど
四
句

一
枚
物
①
3
1
3
1

*
書
簡
断
簡
か
。

桐
亭

「
も
の
〉
ふ
の
鞍
し
ら
ぬ
世
な
り
亮
」
な
ど
二
句

一
枚
物
①
3
1
4
8

句一発
稿句

一
枚
物
①
3
0
1
7

可
友

「
梅
が
?
や
顔
に
近
き
心
地
す
る
」
な
ど
四
句

*
書
簡
断
簡
か
。



25 26 27 28 

荷
雄

句
稿

*
荷
雄
・
尚
泊
・
来
青
・
松
宇
・
停
室
。

「
は
る
毎
に
君
が
か
ざ
し
に
咲
そ
へ
て
下
関
も
さ
か
ふ
る
は
な
の
い
ろ
か
な
」
な
ど
三
首

顔

和
歌

「
阿
川
や
拐
酒
き
れ
て
あ
ひ
の
宿
」
な
ど
六
句

一
枚
物
①

3
0
4
2

一
枚
物
①
3
1
5
8

一一「

江
戸

*
前
書
に
「
風
索
尼
の
君
は
俳
請
の
み
や
び
人
に
お
は
し
ま
し
け
る
が
今
年
八
十
の
賀
し
給
ふ
に
」
一
ぶ
々
。
裏
に

木
海
」
以
下
、
当
時
の
俳
人
一
七
名
の
名
前
を
記
す
。

寛
旭

一
一
節
懐
紙

*
「
同
の
歳
出
」

o

寄
書

「
夏
の
夜
は
つ
い
更
安
し
み
ね
の
円
」
な
ど
発
句
九
句
・
和
歌
一
首

-186 

「
算
へ
ノ
¥
待
春
楽
し
除
夜
の
鐘
」
な
ど
三
句

一
枚
物
①

3
0
8
9

間
斎
ら
発
句
和
歌
・
遊
外
画

一
枚
物
③

3
3
4
0

29 30 31 32 

'1 

* 鳴，-----，
ト庚

'~ 

度

五
写

遊
外
居
上
」
(
天
保
元
年
)
。
閑
斎
・
莞
か
・
両
寮
・
岱
年
・
梅
空
・
蒼
此
・
鼎
左
・
公
氷
・
雪

閑
f，(' 

自
画
賛

帰

坊

発
七J

f其
;奥

三
節
懐
紙

「
卯
の
花
や
し
の
ぶ
折
戸
の
か
決
は
ゆ
き
」

'
女
性
図

.
枚
物
①
3
1
1
6

「
一
人
前
の
浮
世
や
背
戸
に
箪
」

会
枚
物
①
3
1
5
7

「
春
奴
山
も
完
か
と
今
朝
の
春
」
な
ど
三
句

一
枚
物
①

3
0
3
0

己
外
坊

白
紙

*
「
甲
寅
ノ
型
節
」
(
安
政
一
冗
年
)
。

一
枚
物
①
3
1
1
2

「
見
送
る
や
か
ざ
す
一
周
も
笠
の
つ
れ
」

*
前
書
「
銭
別
」

0
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橘
中
庵
評

「
安
政
四
丁
巳
年
如
月
上
旬

二
二
一
連
臨
時
巻
」
よ
り
六
旬

魚
鳶
画
・
風
呆
図

抜
句
集

A

枚
物
②
9
6
7
2

其
徳

一
枚
物
①
3
0
3
9

懐
紙
「
あ
の
鐘
を
常
に
も
聞
か
秋
の
暮
」
ほ
か
和
歌

-
H

*
前
書
「
安
芸
国
厳
島
明
神
へ
参
詣
の
折
か
ら
」
一
ぶ
々
。
絵
半
切
(
「
天
王
寺
」
風
景
を
淡
彩
刷
)
料
紙
。

』旦回避ら

句
稿
断
簡

「
後
ろ
向
て
若
く
見
せ
た
る
踊
か
な
」
な
ど
一
間
句

一
枚
物
①
3
1
2
9

*
喜
遊
・
柳
泉
・
未
同
・
舟
上
・
晴
年
・
雪
秀
・
魚
光
・
花
雪
・
如
一
周
・
喜
明
-
r
九
葉
・
志
定
・
雨
日
一
・
青
々
・
石

遊
。
高
点
句
抜
書
の
断
簡
(
「
臼

句
稿
断
簡
」
の
ツ
レ
)
か
。

一
枚
物
②

3
2
4
2

制
省
ら

員
友
ら

InJ 
f高

「
夜
は
露
に
ま
か
し
て
萩
の
月
白
し
」
連
句
九
旬
・
発
句
三
句

歌
仙
満
出
」
(
九
句
に
て
「
一
順
ド
略
」

)
O
R友
・
桔
亭
・
如
流
・
半
輪
・
再
来
・

芝
山
・
山
田
堂
・
鳶
口
・
魯
陰
。
罫
紙
を
使
用
。

ゥ，
a

oδ 
噌

a
A

*
「
良
夜
二
一
語
村
於
天
真
庵

九
春

「
世
経
て
も
尽
ぬ
な
が
れ
の
苔
清
本
」

一
枚
物
①
3
1
0
7
・
2

発
句

*
署
名
「
豊
後

九
春
」
。

恭
豊

「
春
風
や
お
ど
り
来
る
て
う
駒
の
跡
」

一
枚
物
①
3
1
1
5

発
句

*
前
書
「
宝
暦
五
年
亥
七
月
廿
四
日
之
政
夢
想
」
。
署
名
「
室
恭
豊
」
。

日
片
会
口

「
臼
過
し
た
日
は
は
っ
秋
の
紛
れ
け
り
」

一
枚
物
①
3
1
2
0

発
旬

世
片
全
日

「
腕
さ
す
る
秋
は
来
に
け
り
角
力
と
り
」
な
ど
九
旬

一
枚
物
①
3
1
7
1

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

琴
松
園

「
産
も
千
代
の
ま
た
初
花
ぞ
す
ゑ
た
の
し
」

.
枚
物
①

3
0
5
8

発
句
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*
前
書
「
初
産
を
寿
き
て
」
。

琴
和

「
弓
は
じ
め
常
概
の
松
を
後
ロ
指
」
な
ど
二
俳
句
・
和
歌
二
首

字
会
一
節
懐
紙

*
「
寅
ノ
聖
節
」
。

〔
桂
草
〕

「
有
明
の
月
も
人
る
さ
の
山
の
端
に
か
、
れ
ば
匂
ふ
朝
顔
の
花
」

和
歌

*
署
名
な
し
。

桂
草

「
お
そ
れ
み
て
草
の
戸
明
よ
初
日
山
」
な
ど
二
‘
句

.
一
節
懐
紙

*
日
の
出
を
見
る
人
物
図
(
肉
筆
)
下
絵
あ
り
。

月
朝

「
扇
だ
け
よ
け
て
も
波
は
米
ざ
り
け
り
」

発
句

*
雲
母
刷
薄
下
絵
料
紙
。

玄
蛙

「
大
せ
つ
に
身
を
か
、
え
た
り
雨
の
花
」
な
ど
五
旬

句
稿

玄
蛙

* 句;吉
稿}‘簡

断
簡
か「

十
日
郷
や
雪
の
う
も
れ
木
見
に
行
ん
」
な
ど
で
一
旬

*
書
簡
断
簡
か
。

玄
川

「
春
は
今
朝
ま
つ
花
鳥
を
こ
、
ろ
か
な
」
(
連
歌
)

発
旬

*仏削宝日↓「品川い円日」。

r
u口
H
リ

j
自
T

発

「
明
易
き
夜
や
さ
め
ぬ
め
に
ぬ
く
い
め
し
」

*
前
辛
口
「
前
途
之
副
里
の
公
務
を
佑
ふ
て
」
云
々
。

公
成

発
旬

「
是
も
ま
た
花
の
か
泳
み
よ
小
蓋
」

一
枚
物
②
3
1
9
9

ぬ
枚
物
①
3
1
4
7

一
枚
物
②
3
2
4
7

一
枚
物
①
3
1
9
4

'1 

一
枚
物
①
3
1
0
9

188-

一
枚
物
①
3
1
1
0

A

枚
物
①
3
1
1
8

一
枚
物
①
3
1
8
8

一
枚
物
①
3
0
2
8
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公
成

「
啄
木
鳥
の
つ
冶
き
出
せ
し
か
初
ざ
く
ら
」

*
前
書
「
あ
る
禅
剃
に
ま
か
り
し
に
む
つ
か
し
げ
な
る
老
木
の
花
の
ほ
こ
ろ
び
就
た
る
を
見
て
」
o

「
は
し
り
来
て
飛
つ
く
犬
ゃ
う
め
の
月
」
な
ど
六
句

発
句

公
成

句
稿

孝
標
・
正
勝
・
忠
勝
ら

「
安
、
水
三
年
正
月
七
日
夜
会

世
占
懐
紙

何
日
開
」

ノ~".t.戸、

H民

「
新
海
苔
や
富
上
の
句
も
あ
る
状
の
ほ
し
」

発
句

五
英
・
素
山

「
ね
て
も
間
ぬ
枝
の

μや
お
ぼ
ろ
月
」
・
「
弱
鷹
や
麓
は
あ
ら
し
峰
は
月
」

発
旬

五
升
庵

俳
文

「
あ
る
人
に
こ
た
ふ
る
こ
と
葉
」

*
末
尾
に
発
句
「
萩
薄
た
ふ
る
冶
ま
で
の
老
が
友
」
o

坊

白
両
賛
♂

「
雲
の
上
は
あ
り
し
昔
の
姥
ざ
く
ら
」

女
性
凶

*
汚
損
あ
り
。

梧
亭

点
印
譜

「
桔
一
日
守
点
式
」

*
卜
八
点
・
卜
点
・
七
点
・
丘
点
・
二
一
点
・
二
点
・
」
点
。

和
三寺

「
俗
仕
に
」
ぷ
々

古
梅
岡

*
奥
書
「
林
半
吟
雅
君
開
遁
に
松
竹
梅
を
寵
め
和
詩
七
律
賦
」
。
署
名
「
七
十
七
翁
十
日
梅
園
」
。

虎
友
ら
発
句

点
巻
断
簡

「
水
鳥
の
行
筋
た
つ
や
汐
さ
か
え
」
な
ど
凹
句

*八
L

・
虎
友
・
梅
節
・
飛
々
庵
。

細
省
ら

旬
稿
断
簡

「
人
別
の
う
ち
に
聴
た
る
か
注
し
哉
」
な
ど
二
‘
一
旬

A

笑
・
如
月
・
泉
隣
・
北
人
・
幾
朝
女
・
秀
巴
・
喜
逸
。
高
点
句
抜
書
の
断
簡

一
枚
物
①
3
0
6
1

*
細
省
・
錦
寿
・
花
雪
・
紫
水
・

一
枚
物
②
3
2
1
4

」
枚
物
②
3
2
4
9

一
枚
物
②
9
6
6
3

一
枚
物
①
3
0
5
9

一
枚
物
③
3
3
1
8

十
枚
物
①
3
0
8
2

一
枚
物
③
3
3
2
9
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一
枚
物
①
3
0
6
3

.
枚
物
①
3
1
3
8

一
枚
物
③
3
2
7
4



(「お

句
梢
断
簡
」
の
ツ
レ
)
か
。

喜
遊
ら

62 

歌
仙
懐
紙

「
草
枕
犬
も
時
雨
る
冶
か
夜
の
声
」

一
枚
物
②
3
2
6
0

左
城
・
柴
離
両
吟

*
「
拝
吟
」
と
前
書
。
発
句
は
百
蕉
発
句
(
「
あ
ら
野
』
所
収
)

0

一
O
句
目
ま
で
。

63 

「
朝
寒
や
大
川
形
に
か
冶
る
霧
」
な
ど
.
一
九
句

一
枚
物
③
3
2
7
8

三
才
ら
発
句
・
一
笛
斎
点

*
三
十
‘
.
虎
声
・
楠
枝
・
閑
谷
・
亀
青
・
王
山
・
加
我
・
小
月
・
萩
露
・
東
山
・
山
井
・
柳
水
・
て
一
寸
・
秋
日
以
J

王
片

王
・
楽
遊
・
初
雪
・
円
花
・
蝶
酔
・
翠
竹
・
霞
山
・
玉
光
・
山
A
7

雪。

64 

「
と
ま
れ
と
ハ
我
ち
か
ら
な
き
柳
哉
」

一
枚
物
①
3
0
9
6

千
風

懐
紙

65 

*
前
書
「
一
滴
万
波
の
順
風
に
ふ
ん
で
の
梓
さ
し
粒
の
帆
を
拐
し
折
ふ
し
袖
を
ひ
き
さ
ら
ば
ノ
¥
の
時
」
o

「
散
り
た
れ
ば
悌
の
こ
る
花
見
か
な
」

190 

朝

発
句

一
枚
物
①
3
1
5
6

66 

「
我
身
こ
そ
我
宝
な
れ
け
ふ
の
春
」
な
ど
っ
一
旬

一
枚
物
②
3
2
4
3

山
布
留 *

一一一
話芸節
懐円懐
紙署紙

名

橘
叶全

庵

布
留

八
卜
三
翁
」
。

.
枚
物
②
3
2
5
4

67 

「
正
日
や
松
の
位
は
峰
に
有
」
な
ど
三
句

*
「
同
春
」
。
署
名
「
七
十
八
曳

長
閑
斎
」
。

68 

「
梅
茶
老
翁
は
長
々
の
病
ひ
も
快
復
あ
り
し
、
か
」
云
々
。

今
枚
物
②
3
2
3
9

自民

俳
文

*
末
尾
に
「
咲
く
栴
の
杏
も
た
し
か
也
宿
の
春

a

一‘眠打」。

69 

一
枚
物
②
3
2
4
4

而
后

稿

「
谷
川
の
水
か
ら
う
す
も

H
、
水
哉
」
な
ど
五
句

70 

上
芳
」

土
芳
像

一
枚
物
②
3
2
3
3

自
在
庵

自
画
賛

「
小
男
鹿
の
か
さ
な
り
ふ
せ
る
枯
野
か
な

*
落
款
「
白
夜
庵
俳
画
印
」
(
米
文
方
印
)
。
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m
-
秋
窓

79 80 

じ
口
舟

l

L止
1
L
1
1

一
二
節
懐
紙

「
皆
人
の
性
は
苦
な
り
ふ
f

朝
の
春
」
な
ど
三
句

元
旦
」
。
署
名
「
束
江
亭
指
竹
」
。

「
恩
沢
の
満
て
ゆ
た
か
や
玉
の
春
」
な
ど
三
句

一
枚
物
①
3
1
5
4

*
「
戊
の
と
し

指
竹

三
節
懐
紙

‘
枚
物
①
3
1
9
1

*
「
丙
辰

歳
日
己
(
安
政
三
年
)
、
署
名
「
東
江
苧
指
竹
」
o

じ
臼
什
』

ι
J
1
L
1
l
 

「一冗

H
や
み
な
若
返
る
人
の
顔
L

な
ど
三
句

一
枚
物
②
3
2
1
6

.
節
懐
紙

*
「
安
政
六
未
の
と
し
」
。
署
名
「
東
江
苧

指
竹
帥
」

o

芝
童

「
名
月
や
よ
そ
に
見
し
事
も
お
!
も
ひ
そ
え
」
な
ど
て
句

枚‘枚
物荷物

①①  
3 3 
1 1 
5 4 
1 4 

発
旬

芝
童

「
朝
顔
の
花
や
明
残
る
雲
も
が
な
」
な
ど
二
旬

J懐
紙

芝
章
ら

4

「
葉
の
う
ら
の
砂
に
も
箔
や
菊
の
花
」
な
ど
四
旬

一
枚
物
①
3
0
2
0

噌

E
ム

ハ可
U

4
2
A
 

懐
紙

*
前
事
口
「
重
陽
」
。
年
記
「
中
の
と
し
」
。
末
尾
に
「
社
中
〔
芝
〕
〔
章
〕
(
朱
文
方
印
)
」
。
料
紙
に
庇
の
下
絵
。
二

楽
・
離
胴
・
蓮
状
・
芝
童
。

干大
宮

「
木
ま
く
ら
を
ち
ょ
と
り
た
る
す
ず
み
か
な
」

一
枚
物
②
3
2
4
1

色
紙

*
左
注
「
一
口
郎
の
う
ち
に
あ
る
を
」
。
銀
泥
主
形
白
ヌ
キ
亀
下
絵
料
紙
。

発
句

「
草
山
を
」
云
々

字
、
枚
物
②
9
6
5
4

戸
内
指
あ
り
。

子
葉

「
短
尺
に
萩
大
名
や
句
談
合
」

一
枚
物
①
3
0
6
9

発
句

*
署
名
「
大
高
源
五

子
葉
」
。
断
簡
か
。

昌
逸
ら

両
節
懐
紙

「
仰
ぐ
代
を
松
に
た
と
へ
ん
千
々
の
春
」
以
下
一
六
旬
(
連
歌
)

一
枚
物
①
3
0
8
6



81 82 83 84 85 86 87 88 89 

*
端
書
「
文
化
五
年
正
月
十
一
日

柳
営
之
御
会

山
何
」
。
法
眼
目
逸
(
発
句
)
・
内
大
臣
殿
(
脇
)
・
H
H
惇
(
第
二
)

日
日
永

発
句

以
下
十
六
句
(
「
御
一
巡
」
)
と
其
阿
発
句
二
句
(
「
年
の
始
に
」
「
去
年
の
く
れ
に
」
)
を
記
載
。

「
立
か
へ
れ
う
ら
若
水
に
老
の
浪
」

*
斗
削
争
再
「

h

戚
日
こ
。

松
什

発
句

*
前
書
「
年
内
立
春
」

o

「
刈
込
だ
恒
一
の
新
芽
や
後
の
月
」
な
ど
し
ハ
句

松
波

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

小
栗
庵

松
鱗

白
画
賛
色
紙 「

を
し
ま
る
冶
年
は
ヘ
ら
さ
ず
春
在
日
」

発
句

「
隔
の
声
ま
じ
り
て
雨
の
く
れ
ち
か
し

小
栗
庵
」

「
植
え
か
ヘ
し
菊
い
や
増
し
に
か
ほ
り
け
り
」

JI-

* 色戸前

紙書

転
七
を

し
て

「
雑
木
に
も
ふ
れ
ば
降
也
は
る
の
雨
」

如
草

旬
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

如
陛

白
画
賛

*
如
樟
は
俳
号
必
大
。

瓜
花
図

士
朗

自
画
賛

*
破
損
あ
り
。 「

袷
ぞ
と
思
ふ
も
ひ
と
日
一
日
か
な
」
な
ど
五
句

「
伴
生
ふ
家
の
戸
さ
し
ゃ
閑
古
鳥
」

「
き
り
六
¥
す
晴
ゃ
い
つ
ま
で
う
り
の
花
」

主
円
軌
・
羽
帯
凶

a

枚
物
①
3
0
9
5

一
枚
物
①
3
1
8
2

一
枚
物
②
3
2
4
6

A

枚
物
②
3
2
0
5

ヮ“ny
 

噌

E
A

一
枚
物
①
3
1
9
7

A

枚
物
①
3
1
1
3

-
枚
物
②
3
2
1
3

一
枚
物
①
3
1
6
1

一
枚
物
③
3
3
2
1
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士
朗

*
補
修
あ
り
。

親且一ハ

自
画
賛

発

「
子
の
よ
ふ
に
う
ゑ
た
れ
(
ば
)
こ
そ
梅
の
花
」

梅
凶

一
枚
物
③
3
3
4
7

「
別
ゆ
く
馬
や
大
空
沖
津
艇
」

一
枚
物
①
3
1
4
0

*
左
端
を
欠
損
。

一
枚
物
①
3
1
6
3

中
斎

信
重

発
旬

発
句

「
鉢
た
、
き
夜
の
衣
を
ふ
る
ひ
け
り
ι

「
松
ば
や
し
ま
だ
乳
を
在
弟
か
な
」
な
ど
六
句
・
付
合
‘
組

.
枚
物
②
9
6
5
6

こ
も
り
江
集

口
崖
口
郎

信
重
」
。

‘
枚
物
②
3
2
0
7

*
端
書
に
「
一
元
禄
六
年
蝋
月

「
口
や
得
し
是
も
口
人
の
燕
子
花
」
な
ど
」
組

水
也

付
人
円

*
破
損
あ
り
も

主
円
、
り

句
稿

「
満
汐
に
も
ち
あ
ふ
花
の
く
も
り
哉
」
な
ど
八
句

‘
枚
物
①

3
1
6
2

-193-

尺
交

*
青
・
(
虫
損
)
・
臥
央
・
若
・
半
桂
。

「
月
登
る
山
に
城
見
る
今
宵
哉
」

会
枚
物
①

3
0
5
3

雪
鮮

発
句

画
賛

「
山
洛
つ
い
た
顔
の
見
え
ぬ
や
み
そ
さ
可
ゐ
」

文
一
隅
両
・
垣
根

一
枚
物
②
3
2
2
9

*
「
巻
中
秀
逸
」
。

「
稲
の
香
を
吹
や
祭
の
膳
の
う
へ
」

一
枚
物
①
3
0
5
2

千
影

色
紙

*
薄
紅
色
料
紙
。

二
a

節
懐
紙

「
世
に
つ
れ
て
老
も
若
や
ぐ
花
の
春
」
な
ど
発
句
六
句
・
連
句
表
八
旬
・
和
歌
.
一
首

洗
午
坊
ら

ス
レ
あ
り
。

a

枚
物
②
3
2
3
7



*
「
弘
化
二
年
乙
巳
歳
」
。
洗
午
坊
・
米
寿
未
及
・
二
耕
・
青
二
・
川
二
・
梅
英
・
遊
之
・
梅
嶺
・
春
山
・
文
水
・

100 

祖
郷
・
春
岱
・
対
山

委
慣
・
右
白
坊
・
文
字
一
情
。

一
枚
物
①

3
1
6
4

「
鶏
頭
に
日
や
け
は
み
え
ず
畑
の
縁
り
」

半
歌
仙
懐
紙

*
表
題
「
俳
講
一
折
」
。
末
尾
に
「
弘
化
二
年
初
秋
日

101 

束
斎
(
隣
食
)
‘

*
「
未
一
死
旦
」
o

102 

東
斎
(
隣
食
)

*
「
辰
歳
日
一
」
。

103 

即
芙
ら

104 

素
圭
子*

岐
市fJ損
井あ

り

於
対
山
亭
興
行
」
。

三
節
懐
紙

「
膳
の
数
ま
た
も
芽
出
た
き
雑
煮
か
な
」
な
ど
牟
二
句

一
枚
物
①

3
0
8
5

三
節
懐
紙

「
世
直
し
に
代
は
静
り
で
あ
ら
玉
の
と
し
も
め
て
た
ふ
た
つ
の
春
か
な
」

一
首
ほ
か
二
句

一
枚
物
②

3
2
1
8

発
句
・
漢
詩
句
・
画
寄
書

「
青
蝿
の
し
ら
ぬ
道
あ
り
蘭
の
花
」
ほ
か

-194-

一
枚
物
①

3
1
7
3

付
合

「
さ
れ
ば
こ
そ
入
ほ
ど
深
し
夏
本
立
」
以
下
二
句

牟
枚
物
①

3
1
4
9

素
月

発
句

*
前
書
「
は
し
書
略
」
。

「
美
し
き
夜
を
嶋
ふ
る
す
蛙
か
な
」

一
枚
物
①

3
1
0
6

106 105 

蘇
山

発
句

*
左
上
部
を
欠
損
。

楳
目
先
生
君

107 

f素
山

封
筒

*
「
尾
州
名
古
屋
京
町
通
新
町
丁
字
尾
善
治
郎
保
山
」
(
朱
文
印
)
。

「
時
な
が
ら
黄
鳥
の
飛
ぶ
す
が
た
か
な
」

一
枚
物
①

3
1
0
5

「
備
后
尾
之
道

保
山
」
(
墨
書
)

一
枚
物
②

3
2
0
8
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大
古

発

「
そ
れ
と
め
の
さ
め
ご
冶
ろ
よ
し
は
つ
が
ら
す
」

大
虫

「
蓬
莱
の
松
に
も
あ
る
や
朝
日
口
口
」

*
破
損
あ
り
。
署
名
「
大
虫
道
人
[
対
梅
]
(
白
文
印
)
」

o

fi'I 
年

自
両
賛

画
賛

「
見
た
こ
と
は
皆
わ
す
る
、
に
不
川
内
、
の
山
」

雄
山
藤
天
瑞
両
・
山
日
以
図

発
旬

自
画
尚
一

発俳
文

忠
勝
・
元
長
ら

*
安
政
三
年
。

C
0
 

4
E
i
 

t
E
A
 

山

蝶

斎

119 118 

*
「
天
瑞
」
(
白
文
印
)
・
「
徳
平
」
(
白
文
印
)
を
捺
す
。

「
子
は
な
せ
は
も
と
の
影
も
つ
芭
か
な
」

f百
年

卓
池

竹
|凄

中
守

「
月
や

H
や
馴
て
ゆ
き
か
ふ
!
雲
と
蹴
」

松
岡

「
長
閑
さ
や
寄
せ
て
は
返
す
浦
の
浪
」

ボ
過
に
し
青
渓
雅
伯
は
」
よ
々

*
青
渓
十
七
回
忌
追
善
。
末
尾
に
発
句
「
き
く
ひ
と
の
な
き
を
な
く
な
り
ゆ
ふ
千
ど
り
」

o

一
二
ツ
物
揃
懐
紙

「
中
午
試
筆
連
歌

会
子
広
島
満
松
院
」

一
二
ツ
物
九
組

聴
雨

句
稿

色
紙

「
吹
廻
す
瀧
の
糸
よ
り
穐
の
風
」
な
ど
五
句

「
后
の
月

A

二
五
の
夜
ほ
ど
雲
は
な
し
」

潮
水

*
松
鶴
下
絵
料
紙
。

「
頓
て
地
に
と
可
く
鰍
雨
の
糸
ざ
く
ら

潮
水
」

樗

発
句

発
句
懐
紙

*
前
書
「
む
月
半
杏
斎
老
翁
の
往
生
あ
り
け
る
を
悼
て
」
。

「
薬
園
ゃ
い
か
に
回
ら
ぬ
春
の
草
」

」
枚
物
①

3
0
6
8

一
枚
物
②

3
2
0
1

一
枚
物
③

3
3
5
0

一
枚
物
②

3
2
6
5
・
5

枚'枚
物物
③③  
3 :3 
3 3 
o 3 
6 6 

一
枚
物
①

3
0
7
0

F
D
 

Q
d
 

噌
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一
枚
物
②

9
6
5
8

一
枚
物
②

3
2
4
8

8

・
枚
物
①

3
1
9
5

一
枚
物
②

3
2
2
1

一
枚
物
②

3
2
6
3
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樗
~ 
主主

発
句
色
紙

「
片
ノ
¥
は
足
が
寒
い
か
小
聞
の
鶴
」

一
枚
物
②
3
2
6
4

*
緑
色
地
菖
蒲
下
絵
料
紙
。
傷
み
あ
り
。

拓
本

「
樗
堂
墓
」

一
枚
物
②
3
2
6
5
・
6

対
山

「
ひ
し
ノ
¥
と
ゆ
め
の
戸
た
冶
く
水
鶏
か
な
」
以
ド
六
句

一
枚
物
①
3
1
0
1

連
句

*
端
書
‘
「
歌
仙
」
。
表
六
旬
を
清
書
し
「
対
山
拝
」
と
署
名
。

桃
下
ら
撰

「
醒
井
荒
神
社
奉
燈
集
」
(
墨
書
)

一
枚
物
①
3
0
4
3

募
句
チ
ラ
シ

*
撰
者
、
桃
下
・
醒
居

朝
・
芝
氏
。

等
主主

「
人
波
や
花
の
み
な
と
の
広
小
路
」

一
枚
物
①
3
1
4
1

発
句

*
前
書
「
上
野
」

0

ρ
O
 

A
u
d
 --

東
水

「
吹
お
れ
た
薄
も
や
は
り
穂
に
出
た
り
」

枚
物
① 
3 

4 

色
紙

'f 

桐
栖

「
冬
瓜
に
な
す
び
よ
花
は
を
み
な
ヘ
し
」

一
枚
物
②
3
2
5
3

* 前 i発
書‘句
一「

求
め
士通{

て

免
国

一
一
.
節
懐
紙

「
不
命
一
山
の
夢
ゆ
め
で
な
し
初
日
の
出
」
な
ど
で
一
旬

一
枚
物
②
3
2
2
5

*
「
戊
午
歳
鶏
日
一
」
(
安
政
五
年
)
。
署
名
「
閑
月
亭
免
園
」
。
寺
院
両
(
江
ノ
島
か
)
絵
半
切
を
使
用
。
汚
損
あ
り
。

篤
老

「
土
用
ぼ
し
だ
れ
も
春

H
の
御
末
か
な
」

一
枚
物
②
3
2
5
5

発
句

*
落
款
「
慎
平
」
(
朱
文
方
印
)
。

土
芝

「
千
と
せ
ふ
る
鹿
も
な
く
ら
む
春
日
山
」

一
枚
物
①
3
0
3
8

発
句

*
打
曇
紙
料
紙
。
前
書
「
や
む
ご
と
な
き
み
か
た
の
い
そ
ぢ
の
賀
句
」
一
ぶ
々
。



132 131 130 

土
芝

発
句

土
芝

発
句

~: 
f." 
足こ

発
句

*
前
半
は
書
き
損
じ
か
。

133 

土
芝
短
冊
包
紙

「
蕪
干
せ
ば
そ
も
あ
は
れ
あ
る
雫
か
な
」
な
ど
で
一
旬

「
蕪
干
せ
ば
そ
も
あ
は
れ
あ
る
雫
哉
」
な
ど
一
.
句

「
宿
ふ
れ
は
ち
り
の
中
よ
り
初
は
す

宿
ふ
れ
は
塵
の
中
よ
り
初
蛙
」

一
枚
物
②
3
2
1
5

一
枚
物
②
3
2
2
0

一
枚
物
②
3
2
3
1

も
の
。

*
古
子
和
」
二
年
四
月
に
購
入
し
た
極
上
越
前
知
冊
の
包
紙
を
「
塑
水
亭
七
芝
翁
遺
吟
短
冊
」
の
包
紙
と
し
て
使
用
し
た

一
枚
物
②
9
6
6
8

134 

南
々

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

点
巻
断
簡

「
雪
の
日
や
さ
し
引
汐
の
色
も
な
き
」
な
ど
四
句

*
喜
笑
・
日
光
・
千
蝶
・
」
一
井
。
点
印
を
捺
す
。
(
「
附
梅
谷
ら

梅
谷
ら
点
巻
断
簡
「
薄
着
し
て
も
今
月
寒
し
春
の
風
」
な
ど
三
句

*
梅
谷
・
二
井
・
鹿
島
。
点
印
を
捺
す
。
(
「

m
A
一
井
ら

「
広
浜
や
鶴
た
つ
あ
と
の
お
ぼ
ろ
月
」

135 

井
ら

136 中

梅

室

。oqd
 

発
句

梅
宅

発
句

*
関
防
印
「
白
台
」
。

「
こ
と
し
本
卦
返
り
な
る
よ
り
嗣
子
如
琴
が
促
し
に
よ
っ
て
」
云
々

139 

梅
茶

俳
文

*
末
尾
に
「
雌
さ
れ
て
身
を
高
ふ
ら
ん
松
の
花
」

o

「
口
口
子
で
結
ぶ
葉
口
や
水
仙
花
」
な
ど
五
句

点
巻
断
簡
」
の
ツ
レ
)

点
巻
断
簡
」
の
ツ
レ
)

「
豊
の
秋
ち
か
ら
に
は
づ
む
を
ど
り
か
な
」

枚
物
①
3
1
8
5

一
枚
物
①
3
0
2
1

ヴ

dQ
u
 

t
a
A
 

一
枚
物
①
3
0
9
4

一
、
枚
物
①
3
0
8
8

一
枚
物
①
3
1
9
3

一
枚
物
①
3
1
4
2
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梅
通

発
句

梅
通

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

梅
通

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

梅
北

懐
紙

*
前
書
「
松
井
主
人
の
恵
美
寿
祭
に
」
云
々
。

「
繁
昌
は
音
に
も
聞
け
ど
此
宿
ヘ
」
な
ど
て
句

梅
北

懐
紙

*
前
書
「
釜
の
鴫
り
け
る
を
祝
し
奉
る
」
。

「
餅
に
さ
ヘ
蓬
の
名
あ
り
い
つ
く
し
ま
」

梅
北

発
句

「
あ
ら
涼
し
命
を
た
も
つ
酒
の
昧
」

「
は
ぐ
れ
来
て
は
し
る
千
鳥
や
松
林
」
な
ど
五
旬

「
出
在
所
や
梅
は
あ
ら
野
、
有
来
り
」
な
ど
五
句

「
風
も
よ
し
活
き
て
飛
ぶ
鯛
恵
美
寿
講
」
な
ど
宇
一
旬

梅
北

*
前
書
「
弥
生
の
望
宮
じ
ま
詣
に
供
を
く
れ
て
」
。

発
句
懐
紙

「
松
む
し
ゃ
め
ぐ
り
来
る
日
の
か
ひ
も
な
し
」

*
前
書
「
大

麦
雨

't需
品氏

尊
者
の
七
々
の
日
を
悼
て
」
。
雅
楽
器
挿
絵
摺
物
料
紙
。

「
渡
し
馬
も
糊
こ
わ
着
た
り
今
朝
の
秋
」
な
ど
三
句

自
甫

両
節
懐
紙

*
前
書
「
初
秋
」
。
草
花
模
様
招
ド
絵
。

「
孫
に
子
に
み
な
集
り
ぬ
弓
は
じ
め
」
な
ど
三
句

*
前
書
「
十
日
郷
に
六
十
の
春
を
迎
て
」
、
署
名
「
麗
々
舎
白
甫
」
。

波
同

発
句

「
千
代
と
ま
で
ね
が
は
ぬ
我
も
小
松
引
」

一
枚
物
①
3
1
0
0

一
枚
物
①
3
1
7
2

一
枚
物
②
3
2
4
0

一
枚
物
①
3
0
4
8

一
枚
物
①
3
1
3
3

'1 

一
枚
物
②
3
2
5
6

198 

一
枚
物
②
3
2
6
5

一
枚
物
①
3
0
9
9

一
枚
物
②
3
2
1
9

一
枚
物
①
3
1
1
1



150 151 153 152 154 155 156 157 159 158 

巴
流
ほ
か

't裏
紙

「
一
危
の
う
ち
に
も
ち
る
と
け
ふ
の
月
」
な
ど
八
句

*
琴
指
・
少
年
朝
駒
・
少
K
T
燕
市
・
母
と
み
・
此
タ
・
野
橋
・
女
し
な
・
巴
流
(
相
原
若
連
中
)
。
端
書
「
午

良

夜
」
・
奥
書
「
右
月
子
向
」
o

半
牛

椎
之
本

「
蓑
竺
に
つ
く
ほ
ど
置
て
惚
の
露
」

発
句

*
前
書
に
「
唐
土
の
た
め
し
に
は
鍬
も
て
こ
が
ね
の
釜
を
堀
」
一
五
々
。

「
ほ
旬
は
只
群
を
出
て
工
案
に
わ
た
る
べ
し
」
一
五
々

半
時
庵
俳
論
書
付

俳
文
「
百
華
園
主
人
は
梅
脂
京
医
に
か
は
り
て
」
一
ぶ
々

範
美

*
末
尾
に
「
梅
庵
主
人

範
美
/
松
と
あ
ふ
て
名
は
千
代
ま
て
そ
花
の
春
」
。

風
窓

羽
御
影
供
や
何
所
ま
て
了
く
蟻
の
道
」

発
句

*
署
名
「
八
十
八

風
窓
」
。

風
索

「
春
風
に
吹
れ
て
野
辺
の
衣
か
づ
き
」

発
句

*
署
名
「
八
十
八

風
窓
」
。

風
紫

「
春
雨
に
立
お
く
れ
し
ゃ
沼
太
郎
」

n 
;tt主

句

*
署
名
「
八
十
八
歳

風
索
」
。

f長L
紫

「
終
に
行
道
に
も
露
の
別
れ
か
な
」

*
前
書
「
友
人
賞
三
の
ぬ
し
去
ぞ
の
秋
身
ま
か
り
給
ひ
し
」
。
署
名
「
八
十
三
歳

発
句

風
紫

「
紅
う
ら
の
さ
ハ
り
ご
メ
ろ
や
春
の
帥
」

発
句

風
紫

「
朝
が
ほ
の
二
葉
に
見
た
り
初
蛍
」

発
句

一
枚
物
①

3
0
7
4

一
枚
物
③
3
3
5
5

一
枚
物
②
3
2
2
3

一
枚
物
①
3
1
6
8

一
枚
物
①
3
0
1
3

199-

J

枚
物
①
3
0
1
6

一
枚
物
①

3
0
3
5

一
枚
物
①

3
0
5
1

風
窓
」
。

一
枚
物
①
3
0
5
4
・
1

一
枚
物
①
3
0
5
4
・
2



160 161 162 163 164 

風
祭
」
o

凪L
紫

発
句

*
署
名
「
八
十
八
歳

「
松
風
が
吹
か
ば
又
来
よ
友
千
鳥
」

*
玉
竜
模
様
料
紙
。

J瓜
索

発
句

*
署
名
「
八
十
八
歳

「
雪
の
家
見
た
り
み
ら
れ
つ
川
向
ひ
」

!団
紫

発
句

*
署
名
「
八
十
六
才

「
神
闘
の
う
す
さ
も
淋
し
初
時
雨
」

風
窓

発
*
署
名
「
八
十
六
歳
之
風
禁
事
日
之
」
。

「
里
人
を
養
ふ
水
や
梅
の
乳
」
な
ど
二
旬

風
索

懐
紙

「
袖
の
香
は
け
ふ
の
菖
蒲
の
雫
哉
」

風
索
山
。

風
窓
書
し
と
」
o

165 

*
前
書
「
西
の
村
の
梅
林
に
あ
そ
ひ
て
」
。
署
名
「
八
十
六
歳
に
て
風
窓
吉
之
」
。

風

窓

俳

文

「
文
月
七
日
は
二
星
の
逢
夜
と
て
」
云
々

166 167 168 

風
索

俳
文

*
署
名
「
八
卜
八
歳
風
索
書
之
」
。
末
尾
に
「
身
を
せ
め
て
身
を
や
す
く
せ
よ
稲
の
秋
」
。

「
花
は
か
ぐ
は
し
と
い
へ
ど
も
」
云
々

風
窓
拝
」
。

風L
紫

発
句

*
末
尾
に
「
「
冬
枯
や
む
な
し
く
め
ぐ
る
桜
陰

「
う
ど
の
香
を
さ
そ
ふ
や
茶
や
の
す
だ
れ
ご
し
」

*
署
名
「
八
十
八
、
風
紫
」
。

風
紫

俳
文

「
芳
野
、
花
に
遊
ぶ
人
は
嵐
山
の
春
に
お
く
れ
」
一
ぶ
々

一
枚
物
①
3
0
5
5

一
枚
物
①
3
0
5
6

一
枚
物
①
3
0
5
7

一
枚
物
①
3
1
3
4

一
枚
物
①
3
1
3
7

200 

一
枚
物
②
3
2
0
2

一
枚
物
②
3
2
0
9

一
枚
物
②
3
2
3
2

ム
枚
物
②
3
2
3
4



169 170 171 172 173 174 山
富
十
刀
ら

176 177 

*
末
尾
に
「
碑
に
ふ
り
ゆ
く
花
の
名
残
か
な

風
窓
岬
」
o

八
卜
八
歳

)j(~ 
恕

「
御
影
供
や
袖
は
在
野
、
花
つ
く
し
」

風
索
」
o

‘
枚
物
②
3
2
5
0

発
句

*
署
名
「
八
十
八

風
紫

「
や
せ
馬
も
つ
な
が
ぬ
宿
や
卯
木
恒
一
」

一
枚
物
②
3
2
5
1

発
句

*
署
名
「
八
十
八
歳

風
紫
」
。

)瓜
誤

「
雲
本
の
果
は
こ
、
ら
か
誌
の
花
」

一
枚
物
②
3
2
5
2

発
句

*
署
名
「
八
卜
八
歳

風
紫
」
。

一
枚
物
①
3
1
3
5

〔
風
紫
〕

「
行
と
来
と
こ
、
ろ
ひ
と
つ
や
花
に
烏
」
な
ど
十
一
句

句
稿

*
署
名
な

K
加
点
(
朱
筆
)
あ
り
。

201 

風
律
ら

」懐

紙

「
月
雪
を
お
も
ひ
山
て
嶋
又
涼
し
」
な
ど
て
八
句

一
枚
物
①
3
1
2
3

*
芦
錐
・
八
杭
ら
。
表
題
「
賀
島
吟
」
。
輿
書
「
此
集
也
松
本
翁
之
請
而
諸
子
所
賦
詠
県
別
堅
賀
島
之
景
勝
也
」
一
ぶ
々
。

不
及
幼

一
ム
節
懐
紙

「
喰
つ
み
や
先
土
器
に
一
掴
ミ
」

.
枚
物
②

3
2
1
7

*
「
丙
以
段
日
己
(
安
政
三
年
)

0

懐
紙

「
い
つ
く
し
ま
:
・
」
な
ど
和
歌
八
九
自
・
連
歌
発
句
四
句

字
、
枚
物
①

3
0
2
2

*
前
書
「
君
燕
先
生
い
つ
く
し
ま
詣
で
給
ひ
」
云
々
。
富
十
刀
・
有
燕
・
占
泉
・
祝
師
久
寛
・
棚
守
川
知
・
久
良
。

丈
之

句
碑
拓
本

「
玉
川
や
田
う
た
流
る
冶
五
月
雨
」

宇
枚
物
③

3
3
6
1

*
「
天
明
七
年
晩
夏
建
白
」
。

し
え
窓

-
A

一耕

1、f
之、
ιi 

「
挺
斗
日
比
布
に
海
も
ゆ
か
し
ゃ
初
硯
」
な
ど
一
組

一
枚
物
②
3
2
1
2



*
端
書
「
前
文
略
」

o

178 

「
計
り
ご
と
に
子
を
組
ん
で
夜
も
明
の
春
」
な
ど
二
一
句
。

文
鯉

一
一
.
節
懐
紙

.
枚
物
②
3
2
3
6

*
「
壬
戊
歳
日
」
」
(
文
久
・
一
年
)
。
署
名
「
臨
江
亭
文
鯉
」
o

179 

「
宗
一
風
の
な
口
は
か
は
ら
ず
年
の
暮
」
な
ど
八
句

坊
丸
ら
発
句

点
巻
断
簡

一
枚
物
③
3
3
0
8

*
八
工
・
坊
丸
・
小
増
・
雲
水
ィ
大
鳥
・
一
海
。

180 

「
小
二
千
里
進
ん
で
拝
む
初
日
か
な
」
な
ど
九
句

抱
琴
ら

懐
中氏

ム
枚
物
①
3
1
9
6

*
表
題
「
奉
納

若
松
、
一
本
」
、
前
書
に

「
秋
出
に
春
を
迎
ひ
て
」
。
素
山
・
子
氏
・
如
山
・
下
鱗
・
礎

香
斎
画

長
・
月
免
・
蒼
鷹
・
浪
花

-
一
鶴
・
同
催
主

抱
琴
」
。
「
寅
如
月
」

0

182 181 

連
句
稿

旬

.
枚
物
①
3
0
4
7

202-

「
朝
ゆ
ふ
の
け
ぶ
り
四
隣
に
柳
か
な
」
以
ド

蓬
仙
・
東
洲
両
吟

「
い
た
だ
い
て
信
と
昧
ふ
雑
煮
か
な
」
な
ど
一
一

A

句

't 

一
枚
物
①
3
0
4
5

朴
志

三
節
懐
紙

183 

*
「
子
の
歳
日
己
(
嘉
、
水
下
九
年
)
。

〔
朴
志
〕

J

一
節
懐
紙
「
初
日
哉
」
な
ど
二
一
旬
・
和
歌
三
首

*
「
戊
の
品
目
‘
」
・
「
戊
の
大
小
」
。

.
枚
物
①
3
0
9
0

185 184 

高
額

自
画
賛
色
紙

「
け
ふ
口
も
の
抱
て
来
た
り
雪
の
舟
」

l

有
凶

一
枚
物
①
3
1
9
8

高
頼

「
年
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
膝
の
う
ヘ
」

一
枚
物
③
3
3
3
3

発
句

*
前
書
「
初
孫
ま
w

つ
け
た
る
人
に
中
送
る
」
。

186 

「
士
口
金
一
日
い
は
ふ
ま
こ
と
に
と
し
も
事
字
哉
」
な
ど
丘
口
旬

一
枚
物
③
3
2
6
7

木
玉
発
句
・
加
友
点

*
打
曇
水
辺
下
絵
料
紙
。
奥
書
に
「
印
点
七
句

勢
州
山
田
般
舟
庵
」
。



188 187 189 190 191 193 192 194 195 197 196 

黙
油

「
茸
狩
や
被
か
ご
え
し
髭
男
」
な
ど
二
句

一
枚
物
②
3
2
2
6

句
稿

母
里

「
宵
津
子
の
は
や
す
を
聞
け
ば
斉
哉
」
な
ど
丘
句

一
枚
物
②
9
6
7
0

句
稿

*
署
名
「
奉
母
里
帥
」
。
書
簡
断
簡
か
。

友
左
坊

「
香
を
つ
冶
む
ほ
ど
奥
床
し
一
吉
の
梅

一
枚
物
③
3
3
5
3

発
句

友
左
坊
」

*
前
書
「
人
の
短
を
一
ぶ
ふ
こ
と
な
か
れ
己
が
長
を
説
く
こ
と
な
か
れ
の
」
一
一
け
の
葉
を
つ
ら
ノ
¥
お
も
ふ
に
」
。
絹
本
。

剛
山
点
巻

百
韻

「
軒
を
遺
る
て
ん
で
き
は
是
菖
に
あ
り
」

一
枚
物
③
3
2
9
6

*
表
紙
に
「
て
ん
で
き

御
独
吟
」
(
墨
書
)
。

一
枚
物
②
3
2
5
7

IX¥iI 
IlJ 
点

遊
糸

A

二
節
懐
紙

「
弾
初
の
弦
高
し
華
の
春
」
な
ど
二
‘
句

*
「
甲
寅
ノ
議
H
一
」
(
安
政
元
年
)
。

-203-

有
節

両
賛

「
谷
間
廼
短
伎
空
也
不
如
帰
」

春
月
女
両
・
月
下
樹
木
図

一
枚
物
①
3
0
7
5

有
右

三
節
懐
紙

「
若
水
ゃ
う
つ
ろ
ふ
影
の
笑
い
貌
」
な
ど
三
旬

一
枚
物
①
3
0
3
1

*
「
嘉
、
水
四
辛
亥
歳
日
一
」
o

有
律
仙
ら

「
〔
枕
松
亭
・
何
調
亭

文
台
披
露
句
文
〕
」
懐
紙
四
枚

一
枚
物
③
9
6
7
6

*
巻
子
装
。
文
化
四
年
一
一
月
。
有
律
仙
・
風
慮
坊
・
熊
把
・
白
寿
局
。

培
雲

「
鍋
.
か
り
て
樹
野
の
冬
龍
」

富
上
山

鍋
図

一
枚
物
②
3
2
2
7

自
画
賛

*
前
書
「
甲
州
ニ
春
を
待
て
」
。

〉比
司ミ

々

両
節
懐
紙

「
解
に
け
り
棉
飛
か
ふ
初
日
影
」
な
ど
二
句

一
枚
物
①
3
0
4
4

楽
々

「
春
風
は
よ
し
ゃ
降
日
の
合
歓
の
花
」
な
ど
二
句

‘
枚
物
①
3
1
9
2

発



*
罫
線
人
り
料
紙
。

198 

楽
々

「
か
い
が
ね
や
さ
や
か
に
猶
も
雪
と
花

楽
々
」

*
前
金
一
口
「
弥
生
の
初
っ
か
た
と
し
六
¥
東
の
路
に
お
も
む
き
給
ふ
人
を
お
く
り
て
」

色
紙

199 

'懐
紙

「
丙
本
願
寺
東
本
願
寺
に
も
樗
か
な
」
な
ど
て
句

楽
々
し
歳*

前
者
司
「
庚
申
の
初
夏
念
三
午
睡
の
夢
想
」
。

200 

三
節
懐
紙

「
大
福
や
千
代
の
口
口
の
口
口
」
な
ど
三
句

柳
糸

*
「
甲
寅
ノ
歳
日
」
(
安
政
元
年
)
。

201 

隣
命
(
束
斎
)

俳
文

「
誠
に
不
過
思
義
の
道
開
あ
り
て
」
一
ぶ
々

*
末
尾
に
発
句
「
凶
縁
か
涼
し
き
秋
に
又
逢
ふ
も
」
。

202 

隣
散
(
一
束
斎
)

一
一
歳
節
懐
紙

「
蓬
莱
も
か
く
や

出
の
初
日
の
出
」
な
ど
で
一
句

203 

*
「
嘉
永
五
子
歳
祝
」
。
署
名
プ
束
斎
隣
合
」
。

老

困

句

稿

「
鯛
腐
る
夜
風
ふ
く
也
ほ
と
、
ぎ
す
」
な
ど
冗
句

*
書
簡
断
簡
か
。

204 

神
柏
元
鳳

員寸

稿

「
次
佐
藤
郎
見
一
ボ
九
日
登
高
詩
韻
」
・
「
至

H
」

*
ト
亦
字
添
削
あ
り
。

205 

石
陽
湯
泉
津
中
屋
又
左
衛
門

白
画
質

「
鶏
も
こ
ろ
び
て
砂
の
う
ヘ
」

*
汚
損
あ
り
。
右
上
部
(
発
句
上
五
)
を
欠
損
。

206 

吉
田
屋
政
兵
衛

俳
文
断
簡

「
沼
田
な
る
」
一
ぶ
々

蒲
公
英
凶

一
枚
物
②
9
6
5
3

一
枚
物
①
3
1
5
0

一
枚
物
②
3
2
3
5

一
枚
物
①
3
1
1
9

一
枚
物
②
3
2
5
9

204-

一
枚
物
①
3
1
1
7

一
枚
物
②

3
2
6
2

一
枚
物
①

3
0
6
5

一
枚
物
①

3
1
8
6



208207 209 210 211 212 213 

*
「
堺
町
一
二

I
H吉
同
屋
政
兵
衛
」
と
墨
書
し
た
紙
片
を
貼
る
。

(
無
款
の
部
)

無
款

画i
賛

「
風
暮
て
音
き
く
の
み
や
竹
の
露
」

竹
岡

無
款

句
稿

「
辻
堂
に
ふ
ろ
し
き
ほ
ど
く
し
ぐ
れ
哉
」
な
ど
三
句

*
書
簡
断
簡
か
。

(
筆
者
不
明
の
部
)

不
明

冊
子
断
箭
俳
論
「

本
情
を
動
す
場
は
」

*
冊
子
一
丁
分
。

不
明

発
句

「
ほ
む
の
り
と
さ
く
ら
放
る
、
旭
か
な
」

*
「
山
岡
高
亭
」
(
白
文
印
)
を
掠
す
。

不
明

点
印
譜

「
点
例
」

*
左
端
を
欠
損
。
壱
点
・
弐
、
-
一
会
一
、
.
五
、
・
六
、
.
七
、
。

不
明

発
句
色
紙

「
庭
前
に
石
」
云
々

*
ス
レ
あ
り
。

亡、

1」
J

つノ

H
H
F

句
送
付
に
関
す
る
書
付

*
「
京
便
所

嵯
峨

卓
祈
社
内

落
柿
舎
」

松
原
通
西
洞
院
西
入

さ
が
飛
脚
届

三
丈
宇
や
常
助

一
枚
物
①
3
0
2
9

a

枚
物
①
3
1
5
5

本

一
枚
物
①
3
0
1
8

F
同

υ
ハU9

u
 

」
枚
物
①
3
0
8
4

一
枚
物
①
3
1
0
8

-
ん
又
'
勿
②

3
2
2
2

t
T時
イ
パ
V

一
枚
物
①
3
0
6
0

其
外
宗
匠
家
何
方
に
で
も
よ
ろ
し
く
早
便



一一一-一一一一
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不
明

は
此
飛
脚
や
ど
へ
御
出
し
早
速
届
中
候
」
。

「
尾
道
百
韻
配
冊
」

* 
一一寸 俳

書
配
付
先
に
関
す
る
書
付

亀
山
梅
臣
ヘ
向
下
ス
」
一
ぶ
々
。

三
十
冊

仇

一
枚
物
①
3
0
9
1
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V 

扇
面
編

扇
面
目
録

園
女

「
い
そ
が
し
や
(
草
の
絵
)
を
摘
め
ば
(
土
筆
の
絵
)
」

発
旬

2 

岳
鳳

不
寒
し
ゃ
鴨
と
り
の
け
し
跡
の
膝
」

発
句

3 

岳
特

「
鴬
は
哨
時
も
円
は
山
の
上
」
な
ど
問
句

発
句

*
士
朗
の
句
と
岳
轄
の
句
を
.
一
旬
、
ず
つ
記
す
。

4 

閑
々
居
窓

白
両
替
一

「
老
鷺
や
玉
の
音
色
の
澱
み
が
ち
」

樹
木
閃

「
J 

観
斎
・
出
雪

「
夢
の
酬
の
人
間
う
と
し
散
さ
く
ら
」
・
「
う
つ
ろ
ひ
し
草
に
驚
く
人
の
と
し
」

画
賛

*
署
名
「
江
戸

観
斎
」
。
画
者
不
明
(
二
人
の
ど
ち
ら
か
か
)
。

6 

其
山
(
文
青
舎
)

発
句

「
し
ら
雪
の
花
笠
山
口
日
の
光
」

7 

其
自
・
無
能
発
句

で
つ
く
ひ
す
に
あ
ふ
ま
て
ゆ
か
む
竹
の
輿
」
「
う
く
ひ
す
も
な
く
や
日
一
の
た
ち
何
よ
り
」

*
前
書
「
七
卜
七
歳
の
春
を
む
か
へ
て
」
。

I面
3 
3 
8 
7 

扇
面
3 
3 
9 
5 

扇
面
3
4
0
6

扇
|面

4 

6 

局
面

9 
7 

}，J;j 
凶i
3 
3 
9 
6 

扇
面

4 
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8 9 10 

牛
行

白
画
賛

「
素
湯
に
梅
得
て
し
主
の
仕
業
か
な
」

茶
碗
凶

王
蘇
画

多歪
つr

発
句

大
工
阿「

あ
や
に
し
き
撫
あ
ら
た
え
て
着
衣
は
じ
め
」

*
前
金
一
日
「
議
日
一
」

0

「
柴
舟
の
し
く
れ
し
の
く
や
口
口
口
か
け
」

11 12 

琴
風

発
句

「
今
た
と
は
買
大
ぬ
く
し
与
謝
の
冬
」

*
前
書
「
官
府
客
屑
」

0

「
殊
に
此
世
を
蓬
莱
の
H
一
か
な
」

13 

*
破
損
あ
り
。

幻
華

発
句

*
前
書
「
同
海
波
静
に
納
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
」
。

「
日
ほ
こ
り
に
見
な
く
す
蝶
の
行
衛
か
な
」

14 15 

拾
山

発
句

「
ど
の
や
う
な
土
に
も
し
ろ
き
大
根
か
な
」

*前去一
H

「
芯
子
て
ふ
題
に
よ
せ
て
」
o

発
k. Hリ

「
遊
ん
で
は
柳
え
も
ど
る
鐙
か
な
」

16 17 

下
崖

18 

素仙
屋鶴

19 20 

素
山

少
哉

発;発
旬、句

常
UJ 

松
堂
(
二
畳
居
)

発
旬

発
句

白
両
賛

発
句

「
な
で
し
こ
の
-
り
む
さ
い
て
い
の
子
か
な
」

「
海
胤
腸
に
秋
風
ぞ
吹
海
己
主
賓
」

「
裾
に
出
て
す
そ
に
入
る

H
や
不
尽
の
山
」

富
士
山
岡

「
白
い
の
は
抹
た
ら
ぬ
さ
ま
や
燕
子
花
」
「
ま
て
ば
来
て
玉
の
伐
に
す
る
蛍
か
な
」

扇
面
3
4
0
5

一周而
3
3
7
4

扇
面
3
4
0
3

扇
面
3 

・8
5 

扇
面
3
3
7
5

扇
面
3
3
8
9
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一扇面
3
4
0
7

扇
面
3
3
9
9

扇
面
3
4
0
9

扇
面
3
3
9
0

一局面
3
4
1
0

扇
面
3
4
1
8

扇
面
3
3
8
6



21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 出
'
有
節

32 

*
署
名
「
素
山
閑
人
」
。
前
書
「
傾
城
の
画
に
」
、
「
雨
後
の
呆
色
何
ぞ
春
宵
一
刻
の
慣
に
劣
る
べ
き
や
」
o

梅
|沼

栴
室

梅
通

岱
年

長
翠

発
句

発
句

発発
句

発
旬

「
竹
の
子
や
を
る
こ
ろ
あ
ひ
は
を
り
を
し
み
」

「
風
待
の
船
止
告
る
柳
か
な
」

局
面
3 
3 
8 
8 

扇
面
3
4
0
2

「
仏
摘
に
む
し
も
時
け
り
木
銭
宿
」

扇
面
3 
4 

4 

「
此
ご
ろ
は
同
一
月
の
あ
る
粗
葉
か
な
』

扇
面
3 
3 
9 
4 

「
足
つ
け
て
蛸
に
く
は
れ
な
札
川
」

扇
面
3 
4 
O 
8 

*
前
書
「
わ
す
れ
て
も
、
投
や
」
云
々
。

発
句

「
ト
の
影
落
て
水
す
む
野
川
か
な
」

扇:
而
3 
3 
9 
3 

不

安

宝
亜
日
斎

孟
涌
九

発
句

4
「
蝉
し
き
り
帆
の
減
る
沖
と
な
り
に
け
り
」

扇
面
3 
4 
O 
O 

-209 

発
句

「
蓬
莱
に
き
か
ば
や
伊
勢
の
初
だ
よ
り
」

一一扇面

3
4
1
3

孟
涌
九
筆
」
(
文
化
三
年
)
。

茂
椎

*
署
名
「
内
寅
一
冗
宵

「
曇
れ
と
は
頼
ま
ぬ
も
の
を
ミ
そ
さ
ず
い
」

一
扇
面

3
3
9
2

友
左
坊

不
明

発
句

発
句

画
賛 発

句

「
葉
と
な
れ
ば
葉
に
ま
た
品
の
柳
か
な
」

扇
面

3
3
9
1

「
戸
ま
れ
に
白
川
の
薮
守
る
霜

L

伏
か
な
」

一局面
3
4
0
4

*
・
前
書
「
口
に
人
の
是
非
を
い
は
ず
」
一
五
々
。
汚
損
あ
り
。

「
月
に
花
に
口
口
口
口
汝
か
な
」

扇
面

3
3
8
4



U 軸
物
目
録

2 3 4 5 6 7 8 

軸
物
編

以
哉
坊

一
室
内

画
賛

九
起

短
冊

」

1

ぇ
}

布
川
町
刊

「
ひ
と
つ
家
の
鍋
ひ
や
し
置
清
水
か
な
」

「
火
事
消
え
て
橋
寒
む
ノ
¥
と
戻
り
け
り
」

拳
石
(
文
々
堂
山
人
)
両
・
鷺
図

「
黄
鳥
や
蘇
て
つ
が
庭
の
ゆ
ふ
あ
か
り
」

虚
臼

* 前臥句
書、稿

新
歳
立
春

書
簡
断
簡
か

「
よ
い
月
の
出
て
春
た
つ
ゆ
ふ
べ
か
な
」
な
ど
五
旬

最
白

発
句

*
前
書
「
草
庵
の
子
の
日
は
世
の
な
ら
は
せ
と
殊
な
り
」
同
署
名
「
隈
芋
虚
白
」
。

発
句

「
ひ
と
つ
家
の
裏
や
四
五
本
こ
と
し
竹
」

琴
左
(
五
竹
坊
)

E主
尽

111 

白
両
賛

*
発
句
は
芭
蕉
の
旬
。
署
名
「
発
未
之
初
夏
口

井
特
画
・
巴
蕉
像

月
間

画
賛

「
う
っ
ぱ
り
に
な
れ
と
培
ふ
小
ま
つ
か
な
」

「
古
池
や
か
は
づ
飛
こ
む
水
の
音

祖
翁
」
ほ
か
宇

(U
旬

蕉
門
十
哲
図

景
山
拝
書

{
松
花
堂
]
~
白
文
方
印
)
」
。

「
た
び
ね
し
つ
る
道
と
ノ
¥
の
し
げ
り
か
な
」

軸
装
②
3
5
4
8

軸
装
①
3
4
4
0

ハ
リ

4
E
-
A
 

つω

'; 

軸軸
装装
①②  
3 3 
5 5 
o 2 
4 :-3 

軸
装
②
3
5
5
4

軸
装
②
3
5
0
7

軸
装
①
3
4
3
2

軸
装
①
3
4
5
9



9 10 11 12 13 14 15 16 内

i

H

H

レヘ円

1
i
'

品目

71

18 19 

*
前
書
「
一

A

候
公
の
台
命
を
う
け
た
ま
は
り
て
巴
蕉
翁
百
年
の
忌
辰
に
粟
津
の
廟
に
納
け
る
御
味
」
。
署
名
「
執
筆

女子
親

画
賛

使
月
居
」
・
「
平
安
井
徳
謹
写
」
。

「
世
を
持
は
思
案
も
出
来
て
一
.
日
灸
」

文
祥
画
・
人
物
図

ト

n膳
人

五
葉

短
打It 白

両
替
一

「
月
花
を
見
る
も
心
の
置
処
」

飽
価
師
図

若
雅

発
句

「
蓬
生
の
ね
ざ
め
や
壁
を
ほ
ふ
ほ
在
る
」
・
「
蒜
は
を
ん
な
じ
し
て
の
盛
か
な
」

「
綿
繰
る
や
も
み
ぢ
の
比
の
一
一
一
軒
家
」

「
身
ひ
と
つ
を
守
る
草
家
の
蚊
遣
り
か
な
」

古
谷
両
・
百
合
、
河
骨
図

車
友

画
賛白

両
賛

「
俳
譜
の
案
山
子
や
今
に
雪
の
み
の
」

芭
蕉
像

庁
庵

春
郷

画i
賛

*
前
書
「
苗
蕉
翁
像
」
。

千
翠
像

「
世
の
中
は
雪
廼
ほ
と
け
の
こ
、
ろ
か
な
」

*
署
名
「
右
千
翠
翁
岩
崎
玄
友
居
士
」
・
「
応
需
周
陽
春
郷
書
」
。

笑
時
庵*

破
損
あ
り
。

句
稿

*
書
簡
断
簡
か
。

士
朗

白
両
讃

発
句

「
灰
吹
の
お
と
に
慣
や
冬
篭
」

「
春
か
し
た
箕
も
五
月
に
思
ひ
出
し
」
な
ど
五
句

「
初
烏
の
お
の
か
空
間
ふ
タ
く
れ
や
」

人
物
図

士
朗

白
両
讃

「
梅
が
、
に
の
っ
と
日
の
出
る
山
路
か
な
」

芭
蕉
像

*
発
句
は
百
蕉
の
旬
。

軸軸
装装
②①  
3 3 
5 4 
3 2 
1 0 

事由ー軸軸軸
装装装装
①②①①  
3 3 3 3 
4 544  
6 2 2 8 
2 7 6 4  

軸
装
②
3
5
5
1

噌
』

A

4
E
ムヮ“

軸
装
①
3
3
5
8

司
軸
装
①
3
4
7
9

軸
装
②
3
5
1
3

軸
装
②
3
5
1
8



20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

贈
居

発
句

「
月
ひ
と
つ
身
ひ
と
つ
人
の
来
ぬ
処
」
な
ど
三
句

い
ふ
べ
し
」
。

*
署
名
「
七
十
二
嬰
鰭
居
散
人
」
。
前
書
「
去
来
型
が
岩
は
な
や
こ
冶
に
も
ひ
と
り
月
の
客
と
い
へ
る
な
つ
か
し
と

軸
装
②
3
5
4
4

蒼
此

白
画
賛

選
歩
f山

「
百
草
の
か
を
る
や
空
に
ほ
と
決
ぎ
す
」

月
岡

発
句

「
し
ぐ
る
、
や
さ
は
見
へ
ざ
り
し
宵
の
空
」

淡
々

自
画
賛

*
前
書
「
炉
辺
閑
座
」
。
署
名
「
退
歩
仙
[
細
竹
雇
]
(
朱
文
方
印
)

月
図

[
掛
古
]

「
名
月
や
人
よ
り
さ
き
は
水
の
月
」

*
署
名
「
半
時
庵
画

持
ρ'" 
与主

発
句

*
署
名
「
樗
堂
老
拙
[
息
陰
]

雪
渓
画
・
釣
翁
同

樗
堂

白川由i
画‘賛
賛

鼎
左

高
寿
八
十
宰
」
o

「
一
惟
か
ね
の
路
や
月
夜
の
水
明
り
」

(
白
文
円
印
)
」
。

「
鴫
な
ら
ば
っ
、
立
行
む
秋
の
く
れ
」

「
降
ら
ぬ
回
え
退
て
見
て
居
る
し
ぐ
れ
か
な
」

4

人
物
凶

(
未
文
庁
印
)
」

0

*
署
名
「
花
屋
主
人
[
鼎
主
]

「
名
月
や
畳
の
う
へ
の
草
ま
く
ら
」

田
水
ら

作
汁
比
白
一
か
え
羽
白

I
1
f
一ゴ両一

z
f
4
f

(
白
文
方
印
)
」
。

一
雄
両
・
雀
の
駕
龍
界
悶

*
悠
々
・
木
長
・
同
水
ら
。
備
後
・
伊
予
・
阿
波
・
讃
岐
等
の
連
衆
。

「
幻
住
庵
記
」

稲
香

俳
文

*
俳
文
は
芭
蕉
の
文
。
署
名
「
稲
香
謹
書
」
。

梅
園

発
句

「
こ
ぼ
れ
ん
と
す
る
が
さ
か
り
や
女
郎
花
」

軸
装
②
3
5
2
5

軸
装
②
3
5
合

5

軸
装
①
3
4
6
7

軸
装
①
3
4
6
4
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軸
装
②
3
5
1
0

軸
装
①
3
4
4
5

軸
装
②
3
5
2
1

軸
装
②
3
5
5
6

軸
装
①
3
4
8
6



30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

梅
寝

自
画
賛

*
前
書
「
達
「
之
讃
」
。

「
花
の
ふ
る
お
と
あ
る
か
ら
に
ひ
の
木
笠
」

梅
宰

自
画
賛

*
前
書
「
よ
し
野
の
花
を
見
に
行
に
は
桧
笠
を
か
ぶ
る
こ
と
俳
講
者
の
定
儀
の
ご
と
し
こ
は
か
の
万
菊
丸
に
は
じ
ま

笠
杖
図

軸
装
②
3
5
3
8

「
見
得
す
つ
る
壁
の
外
而
の
月
と
花
」

梅
室
」

0

梅
室

自
画
賛

る
」
。
署
名
「
八
十
翁

「
か
ら
崎
と
矢
橋
を
蚊
屋
の
釣
子
か
な
」

*
前
書
「
湖
南
夜
泊
」
。
署
名
「
八
十
二
}
梅
室
老
人

白
寿
坊

白
寿
胡

白
人

画
賛

*
前
書
「
愚
移
山
主
人
の
口
口
口
口
」
。
署
名
「
む
さ
し
の
白
人
」
。
汚
損
あ
り
。

竹
に
雀
阿

軸
装
①
3
4
5
0

百
花

自
画
賛

風
葉

白
画
賛

*
発
句
は
巴
蕉
の
旬
。
署
名
「
風
葉
謹
書
」
。

「
月
花
に
岨
へ
は
行
か
ぬ
車
か
な
」

風L
律

発
句

*
前
書
「
勤
と
倹
と
は
世
に
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水
に
う
く
河
図
の
泡
も
さ
く
ら
か
な

そ
の
栴
の
定
見
た
ま
ヘ
ふ
た
み
潟

行
秋
や
丙
に
山
な
き
松
浦
潟

蝉
な
く
や
雲
の
は
こ
び
も
雨
ら
し
き

百
年
も
よ
所
な
ら
ず
見
む
老
の
春

午
馬
の
ふ
ま
ぬ
橋
あ
り
草
の
草

砂
ま
け
ば
し
だ
る
る
庭
の
柳
か
な

ち
か
ら
か
ま
し
闘
に
砕
け
行
く
氷
餅

f， 

姐
板
の
く
ぼ
み
も
見
え
て
今
朝
の
秋

此
う
ち
に
あ
は
れ
も
こ
も
る
ゆ
き
見
哉

ち
る
花
に
風
情
も
た
せ
る
あ
ら
し
か
な

空
澄
ゃ
う
す
う
す
山
も
秋
の
く
も

九
十
と
や
万
歳
ま
で
も
尽
ぬ
春

浪
風
も
な
ふ
て
聞
く
や
米
の
花

月
雪
や
積
、
る
恵
み
の
百
回
忌

可
劾
= 

花
英

住
乙

夏
鶴

雅
喜

可
久

可
久

霞
喬

花
喬

花
郷

花
暁

暇
五

花
近

瞳
子

鶴
会
口

け
ん
二
胤

f
の
勢
州
へ
趣
く
を
お
く
る

筑
紫
峰

加

H
を
祝
一
一
行
て

今
と
し
米
の
齢
を
防
相
み
給
ヘ
ど
も
民
健
か
な
る
い
主
壮
ト
人
に
明
り
て

い
み
じ
き
果
報
を
お
み
位
決
み
折
か
ら
今
日
の
化
け
を
例
し
寿
き
て

q
J
 

9
u
 

n
L
 

万
持
打
何
度
新
聞
へ
腿
給
ふ
祝
し
て

J干

此
じ
人
保
内
山
中
の
君
子
久
、
、
念
七
日
は
常
符
尊
湿
の
遠
忌
な
る
に
ぞ
、
幾

μ
と
せ
の
卜
日
よ
り
衣
食
住
は
一
ぶ
も
さ
ら
な
り
何
つ
と
し
て
余
光

に
あ
ら
ざ
れ
ん
は
な
し
。
そ
の
恩
沢
の
広
大
な
る
は
椴
る
に
物
な
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を
し
め
ど
も
雨
に
し
ぼ
む
や
花
あ
や
め

ほ
と
と
ぎ
す
何
処
で
夜
明
て
今
朝
の
空

あ
っ
さ
を
ば
し
ら
ず
青
田
に
嶋
蛙

き
く
咲
・
て
さ
む
し
き
あ
き
を
わ
す
れ
け
り

声
に
よ
ね
ん
は
な
き
ぞ
ほ
と
と
ぎ
す

五
月
雨
や
座
敷
は
雛
の
造
り
宵

よ
ろ
ず
代
や
一
.
本
三
も
と
竹
若
し

き
の
ふ
見
し
ま
ま
に
も
あ
ら
ず
枯
尾
花

春
雨
や
我
寝
所
は
江
に
ち
か
し

ほ木
ゃ;が
l手ら
やし
と に
月仏
のの
L 、顔
ざ の
よ閑
ふ也
本
の
問
哉

稲
妻
ゃ
あ
や
う
き
人
の
た
ち
処

吹
送
れ
身
に
し
む
風
の
何
処
迄
も

梅
咲
や
北
へ
北
へ
と
鶴
の
戸

散
り
失
せ
ぬ
松
の
部
葉
や
積
し
思

し
ら
雪
に
埋
ぬ
さ
と
の
一
木
か
な

高
砂
の
ま
つ
に
あ
や
か
れ
よ
い
接
穂

鶴
声

在鶴
年

鶴
年

鶴
年

一
一
札
H
H
A

一

|

鶴
歩

鶴
鳴

岳
的
杓

岳
轄

岳
轄

岳
轄

雨
的
鞘

佳
馨

花
月

蛾
山

臥
山

可
樹

HJ 
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U
八
、
霊
前
に
介
爪
百
円
拝
し
て
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竹
将
雅
の
帰
郷
の
船
を
け
ん
送
り
て

十干
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お
な
じ
~
系
に
久
し
き
々
な
る
が
こ
た
び
お
の
勤
を
砕
し
、
け
ハ
他
の
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街
道
や
千
と
せ
ふ
り
た
る
栴
の
咲

歳
徳
の
神
の
灯
照
る
や
台
所

子
枕
に
夢
か
誠
か
ほ
と
と
ぎ
す

帆
柱
の
片
面
白
き
吹
雪
か
な

入
梅
晴
や
島
は
生
れ
た
朝
、
げ
し
き

鷺
の
な
日
ゃ
い
そ
く
さ
き
と
こ
ろ
ま
で

い
ざ
聞
ん
花
の
都
の
一
ゴ
一
口
葉
土
産

雨
の
音
木
の
葉
な
り
け
り
窓
の
月

仰
む
い
て
通
る
や
花
に
ひ
と
り
笑
み

行
々
子
島
の
ゆ
ふ
山
あ
ら
は
な
り

今
暮
て
夜
の
こ
と
ご
と
し
後
の
月

人
を
り
を
り
月
に
か
く
る
る
木
か
げ
か
な

朝
が
ほ
や
見
る
問
ひ
さ
し
き
も
の
忘
れ

風
し
ろ
き
師
走
月
夜
や
尾
ね
に
雪

酔
て
い
ふ
口
口
口
口
口
団
か
な

行
違
ふ
初
音
め
づ
ら
し
ほ
と
と
ぎ
す

名
月
や
す
す
き
掴
め
ば
日
の
ぬ
く
み

f圭
汗三

佳
秀

花
寿
女

花
寿
女

花
梢

鷲
少

歌
笠
悟

可
大

可
大

可
大

可
大

可
大

可
大

可
大

可
大

霞
喋

可
兆

山
本
の
名
を
淋
な
る
人
に
は
な
む
け
し
て

f
i
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H
パ
れ
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日
間
λ
削

子
州
へ
わ
た
り
船
中
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戯
む
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来
日
ド
川
和
友
の
帰
旅
を
祝
し
侍
り
て

良
夜

由

p
h
d
 

円
ノ
“ワ

μ



TOTOT2TOTひ TOTO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO 
169 168 026 167 166 165 164 163 162 161 160 159 158 157 156 155 154 153 

朽
な
が
ら
朽
果
ぬ
木
や
梅
の
華

い
も
の
葉
の
蓮
を
あ
ざ
む
く
残
暑
か
な

し
る
人
を
ふ
し
み
に
も
た
ぬ
寒
さ
か
な

三
月
や
蛙
の
つ
ら
へ
雨
が
降

う
ぐ
ひ
す
の
山
の
端
か
け
て
遠
音
か
な

う
ぐ
ひ
す
の
山
の
端
に
げ
て
遠
音
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
ゆ
ふ
べ
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
ゆ
ふ
べ
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
ゆ
ふ
べ
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
タ
か
な

う
ろ
た
ヘ
て
月
見
る
夏
の
タ
か
な

藻
葉
そ
よ
ぐ
潮
に
臨
む
胡
蝶
か
な

霜
の
花
月
有
明
て
し
ぼ
み
け
り

錦
す
る
中
に
も
松
や
青
幣

い
と
ま
な
き
身
を
や
っ
し
け
り
花
の
旅

楠
明
り
透
く
や
い
ろ
は
の
あ
け
字
口

花
守
や
群
集
に
子
を
う
ら
や
ま
れ

糸
ゆ
ふ
に
交
り
て
う
つ
や
老
の
浪

華
鳥
仙

葛葛葛桐
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桐
亭

相
亭

相
亭

相
芦
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花
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あ
ら
た
め
て
立
谷
松
の
み
ど
り
哉

あ
み
さ
ら
す
浦
は
は
し
な
く
霞
け
り

う
ぐ
ひ
す
や
何
の
樹
也
と
あ
れ
ば
来
る

す
ま
ひ
取
親
の
為
と
も
お
も
は
れ
ず

若
竹
や
す
ず
め
よ
ろ
こ
ぶ
朝
ぼ
ら
け

名
月
や
み
ど
り
に
も
ど
る
苔
の
い
ろ

何
雲
と
見
れ
ば
高
根
や
秋
の
雪

は
つ
夢
や
願
ひ
届
き
し
松
に
鷹

竹
は
ま
た
朱
あ
姿
、
ぞ
梅
の
花

寒
月
や
常
よ
り
高
き
峰
の
松

雪
積
や
昼
も
戸
さ
し
て
薮
の
家

ほ
し
飛
や
夜
寒
に
寝
た
る
家
の
上

離
さ
れ
て
鶏
も
そ
ら
音
か
曹
の
夜

し
り
は
り
て
う
ぐ
ひ
す
の
哨
天
気
か
な

秋
風
や
病
も
知
ら
ぬ
里
童

蓮
の
実
の
行
衛
や
月
の
道
す
が
ら

吹
あ
け
て
幹
ま
で
見
せ
る
柳
か
な

菊
わ
か
な
蜜
に
も
花
の
薫
り
か
な

日J
楽

何
笠

何
工t

M 
笠

知
惜
し
ハ

閑
雲

菅
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翫
月

翫
月

寒
月
道
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貫
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寛
古

閑
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貫
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岸
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捻
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閑
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寒
柏
一
苧
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山
町
の
賀
に

も
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き
り
尽
す
跡
も
影
あ
り
か
き
っ
ぱ
た

水
は
と
く
暮
て
さ
く
ら
の
ゆ
き
き
か
な

芸
な
四
月
の
野
に
は
鳥
が
臥

川
柳
む
す
ぶ
力
も
な
か
り
け
り

群
た
音
・
し
て
一
羽
な
く
ち
ど
り
か
な

木
の
聞
か
ら
か
も
川
見
る
や
神
な
月

干
紺
に
猫
の
重
石
や
小
春
株

再
や
鐘
つ
く
ぼ
う
の
花
に
な
る

夜
の
花
を
閣
の
夜
し
ら
ぬ
在
所
岐

菊
苗
や
か
か
は
る
ふ
る
根
を
あ
り
の
ま
ま

初か
秋;り
のか
じり
づと
か歯
過 の
た無
り事
よし
し る
旧や
山に

し
肴

柚
の
華
の
香
に
わ
け
い
る
や
八
重
葎

晴
て
か
ら
大
事
の
夜
な
り
子
規

萄
魂
膝
の
あ
た
り
の
夜
の
景

侍
宵
や
翌
あ
る
影
を
す
み
の
ぼ
る

蚊
遣
し
て
ま
は
れ
ば
家
の
煤
く
さ
き

酒
こ
ぼ
し
溢
し
て
桜
々
哉

完
来

完
来

完
来

観
来

寒
頼

寒
頼

閑
里

閑
涼

7じ

和
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奇
淵

奇
淵

奇
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奇
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奇
淵

奇
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凡
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士
三
出
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騒
が
し
き
世
に
引
換
て
伊
勢
の
春

散
行
や
匂
ひ
残
し
て
梅
の
花

裏
表
な
き
詠
あ
る
柳
か
な

春
風
や
松
に
音
あ
る
宵
の
月

石
た
た
き
い
し
を
た
た
く
や
御
誠
川

老
の
名
は
ま
だ
唾
ら
し
き
若
葉
哉

戸
の
破
に
吸
松
風
や
冬
の
月

初
霜
や
す
べ
り
て
み
た
き
橋
の
反

菊
の
香
も
か
ら
ぬ
柱
の
香
り
哉

雫
か
と
お
も
ふ
花
ち
る
若
葉
か
な

し
く
も
の
は
無
き
此
空
や
月
と
梅

そ
ら
に
き
く
桶
屋
の
お
と
や
天
の
川

た
な
ば
た
や
わ
か
竹
の
名
も
け
ふ
か
ぎ
り

香
の
外
に
塵
な
し
菊
の
タ
掃
除

市
た
て
て
あ
そ
ぶ
児
や
さ
し
州
の
華

春
九
り
夜
や
寝
よ
と
の
鐘
に
眼
の
さ
め
る

神
も
ゆ
る
す
こ
の
い
つ
は
り
や
華
の
雲

船
一
里
み
や
げ
の
瓜
を
ま
く
ら
か
な

其
橋

其
暁

菊
翁

菊
径

菊
径

掬'喜
山久

'" 守三タ
菊
守

菊
津

菊
年

菊
圃

蟻
兄

蟻
兄

蟻
兄

蟻
兄

蟻
兄

蟻
兄

蟻
兄

去
年
の
冬
口
の
起
り
し
も
は
や
過
て
あ
ら
玉
の
は
る
を
む
か
ひ
て

御
老
憎
の
身
ま
か
り
給
ひ
し
を
悔
ひ
て
よ
め
る

湖
蜜
拝
書

d 、一←ー---_.--

重
陽
の
日
棟
あ
げ
玉
ふ
を
祝
し
侍
り
て

229 

あ
る
貴
族
の
御
園
に
て

奉
額
の
句
撰
に
逐
加
の
一
詠
を
乞
は
れ
て

途
中
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涼
し
さ
や
水
の
上
に
も
流
れ
星

下
畑
に
さ
わ
ら
で
栗
の
み
の
り
か
な

髭
が
ち
の
宿
直
の
数
よ
き
り
ぎ
り
す

H
に
澄
月
を
見
よ
と
や
夏
は
ら
ヘ

醸
し
つ
つ
お
ひ
を
な
ぐ
さ
め
よ
菊
の
宿

名
月
や
仰
向
て
の
む
酒
の
昧

翁
忌
や
ま
ぶ
た
に
か
か
る
し
ぐ
れ
雲

行
は
る
の
心
さ
は
が
し
杜
若

大
よ
ふ
に
露
ゆ
り
こ
ぼ
す
芭
蕉
哉

薬，踏
玉 a迷
や、ふ

台路
子の
に某
釜 り
をや
煮閑
て古
あ鳥
る

菜
の
花
や
人
待
合
す
た
ば
こ
の
火

三
日
月
や
ゆ
か
し
が
ら
せ
て
入
か
か
り

蝉
の
声
朔

H
ひ
め
り
嬉
し
い
か

連
棚
や
塙
に
出
張
る
菊
の
家

朝
露
に
楽
し
き
稲
の
勢
ひ
か
な

も
ち
ひ
ょ
て
ま
た
我
口
栄
せ
ず
暦
哉

起
行

帰
郷

喜
斎

喜
斎

其
川l

其
川|

鬼
笑

其
松

帰
心
庵
主
人

喜
水

喜
水

其
睡

其
水

喜
水

箕
青

其
雪

箕
仙

季
緩
了
の
も
と
に
舟
あ
か
り
し
て
あ
っ
さ
を
わ
す
る
背
月
半
な
り

す
れ
ば

同
八
望

t 
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郡
山
に
分
人
り
て

同
陣
後
同
加
茂
と
い
ふ
処
に
て
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初
花
は
船
で
も
遠
し
か
き
っ
ぱ
た

身
を
照
す
月
に
居
眠
る
口
口
口
哉

昼
寝
し
に
遠
々
来
る
や
か
け
造
り

初
空
の
色
に
流
る
る
早
瀬
哉

お
そ
き
日
も
暮
お
し
ぞ
思
ふ
神
の
場

た
ま
あ
り
と
お
も
へ
ば
苔
の
露
涼
し

土
に
つ
く
八
重
山
ふ
き
の
さ
か
り
か
な

二
三
里
も
お
く
れ
て
帰
る
夏
の
月

棒
立
て
馬
繋
ぎ
け
り
大
根
引

花
盛
月
は
も
と
よ
り
日
も
臨

ほ
っ
と
し
た
時
は
か
り
み
る
柳
哉

時
鳥
加
茂
で
聞
す
は
貴
舟
ま
で

十
月
や
雨
の
向
ふ
に
雪
の
山

正
月
も
庵
は
行
灯
ひ
と
つ
哉

揚
ひ
ば
り
不
二
も
見
お
ろ
す
勢
ひ
か
な

わ
か
い
妻
持
た
る
雪
の
あ
る
じ
か
な

折
く
べ
る
薪
ぬ
れ
た
り
朝
霞

奇
書

橘
子

奇
童

蟻
道

後
祇
徳

i斤.其
風風

鬼
仏

三
界
庵

鬼
仏

九
越

九
起

九
起

九
起

九
起

九
起

丘
高

丘
高

日
暮
里
人
丸
の
前
独
吟
発
句
之
時
千
句
満
尾

拝

、、一一一叫

.-一一同一一

義
仲
寺
に
て
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湖
水
眺
望

東
都
へ
旅
立
れ
け
る
に
贈
る



-

τ'() TO TO TO TO T3 1'2 TO TO TO 
253 252 251 250 249 089 027 248 247 246 

1'2 TO TO TO 
028 256 255 254 

TO TO 
258257 

月
見
る
と
う
そ
に
も
語
れ
網
代
守

夜
こ
こ
ろ
の
す
み
し
頃
也
暗
い
と
ど

風
の
な
き
日
は
只
暮
る
薄
哉

き
の
ふ
は
過
し
昔
し
な
り
け
ふ
の
円

口
口
の
添
て
か
口
口
白
水
く
る
ま

夜
の
内
の
帯
遺
ひ
や
華
の
春

樹
も
影
の
お
そ
ろ
し
げ
成
り
夏
の
月

げ
に
家
の
眼
な
り
け
り
鋳
鯛

雪
な
ら
で
払
は
ぬ
袖
の
な
み
だ
哉

松
若
し
枝
も
七
十
の
実
や
花
や

市
の
声
聞
ば
世
上
の
師
走
か
な

ひ
と
日
ひ
と
日
秋
は
紅
葉
に
人
に
け
り

春
風
の
是
に
も
と
ど
け
蟹
の
泡

う
る
は
し
と
仏
も
見
ま
せ
御
出
植

金
遍
に
菖
蒲
の
く
せ
の
か
ぎ
り
な
き

芳
し
き
春
や
州
樹
も
一
死
の
色

九
十卜

鳩
眠

挙暁
烏

仰
苦

杏
域

鏡
楳

曲
斎

玉
芝

東
雲
ふ
い
け

玉
枝

+. 
屑

玉
!丙

玉
屑

曲
川

旭
草

民
山

じ

υr
I
 
1
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七山
川
村
氏
父
の
辺
諸
に
能
を
い
と
な
ま
る
る
に
御
山
の
役
を
つ
と
め

ら
る
る
よ
し
を
っ
た
ひ
聞
は
べ
り
て

己
阿
端
午
の
凶
、
来
洲
大
什
れ
の
日
升
役
を
引
い
“
る

一
汗
風
の
雅
兄
千
鳥
屋
の
あ
る
じ
が
俳
名
の
如
く
内
々
の
浪
お
の
づ



TO TO TO TO TO TO TOτ'2 TO TO TO TO TO TO TO TO TO 
273 272 801 271 270 269 268 131 267 266 265 264 263 262 261 260 259 

涼
み
台
寝
て
居
や
せ
ん
と
こ
た
へ
け
り

日
東
や
月
の
歩
行
は
し
ら
ぬ
顔

朕
座
す
れ
ば
は
か
ら
ず
月
の
中
に
あ
り

遊夜な
ぶのつ
気明か
に け し
成ばき
り木も
ての、の
賦実の
てひひ
ふろ と
のはつ
風んや
に板遠
飛庇霞

葉
桜
や
内
に
居
よ
と
の
雨
が
降
る

芋
種
を
干
す
日
や
門
に
は
つ
蕪

西
へ
さ
す
枝
も
三
と
せ
よ
栗
の
花

う
ぐ
ひ
す
も
と
め
て
来
鴫
か
滝
の
い
と

う
ぐ
ひ
す
も
と
め
来
て
嶋
か
滝
の
い
と

う
ぐ
ひ
す
も
と
め
来
て
鳴
か
た
き
の
糸

う
ぐ
ひ
す
も
と
め
来
て
鳴
か
滝
の
い
と

ふ
り
か
へ
る
こ
ず
え
や
同
じ
紅
葉
時

か
さ
さ
ぎ
の
橋
姫
な
れ
や
女
七
夕

花
咲
く
や
は
な
の
都
は
人
も
花

寒
菊
や
根
分
も
け
ふ
の
子
向
草

魚
水

虚
白

虚
白

御
風

御'御
風風

御
風

魚
坊

帰
来

季
肇

季
筆

季
肇

季
肇

其
柳

近
吉

委主

月
琴
山

か
ら
平
ら
か
に
還
暦
の
春
を
む
か
へ
て

涼
み

「・~、ー

----

旧
家
に
あ
そ
び
て

233 

御
追
悼

」
が
く
れ
の
滝
と
い
ふ
こ
と
を

木
が
く
れ
の
滝
と
い
ふ
こ
と
を

木
が
く
れ
の
滝
と
い
ふ
こ
と
を

木
が
く
れ
の
滝
と
い
ふ
こ
と
を

追
善



一一一日一時一一 市 マー ~ 一 一

T3 T2 T2 T2 T2 TO 
135 036 035 034 033 274 

TO TO TO 
278 277 275 

τ'0 T3 T3 TO TO TO TO 
283 085 072 282 281 280 279 

花
あ
や
め
つ
か
つ
か
雨
の
降

H
哉

茶
の
花
や
つ

w

つ
い
て
梅
も
く
れ
る
筈

胸
明
て
分
別
あ
ふ
ぐ
う
ち
は
哉

文
月
や
秋
ま
だ
庵
の
も
の
な
ら
ず

船
頭
を
ま
た
せ
て
遊
ぶ
小
春
哉

中
々
に
浅
き
も
は
る
の
野
川
哉

」
二
日
月
や
〆
に
は
ひ
り
し
蔵
の
窓

谷
ふ
り
も
替
る
や
花
の
宵
明
り

退
し
ほ
の
な
き
梅
下
の
事

ひ
と
つ
家
を
閣
に
聞
せ
る
き
ぬ
た
か
な

欠
初
る
夜
に
寒
月
の
ま
こ
と
な
る

名
月
に
一
二
日
後
れ
て
け
ふ
の
月

定
ま
で
か
京
の
一
一
一
一
日
葉
よ
か
い
つ
は
た

梢
葉
や
次
の
小
鰯
長
柄
抑

一
声
に
人
の
気
口
口
口
ほ
と
と
ぎ
す

勢
ひ
を
穂
に
あ
ら
は
し
ぬ
稲
の
露

銀
獅

芹
舎

芹

令

口

せ
片
全
日

首
斤
全
日

金
松

琴
吹

銀
岱

錦
蔦

琴
和
坊

均
-L. 

|河

ヴb
-r. 
阿

空
阿

九
城

)L 

城
悪
逸

{
川
E

同
歌
か
り
そ
だ
を
の
み
仰
に
口
し
と
お
も
ふ
は
さ
る
こ
と
な
が

り化
屯
凶
則
子
の
送
別
に
い
い
比
々
し
き
的
'
又
有
て
別
れ
と
は
思
わ
れ
じ
存

t
 

a斗
A円。

ワ
μ

も
H
1
附
刷
焼
と
作
る
に
脇
し
て

此
日
付
凶
の
あ
る
じ
ん
川
お
さ
に
な
り
て
初
て
口
口
を
お
く
る

ぷ
雪
山
正
改
名
を
祝
し
て



1'2 TO TO TO TO TO TO 1'2 TO TO 
048 291 290 289 288 287 286 047 285 284 

TO TO TO τ'0 TO TO τ'0 
298 297 296 295 294 293 292 

寝
す
が
た
の
洩
れ
て
恥
か
し
夏
の
月

郎
郭
の
夢
を
欺
け
花
の
春

風
も
除
て
う
は
の
空
吹
く
さ
く
ら
哉

水
仙
や
聞
に
も
色
香
う
し
な
は
ず

降人若
雪 馴 竹
やてや
先遠そ
考歩の
る一行す
行す、な
処るを

雀さ
のの
子影

'" I司
し

低
け
れ
ど
う
た
が
ひ
も
な
し
霊
公

世
に
広
ふ
輝
く
月
の
初
冠

大
海
に
輝
き
初
て
若
月
有

別
れ
て
も
声
は
わ
す
れ
ず
友
千
鳥

ふ
ね
の
出
し
あ
と
も
音
も
つ
苦
か
な

色
か
え
ぬ
松
二
も
と
や
八
千
代
ま
で

色
か
え
ぬ
松
二
も
と
や
八
千
代
ま
で

直
す
ぐ
に
見
へ
で
も
廻
る
野
梅
か
な

鶏
頭
や
散
る
名
の
た
た
で
秋
三
月

眼
に
は
あ
を
葉
月
も
す
ず
し
き
こ
こ
ろ
よ
り

圭
我

桂
花
亭

実
花
坊

桂
砂

網
斎

鶏，慶
淋i子

迎
祥

慶
青

慶
青

恵
天

桂
眉

意
圃

意
圃

士克
妙

蛍
柳

月
翁

習祝

--.-----~ー----<---

九
光
国
主
の
賢
息
め
で
度
前
髪
執
玉
ひ
し
を
祝
す

F
D
 

q
J
 

ヮ“

九
光
開
の
賢
息
は
今
度
御
船
の
任
を
蒙
り
勇
し
き
い
白
途
は
幾
末
英

名
の
世
に
広
ま
り
ぬ
事
を
祝
寿

拝

鷺
洲
ぬ
し
の
婚
姻
を
祝
し
て

鷺
洲
ぬ
し
の
婚
姻
を
祝
し
て

末
回
大
人
の
耳
順
を
寿
て

即
興



TO TO TOτ'() TO TO T2 TO TO TO 1'3 T2 TO TO TO TO TO TO 
313 312 311 310 309 308 051 307 306 305 103 049 304 303 302 301 300 299 

し
ぐ
る
る
や
た
か
を
は
柴
の
煙
ま
で

ひ
と
筋
も
春
を
残
さ
ぬ
柳
か
な

め
ざ
ま
し
き
落
葉
か
な
我
宿
な
が
ら

花
と
い
ふ
花
に
別
る
る
柳
か
な

子
規
な
・
け
や
い
つ
ま
で
山
こ
も
り

吹
よ
せ
て
ふ
じ
の
ね
作
れ
雲
峰

書
日
や
寝
て
も
瑞
の
や
ま
ぬ
犬

打
込
だ
ゐ
か
り
早
取
二
円
か
な

い
さ
み
往
く
蹄
の
音
や
は
る
の
駒

か
に
石
や
横
ゆ
く
筆
の
絵
そ
ら
ご
と

紅;'取
梅 aつ
やき
忠の
ひあ
がる
け も
なむ
きっ
彊か
がし
軒冬

龍

蓬
莱
の
松
を
け
し
き
や
床
の
富
士

み
よ
し
野
や
U
ハ
あ
ふ
む
き
て
花
の
花

ま
こ
と
し
き
暁
は
れ
や
星
の
恋

不
如
帰
な
く
や
い
っ
こ
の
峰
火
台

か
げ
見
せ
て
一
羽
裾
野
を
は
っ
烏

花
に
添
ふ
答
ち
ひ
さ
き
牡
丹
か
な

月
屑

月
居

月
居

月
居

月
居

月
居

円
虚

月
司
法
プ

月
桂
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月
渓

月
鴻

月
更

月
更

月
タ

月
桑

月
滞

月
底

月
氏



TO T2 TO TO TO 
317 050 316 315 314 

TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO 
329 328 327 326 325 324 323 322 321 320 319 318 

修
行
者
に
も
の
や
る
門
や
き
じ
の
声

鴬
や
薮
を
ま
わ
れ
ば
声
の
裏

牛
買
た
祝
も
け
ふ
や
今
朝
の
秋

今
く
る
る
や
ら
の
っ
か
り
と
月
の
雨

年
寄
れ
ば
骨
正
月
の
賞
、
か
な

海
士
が
火
の
臓
や
と
し
の
暮
処

実
か
つ
ら
遠
く
も
来
た
り
秋
の
霜

遠
の
け
ば
藷
め
く
ま
ど
る
牡
丹
哉

山
際
や
箆
の
台
を
梅
の
中

山
水
の
音
や
菊
の
日
只
ひ
と
り

山
川
や
夜
が
な
お
と
し
て
秋
の
月

冬
ご
も
り
仏
の
う
そ
に
は
ま
り
け
り

秋
風
の
吹
や
仮
寝
の
夢
心
地

紅
梅
や
雀
の
も
ど
る
か
ね
の
戸

裏
口
や
足
袋
ほ
し
て
あ
る
梅
の
花

鉢
植
に
し
て
か
ら
な
が
し
残
き
く

さ
く
む
め
の
に
ほ
ひ
は
花
の
か
ざ
し
哉

月
底

月
堂

月
i疲

月
城

i
じ
E

十
パ
河
川

zq
ハ

玄
蛙

玄
蛙

玄
蛙

見
外

見
外

見
外

見
外

見
外

幻
晦

玄
子

玄
子

元
泉

玄
陳

1 

白
川
の
関
に
て

円

tqa 
ヮ“



τ'2 TOτ'() TO TO TO 1'2 TO TO TO TO TO TO TO TO TO 1'2 TO 
115 344 343 342 341 340 024 339 338 337 336 335 334 333 332 331 052 330 

柳
に
は
合
点
さ
せ
て
や
春
の
霜

春
雨
の
ひ
ま
や
胡
蝶
の
口
立
物

老
の
名
を
呼
ば
千
代
経
む
若
菜
か
な

春
雨
や
ま
た
降
て
よ
し
は
れ
て
よ
し

同
じ
影
な
が
ら
め
づ
ら
し
け
ふ
の
月

江
に
か
か
る
ふ
ね
の
よ
す
が
や
嶋
水
鶏

富
貴
を
も
含
む
牡
丹
の
苔
哉

初
や
踏
の
破
れ
の
又
ひ
と
つ

夜
に
で
る
旅
の
力
や
砧
の
灯

水
鳥
や
寝
も
せ
で
岸
の
波
ま
く
ら

閉
山
降
も
そ
の
日
そ
の

H
や
菊
の
花

老
木
ほ
ど
い
ろ
古
稀
ま
つ
の
茂
り
か
な

鶴
は
巣
に
慢
に
こ
も
る
松
の
色

見
処
も
な
き
野
な
り
し
に
萩
の
化

吹
ま
ま
に
明
て
は
く
れ
ぬ
秋
の
風

朝
の
栴
す
こ
し
は
月
も
の
こ
れ
る
か

竹
棚
の
音
や
初
こ
そ
は
つ
支

水
併
を
刈
や
心
の
い
た
ま
し
き

見
竜

見
竜

五
寅

紅
映

紅
映

|句
峨

耕
月

更
々

一日

7
H

-

-
向
山

香
取

香
酔

香
水

/¥ 
ι、
成

広¥
ι、
成

早
折

信I
太

街
太

人
日
生
誕
の
常
見
の
翁
に
齢
賀
を
の
ぶ
る

。6q
J
 

ヮ“

宮
川
松

間
肘
を
例



T3 T2 T3 T2 TO T2 TO TO TO T2 TO T2 
105 043 156 041 351 046 350 349 348 040 347 114 

TO TO TO TO TO 
356 355 354 353 352 

菓
子
呉
る
口
口
口
く
と
牡
丹
畑

古
枯
の
行
道
あ
け
て
落
葉
哉

ち
る
花
に
痩
せ
し
詩
巻
を
横
へ
ぬ

雲
を
見
て
通
れ
ば
ま
つ
の
し
ぐ
れ
哉

稲
の
香
に
居
ご
こ
ろ
の
よ
き
月
見
哉

た
づ
ね
ば
や
聞
に
在
す
と
き
は
花
の
友

を
し
は
眼
に
つ
い
口
鳥
な
り
口
桂

さ
な
が
ら
に
龍
を
名
残
り
で
は
な
ち
鳥

五
も
と
の
粧
人
ノ
れ
て
柳
か
な

山
吹
は
咲
て
も
た
り
ぬ
鮒
な
ま
す

望
春
塚
の
字
よ
ひ
か
墨
直
し

君
が
口
や
積
り
し
雪
の
御
苑
の
松

坦
越
の
木
と
忠
わ
れ
ず
夜
の
栴

額
突
に
泣
く
諸
声
や
蝉
と
我

月
の
雲
散
ら
ば
渡
ら
む
瀬
田
の
橋

長
み
し
が
有
よ
糸
瓜
は
影
迄
も

鍛
よ
し
大
地
を
通
す
芦
の
錐

備I
太

立f
H民

香
夢

中
嶺

-d 
猿

栴
闘

五
月

五
薫

虎
渓

虎
渓

孤
H 

p

に、
1
u
缶

f
i
トレ一一

r
Hハ

i胡
丹

古
円
道
人

五
原

引見虎
山

瓢
山

住
の
江
に
て

新
七
賀

H 

泊
料

ILL 

T
L小ヰ

て
訟
を
か
た
ぶ
け
し
析
か
ら
な
ま
す
を
と
ふ
べ
け
れ
ば

ハ
y

q
J
 

ヮ“

‘
山
一
り
の
御
述
夜
御
装
前
に
ほ
什
伏
し
て

戸
錘
と
改
名
有
し
を
貸
し
て



一一一四

TO TO TO TO 
360 359 358 357 

TO TO TO T3 TO TO T2 TO TO 
367 366 365 077 364 363 042 362 361 

TO TO 
369 368 

い
つ
の
間
に
見
失
な
ひ
し
ぞ
秋
の
蝶

な
み
だ
な
ら
ぬ
夕
暮
は
な
し
雁
の
戸

十
月
や
烏
さ
ヘ
踏
ぬ
道
の
草

老
の
名
は
ま
だ
哩
ら
し
き
若
葉
哉

照
出
し
て
又
ひ
と
は
れ
や
旧
う
ヘ
笠

梅
が
香
に
迫
と
地
名
の
ほ
し
げ
な
る

源
口
も
今
宵
は
月
の
渡
し
哉

若
竹
の
旭
に
の
び
ま
さ
る
葉
色
か
な

若
竹
や
み
ど
り
が
す
ゑ
の
雨
の
月

散ふ
っ;く
つ‘は
也口
跡口
の ひ
替が
ら口
ぬ く

み
葉 ゆ
かる
な寝

汗
哉

見
る
も
聞
も
悲
し
き
秋
と
な
り
に
け
り

常
磐
木
の
色
や
千
代
ふ
る
花
姿

か
ら
入
梅
に
濡
る
る
や
袖
の
御
尉
子
守

と
も
鶴
の
雲
に
羽
を
伸
す
春
日
か
な

呉
IU 

且
ハ
山

戸
雀

喜
久
子生了

i胡
雀

イ百
尺

狐
城

虎
丈

責
水

古
声

古
拙

呉
雪

吾
拙

笠区

{山
孤
村

娯
中
関

迫
d悼

恭
子
I'JJ 

下

r
u
n
j

ι寸
a
二F
B

祝
tJJ 
，~ 
J 、

240一

仲

風
光
老
人

安
部
氏
の
制
が
し
、
今
、
と
し
今
日
の
存
を
迎
へ
て

H
州
皮
も
一
川

服
の
寿
を
聞
き
、
そ
の
川
代
の
栄
え
栄
え
し
く
、
誠
に
此
一
氷
の
仰

継
の
礎
な
ら
ん
し
事
を
制
し
侍
る

会
阿
忌
の
御
忌
に
伝
子
向
て

晩
ん
ね
の
ぬ
し
鶴
を
ひ
ろ
ひ
五
へ
る
を
舟
き
奉
つ
り
で
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咲
満
て
雲
も
酔
た
る
桜
か
な

一
暖
や
馬
ま
で
睡
る
札
の
辻
?

ゆ
っ
た
り
と
咲
出
る
雪
の
牡
丹
か
な

朝
々
や
人
の
見
て
お
く
塚
の
ゆ
き

目
の
葉
の
残
る
時
雨
の
別
れ
か
な

日
は
松
に
暮
て
風
あ
り
梅
の
花

け
ふ
も
留
主
机
に
花
の
子
紙
哉

身
に
余
る
口
風
喰
ふ
て
夏
の
月

落
し
水
寝
急
刃
の
付
て
耳
ざ
は
り

ひ
や
ひ
や
と
奥
あ
る
花
の
夜
明
か
な

山
か
ぜ
や
何
を
た
よ
り
に
舞
ふ
雲
雀

馬
で
ゆ
く
嫁
の
里
辺
や
か
き
っ
ぱ
た

引
鶴
も
遁
に
残
す
ひ
か
り
哉

行
秋
や
川
見
ゆ
る
ほ
ど
透
た
薮

士
日
日
を
得
て
薫
け
り
冬
の
栴

菊
の
福
緊
汲
や
此
日
の
無
量
海

酒
持
て
来
た
と
叩
く
や
夜
の
雪

あ
か
る
さ
に
思
ヘ
ば
春
の
月
夜
也

房

娯
中
房

五
烏

互
鳥

胡
天

虎
道

五
梅
庵

五
梅
庵

呉
風

護
物

護
物

護
物

湖

E
五
木

古
遊

湖
由

五
来

五日来

荒
巻
完
ギ
ぬ
し
の
初
ば
を
祝
し
て

選
川
亡
打
子
に
備
は
へ
り
ぬ

紙

m
捌
を
祝
す

重
陽

も

噌

Eム
4
生ヮ“
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落
栗
や
旅
路
を
ひ
ろ
ふ
杖
の
先

能
な
し
も
興
が
る
雪
の
二
日
か
な

花
の
も
と
も
と
か
ら
花
の
御
室
か
な

灯
火
の
底
に
む
し
ろ
や
き
り
ぎ
り
す

編
幅
の
み
ほ
出
す
す
ま
の
す
だ
れ
か
な

草
き
み
な
そ
よ
ぐ
夜
風
や
虫
の
声

今
年
生
の
は
じ
め
も
竹
の
二
葉
哉

の
し
日
比
布
は
末
の
栄
や
松
の
花

み
や
こ
か
ら
流
る
る
水
や
け
ふ
の
丹

寒袴
声情l 着

のて
跡風
追新
ふら
薮し
のき
嵐扇
かか
なな

御
さ
か
り
や
雲
う
き
の
ぼ
る
不
二
廼
山

口
ゃ
い
づ
ら
山
口
口
青
し
口
口

暮
す
ず
し
杜
の
雫
に
立
濡
れ
ぬ

左
義
長
や
大
内
山
の
山
か
づ
ら

い
ま
揚
た
跡
へ
居
る
や
池
の
鴨

子
ま
く
ら
や
心
の
う
ち
の
と
し
わ
す
れ

孤
柳

五
朗

五
鹿

五
鹿

五
鹿

ム
ブ
同
疋

柴
!奄

f

、、-
J
H
U
1
0

トー

l
ノ

-

Hド
ノ
什

采
霞

在
我

在
我

ア

Z

I
、

航
行
1
4
h
骨川

在
処

采
真

采
真

在
tt 

蓑西
，馬

仁
和
主
に
て

須
磨
の
う
ら
懐
市

ム
仕
似
の
と
き
、
a
以
し
伐
さ
く
ら
の
山
門
的
ほ
と
り
に
山
川
を
う
か
め
て

つ臼A斗Aつム】
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年
玉
の
用
意
し
て
出
る
泊
り
か
な

初
花
や
近
い
あ
た
り
は
あ
と
ま
は
し

一
日
南
持
や
時
雨
の
跡
の
雲

小
菜
は
み
な
菜
に
な
る
畑
の
夜
寒
哉

午
飼
に
ひ
と
り
へ
り
た
る
柑
火
か
な

神
や
め
ざ
め
硯
の
海
の
梅
の
風

猿
曳
や
ど
う
ぞ
と
い
ふ
て
飛
小
溝

大
仏
の
顔
へ
は
ら
は
ら
時
雨
け
り

春
の
色
世
ド
吋
ひ
ろ
む
る
や
竹
の
風

酔
に
寝
て
見
た
し
げ
ん
げ
の
花
の
上

初
雁
や
見
送
る
峰
の
ほ
の
か
ま
で

鷺
の
来
す
る
な
り
恵
方
棚

蝉
い
づ
こ
あ
と
先
遠
き
草
の
原

月
見
む
と
夜
を
思
ふ
般
に
昼
清
け
り

踊
る
福
の
真
上
口
口
ふ
と
き
口
口
口

一
冗
日
や
上
下
へ
た
て
ぬ
膳
廻
り

海
際
は
聞
な
り
雪
の
山
か
つ
ら

羅
も
浮
世
涼
し
き
姿
か
な

両
馬

塞
，馬

柴
擁

柴
離

!
茶
隠

犬
木
一
翁

茶
狂

ム
座
喬

乍
琴

乍
琵

左
袈

左
琴

朔
花
仙

昨
非

昨
夢

砂
彦

茶
LU 

茶
山

廻
文
体
の
名
火
け
は
別
紙
に
の
せ
ら
れ
た
り

ヂ宇
題

も

q
d
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日
ド

M
E
l
i
-
し
寸
J

都
在
山
が
村
吉
川

慣
も
む
つ
か
し
と
糾
捨
た
る
口
口
山
口
洲
屯
会
を
訪
へ
ば
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立
秋
も
早
し
年
忌
も
七
巡
り

曙
の
花
に
も
の
言
ふ
独
か
な

子
ま
く
ら
に
い
つ
に
欺
な
り
ぬ
時
駈
醐

鳶
の
来
て
ぬ
れ
羽
震
る
へ
ば
落
葉
哉

末
枯
て
塔
二
三
重
見
出
し
け
り

き
く
も
の
に
落
て
し
ま
ひ
ぬ
月
の
雨

松
明
の
先
に
見
え
け
り
か
れ
尾
ば
な

来
し
秋
を
顔
に
い
な
ご
の
登
帥

ま
た
も
と
の
口
に
戦
ぎ
を
口
柳
か
な

子
ご
こ
ろ
や
夜
の
う
ち
は
の
裏
お
も
て

聞直
毎;切
にJら
は れ
って
ね腹
心ふ
ぞ く
濁ら
魂 し

ぬ

の
鰻

つ
い
ぬ
れ
て
つ
い

F
る
雨
の
柳
か
な

末
広
く
栄
ふ
る
花
の
継
木
哉

う
ぐ
ひ
す
や
行
幸
の
道
の
朝
朗

う
ぐ
ひ
す
や
行
幸
の
道
の
朝
朗

潔
く
老
て
も
尽
す
若
み
ど
り

七
草
や
摘
て
戻
て
見
て
も
ら
ふ

砂
水

茶
静

茶
静

茶
石

茶
石

茶
田

砂
文

小
夜
秋

蓑
笠

杉
芽海妓

傘
狂

山
境之之

一一

τ早

一一一宮品

州l

t干

藤
晩
居
士
の
年
同
を
弔
ふ

日
順
の
賀
に

雨
後
興

ι
，T 
ι
d
i
l
l
 

臥
亀
大
人
の
川
杖
の
百
一
を
祝
し
て
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綻
る
白
髪
麗
し
冬
牡
丹

日
の
す
し
の
一
樹
は
別
の
紅
葉
哉

そ
の
操
あ
る
若
松
の
根
は
り
か
な

梅
生
た
一
と
聞
か
く
し
て
年
わ
す
れ

年
よ
ら
ぬ
月
ひ
と
り
す
む
す
す
き
か
な

蚊
ば
し
ら
や
水
田
に
消
る
に
し
の
橋

竹秋
寒の
るく
氷れ

のd き
音の
やふ
夜こ
半ひ
のし
月ふ

お
も
ひ
け
り

雨
の
晴
間
隔
ふ
さ
ぎ
け
り
揚
雲
雀

見
え
て
あ
る
月
を
出
て
見
る
庵
り
哉

時
雨
る
や
か
た
す
み
く
ら
き
窓
の
う
ち

畳
さ
は
り
又
口
き
物
や
花
笹

乳
は
な
し
た
寝
顔
に
い
と
ふ
蚊
遣
り
哉

乳
は
な
し
た
寝
顔
に
い
と
ふ
蚊
遣
り
か
な

子
を
打
て
蔵
に
冴
居
牡
丹
か
な

足
伸
す
稼
や
田
植
に
垣
ひ
と
重

明
か
か
る
み
ね
見
あ
げ
る
ゃ
あ
じ
ろ
守

七

1J1f 
辺

自寿
llJ 
麗

法
鶴

市
喬

而
暁

子
琴

PT
琴

子
琴

志
琴

枝
月

枝
月
尼

重
頼

位
交

十支
Jマ
入

子
交

而
后

而
后

春
山
旅
H
h
の
初
老
を
祝
し
て

松
に
大
犬
の
徳
あ
り
と
い
ふ
に
寄
せ
祝
し
H
N
り
て

F
h
d
 

A
A
T
 

ヮ“
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喰
物
に
灯
の
い
そ
が
れ
て
花
の
宿

子
な
き
家
に
ゆ
ふ
く
れ
淋
し
鴫
駈
矧

乗
あ
げ
た
洲
に
そ
れ
な
り
や
涼
み
舟

鶴
を
見
て
し
ば
し
ま
ぎ
る
る
寒
さ
か
な

埋
火
は
絶
て
も
明
る
夜
の
う
れ
し

龍
る
べ
き
一
一
度
を
我
は
旅
衣

ふ
み
そ
め
る
と
し
の
麓
や
梅
の
花

山
な
が
ら
眼
に
つ
く
空
を
ほ
と
と
ぎ
す

櫨
紅
葉
印
彫
る
孤
家
の
後
哉

染
程
に
か
げ
ろ
ふ
花
も
ひ
と
へ
哉

長 貴
か'し

ら‘秋
ん も
人 之
もは
み一
る面
べに
し岬
は 紅
つ葉
謄

花
曇
花
の
木
の
間
ヘ
日
は
も
れ
て

黄
鳥
や
を
こ
り
か
か
り
し
池
田
炭

足
元
を
菊
の
匂
ふ
や
臨
月

足
元
を
草
の
匂
ふ
や
臨
月

三
尊
と
御
位
牌
並
ぶ
一
度
は
な
哉

別
れ
て
は
悌
隠
す
薄
か
な

而
后

而
后

而
后

而
后

而
后

子
坤

芝
山

芝
山

史
山

史
山承承

紫
人

似
水

史
青

史
青

市
井

仁1
ノ、

静

fぜ

'1 
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」
た
び
波
川
蔚
実
名
を
改
め
ら
れ
し
を
祝
ひ
て

I
L
小
川
村
の
還
肘
を
枕
し
は
べ
り
て
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先
暮
て
月
見
る
迄
の
勤
か
な

廓
公
声
に
艶
あ
る
月
夜
哉

郭
公
声
に
艶
あ
る
月
夜
哉

宵
や
み
に
白
み
て
寒
し
か
つ
ら
川

あ
さ
ぞ
ら
を
見
て
居
れ
ば
散
ひ
と
葉
か
な

葛
水
や
筑
波
あ
た
り
に
雷
の
音

ぽ
ふ
ふ
り
の
中
に
澄
け
り
朝
の
月

ひ
ざ
ま
づ
く
北
野
の
宮
や
梅
か
ほ
る

口
口
口
口
司
と
し
の
ね
ぐ
り
や
蓮
の
露

余
処
眼
に
は
煙
り
し
月
の
野
口
か
な

明
ら
か
に
日
は
い
り
な
が
ら
臨
月

タ
ぎ
り
や
一
先
づ
晴
て
二
度
の
く
れ

春
を
ま
つ
心
ひ
と
つ
に
成
に
け
り

初
花
や
人
の
こ
こ
ろ
に
つ
い
て
さ
く

掻
く
人
に
お
し
む
人
あ
り
門
の
雪

梅
折
て
来
た
子
を
か
ざ
す
焚
火
か
な

酔
ふ
て
寝
る
覚
悟
き
め
た
り
大
晦
日

柿
亦

紫
石

紫
石

兵tじ
4 、

石石石石
ifo 
;%> 
ニヨ

史
仙

史
千

北
越

二
仙

自
然
斎

同
端

四
端

四
端

四
端

四
端

結
婚
満
什
歳
を
自
貸
し
て

庁

i
aaτ ヮ“
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初
雪
や
か
れ
木
に
花
を
や
る
じ
ゃ
ま
で

老
す
が
た
見
え
ぬ
柳
の
葉
ぷ
り
か
な

海
山
の
苦
を
経
て
法
の
花
見
に
鰍

つ
ね
に
見
る
雲
に
さ
は
ぐ
や
初
時
雨

い
そ
と
せ
や
道
の
跡
な
り
霜
の
草

遣
は
れ
ぬ
一
扇
の
た
ま
る
残
暑
か
な

今
も
ち
る
や
う
な
葉
の
み
を
も
み
ぢ
か
な

鐘
つ
け
ば
こ
そ
暮
も
す
れ
雪
の
う
ヘ

世
に
は
こ
の
正
月
あ
り
て
ひ
め
は
じ
め

せ我
み Lや
九ーど
のを
琵 p

琶 つ
に IH
あて
は雪
せ の
よ小
か 商
ん人

烏

御
家
中
は
憎
き
踊
の
出
立
か
な

長
き
夜
や
翌
は
枕
の
角
と
ら
む

し
ら
ぬ
聞
に
萩
は
乱
て
花
す
す
き

夜
の
鶴
に
ど
ん
ど
の
明
り
届
き
局

あ
け
ぼ
の
の
空
を
は
な
れ
て
肢
か
な

嶋
も
出
て
迎
ふ
て
居
る
や
庵
の
月

白
矢口

慈
竹

慈
竹

祇
白

し
ほ

士
方

士
方

土
庁

士
方

士
明

若
翁

若
ノ助会、

刀ヨ

{j: 
ノ..，1-，.

刀>l

若
雅

尺
11 

!¥ 
西

雀
安

11' 

中
和
闘
の
賢
母
こ
と
し
六
卜
一
齢
の
祝
廷
を
開
か
れ
し
を
賀
寿
し

的
り
て

官翌
日IJ

t 

248 



TO T2 T3 TO TO TO TO TO TO 
496 077 094 495 494 493 492 491 490 

TO TO TO TO TO TO TO TO 
504 503 502 501 500 499 498 497 

糸
竹
の
酒
に
寄
る
ら
ん
時
鳥

月
涼
し
草
笛
聞
ゆ
橋
の
上
?

枯
草
の
ふ
た
た
び
か
ほ
る
時
雨
哉

後
れ
し
は
何
の
お
も
ひ
ぞ
帰
る
雁

待
宵
や
影
ふ
り
か
へ
て
戻
る
道

や
せ
た
る
は
老
木
の
さ
ま
よ
桜
鯛

安
全
日
地
に
滞
り
て
松
の
花

実さ
にさ
たげ
よば
ま，や
すl け

まふ
すの
た御
か前
しに
若枯
み尾
ど花
り

は
つ
雪
や
隣
ヘ
ば
か
り
降
て
行

傘
を
横
目
の
覗
く
し
ぐ
れ
哉

月
も
日
も
め
ぐ
り
き
て
嶋
け
郭
公

正
月
は
元
日
二
日
三
日
か
な

朝
の
萩
人
は
は
か
ら
ず
地
に
は
ふ

こ
ぼ
れ
穂
に
つ
か
ぬ
栄
耀
や
稲
雀

は
か
り
な
き
光
り
を
花
の
春
田
か
な

月
う
づ
む
草
や
本
鶏
の
隔
も
ど
る

V
ナ
水

車
大

会
口
友

舎
来

此
雄

ES 
雄

集
衣

十
|キi

秋
影

秋
瓜

周
峨

秋
菊

秋
挙

重
ぃ
厚

念
日

h
H

j

l

 

A

品日・
h
H

l
l
 

秋
水

御
家
判
H
を
賀
し
侍
り
て

翁
忌、

I主
'二'

日
鯨
十
在
仰
の
い
け
川
h
M
を
旅
す
る
に
、
あ
ふ
げ
ば
足
も
い
よ
い
よ
な
る
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寺
の
名
は
聞
て
忘
て
い
と
絞

翌
日
は
と
て
夜
の
め
も
合
ぬ
さ
く
ら
哉

朝
起
の
一
葉
を
ま
た
ぐ
戸
口
か
な

鷺
や
音
に
踏
こ
た
ふ
枝
の
上

さ
し
込
だ
月
も
蚊
遣
り
に
曇
り
け
り

中
々
に
さ
か
り
は
長
し
遅
さ
く
ら

初
盆
や
又
お
も
ひ
出
す
露
涙

張
り
出
し
て
鉢
植
丈
を
お
円
簾

袖
ふ
る
ふ
仙
が
口
口
口
散
桜

く
ら
べ
見
る
心
や
こ
よ
ひ
秋
の
月

はさ
た:か

ごーり
喰な
ふる
う 明
ちり
もは
夜も
ふち
かぬ
き夜
蛙の
か 梅
な

芭
蕉
忌
や
桃
と
桜
の
か
へ
り
花

こ
こ
ろ
に
は
何
お
も
う
て
か
ふ
く
と
汁

錦
織
ま
つ
の
戸
に
暗
萄
魂

み
よ
し
の
の
口
口
や
士
峰
を
片
口
口

子
ふ
た
り
の
こ
こ
る
は
し
ら
ず
秋
の
く
れ

余
の
世
話
に
疎
き
代
也
菊
の
花

秋
水

秋
水

秋
村

秋
美

重
名

十
仁3

E5 

十
E玉

戎
話
防

寿
住

b奴夙
也

}7，il 
也

寿
交

寿
清

寿
桃

狩
門

酒
雄

七
卜
阿
む

闘
J

人
香
川
什
U

の
家
刀
白
の
卜
川
稀
に
何
一
し
れ
川
り
て

藤
晩
故
人
の
浪
前
に
指
て

イ亙
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TO TO T3 TO TO TO TO TO TO TO TO T2 T2 TO TO Tひ TO
535 534 070 533 531 530 532 529 528 536 535 086 078 524 523 522 521 

す
す
掃
て
常
の
宵
よ
り
静
な
り

よ
い
衆
こ
そ
事
は
お
ほ
け
れ
と
し
忘

花
鰹
に
ほ
ヘ
雑
煮
に
よ
し
野
椀

餅
花
や
片
枝
は
栴
に
し
て
見
た
き

口
口
口
口
木
灰
め
か
し
た
る
霞
哉

寒
き
日
と
い
へ
ば
通
る
や
嫁
の
興

松
を
す
く
初
日
の
花
や
鶴
の
戸

老
に
人
口
科
ら
盛
り
や
梅
の
花

一
一
一
つ
ら
ね
に
.
二
朝
の
落
葉
わ
か
り
け
り

萩
と
成
吉
更
と
さ
く
や
山
の
草

砂
に
旭
の
さ
す
し
ら
ぎ
く
の
に
ほ
ひ
か
な

花
の
む
か
し
猶
な
つ
か
し
き
わ
か
葉
か
な

山
伏
の
子
鼻
か
み
行
枯
野
か
な

咲
も
の
に
み
な
香
は
あ
れ
ど
梅
の
華

葉
に
成
り
て
常
の
夜
明
や
あ
ら
し
山

風
す
こ
し
み
や
げ
に
も
っ
た
あ
っ
さ
か
な

朝
起
や
菊
に
も
た
れ
て
夏
の
立

春
雨
斎
山
人

春
i胡

春
湖

春
湖

毒
岬

春
香
園

春
唄

春
山

春
水

菩
袋

暮
袋

春
寵

春
i皮

春
f皮

曙
庵

繰
庵葉

蕉
雨

瀬
111 
J) 

IIJt 
亡IJ

初
在
の
山
口
を
祝
し
て

七
卜
の
御
齢
を
加
H
(
し
ま
い
ら
せ
て

団
一
一
同
に
そ
へ
て

噌

E
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F
h
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TO TO TO TO TO TO 
541 540 539 538 537 536 

TO 
542 

TO TO 
544 543 

TO TO TO TO T3 TO 
549 548 547 546 093 545 

虹
の
ね
を
つ
き
消
し
て
行
ち
ど
り
哉

陰
も
よ
し
栄
富
た
る
家
桜

世
に
匂
ふ
心
の
花
や
さ
く
ら
人

著
き
徳
や
殊
更
冴
る
月

秋
風
や
夕
日
春
く
浪
の
上

若
竹
の
延
び
て
揃
ふ
て
そ
よ
ぎ
け
り

雨
晴
て
雲
間
照
す
や
秋
の
湖

山
の
錦
を
移
す
帆
の
蔭

音
寂
し
秋
も
史
行
夜
の
雨

鉄
鉢
の
米
に
害
あ
り
不
如
帰

道
と
へ
ば
順
で
お
し
ヘ
る
紙
衣
か
な

日
を
友
に
し
て
口
か
ヘ
す
峰
の
松

刊
汗
や
風
の
届
か
ぬ
岸
に
咲

世
に
稀
な
齢
の
う
へ
を
千
代
の
春

枝
や
葉
の
す
き
を
も
見
せ
ず
松
の
花

玉
棚
や
佐
一
の
灯
し
の
た
よ
り
な
き

蕉
雨

日
一
口
一
吉
区

常
栄

笑
花

樵
花
坊

、

」

会

ト

I

ノ

J

1

0

1

松
牛

松
牛

西
来

尚
郷

雲
水

松
均

松
元書
¥プ

松
傾

松
月

松
占

松
三五
日[1

松
後

一
品
出
家
に
は
じ
め
て
ま
か
り
て

1
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川
付
加
担
B
F

十111 

こ
た
び
二
犬
財
揃
ひ
給
ふ
を
賀
す

十
日
城
よ
り
湖
つ
ら
を
掠
め
て

秋
雨

ガ U
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此
庵
の
っ
さ
せ
ぬ
事
を
か
し
て
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TO 1'2 1'2 TO 1'2 TO TO TO TO TO 
556 079 076 555 059 554 553 552 551 550 

TO TO TO 
559 558 557 

T01'2 TO 
561 070 560 

帰
り
咲
し
て
若
が
へ
る
曳
か
な

一
ト
木
に
も
日
は
暮
か
ね
て
山
桜

居
る
鳥
も
見
え
ぬ
く
も
り
の
若
葉
か
な

タ
か
ぜ
の
草
に
一
民
る
や
夏
の
月

-
一
一
け
の
葉
を
け
ふ
吹
寄
て
時
雨
け
り

万
践
の
し
ら
戸
口
き
し
ら
べ
哉

か
が
な
べ
て
、
水
し
楽
し
き
目
の
ゆ
と
り

名
月
の
子
供
さ
ヘ
寝
ぬ
夜
也
け
り

わ
か
竹
や
千
代
も
さ
か
ゆ
る
葉
の
戦
ぎ

谷
水
の
匂
ひ
も
深
し
庵
の
梅

思
ひ
人
海
山
ひ
ろ
し
附
の
月

花
見
て
は
春
宇
春
を
，
日
哉

散
り
交
る
梅
は
残
り
て
雪
淡
し

暮
お
し
き
む
か
ふ
入
日
の
さ
く
ら
か
な

秋
の
日
や
鏡
さ
え
よ
そ
ヘ
鴫
て
行

老
て
な
を
枝
葉
さ
か
ヘ
る
松
の
色

尚
11: 

昇
h-: 

昇
斎

松
斎

品
山

輔
山

樵
山

掌
山

d事:
山

条
之

松
什

口
E弓

純
七

齢

輔
松
仙

松
翠

少
斉

正
円

千
J
h
川

行
川
氏
の
問
日
の
伐
を
奉
る
と
て

q
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p
h
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川
川
上
疋
雅
ト
入
、
こ
た
び
問
地
に
肘
を
移
し
五
ふ
と
き
き
て
、
自

胤
流
は
窓
u

川
に
米
去
す
る
事
を
忠
ひ
や
り
て

十
半
に
九
旬
の
存
を
む
か
へ
凶
科
の
御
山
ゆ
み
を
こ
ふ
む
る
翁
を
賀
し



TOTOT01'2TO 
565 564 563 073 562 

TO TO TO 1'2 TO TO TO TO 1'2 TO TO 
574 573 572 058 571 570 569 568 072 567 566 

八
束
穂
は
千
代
の
齢
の
奏
者
哉

身
の
隙
や
わ
か
葉
に
う
つ
る
白
閉
口

ひ
と
夜
ふ
る
雨
や
小
桶
の
海
吾
ぬ
る
む

曲
水
や
流
れ
て
捨
る
筆
の
さ
や

枯
野
を
も
こ
し
て
出
て
来
つ
土
器
師

窓
見
れ
ば
忠
庁
で
あ
り
ぬ
明
の
春

大
福
や
去
年
の
梅
さ
へ
あ
た
ら
し
き

鴬
や
琴
も
互
を
聞
や
し
き

山 風
間.'と

2E 
たに
る淋
雪し
の や
あ花
しの
た山
か
な

花
は
根
に
帰
り
て
い
く
世
さ
く
ら
人

い
つ
く
れ
て
さ
く
ら
の
元
の
月
夜
か
な

ち
る
日
と
て
香
は
や
ら
さ
し
な
花
曇

山
茶
花
や
桜
に
一
灰
る
月
の
色

筒
か
り
で
吹
て
み
仁
け
り
夕
涼

世
に
め
で
て
尊
き
八
重
の
桜
の
実

湘
タ

樵
泉

十手
妙t
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九
十

丈
史

松
端

松
端

掌
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松
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昌
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正
道

松
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松
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松
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松
夢
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松
羅
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組
斗
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倒
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TO TO TO 1'2 TO TO TO TO TO TO 
583 582 581 071 580 579 578 577 576 575 

TO TO TO TO TO TO TO 
590 589 588 587 506 585 584 

蝿
ひ
と
つ
木
馬
に
来
た
り
小
六
月

時
の
来
て
咲
た
る
梅
を
自
慢
面

三
度

H
の
雪
や
さ
い
は
ひ
年
忘

薄
す
み
れ
濃
す
み
れ
春
も
暮
か
か
る

い
つ
も
よ
り
清
日
は
や
し
雪
の
窓

さ
み
だ
れ
や
十
日
三
原
の
粟
を
減
ら
す

き
ら
き
ら
と
光
る
砂
や
春
の
風

落
着
ゃ
い
ざ
よ
ふ
月
を
膝
の
上

鳥
の
声
聞
や
耳
た
つ
月
の
前

山
茶
花
や
茶
を
焚
家
の
薄
煙

鞠
の
色
暮
て
ひ
そ
か
に
ふ
た
つ
星

朝
露
や
鳥
も
来
て
嶋
く
塚
の
前

芥
子
さ
く
や
沖
に
し
ら
帆
も
見
え
ぬ
朝

葉
に
ま
け
て
唯
咲
に
局
枇
杷
の
花

月
今
宵
野
中
の
松
を
あ
る
じ
哉

一
卜
葉
づ
っ
ち
る
あ
と
淋
し
二
葉
三
葉

子
を
つ
ひ
て
月
星
拝
む
蛙
哉

松
羅

祥
礼

松
朗

升如
菊

萄
花

知
圭

如
杉

如
水

赤
志
改

如
泉

徐
風
庵

如
雄

如
流

如
相1I

如
流

子
来
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τ'() TO TO TO TO 1'2 TO TO τ'0 TO T1 1'3 TO TO TO TO TO 
604 603 602 601 600 084 599 598 597 596 268 144 595 594 593 592 591 

さ
は
っ
て
も
ゆ
き
が
降
な
り
お
く
や
ま
か

水
鳥
の
わ
れ
に
事
足
る
う
き
抹
か
な

日
の
く
れ
ぬ
日
は
な
け
れ
ど
も
秋
の
暮

鷺
の
さ
さ
葉
を
あ
ら
す
清
水
か
な

鷺
の
篠
・
ふ
り
は
ヘ
て
高
音
か
な

年
口
に
口
口
栄
ゆ
る
口
口
か
な

松
が
え
に
押
つ
け
と
ど
く
御
代
の
雪

山
寺
に
風
日
の
し
ら
せ
や
大
根
引

矩
を
陥
ぬ
あ
と
や
ふ
み
み
ん
道
の
霜

浜
松
や
か
さ
ね
ん
千
代
の
若
緑

秋秋
の"の

ず母
つ つ
つ つ
え; ふミ
く く
外外
はは
なな
かか
りり
けけ
りり

血
ぶ
く
れ
た
蛭
投
上
げ
る
国
道
か
な

鶴
を
よ
ぶ
笛
あ
ら
ま
ほ
し
初
子
の

H

霧
雨
や
ぬ
れ
毛
序
が
る
牧
の
駒

羽
子
つ
く
や
数
歴
々
で
は
で
も
な
き

夜
哨
し
の
耳
に
畳
る
、
寒
さ
か
な

士
朗

士
朗

士
朗

士
朗

士
朗

夫t

庵
真
葛

深
谷

信
奉

信
泰

新
平

新
平

秦
出
維

翠
雨

翠
雨

翠
悶

翠
三七

市

段
以
法
州
川
匂
w
I
の
行
に
の
ぼ
ら
れ
し
を
祝
し
て
滋
る

-256-
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迫
2子

迫i
小
川
品
川
の
』
ハ

l
s
を
旧
仇
し
て

さ
る
頃
、
選
川
ぬ
し
俄
に
黄
泉
の
風
に
さ
そ
わ
れ
給
ひ
し
が
、

JP

も
風
雅
の
交
り
な
せ
し
い
事
、
と
も
あ
れ
ば
、
悼
み
の
こ
こ
ろ
を



1'2 TO TO TO TO TO TO TO TO TO 1'2 TOτひ TOTO TO 
044 619 618 617 616 615 614 613 611 610 169 609 608 607 606 605 

τ'0 
620 

夕
立
の
高
に
来
る
や
須
磨
明
石

等
閑
に
見
し
木
の
間
よ
り
梅
の
花

朝
露
に
心
ぬ
れ
た
る
さ
く
ら
哉

タ
貌
の
ゆ
ふ
べ
は
花
に
か
く
れ
け
り

う
か
れ
行
あ
し
こ
そ
は
ゆ
き
花
野
か
な

わ
す
れ
た
と
も
お
も
ひ
出
さ
ぬ
口
口
口
口

菊
酒
に
万
歳
唱
ふ
此
日
か
な

黄
鳥
の
こ
け
ふ
み
お
と
す
清
水
か
な

蚊
遣
木
の
尺
V
て
む
し
る
や
恒
根
草

吉
日
の
多
き
庵
な
り
花
に
鳥

一
ツ
家
の
抜
け
出
て
黒
し
蕎
麦
の
花

し
た
し
み
も
月
雪
花
の
あ
ま
り
か
な

打
水
の
花
に
暮
こ
む
明
り
哉

頓
て
聞
ん
さ
ぞ
な
花
の
旅
の
記
を

冬
枯
や
言
葉
の
花
の
子
向
帥

花
の
月
あ
ら
し
お
さ
ヘ
て
の
ぼ
り
亮

き
じ
な
く
や
薮
を
出
て
来
る
寺
の
犬

水
月

推
己

推
己

翠
石

華
巴

水
来

水
藍

瑞
林

寸
風

寸
風

井
蛙

静
雨

静
雨

静
雨

晴
雲
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W W W W W W W WWWWWTITI WW W W  
636 635 634 633 632 631 630 629 628 627 626 625 097 088 624 623 622 621 

子
析
し
て
猶
芳
し
ゃ
蘭
の
花

夜
が
明
て
は
し
る
処
見
る
水
鶏
か
な

ひ
き
の
こ
す
小
松
や
千
代
の
あ
と
備
へ

炎
天
や
し
ほ
ゃ
く
は
ま
の
み
だ
れ
砂

霜
さ
せ
る
夜
々
の
に
て
い
ず
丹
と
梅

干
生
の
中
の
ひ
と
つ
や
種
瓢

ふ
り
に
た
る
愛
が
誠
に
し
ぐ
れ
か
な

山
茶
花
や
聞
き
初
た
る
華
の
艶

澄
ほ
ど
に
月
を
は
な
る
る
光
か
な

菊
の
花
御
法
の
庭
に
子
向
哉

寒
き
日
と
い
へ
ば
通
る
や
嫁
が
輿

初
賦
令
《
ら
き
夜
空
も
声
馴
染

梅
さ
げ
た
人
か
ら
の
せ
る
渡
か
な

い
つ
迄
も
老
せ
ぬ
色
や
門
の
松

薄
綿
の
肌
さ
わ
り
よ
き
花
見
哉

面
白
ふ
笑
し
う
暮
す
弥
生
哉

虫
干
を
す
る
連
し
ぽ
る
快
か
な

雨
の
夜
の
あ
や
め
も
わ
か
ず
ほ
と
と
ぎ
す

盛
雅

世
岐

成
祇

成
祇

成
祇

成
祇

青
牛

清
渓

西
月

静
香

青
唄

井
左

清
斉

静
斎

精
斎

精
斎

静
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H青
山
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M
方
ト
人
科
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650 649 136 648 089 647 646 096 645 644 643 642 641 640 106 639 638 637 

北
同
に
光
も
あ
る
や
氷
室
守

年
々
歳
々
劣
ら
ぬ
菊
の
薫
り
か
な

h

ハ
む
か
し
も
か
は
ら
ぬ
い
ろ
や
ま
つ
の
花

た
だ
た
よ
り
頼
む
時
雨
の
も
み
ぢ
哉

う
め
の
花
人
か
げ
な
く
て
又
ゆ
か
し

か
り
が
ね
の
爪
つ
く
程
や
時
雨
雲

火
に
む
し
の
来
ぬ
夜
と
な
り
て
き
り
ぎ
り
す

年
の
花
人
の
一
一
一
口
葉
に
咲
に
け
り

ひ
ぐ
ら
し
ゃ
記
の
飴
屈
居
ざ
り
け
り

か
や
は
ら
ヘ
色
相
に
出
た
り
冬
の
月

氷
す
ず
し
む
か
ふ
さ
か
り
に
歩
行
時

行
秋
や
お
も
ひ
拾
て
も
夜
の
空

初
音
せ
ぬ
う
ち
鷺
の
お
と
寒
し

春
の
烏
消
口
口
あ
れ
と
初
日
口

家
は
み
な
露
の
中
に
て
う
つ
火
哉

口
口
は
ふ
し
な
き
中
の
い
ど
み
か
な

き
ぬ
ず
れ
の
青
静
か
な
り
富
貴
草

積
雪
も
さ
く
ら
さ
く
ら
や
古
野
山

H青
山

静
処

勢
女

青
一
尉

ニk
円

池
青
池

精
知

世
中

世
再j

世
雨

青
域

井
開

井
眉

井
眉

成
美

清
峰

静
雄

古
錨

追
仲

怒
川
の
六
卜
ひ
と
つ
の
砕
を
川
口
し
何
り
て

，1."-;， 
m 
'JJIJ 

日
吋

υ

F
h
d
 

ヮ“

乃
芥
に
て
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666 665 664 087 663 662 661 660 659 658 657 656 095 655 654 653 652 651 

宵
寝
し
た
烏
晴
ら
ん
春
の
月

幾
む
れ
も
皆
公
家
た
ち
ゃ
は
つ
子
の
日

あ
は
れ
さ
や
塚
の
中
よ
り
秋
の
月

お
も
ふ
ほ
ど
酔
は
ぬ
寝
酒
ゃ
な
く
鵠

暮
て
行
秋
や
身
に
し
む
草
の
雨

口
口
と
ち
る
雪
犬
も
う
れ
し
け
る

さ
け
計
る
灯
を
か
ね
て
う
つ
砧
か
な

見
る
間
小
雨
に
ぬ
れ
て
鶏
合

先
に
来
て
末
坐
に
す
は
る
月
見
か
な

葉
の
ち
か
ら
平
生
み
せ
て
つ
は
の
花

帰ひ
るρ と

語品
て 戸
哀さ
やし
畑 残
のし
雌て

月
見
か
な

袖
に
眼
を
や
す
め
る
雪
の
広
野
哉

菊
の
香
や
松
の
く
ら
き
に
立
〈
澄
》
の
ぼ
る

鶴
の
よ
は
ひ
契
り
あ
ら
じ
ゃ
千
代
の
春

こ
の
さ
ま
を
何
と
か
た
ら
ん
ふ
じ
の
山

月
か
げ
と
と
も
に
音
す
む
き
ぬ
た
か
な

ち
と
道
の
損
し
て
き
く
や
茶
摘
唄

政
裡

清
柳

石
渓

赤
斎

赤
斎

石
芝

碩
水

碩
水

碩
水

碩
水

碩
水

石
堂

石
堂

石
蘭

世
!lfJ{ 

是
水

是
水

雪
鳴

f手

迫
者

'f 

260 

閑
!;ri 

す
そ
野
に
て



T3 TO T3 TO TO TO TO TO TO 
159 673 102 672 671 670 669 668 667 

TO TO TO TO 
671 676 675 674 

若
か
り
し
噺
に
更
て
誌
の
月

水
お
と
や
散
ら
ぬ
意
地
あ
る
花
ひ
と
木

藤
開
問
山
家
の
は
る
は
か
ぎ
り
な
き

煤
掃
の
邪
魔
に
成
る
ほ
ど
老
に
け
り

山
蟻
の
ふ
ち
を
つ
く
る
や
帰
り
花

山
松
や
千
代
か
さ
ぬ
べ
き
春
の
色

滝
す
ず
し
し
ら
雪
ち
口
口
口
口
口
落

其雪
匂自
ひし
に夜
杖#，は
をほ
ふの
せぼ
けの
りと
菊明
のの
庵山

金
の
棚
上
て
ふ
た
た
び
迎
ふ
年

鴫
呼
月
と
只
申
た
る
今
宵
か
な

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
遊
ぶ
水
鶏
や
霞
の
問

い
ま
す
か
と
思
ふ
や
炭
の
移
る
音

雪
嶋

百下手
でゴ

鳴
雪
鳩

$ 
壬τ1

I烏
苦
鴎

節雪
外

雪
香
主
人

節
伎

雪
主

主旨
でで宝

痩
雪
頂

明
↓
1
~
A
I

あ
ら
し
山
に
て

f!l 

t干

H
M
が
嶋
く
あ
へ
ま
の
は
て
の
く
ろ
か
み
や
ま
、
忘
れ
て
旅
行
の
口

4

・A

P

りつ“

山
を
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
只
白
花
の
主
を
し
た
ひ
て

名
ト
H
u
m
を
過
る

引
寸
長
ぬ
し
の
ほ
ゃ
く
も
肖
ヶ
け
と
は
な
は
ぬ
。
-
必

r
f雪
H
U
E
、
喬

を
焚
蓮
ま
ふ
て
、
共
い
と
な
み
い
と
ね
ん
ご
ろ
な
り
c

い
ま
せ
し

時
は
数
奇
の
道
に
も
委
し
く
て
、
お
し
へ
道
び
く
に
只
こ
ま
や
か

な
る
し
半
、
怒
川
り
の
赤
子
を
養
ふ
が
如
く
な
り
し
に
、
け
ふ
も
そ
の

社
友
の
人
々
背
同
居
し
ぬ
。
僕
も
席
末
に
口
り
て



W W W T I T I W WTIWWWWWWWWWW  
692 691 690 091 090 689 688 094 687 686 685 684 683 682 681 680 679 678 

溜
め
池
に
泡
ふ
き
立
る
暑
か
な

い
ざ
よ
ひ
や
聞
の
悟
り
も
晴
て
こ
そ

角
く
む
ゃ
あ
し
も
氷
ら
ぬ
水
の
ひ
ま

社
の
花
こ
こ
ろ
お
ぽ
へ
の
架
か
な

市
人
の
塩
こ
ぼ
し
行
枯
野
哉

な
が
め
あ
る
松
や
千
と
せ
の
冬
か
ま
ひ

大
鐘
の
タ
ぐ
れ
告
る
牡
汁
か
な

仏
名
や
ほ
と
け
ほ
と
け
と
哨
応

塊
に
報
ぶ
ひ
と
つ
や
蕗
の
台

朝
か
ほ
の
は
な
に
追
る
る
ね
づ
み
か
な

今 萩
消;に
し来
たて
1J 居
に れ
用ば
の 新
あわ
るる
月戸
見口
かか
なな

初
さ
く
ら
人
会
釈
し
て
通
る
と
こ

鶴
の
鴫
く
岬
ぬ
い
て
し
初
時
雨

今
消
し
た
灯
に
用
の
あ
る
月
見
か
な

椎
子
は
達
者
自
慢
ぞ
着
物
遣
り

竪
横
に
登
る
道
あ
り
花
の
山

時
雨
る
る
を
け
ふ
の
会
式
や
芝
の
庵

会主
4
t思

后P
---'1 

j同
Ilu 

雪
洞
{山

帝
ゴ
時
四
日
市

千
阿

蝉
l;ru 

千
影

千
影

下
関

千
鴎

仙
翁

千
崖

千
円
序

千
山
尾

千
崖

千
吟

洗
耳

洗
耳

究
叶
社
花

'f 

9
u
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T2TO 
092 693 

TO TO TO TO TO TO TO TO TO T2 TO TO TO TO TO 
707 706 705 704 703 702 701 700 699 099 698 697 696 695 694 

雄
子
を
者
初
て
袖
の
浦
涼
し

属
忍
の
資
を
示
す
柳
か
な
'

さ
ら
へ
て
賦
時
雨
の
中
に
嶋
か
ら
す

初
緑
り
是
か
ら
千
代
の
肢
配
り

一
戻
る
さ
は
ま
よ
わ
ば
迷
ヘ
桜
狩

今
年
よ
り
猶
若
々
し
か
が
み
餅

行黄
義烏
さや
に逃
紙』て
右"も
のま
音け
もた
な鳥
かで
りな
けし
り

船
に
酔
て
菜
の
花
の
へ
り
通
り
け
り

あ
ま
が
子
の
折
櫨
す
む
で
荻
の
戸

つ
け
木
火
を
田
に
す
て
た
れ
ば
晴
蛙

ゆ
り
き
り
て
並
べ
て
お
く
や
草
の
上

松
風
は
あ
く
る
夜
に
似
て
秋
の
月

畑
菊
の
ほ
か
に
か
き
根
の
き
く
の
花

茶
代
な
ど
よ
け
い
お
く
べ
し
タ
も
み
ぢ

暮
の
雁
お
り
は
ぐ
れ
た
る
声
寒
し

其
数
を
蜂
も
か
ぞ
へ
ん
玉
椿

千
尺

千
秋
庵

仙
草

!
仙
風

JlI 
鷺

千
鹿

i-x 
烏

J.x 
羽

宗
鴎

蒼
札

も←

眉

虫L
蒼
札

蒼
虫L

蒼
虫L

蒼
虫L

巣
居

j軟
谷

口
抑
氏
の
前
に
よ
り
地
以
と
や
』
が
雅
り
の
?
を
合
し
て
柳
汀
の
雅

じ
山
を
贈
る
と
て

前
]
佐
川
前
日
小

御
は
り
公
の
亀
齢
を
見
本
り
て
桃
窓
れ
へ
送
溺
出

qa 
ρ
りつ臼

ハ
一
の
賀



TO TO 1'2 TO TO 1'2 TO TO TO 
714 713 061 712 711 102 710 709 708 

TO TO TO TO TO TO TO TO 
723 722 721 720 719 718 717 716 

朝
茶
に
も
う
け
て
唄
た
や
梅
の
花

住
ぞ
と
は
畑
に
し
れ
て
雪
の
家

ふ
か
ず
と
も
蓬
の
や
ど
に
お
の
づ
か
ら

鴬
や
水
の
口
も
さ
ら
ば
な
け

物
影
の
・
か
る
く
移
る
や
春
の
水

鴬
の
入
口
を
晴
て
行
に
け
り

お
ろ
お
ろ
と
も
の
と
ふ
門
の
秋
蔵
草

騒
し
き
庭
龍
見
舞
ふ
や
月
瀧

涼
し
け
れ
三
保
の
曙
比
良
の
雪

話
米
ま
せ
さ
っ
き
の
復
た
の
五
月
晴

鮎蚊
ぐt の

会号
rj:t馬
を盟
p と
そ れ
が ば
ぬは
筏 っ
かち
など

り

蛙
み
な
遠
音
に
な
り
ぬ
と
ぶ
蛍

見
て
居
れ
ば
気
も
長
う
な
る
枯
野
か
な

春
の
野
や
雪
あ
る
う
ち
の
浅
み
ど
り

梅
の
葉
の
ひ
と
り
こ
ぼ
れ
て
秋
の
暮

落
た
鰍
と
お
も
ふ
の
が
勝
競
馬
か
な

菊
の
香
の
し
ま
り
ほ
ど
く
や
旭
の
廻
り

草
斎

帥
斎

蒼
山

巣
人

草
且

出一小ム口

巣
兆

双
把

早
也

爽
葉
窟

素
屋

素
屋

素
屋

素
屋

素
屋

二."

フVミミ

原
素
外

草
庵
端
午

わ
か
れ
を
送
る

A
せ

内

h
u

ワ臼

't 



TO TO 
725 724 

TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO τ'2 
740 739 738 737 736 735 734 733 732 731 729 728 727 726 100 

大
雪
や
灯
の
も
る
か
ど
に
立
ど
ま
る

楽
し
か
ら
ん
松
に
み
ど
り
の
恵
み
と
は

下
京
の
夕
日
は
永
し
稲
に
蝶

貝
は
り
は
松
で
有
り
け
り
春
の
風

菊
の
香
の
流
し
た
ふ
て
山
路
か
な

ほ
の
ぼ
の
と
初
音
を
明
の
ほ
と
と
ぎ
す

仰拾
山ふ
なて
泊も
りs 笑
支γl は

度れ
やは
花せ
のぬ
宿一

葉
哉

孝
に
寝
ぬ
夜
の
賜
か
ほ
と
と
ぎ
す

千
代
の
春
を
目
出
た
ふ
こ
こ
に
明
初
て

跡
も
ど
り
し
て
鐘
き
く
や
花
の
中

雪
ど
け
や
清
水
流
る
る
柳
か
げ

門
ぐ
ち
は
綱
ゃ
い
か
り
や
春
の
月

里
も
く
れ
野
も
暮
山
の
梅
し
ろ
し

花
の
野
ゃ
い
づ
こ
を
州
の
刈
処

冬
枯
も
な
く
て
尊
き
流
か
な

瑞
離
(
簸
)
に
H
登
る
残
暑
か
な

祖
郷

友
松
亭

鼠
禁

素
兄

素
兄

素
月

素
行

素
山

楚
雀

素
{言

素
信

素
芯

素
J[与、

素
Js、

素
Js、

素
碩

素
長

素
白

汗

一
川
村
何
が
し
婚
礼
の
日
出
た
き
世
に
尽
ざ
る
こ
と
を
祝
し
侍
り
て

「「

υ
ρ
0
 

内

L

米
庄
君
の
転
宅
を
祝
し
て

上
野



TO 1'2 1'2 TO TO TO TO 
744 101 098 743 742 730 741 

TO TO TO TO TO TO 1'2 TO TO TO 
753 752 751 750 749 748 107 747 746 745 

う
っ
せ
み
の
一
h
健
蒲
団
や
猫
の
必

も
の
拾
ふ
気
は
な
か
り
け
り
け
ふ
の
月

天
ざ
か
る
日
南
は
早
し
梅
の
花

朝
の
間
や
嶺
で
逢
し
初
松
魚

ひ
と
か
‘
ら
げ
か
つ
ら
ぎ
山
の
雪
の
柴

昇
り
つ
く
迄
は
す
す
め
や
花
の
山

若
返
り
又
一
巡
り
花
車

け
そ
う
す
る
人
に
し
ば
し
ば
は
る
の
か
ぜ

た
れ
や
ら
か
ほ
ゐ
の
ね
が
ひ
も
盆
の
内

無
太
郎
の
席
を
の
が
れ
て
ほ
と
と
ぎ
す

む
ら
蕊
の
葉
末
を
っ
た
ふ
火
た
る
哉

散
も
み
ぢ
一
葉
は
渦
を
の
が
れ
け
り

し
ば
ら
く
は
潮
に
の
り
け
り
玉
あ
ら
れ

花
を
折
力
や
人
に
お
と
り
た
き

耳
よ
け
て
ま
く
ら
お
き
け
り
時
'HN

須
磨
寺
を
歩
行
て
居
る
や
閑
古
鳥

草
履
で
は
行
れ
ぬ
道
や
鵡
の
声

楚
九
日
坊

素
風

主
芹ミミ

風
素
明

曾
良

疎
音-

L
S
 

ノ

I
1
/
完

狙
栗

素
良

素
良

素
艮

岱
阿

袋f百岱岱岱
雨

大
英

鎌
合
川
M
什
説
大
事
な
れ
ば

神
谷
氏
こ
と
し
本
卦
の
々
を
む
か
へ
じ
い
い
ふ
を
何
一
し
恭
り
て

'f 
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TO TO TO TO TO TO TO TO T2 TO TO T2 T2 TO TO T2 
765 764 763 762 761 760 759 758 109 757 756 104 106 755 754 105 

鹿
の
口
を
見
す
て
て
一
民
る
秋
の
く
れ

す
が
た
あ
ら
ば
搾
に
似
ん
春
の
風

大
夏
や
雨
、
美
し
き
嵐
山

我
や
沸
し
口
し
み
や
さ
び
し
う
つ
る
影

寝
を
し
み
て
く
つ
ろ
ぐ
庵
や
は
つ
袷

F
駄
の
緒
の
ぬ
け
て
鴫
LV.
小
橋
か
な

研
あ
げ
た
や
う
な
光
り
や
冬
の
月

お
き
た
り
と
は
い
さ
さ
か
見
え
ず
松
の
霜

花
盛
松
の

4
Eり
も
立
に
け
り

若
水
の
ち
か
ら
も
ど
す
や
は
ね
瓶

水
海
の
波
別
帰
る
雪
解
哉

か
ば
か
り
の
夜
は
ふ
た
つ
な
し
月
の
秋

は
つ
一
吉
の
鶏
も
た
ぬ
家
も
な
し

馬
合
羽
夕
立
二
一
粒
ひ
ろ
げ
た
り

梅
の
夜
を
わ
す
れ
ぬ
こ
ゑ
や
も
ろ
蛙

よ
き
道
の
海
に
も
出
来
て
御
代
の
春

出
歩
行
の
人
の
上
よ
り
年
の
行

朝
夕
を
持
分
ぶ
り
や
梅
柳

大
雅

太
邦

太
符

太
鍔

!
大
経

対
山

対
Ul 

対
山

対俗
事

岱
車

退
住

秦
H
U

泰
日
ιj 

泰日日

fHぃ
叶f

泉

山
郷
を
過
る
折
り

-267-
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t
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τ'OTOτ'0 TO 1'2 TO TO TO TO TO TO TO TO TO TO TOτ'0 TO 
785 784 783 782 110 781 780 779 778 777 776 775 774 773 772 771 770 769 

花
と
わ
が
聞
に
き
ゆ
る
月
夜
哉

ほ
と
、
ぎ
す
よ
い
機
嫌
な
り
七
八
戸

こ
ろ
び
こ
む
あ
ら
れ
を
庵
の
ふ
く
は
う
ち

む
か
ふ
に
も
見
て
居
る
人
ゃ
あ
き
の
暮

遠
鹿
の
・
こ
ゑ
を
あ
れ
消
す
鼠
か
な

菊
買
ふ
て
気
の
お
さ
ま
り
ぬ
盆
の
市

水
垢
の
干
に
ま
ふ
れ
る
や
蝉
の
声

明
る
夜
を
い
た
だ
く
花
の
木
の
聞
か
な

陽
炎
は
見
る
べ
き
も
の
の
司
か
な

薮
う
ら
に
帯
の
在
日
や
月
と
う
め

水湖
仙 の
やl'春
葉や
もど
冬ち
し ら
らヘ
ぬ く
深れ
緑 て

け
ふ
も
け
ふ
も
日
ハ
白
雪
の
在
処
か
な

白
菊
に
を
く
は
添
る
竹
は
な
行
し

鷺
ゃ
う
す
み
ど
り
な
る
ひ
が
し
山

足
代
に
か
ら
く
ま
れ
し
も
若
葉
か
な

松
を
親
と
た
の
め
ち
よ
ヘ
む
老
の
冬

麦
は
た
に
子
を
育
つ
る
か
雨
の
雄
子

対
竹

岱
年

岱f'd 
年

1百
年

岱
年

岱
年

岱
年

岱
年

t'd 
年

情了

梅
大
必

大
必

太
阜

太
阜

大
夢

碓
嶺

A
豆
十
雪
百

が
知
子
の
ち

h
打
の
七
卜
の
何
日
に

'1 
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TO TO TO TO 
789 788 787 786 

TO 1'2 TO TO TO TO T3 TO TO TO TO TO TO 
802 108 800 799 797 796 145 795 794 793 792 791 790 

調
々
の
こ
ゑ
千
代
も
降
れ
雪
の
松

坂
越
え
て
ひ
と
た
い
ら
あ
り
は
る
の
草

四
よ
し
野
や
雪
の
さ
く
ら
も
見
事
也

咲
花
は
桜
ば
か
り
と
お
も
ひ
け
り

つ
も
ら
ぬ
は
風
の
た
す
け
や
竹
の
雪

む
つ
ま
し
き
花
や
老
木
の
と
も
ち
か
ら

芦
火
踏
て
飛
別
け
り
猫
の
恋

椿
を
る
や
是
く
だ
さ
れ
と
い
ひ
な
が
ら

麦
秋
や
暮
て
ま
で
ふ
く
飴
の
笛

壁
に
見
る
日
の
出
の
虹
や
蛇
蜂

柿
紅
葉
ち
り
て
干
菜
の
か
か
り
け
り

春
空
の
中
ヘ
わ
き
け
り
雪
の
竹

今
の
世
も
神
代
也
け
り
七
五
三
か
ざ
り

代
や
幾
世
い
た
だ
く
露
の
御
恵

虹
の
橋
残
し
て
晴
る
る
時
雨
哉

ち
り
し
跡
の
口
口
口
口
し
ゃ
百
日
紅

葉
桜
や
遊
女
の
果
の
尼
が
庵

〔
多
賀
〕

舵
岳

柔
輝

百
三
翁

多
喜
彦

卓-卓
i也池

卓
池

卓
池

卓
池

卓
池

武太
計
彦

丹
靖

探
梅

探
和

探
和

知
機
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追
善

北
遊
種
主
の
常
な
ら
ぬ
旅
へ
趣
れ
し
を
一
樹
口
て
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T2 
118 

か
す
む
に
も
方
角
は
あ
り
朝
と
晩

駕
龍
脇
に
肴
日
開
一
つ
れ
し
雪
見
か
な

竹
の
子
や
盗
め
と
札
も
建
ら
れ
ず

う
の
華
や
里
は
づ
か
し
の
夜
の
道

養 I手
父世
人と
にも
み し
るら
や で
在樵
所る
のや
歌秋
か lの
る 暮
た

見
に
住
ん
時
雨
の
中
の
ひ
が
し
山

漬
梅
の
色
香
ほ
め
つ
つ
上
用

F

さ
み
だ
れ
や
風
道
白
く
く
れ
て
行

世
話
し
い
も
遊
ぶ
用
意
ぞ
春
隣

枝
炭
や
昔
し
お
も
へ
ば
'HN
の
宿

い
り
れ
め

L
や
角
あ
り
と
振
か
た
っ
ぷ
り

た
ど
り
来
て

H
か
げ
を
た
の
む
茂
り
か
な

暖
に
な
り
た
る
塚
の
落
葉
か
な

木
殺
風
の
明
き
る
聞
を
風
の
お
と

身
の
垢
は
汗
に
流
れ
て
跡
涼
し

竹
畑

竹
畑

竹
畑

竹
翁

竹
香

竹
処

竹
窓

竹
窓

竹
道

竹
道
人

ち
く
ほ

竹
有

竹
遊

竹
雄

こ
し
の

竹
里
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縦い犬
じ
八
満
山
奉
納
の
句
人
H

に
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附
れ
口
口
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川
川
北
川
り
て

聞
の
M
川
一
似
は
身
わ
『
U
十

A

小
品
ー
な
ら
ん
の
け
ふ
や
占
ゲ
ノ
仏
作
A
の
芯
な
き
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あ
っ
き
日
や
唯
薄
雲
の
寄
る
所

は
づ
か
し
い
顔
も
秋
と
て
紅
葉
か
な

空
相
の
功
あ
る
も
の
や
品
お
と
し

古
池
の
若
葉
見
え
ぬ
春
の
水

忘
れ
な
よ
心
の
仏
さ
と
の
は
は

庭
内
に
来
ぬ
と
こ
ろ
あ
る
時
雨
か
な

稲
妻
も
か
ら
す
の
戸
に
わ
か
れ
け
り

み
つ
け
た
り
蔵
の
聞
の
三
日
の
月

初
鶴
に
頭
を
ず
る
神
の
白
州
哉

蚊
遣
火
や
く
く
り
分
た
る
縄
す
だ
れ

此
浦
の
平
家
ヘ
鴫
の
看
経
か
な

虫
の
音
も
そ
れ
程
痩
て
後
の
月

ち
る
は
な
に
か
け
わ
た
し
た
る
す
だ
れ
か
な

ど
の
は
な
の
ち
る
と
も
み
ヘ
ず
ち
り
に
け
り

ぬ
る
み
し
賊
静
に
見
へ
る
池
の
浪

口
口
う
つ
し
て
咲
く
や
口
口

墨
染
の
世
を
え
逃
る
紙
衣
哉

松
の
声
遠
き
を
里
の
小
春
か
な

竹
里

竹
里

竹
里
房

Yr 
老

制
百
道

矢口
風

ち
ょ

聴
雨

聴
雨

朝
伍

朝
伍

蝶
後

長
斎

長
斎

蝶
左
坊

長
左
坊

L
・
I

J
引

7m
超
室
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は
じ
め
て
の
御
両
会
に
て
ん
仕
け
な
き
に
は
ぢ
い
り
て
け
れ
ば

足
心
口
之
仏
之
怠
川
川
ハ
h

川
右
半
行
を
ぷ
め
る
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鯖
齢
や
何
お
も
ひ
出
て
引
返
し

梅
さ
く
や
山
と
山
と
の
聞
の
駅

む
し
龍
や
清
き
有
馬
の
竹
細
工

連
麹
の
幹
か
ら
た
は
む
す
ず
め
か
な

稲
妻
や
鐘
楼
も
見
え
て
杉
の
間

と
し
ど
し
ゃ
濡
て
う
れ
し
き
は
っ
し
ぐ
れ

ぼ
う
ふ
り
や
昔
は
誰
が
水
か
が
み

雪
帯
し
松
や
齢
も
千
歳
ふ
り

白
露
の
こ
ぼ
れ
そ
ヘ
け
り
閑
伽
の
水

ひ
と
り
蚊
帳
あ
ま
り
に
早
き
タ
か
な

何l ー

よ. R 
~，の
や葬
冬若
のし
雨花
ふの
る朝
栴
相P

花
ざ
か
り
散
よ
り
外
は
な
か
り
け
り

山
さ
く
ら
静
に
う
つ
る
琵
琶
か
な

浮
雲
や
ま
た
降
ゆ
き
の
す
こ
し
づ
っ

大
坂
や
ひ
と
の
う
ヘ
行
ほ
と
、
き
ず

筏
土
や
安
を
し
ば
し
の
桜
人

傘
の
さ
せ
ぬ
麓
や
か
ん
こ
鳥

長
秋
庵

潮
水

長
水

釣
石

長
瓢
坊

長
米

蝶
夢

，罵
雄

格
亭

樗
堂

樗
堂

樗
堂

樗
戸E今
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樗
堂

樗
士宮

樗
道
人

千
代
道

樗
来

主主
しL
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あ
ら
し
山
に
滋
が
て
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TO 1'2 1'2 TO TO TO TO 1'2 
853 113 112 852 848 847 846 116 

TO TO TO TO TO TO TO TO TO 
862 861 860 859 858 857 856 855 854 

仮
橋
を
懸
た
れ
ば
ち
る
柳
か
な

夏
の
月
松
よ
り
出
ぬ
は
や
更
ぬ

花
な
が
ら
下
葉
い
ろ
づ
く
小
萩
か
な

道
ば
た
に
鶏
も
来
て
居
る
旧
う
ゑ
哉

道
ば
た
に
鶏
も
き
て
居
る
旧
柏
哉

過
行
も
声
の
う
ち
な
り
ほ
と
と
ぎ
す

過
ゆ
く
も
声
の
う
ち
な
り
ほ
と
と
ぎ
す

寒
か
ら
ぬ
家
の
花
な
り
福
寿
草

木
に
添
ふ
℃
ぜ
あ
が
り
た
る
鬼
見
哉

折
て
待
し
ゅ
び
壱
本
の
花
見
哉

歌
こ
そ
は
嘉
永
に
く
だ
れ
梅
の
華

か
ね
の
生
る
木
も
買
あ
て
ん
年
の
市

し
ぐ
る
る
や
水
と
り
ひ
と
つ
浮
直
す

ま
だ
寒
き
山
に
入
け
り
梅
の
月

黄
鳥
や
早
瀬
を
前
に
身
の
か
る
き

海
を
見
て
も
ど
れ
ば
霞
む
戸
口
か
な

見
え
な
が
ら
声
は
る
か
也
月
の
人

見
る
文
の
し
ぐ
れ
ぬ
は
な
し
花
屋
裏

椿椿
堂

椿
A!f. 
当主

椿
戸uo

I邑

梧
戸uo

旦主

椿
堂

十春
豆

津
奈
女

セ
イ
ホ

鼎
雨

鼎
湖

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
左
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什
庵
の
絞
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司
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TO TO TO T2 T2 TO TO TO 
868 867 866 125 124 865 864 863 

T2 TO TO TO TO 
126 872 871 870 869 

TO TO TO TO 
876 875 874 873 

今
う
っ
た
あ
み
の
魚
貰
ふ
月
見
か
な

酒
の
香
は
き
の
ふ
に
凝
て
蓮
の
花

川
か
み
は
木
々
の
雫
や
春
の
水

に
し
き
ぎ
の
雁
口
口
ら
む
寒
さ
か
な

匂見
ふ え
旭出
を‘し
まて
づ H
いの
た暮
だ行
きや
て 雪
雪 jの
の I11
松

ふ
ぶ
き
と
も
み
る
と
き
花
の
日
ぐ
れ
哉

杖
の
い
る
ほ
ど
に
咲
た
る
牡
丹
か
な

た
つ
鴫
の
雫
や
石
も
う
が
つ
べ
き

一
主
月
雨
や
星
を
は
な
る
る
雲
低
き

月中
ひ:程
わ 1:
リ I自
の ひ
せ処
てあ
芦る
間枯
の野
捨哉

舟

一
盃
の
を
は
よ
り
は
や
き
丸
一
年

ち
ょ
っ
と
出
た
留
守
の
様
子
や
起
り
炭

雁
嶋
や
大
気
の
直
る
か
可
り
船

古
酒
買
て
来
る
や
使
の
聞
ち
が
ひ

釣
瓶
か
ら
水
の
無
心
や
藤
の
花

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
左

鼎
た

白
(
松
庵

T 
矢口

汀
哉

貞
F輿

日

l
l
l
n
H
V

ト
ト
輔
副
V

笛人:

阿
田
翁

田
禾

同
禾

国
禾

田
禾

正
机
卜
H
流
作
工
作
化
会

41Lハ
附
一
の
山
本
一
応
を
ゆ
小
継
し
て

川
上
主
人
初
老
を
祝
し
て

4
斗
A

門，，ワ
ω

't 

11 

去
年
の
け
ふ
は
い
せ
に
て
遊
び
、
今
と
し
は
没
に
て
例
の
締
訴
を

か
た
り
侍
る



T2 TO TO TO TO T2 TO TO TO TO TO TO TO TO 
122 889 888 887 886 119 885 884 883 882 881 879 878 877 

TO TO TO 
893 891 890 

献
立
の
中
に
も
は
い
る
清
水
哉

け
ふ
と
い
ふ
け
ふ
ひ
ら
き
け
り
福
寿
草

木
の
股
の
こ
ぼ
れ
種
に
も
は
る
べ
哉

閑
占
鳥
山
辺
は
麦
の
駄
の
風

若
が
へ
る
老
木
も
あ
り
て
梅
の
花

人
の
ぞ
く
知
恵
の
お
か
し
ゃ
雀
の
子

入
梅
や
お
の
づ
と
し
め
る
醤
油
蔵

悌
は
雪
の
仏
を
拝
み
け
り

口
口
口
口
細
長
」
樹
も
あ
り
氷
室
山

ひ
さ
か
た
の
都
は
さ
ぞ
な
華
の
春

い
そ
が
し
き
包
丁
先
や
み
そ
さ
ざ
ゐ

八
十
伝
ひ
と
つ
指
お
れ
八
百
の
春

花
見
る
と

A

一
一
一
口
は
ぬ
ば
か
り
の
往
来
か
な

庫
表
と
も
に
口
口
敷
ぞ
小
夜
し
ぐ
れ

か
は
ら
ぬ
ゃ
く
る
る
夜
毎
に
暗
い
と
ど

こ
こ
ろ
な
く
ゆ
く
人
は
住
て
山
中
も
み
ぢ

こ
こ
ろ
あ
る
雲
や
し
ぐ
る
る
け
ふ
の
そ
ら

同
禾

天
遊

天
来

東
，烏

東;
，烏

東
，烏

東
，日

東
，烏

桃
雨

桃
芽

東
鶴

藤
暁

桃
す

更
新
軒

道
同

桃
左

等
栽

桐
枝

還
暦
の
賀

H会

迫
;'" 

日
イ
一
、

カ
f
pこ

よ
ひ
お
も
し
ろ
き
事
の
布
と
聞
て

同

h
d

ゥ，，ワ臼
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TO 
910 

ど
ち
ら
な
ど
付
た
二
本
や
さ
し
柳

月
代
や
一
先
花
も
寝
た
雫

湯
子
豆
の
売
や
松
葉
や
升
の
市

灯
龍
の
売
れ
て
荷
作
る
わ
か
ば
哉

名
月
や
紙
燭
持
せ
て
切
き
ざ
み

出
現
も
夜
の
聞
の
臓
か
雪
仏

桶
の
輪
を
削
る
う
し
ろ
や
桃
の
花

花
の
さ
く
山
と
は
み
へ
ず
閑
古
鳥

山
家
ま
で
春
め
く
海
苔
の
に
ほ
ひ
か
な

ゆ
ふ
だ
ち
の
草
樹
の
み
か
は
人
に
ま
で

垣ひ
も;げ
薄， '弟IJ
焚l ら

くぬ
も こ
すと
すは
き り
のい
野ふ
守や
か後
なの

月

世
の
上
や
柳
見
て
居
る
朝
ご
こ
ろ

一
廻
り
秋
の
紫
雲
を
登
る
空

鵬
八
を
此
折
か
ら
の
逮
夜
哉

種
さ
種
さ
の
花
の
子
向
や
魂
祭
り

三
日
月
の
こ
の
う
へ
な
ら
ば
池
の
う
ヘ

桃
室

桃
室

桃
室

桃
室

桃
室

冬
之
一
同

東
樹

東
樹

東
樹

梓
舟

桃
秋

桃
秋

桃
春

束
十自

東
吹

桃
水

桐
栖

'f 

ρ

り
ウ

iヮ“

別ぃ治を士一刈

流
形
大
町
上
好
給
ふ
道
に
寄
一
旬
を
悼

五
l
年
詳
忌
も
帥
腕
月
に
w
J
り
け
れ
ば

中
華
闘
の
霊
前
に
数
多
の
御
花
阪
々
敷
追
福
を
川
口
円
み
有
る
に
捌
き

会
常
を
円
上
す
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款
冬
の
露
気
の
花
の
か
こ
ち
顔
な
る
や

暗
か
ぬ
だ
け
蝶
は
風
情
を
尽
し
け
り

豊
さ
や
碁
に
五
月
雨
の
わ
す
ら
る
る

舞
ふ
鶴
も
お
な
じ
齢
ぞ
松
の
花

初 秋 物
蝉の毎
や水の
か濁落
きらつ
あ守ぬく
げま秋
てでよ
あの四
る子十
海 向 雀
のか
泥な

夏
の
夜
の
直
口
き
口
に
明
に
け
り

お
く
深
く
見
上
る
華
の
林
か
な

鬼
灯
や
寝
の
た
ら
ぬ
子
の
笑
ひ
顔

な
に
は
江
や
柴
ふ
く
風
も
春
の
も
の

世
や
す
し
齢
に
古
稀
花
咲
て

稲
妻
の
ひ
け
ば
月
也
鷲
の
峰

さ
し
鯖
や
箸
は
当
ね
ど
ひ
と
備
へ

月
ぽ
む
る
人
見
処
や
鉢
た
た
き

亭
主
か
ら
は
お
り
脱
け
り
夷
講

有
も
哩
な
い
も
う
そ
と
し
露
の
お
と

風
流
や
口
も
や
は
り
初
し
ぐ
れ

桃
青

楊
雪

L
K
じ
ヤ
l
a

制
作
劇
l

桃
長

樟
年

桃'藤
甫泊

桃
甫

東
洋

桃
来

塘
里

泊
竜
中

兎
園

と
岐
古

と
岐
古

と
岐
古

と
岐
古

と
岐
古

銘
酒
の
よ
く
売
る
は
雨
の
日
有

追
善

'--←一句---<---

香
月
則
貞
翁
の
八
十
一
の
齢
を
寿
奉
り
て

ウ

i
巧

iヮ“

中
和
国
主
の
太
嬬
人
七
十
の
賀
を
祝
し
興
す

追
悼

出
入
の
繁
き
は
家
の
と
み

輩
傍
の
多
き
は
其
身
の
ほ
ま
れ

言
葉
は
士
口
く
心
は
あ
た
ら
し
く
と
い
ふ
古
人
の
教
に
す
が
り
て
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1'2 1'2 1'2 TO TO TO TO TO TOτひ TOT1 TO TO T2 TO TO TO 
138 135 134 969 937 936 935 934 933 932 931 452 930 929 127 928 927 926 

松
風
の
隣
隔
つ
る
寒
か
な

酔
ざ
め
に
塩
茶
の
昧
や
む
め
の
花

何
人
賊
笛
携
へ
て
春
の
山

君
が
道
あ
じ
わ
え
ば
こ
そ
寒
の
白
川

将
門
、
が
.
函
に
あ
ひ
か
ね
し
綜
が
な

絵
に
見
た
る
人
も
つ
み
け
り
犠
わ
か
な

咲
け
し
の
一
重
に
浅
し
醤
が
垣

板
の
聞
の
氷
ゃ
い
つ
の
こ
ぼ
れ
水

か
す
み
く
む
月
の
さ
か
づ
き
幾
千
代
ぞ

も
の
の
ふ
の
輝
し
ら
ぬ
世
な
り
け
り

ゑ
刈
屑
に
ま
た
霜
を
《
の
》
置
菜
の
葉
哉

閣
の
夜
に
横
た
は
り
け
り
な
つ
の
山

折
捨
て
凋
も
花
の
忌
中
哉

草
の
戸
の
ゆ
ふ
暮
あ
か
き
寒
さ
哉

む
つ
の
花
過
て
こ
そ
は
つ
は
な
さ
く
ら

月
影
に
開
ひ
て
ふ
ゅ
の
栴
の
は
な

う
ろ
た
ヘ
て
(
以
下
な
し
)

六
月
や
早
藩
の
朝
な
朝
な

徳、
静

独
自星

得
蕪

篤
民

篤
老

篤
老

L
L
白
同

ιや
『
託
行

I止
香

〔
士
芝
〕

〔
土
芝
〕

〔
土
芝
〕

〔
土
芝
〕

〔
上
芝
〕

〔
上
芝
〕

〔

E
芝〕

〔
士
芝
〕

〔
土
芝
〕

〔
土
芝
〕

九待作
E

両
仙
に
道
昧
九
州
山
を
お
く
り
て

人

H
い
つ
く
し
ま
に
て

川
羽
れ
の
む
そ
ぢ
を
賀
し
が
り
て

日

δ
内
/つμ

9 

冬
枯
の
こ
こ
ろ
を

川
ん
五
氏
U
H
順
の
利
一
に
上
小
川
町
何
が
し
の
慌
に
応
じ
て

道
い
け
川
州
川
の
平
野
を
分
ち
約
ふ
従
対
日
以
丘
を
川
け
(
し
比
川
り
て
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938 146 
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944 943 942 941 940 939 880 132 129 

六
月
や
早
葬
の
朝
な
朝
な

六
月
や
早
葬
の
朝
な
朝
な

置
の
葉
の
雛
け
さ
や
か
に
小
雨
降
る

宿
ふ
り
て
花
に
め
で
口

月水水
澄遠遠
てしし
人菰菰
ののの
ご一中中
こ主、よ

ろりり
の初初
夏蛙蛙
は
ら
f¥ 

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
タ
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
タ
か
な

春
ふ
か
く
口
ふ
き
芹
の
根
ざ
し
哉

蜂
ぬ
れ
て
は
ひ
わ
た
る
也
石
の
上

あ
ま
つ
雁
は
ね
に
ひ
か
り
を
得
て
い
ぬ
る

あ
り
明
て
う
れ
し
き
さ
く
ら
ふ
た
と
こ
ろ

う
ぐ
ひ
す
の
よ
ぎ
し
嵐
に
初
音
哉

う
ぐ
ひ
す
の
よ
ぎ
し
嵐
に
初
音
哉

う
ぐ
ひ
す
の
か
た
羽
ぬ
ら
し
て
初
音
か
な

う
ぐ
ひ
す
の
片
羽
ぬ
ら
し
て
初
音
哉

〔
土
芝
〕

〔
土
芝
〕

〔
士
芝
〕

〔
士
芝
〕

〔
土
芝
〕

桐
一
苧

土
芝

士
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

士
芝

土
芝

土
芝

土
芝

一、~一一ー
~ 
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TOTOTOTOTOTOTOTOTOTひ TOTO TO TO TO 
959 958 957 956 955 954 953 952 951 950 949 948 947 946 945 

TO 
960 

う
ぐ
ひ
す
ゃ
あ
り
明
そ
め
し
月
に
暗

う
ぐ
ひ
す
や
雪
な
ら
で
む
つ
の
は
な
に
鳴

う
ぐ
ひ
す
や
雪
な
ら
で
む
つ
の
は
な
に
鳴

う
ぐ
ひ
す
や
有
明
そ
め
し
月
に
鳴

う
つ
ら
う
つ
ら
す
る
も
さ
く
ら
の
な
が
め
か
な

う
ろ
た
へ
て
月
見
る
夏
の
ゆ
ふ
べ
か
な

う
ろ
た
ヘ
て
月
見
る
夏
の
タ
か
な

お
も
ひ
入
み
ち
の
く
ふ
か
き
柳
か
な

お
り
す
て
て
し
ぼ
む
も
は
な
の
最
中
哉

お
り
す
て
て
し
ぼ
む
も
花
の
最
中
か
な

か
す
み
く
む
月
の
さ
か
づ
き
い
く
千
代
ぞ

か
ぜ
絶
て
た
だ
海
つ
ら
の
お
ぼ
ろ
か
な

か
ほ
に
雪
つ
け
て
鴫
な
り
朝
か
ら
す

か
ほ
に
雪
つ
け
て
鳴
な
り
朝
か
ら
す

こ
れ
も
ま
た
老
せ
ぬ
い
ろ
や
さ
く
ら
鯛

こ
れ
も
ま
た
老
せ
ぬ
い
ろ
や
さ
く
ら
鯛

土
芝

士
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

長
月
翁
の
六
十
賀
を
寿
き
て

長
月
翁
六
十
の
賀
を
寿
て

~岳、~一一、e

...------ー

遊
行
柳
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
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丹
羽
君
の
む
そ
ぢ
を
賀
し
奉
り
て

早
春
三
日
無
量
山
眺
望

叔
父
松
君
古
稀
の
賀
に
我
里
に
隣
る
昧
潟
の
海
に
浮
て
ふ
い
を
を

贈
り
で
寿
奉
る

叔
父
松
君
古
稀
の
賀
に
我
里
に
隣
る
昧
潟
の
海
に
浮
て
ふ
い
を
を

贈
り
て
寿
奉
る



wwwwwwwwwwwwwwwwww 
979 978 977 976 975 974 973 972 971 970 968 967 966 965 964 963 962 961 

そ
の
ひ
か
り
こ
こ
に
な
に
は
の
芦
の
月

た
こ
ふ
ね
や
月
花
〈
雪
〉
の
海
に
う
か
め
る
か

つ
え
と
な
り
て
わ
れ
も
千
と
せ
の
春
に
逢
ん

つ
れ
づ
れ
に
紫
陽
花
を
引
お
こ
し
け
り

な
が
き
夜
の
明
る
こ
こ
地
や
初
さ
く
ら

は
な
る
香
や
天
満
の
み
か
地
に
も
み
つ

ふ
な
ば
た
を
た
た
ひ
て
な
く
や
か
ん
こ
烏

むぽ
つつ
のり
花ぽ
過盆っ
てり
こ H芙
そや
初夏
花野
さの
く草
らの

fと

む
ら
さ
き
の
若
葉
も
さ
す
が
さ
く
ら
な
り

も
の
の
ふ
の
蝉
し
ら
ぬ
世
な
り
け
り

ゆ
ふ
が
ほ
や
月
の
う
つ
れ
ば
ゆ
る
ぎ
出
し

ゆ
ふ
さ
く
ら
夜
を
も
思
ひ
は
す
で
ね
ど
も

よ
い
や
み
に
光
り
さ
す
な
る
柳
か
な

わ
れ
見
ず
ば
月
な
ほ
澄
む
家
さ
く
ら

を
し
烏
に
思
ひ
ぞ
出
る
八
重
さ
く
ら

雨
い
か
に
遠
山
さ
く
ら
は
れ
わ
た
る

雨
い
か
に
遠
山
さ
く
ら
晴
わ
た
る

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

!
土
芝

土
芝

上
芝

土
芝

土
芝

上
芝

土
芝

土
芝

士
芝

土
7写a，、伊

土
芝

上
芝

土

は
か
な
き
七
と
せ
の
む
か
し
か
た
り
を
問
て
追
善
の
こ
こ
ろ
を

仙
川
舟
と
い
へ
る
も
の
に
題
し
て

た
ら
ち
ね
の
八
ー
の
伐
に
一
週
附
が
よ
め
る
し
ろ
が
ね
に
も
あ
ら
ず

法
コ白
作、

制
打
波
無
人
刈
臼
横
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TOτ'() TO 
982 981 980 
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995 994 993 992 991 990 989 988 987 986 985 984 983 

雨
こ
よ
い
こ
こ
ろ
の
月
を
う
つ
し
見
る

雨
鷲
の
呼
し
も
雪
と
な
り
に
局

雲
沈
み
う
め
浮
く
見
え
て
雨
の
暮

栴
を
分
雨
し
の
ぐ
袖
寒
か
ら
ず

霧
に
に
・
る
梅
見
る
人
や
杭
蜘
朕
坐

引
一
再
沈
み
う
め
浮
と
見
え
て
雨
の
昏

何
と
な
く
都
に
ち
か
し
田
う
へ
ぶ
り

夏
雲
の
別
む
と
し
て
は
う
ち
曇
る

花
ふ
め
ば
ム
二
寸
ば
か
り
窪
た
ま
り

花
十

H
聞
に
か
か
ら
で
散
に
烏

我
か
ら
と
思
ふ
夜
も
あ
る
時
雨
哉

我
庵
に
わ
が
ま
だ
し
ら
ぬ
草
も
ゆ
る

閑
呼
烏
け
ふ
を
し
の
ぶ
の
帥
に
な
く

橘
に
糞
の
こ
し
け
り
ほ
と
と
ぎ
す

橘
に
糞
残
し
け
り
ほ
と
と
ぎ
す

暁
の
月
明
に
春
く
れ
ぬ

暁
の
月
明
に
春
昏
ぬ

月
あ
り
と
お
も
ふ
ば
か
り
ぞ
タ
か
す
み

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土土
芝

七
芝

上
芝

土
芝

土土
芝

七
芝

上
芝

土土
足こ

土
芝

雨
中
川
林
林
に
あ
そ
ぶ

hw

州
制
l
J
に
て

1'1ミj

f平
林

山
川
別
の
こ
こ
ろ
を

此
川
々
低
の
別
を
な
げ
き
て

不
知
山
刈
不
知

厳
島
溢
作

'f 
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T1 T1 T1 T1 T1 
016 015 014 013 012 

T1 
017 

T1 
018 

T1 
019 

T1 
020 

T1 T1 
022 021 

初
明
に
灯
は
ふ
っ
と
吹
け
し
ぬ

宵
聞
に
光
さ
す
な
る
柳
哉

人
近
く
馴
る
と
も
な
く
て
鯛
う
か
ぶ

水
か
く
れ
の
州
あ
ら
は
れ
て
初
も
み
ぢ

世
々
か
・
ほ
る
そ
の
は
な
の
梅
花
の
た
ね

世
々
か
ほ
る
そ
の
花
の
種
は
な
の
た
ね

世
々
か
ほ
る
そ
の
花
の
種
は
な
の
た
ね

世
々
に
か
ほ
る
そ
の
は
な
の
種
花
の
た
ね

世
々
に
か
ほ
る
そ
の
は
な
の
種
は
な
の
た
ね

折
捨
て
て
凋
も
花
の
最
中
哉

千
よ
の
い
ろ
は
清
く
和
ら
ぐ
そ
ら
に
こ
そ

土
芝

土
芝

土
芝

士
芝

士
芝

土
芝

土
芝

上
芝

土
芝

士
芝

1二
サ~

乙

|来l
)長

昧
か
た

此
門
の
も
と
つ
翁
も
も
あ
ま
り
い
を
と
せ
〈
そ
ぢ
》
の
忌
と
七
九
r

は
じ
恨
の
後
の
UL
ね
も
ご
ろ
に
い
と
な
ま
る
る
を
か
つ
仰
ぎ
か
っ

ふ
し
て

此
川
の
も
と
つ
翁
も
も
あ
ま
り
い
そ
ぢ
の
忌
と
て
今
は
七
怖
の
後

の
主
じ
ね
も
ご
ろ
に
い
と
な
ま
る
る
を
か
つ
仰
ぎ
か
つ
ふ
し
て
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此
門
の
も
と
つ
翁
も
も
あ
ま
り
い
陀
ぢ
の
忌
と
て
今
は
七
仰
の
後

の
主
じ
ね
も
ご
ろ
に
い
と
な
ま
る
る
を
か
つ
仰
ぎ
か
つ
ふ
し
て

此
門
の
も
と
つ
翁
も
も
あ
ま
り
い
を
と
せ
の
忌
と
て
今
は
七
例
の

後
の
hk
ね
も
ご
ろ
に
い
と
な
ま
る
る
を
か
つ
仰
ぎ
か
つ
ふ
し
て

此
門
の
も
と
つ
翁
も
も
あ
ま
り
い
を
と
せ
の
忌
と
て
今
は
七
例
の

後
の
あ
る
じ
ね
も
ご
ろ
に
い
と
な
ま
る
る
を
か
つ
仰
ぎ
か
つ
ふ
し

て



T1 T1 T1 
025 024 023 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
039 038 037 036 035 034 033 032 031 030 029 028 027 026 

選
尉
に
ま
た
霜
の
置
菜
の
葉
哉

早
苗
採
そ
の
子
の
織
を
な
げ
き
っ
つ

草
の
戸
の
ゆ
ふ
暮
あ
か
き
寒
か
な

秋
風
や
山
タ
や
け
で
吹
起
る

草
の
一
戸
の
ゆ
ふ
暮
あ
か
き
寒
さ
哉

藻
葉
そ
よ
ぐ
潮
に
の
ぞ
む
胡
蝶
か
な

藻
葉
そ
よ
ぐ
潮
に
の
ぞ
む
胡
蝶
哉

藻
葉
そ
よ
ぐ
潮
に
臨
む
胡
蝶
哉

藻
葉
そ
よ

C
湖
に
臨
む
胡
蝶
哉

地
に
落
て
ざ
く
ろ
み
だ
る
る
あ
ら
し
哉

竹
の
雨
た
け
の
子
を
う
つ
ひ
び
き
か
な

竹
の
雨
た
け
の
子
を
う
つ
ひ
び
き
哉

竹
の
雨
笥
を
う
つ
ひ
び
き
哉

竹
の
雨
箱
を
撲
つ
ひ
び
き
か
な

竹
の
雨
笥
を
撲
ひ
び
き
か
な

竹
の
子
は
都
の
た
つ
み
乾
か
な

摘
に
出
て
最
一
雨
ま
つ
五
加
木
か
な

摘
に
出
て
最
一
雨
ま
つ
五
加
木
哉

土
芝

士
芝

土
芝

j': 
寸~

之

土
芝

土
~ 

乙
士
芝

土
芝

士
芝

土
芝

土
芝

士
芝

土
芝

上
芝

土
芝

土
芝

士
芝

冬
仙
の
こ
こ
ろ
を
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F

ヘυ
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小
河
川
一
や
探
題

」
向
日
探
題



T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
050 049 048 047 046 045 044 043 042 041 040 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 
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冬
す
ず
し
更
行
法
の
灯
の
ひ
か
り

日
最
中
を
山
里
人
の
納
涼
哉

梅
の
月
ふ
た
つ
に
わ
か
ち
見
る
べ
か
ら
ず

梅
を
分
雨
し
の
ぐ
袖

E

賞
、
か
ら
ず

風
さ
は
℃
木
々
の
中
よ
り
初
さ
く
ら

風
さ
は
ぐ
木
々
の
中
よ
り
初
さ
く
ら

風
ふ
け
ば
に
ほ
ふ
も
お
か
し
く
さ
の
も
ち

風
ふ
け
ば
顔
を
そ
ぶ
け
て
か
の
子
哉

風
ふ
け
ば
顔
を
そ
ぶ
け
て
胞
の
子
哉

風
折
の
い
つ
ひ
つ
つ
き
て
も
も
の
は
な

蓬
莱
も
か
く
ゃ
う
か
め
る
緑
樹
影

霧
か
か
る
梅
見
る
人
や
結
剛
扶
坐

明
の
千
ど
り
一
三
つ
の
小
島
に
別
れ
鴫

柳
を
り
て
ひ
っ
ぱ
り
あ
ひ
ぬ
里
わ
ら
は

タ
さ
く
ら
夜
を
も
お
も
ひ
は
捨
ね
ど
も

立
か
ら
の
花
に
嶋
よ
る
い
と
ど
か
な

ム
ー
か
ら
の
花
に
嶋
よ
る
い
と
ど
哉

士
芝

斗+-

ふと

土
芝

土
芝

土
芝

土土
乙

土
芝

七
+.t--
ヲ

許、一

土
芝

土
芝

土
芝

土
乙

Et芝
上
芝

土
-++-

之

un谷
山
に
こ
も
り
て
い
む
こ
と
綬
り
は
べ
り
け
る
時

市
街1

世

水
制
多
付
加
問
と
い
え
る
和
歌
ム
也
に
待
て
い
川
れ
の
仁
卜
を
必
し
が

286 

る内
一
似
ト
J
に
て

予
州
へ
わ
た
る
刈
中
的



1'2 1'2 1'2 T2 1'2 1'2 1'2 1'2 T1 T1 T1 T1 T1 
147 145 144 143 137 136 133 130 061 060 059 058 057 

T1 T1 T1 T1 
065 064 063 062 

立
か
ら
の
華
に
嶋
寄
る
い
と
ど
か
な

露
草
や
山
の
上
ま
で
咲
登
h
り

老
せ
し
な
王
の
う
ら
は
春
の
風

竿
の
五
凡
伸
p

昂
霧
の
中

蓑
か
さ
も
桃
を
る
と
て
の
よ
そ
ひ
也

も
み
ぢ
焚
く
庵
の
そ
と
に
も
散
み
だ
る

左
せ
し
な
五
の
う
ら
は
の
春
の
風

蜂
ぬ
れ
て
は
ひ
わ
た
る
也
石
の
上

む
つ
の
は
な
酒
て
こ
そ
初
花
さ
く
ら

竹
の
雨
笥
を
撲
ひ
び
き
か
な

笥
の
五
尺
伸
鳥
山
霧
の
中

む
つ
の
花
過
て
こ
そ
は
つ
は
な
さ
く
ら

千
代
ふ
け
し
こ
が
ね
は
な
さ
く
宿
の
春

梅
が
否
を
袖
に
う
け
ば
や
節
悦
ひ

新
宅
の
松
を
は
し
ら
や
梅
柳

未
だ
伸
る
幹
の
構
え
や
う
め
家
内
喜

名
月
や
人
な
き
島
に
人
の
声

土
之

土土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
芝

土
之

土
之

土
之

土
之

土
之

土
之

と
せ

メ当主
tJ. 

世
兎
千二i

咋

γ山
山

、、r
，a
官，.

カu
t~f 
J 、山

中
河
川
v円

γ
探出掛

卜
じ
の

H
刷
け
ぶ
り
け
れ
ば

川
内
I
K
氏
H
H
順
の
何
一
に
ト
小
川
如
何
が
し
の
川
に

Jb
じ
て

ウ

i
口

δヮ“

尚
H
河
川
平
探
題

川
胞
に
い
い
氏

U
H
順
の
川
口
一
に
本
以
何
が
し
の
%
に

vb
じ
て

松
任
の
ト
仁
一
斗
順
の
州
日
経
聞
か
れ
け
る
円
、
後
山
附
に
似
い
づ
る
山
町
一
念

仰
と
い
え
る
は
な
を
め
で
て

柳
瀬
御
し
卜
‘
人
の
卜
い
稀
と
同
御
令
官
の
泣
併
の
か
貨
を
例
祝
ひ
て



TITITITITITITITITITITITITITITIWTITI 
077 076 075 074 073 072 071 070 069 068 067 161 160 092 123 108 066 120 

名
月
も
価
の
や
す
し
も
ど
り
馬

雪
の
降
夜
は
よ
な
が
ら
に
春
の
月

帯
た
け
は
男
に
ま
け
て
タ
す
ず
み

濡
亀
は
ゆ
ふ
べ
の
露
が
は
っ
し
ぐ
れ

芦
も
音
ハ
な
き
夜
ま
こ
と
の
し
ぐ
れ
か
な

白
雨
の
程
よ
く
や
ん
で
踊
か
な

お
か
し
い
口
器
量
異
也
継
ぎ
口

ふ
た
本
の
千
代
の
は
じ
め
や
今
歳
竹

人
と
へ
ば
門
迄
菊
の
香
の
走
る

福
寿
草
照
か
き
は
其
枠
哉

鷲西
のえ
晴J来
処れ
くば
ら東
きゅ
四か
月し
か き
なほ

た
る
か
な

降
つ
づ
け
晴
れ
ば
は
な
の
と
ん
と
咲
く

は
れ
ば
れ
と
薮
う
ぐ
ゐ
す
の
初
音
か
な

葉
柳
の

F
に
か
ら
び
し
鱗
か
な

此
は
る
は
夢
に
も
し
た
し
花
に
烏

今
植
た
田
水
つ
め
た
し
松
の
陰

見
て
み
せ
て
嬉
し
か
り
け
り
き
く
の
花

斗
麦

叶
ぃ
鳳

女

外

海

兎
六

奈
屋

南
口

r~ 
口

南
峨

南
谷

南
水

南
蘇

南
楠

I有
浜

南
明

南
明

|車j
莱

主
同
革
本

年
風

賀千
般
の
閃
M
h
を
訪
う
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T1 
078 

T3 
129 

T1 T2 T2 T1 T1 T2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
089 158 157 088 087 148 086 085 084 083 082 081 080 079 

水
の
音
や
谷
の
軒
端
の
秋
の
雨

細
口
口
笑
面
麗
か
ん
つ
ば
き

花
く
れ
て
葉
は
忘
れ
た
る
紫
苑
か
な

か
ら
み
て
や
春
待
ふ
り
の
松
の
蔦

か
ほ
り
て
し
若
荷
の
花
や
草
の
種

葉
を
分
て
ゆ
っ
く
り
ひ
ら
く
牡
丹
か
な

ず
ん
ぶ
り
と
ば
も
落
込
や
花
の
雪

翁
忌
や
は
れ
き
る
空
に
忘
れ
雨

寿
を
た
も
ち
し
松
の
一
木
哉

風
す
ぢ
に
あ
る
水
尾
杭
や
鮮
の
た
つ

も
口
口
口
見
や
ほ
口
口
と
ぬ
く
き
小
懐

も
の
提
て
日
半
路
も
ど
る
や
よ
ひ
か
な

諌
鼓
時
て
淋
し
み
増
す
や
此
回
向

口
も
く
れ
口
口
口
口
山
の
梅
し
ろ
し

雪
ど
け
の
清
水
汲
だ
る
柳
か
げ

蝕
の
あ
と
ひ
る
ま
ぬ
月
の
光
か
な

法
橋

能
円

ト
ぃ
ト
l
ト
U

梅
円

梅
価

梅
岳

楳
季

梅
犠

梅
渓

梅
F 

梅
香

梅
左

梅
左

梅
左

梅
届

〔
梅
室
〕

〔
梅
室
〕

八
十
翁

ぃ
品
野
山
下
一
一
会
谷
に
て

寒
格

祝

広

維
髪
敷

H 
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還
暦
の
賀
を
祝
し
て



T1 
090 

T1 
091 

T1 12 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
104 159 101 100 099 098 097 096 095 094 093 092 

む
ら
雲
を
見
せ
て
は
待
す
子
規

親
に
似
て
月
に
つ
っ
た
つ
鹿
子
か
な

お
し
あ
ふ
て
横
も
ゆ
れ
る
し
げ
り
か
な

を
れ
か
ね
て
あ
は
れ
の
さ
め
る
木
檀
か
な

一
羽
づ
っ
宙
に
き
え
け
り
帰
る
雁

海
苔
の
香
や
障
子
に
う
つ
る
僧
ふ
た
り

広
縁
に
か
け
う
つ
し
け
り
ほ
と
と
ぎ
す

今
日
見
れ
ば
掃
除
し
て
あ
る
野
栴
か
な

秋
の
来
て
竹
は
わ
が
慣
と
戦
き
け
る

灯
台
の
も
と
を
照
ら
す
や
后
の
月

鼻
に
ま
で
墨
を
つ
け
け
り
冬
龍

蓮
の
香
や
遠
し
ち
か
し
と
敷
く
む
し
ろ

子
を
う
て
ば
む
れ
た
つ
栴
の
に
ほ
ひ
か
な

最
一
声
遠
音
に
も
が
な
時
鳥

咲
け
ば
散
る
花
と
思
へ
ど
名
残
哉

梅
室

八
十

梅
室

f
k、
手

同

H
凶
4

1
ノ
I
寸
u
u
t

梅
室

梅
室

梅
室

梅
室

梅
室

梅
午巨

梅
室

栴
室

梅
室

梅
室

梅
宅

梅
室

鷺
声
斎

梅
寿

春
本
翁
を
名
残
り
て

11' 

'1 
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T1 
105 

T1 T1 12 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
118 117 163 116 115 114 113 112 111 110 109 108 107 103 106 102 

春
の
水
後
と
濁
さ
じ
と
流
れ
け
り

春
の
水
流
れ
終
る
や
法
の
海

寺
あ
り
と
木
魚
に
知
る
や
霧
の
海

送
り
火
や
一
里
う
ご
く
裸
馬

ひ
と
つ
だ
け
う
つ
る
小
池
や
ふ
た
つ
星

く
れ
近
し
あ
し
曳
の
山
を
と
し
木
こ
り

機
涼
し
汲
は
安
ら
ぞ
備
后
酒

菜
の
花
に
臨
の
残
る
夜
明
か
な

清
々
て
少
丸
思
ふ
や
秋
の
月

明
ぼ
の
の
月
よ
り
両
し
き
り
の
花

焚
う
ち
に
匂
ひ
の
か
は
る
落
葉
哉

一
男
迷
ふ
う
ち
に
日
の
さ
す
は
ち
す
か
な

見
る
度
に
な
か
よ
き
鴛
鷺
の
み
さ
ほ
か
な

無
太
良
に
似
た
る
姿
や
初
時
雨

椋
欄
薮
の
中
に
椿
の
盛
哉

法
問
の
上
を
行
也
時
鳥

浦
ち
か
き
里
や
真
砂
に
落
つ
ば
き

吸
が
ら
の
す
ぐ
に
も
き
え
ず
露
の
原

鷺
戸
斎

梅
寿

梅
如

栴
Jし、

楳
臣

森
清

日
示
主
円

L詰
R
1

、VJ
・

宗門

清
梅
石

梅
石

梅
窓

梅
窓

楳
I奏

梅
太

梅
太

梅
太

梅
通

梅
通

ト
本
ル
小
銃
羽
泊
一
仲

H 

上
芝
令
逸
の
化
本
に
ま
か
り
で

4
2
A
 

Q
d
 

っ“

氏
の
み
な
み
と
パ
ふ
文
?
を
い
り
の
政
に
お
き
て
似
し
は
べ
る



T2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T2 T1 T1 
164 129 128 127 126 125 124 123 122 121 149 120 119 

T1 
130 

T1 
131 

汐
は
ま
に
ち
る
は
高
根
の
木
の
は
か
な

子
を
組
て
霞
む
場
も
あ
り
筏
さ
し

声
も
せ
で
け
さ
は
み
だ
れ
ぬ
庭
の
荻

郭
公
山
の
帯
雲
動
き
亮

い
っ
と
て
も
逃
つ
ら
す
る
や
み
そ
さ
ざ
ゐ

め
ら
め
ら
と
貝
が
ら
踏
や
松
の
陰

そ
よ
そ
よ
と
東
風
の
吹
な
り
麦
の
上

仏
名
の
唱
ヘ
遥
し
松
の
声

染
る
秋
も
白
ふ
ん
ど
し
の
角
力
哉

千
代
も
越
え
ん
齢
め
で
た
し
松
の
花

掃
う
ち
の
座
敷
ま
た
る
る
寒
さ
か
な

明
て
ま
た
夜
を
引
谷
の
紅
葉
か
な

閑
室
の
風
雅
う
ら
や
む
結
月
哉

冴
し
月
も
入
り
て
は
か
な
し
松
の
窓

冬
の
賀
に
は
る
ま
で
た
し
て
梅
椿

梅
通

梅
通

梅
通

梅
童

梅
夫

梅
仏

梅
岡

梅
北

楳
明

梅
里

梅
裡

梅
裡

梅
隣

世
情
脊
A
W
H

梅
呂

馬
予

須
磨
に
て

百
十
年
の
忌
に

祝

292一
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佐
木
や
口
口
と
や
ら
ん
の
大
木
に
し
て
凡
官
丈
余
の
丸
さ
な
り
け

り
。
口
胤
盆
入
遊
び
し
時
の
口
な
ら
ん
か
。
そ
は
だ
傾
き
口
に
け

づ
り
で
柳
の
口
迄
添
口
り
仏
る

迫
持

情
一
ぬ
し
の
老
川
り
に
お
く
る



1'2 T1 T1 T1 T1 T1 1'2 1'2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
152 142 141 140 139 138 162 154 137 136 135 134 133 132 

T1T1 
144 143 

長
閑
さ
や
山
そ
の
ま
ま
に
う
つ
る
海

此
春
や
老
の
名
の
つ
く
宿
の
松

老
木
に
も
笑
昧
を
含
し
時
月
か
な

若
が
ヘ
る
み
ど
り
は
っ
き
ず
松
の
花

雪
だ
る
ま
よ
ご
れ
て
か
ら
が
哀
な
り

江
の
ゆ
ふ
日
鷺
晴
て
居
に
け
り

甘
酒
の
う
れ
や
む
頃
や
梅
の
花

朔口
日の
のな
雨き
う，蓮
れ.，の

し竹
か有
れ秋
燕の
子水
花

山
巴
蕉
忌
や
し
ろ
き
は
翁
霜
の
塚

世
に
関
を
と
ら
れ
て
老
の
鵜
痩
哉

松
に
藤
ね
ぶ
た
き
か
ね
の
聞
へ
け
り

下
駄
は
い
て
行
処
あ
る
枯
の
か
な

此
世
を
ば
つ
ゐ
直
ざ
り
の
旅
路
哉

い
ろ
か
え
ぬ
音
づ
れ
う
れ
し
松
の
風

晴
て
さ
へ
五
月
の
夜
な
り
月
の
最

，馬
樺

白
J烏

白
羽

白
鴎

目
其

白麦
士

白
岱

麦
太

白
頭

会
世
白
頭

日
年

白
峰

七
卜
八
翁

巴
山

巴
山

巴
山

~t 歳加
H(

拝
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事fs和
ル
小
雅
君
の
父
、
久
し
く
病
の
と
こ
に
世
を
お
く
ら
れ
し
け
る
は

む
な
し
く
こ
の
代
の
道
を
は
こ
ば
せ
ら
る
る
心
を
は
べ
る

山
中
の
君
、
予
が
草
庵
を
と
ひ
給
ふ
こ
と
の
う
れ
し
く
て



T1 T1 T3 T2 T1 T1 
313 307 071 153 146 145 

T1 
314 

T2 T1 T1 T1 T1 T1 
156 318 317 316 315 147 

T1 T1 
149 148 

約
束
の
ほ
ふ
き
も
て
来
ぬ
今
朝
秋

小
山
田
や
昼
の
鹿
追
ふ
雨
あ
が
り

見
比
口
す
む
か
し
見
に
島
は
つ
し
ぐ
れ

穂
の
ぬ
け
た
草
の
な
り
秋
の
月

お
ち
お
ち
で
た
だ
よ
ふ
あ
ゅ
の
し
ほ
路
哉

ほ
と
と
ぎ
す
み
る
よ
り
晴
て
木
に
隠
る

浦
の
一
戸
や
被
岸
の
旭
さ
し
の
ぼ
る

お
く
や
ま
や
月
の
出
て
あ
る
夜
の
雪

若 ほ
菜;と
野崎と
にぎ
残す
れ横
と を
お り
もふ
ふせ
年る
の 山
雪越

て

若
竹
の
峰
に
こ
こ
ろ
を
持
せ
け
り

草
山
に
陽
炎
ほ
こ
る
問
月
か
な

ほ
と
と
ぎ
す
夜
さ
り
て
け
ふ
は
口
つ
な
ら
ず

こ
の
け
し
き
画
に
誠
ヘ
て
月
見
か
な

つ
れ
づ
れ
や
ひ
と
つ
づ
っ
蚊
の
訪
ひ
に
来
る

巴
洲

巴
水

巴
水

ヤ
炉
支
け
H
川

k
H
ハ

I
I

八
雲

仁
卜
一
訂
正

八
千
一
同

七
十
間
安

八
千
一
関

八
千
一
周

八
千
房

八
千
一
房

八
千

J

関

八
千
一
房

八
千
.
一
周

j皮
同

波
IPJ 

， 
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し
伐
わ
の
ね
党
に
初
t
H
の
お
と
づ
れ
社
川
る
。
は
か
ら
ず
こ
の
か
ち
口

口
の
口
口
け
る
に
中
九
る

さ
る
山
川
と
対
潮
撲
に
あ
そ
ぶ



TITITITITITITITITITITITITITITITITITI 
162 150 151 184 061 161 160 159 158 157 156 155 154 155 153 152 151 150 

雨
水
に
漣
た
て
て
初
月
夜

輝
て
の
き
の
夜
あ
け
に
不
三
の
山

万
蔵
の
袖
あ
ま
り
け
り
松
の
ひ
ま

咲
ま
で
は
重
げ
に
見
え
て
百
合
の
花

お
い
お
い
は
千
株
に
な
り
ぬ
梅
ば
や
し

ま
つ
が
え
の
序
か
わ
れ
に
秋
の
風

雌
に
顔
を
見
ら
る
る
ほ
ろ
ろ
哉

烏住扱
友人ふ
ののを
来日見
て頃s て
はもさ
居見へ
なた暑
ぢしし
む梅麦
若のの
葉花か
哉ら

鉾
杉
に
神
代
も
か
く
や
は
つ
烏

怒
津
か
む

H
は
稀
と
か
や
小
六
月

降
行
や
ほ
さ
り
ほ
さ
り
と
く
れ
の
雪

神
無
月
も
み
ぢ
も
し
ら
ぬ
常
は
哉

口
な
が
ら
し
た
ふ
犬
ぶ
し
付
て
来
る

見
お
さ
め
と
老
の
ニ
一
一
口
る
や
花
の
前

元
日
や
親
子
の
中
も
窮
み
哉

雪
の
夜
の
心
す
さ
び
ゃ
灰
せ
せ
り

波
同

波
fwj 

は
ま
涼

馬
老

伴
鴎

万
外

万
思

半
湖占

万
丈

万
丈

半半
窓仙

万
代

万
莱

万
里

万
里

万
和

叫
制
打
刊
れ
の
会
会
/
川
HH
を
祝
し
て

成
LI 
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T1 T1 T1 
165 164 163 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 T2 T1 T1 T1 T2 T1 T1 T1 
178 177 176 175 174 173 165 171 170 169 177 168 167 166 

蓑
笠
に
へ
た
へ
た
と
つ
く
桜
か
な

さ
ら
へ
耳
千
里
も
聞
ゆ
砧
か
な

掃
除
火
・
に
あ
た
っ
て
行
や
は
ち
叩

夏
の
月
松
に
ふ
か
れ
に
出
た
り
け
り

さ
く
ら
見
や
か
か
る
短
か
き
日
も
有
に

こ
と
の
な
き
日
は
よ
け
撫
る
火
桶
か
な

踏
ば
萩
ふ
め
ば
萩
也
夜
の
庭

有
が
中
に
も
一
ツ
原
へ
燕
哉

そは
れ依る
ぞ・の
れ夜
にや
や灯
なに
ぎそ
あむ
づけ
かた
れる
晦人
のの
夜顔

さ
び
し
そ
な
我
見
か
け
て
や
掲
鼓
鳥

友
な
き
は
お
の
の
し
あ
わ
せ
ほ
と
と
ぎ
す

タ
さ
く
ら
筏
仕
舞
ふ
て
陸
を
去
ぬ

蓮
咲
や
小
倉
の
茶
屋
の
人
だ
か
り

青
桐
の
夜
る
は
邪
摩
な
り
夏
の
月

万
和

轡
角

轡
角

眉
年

百
賀

百
丈

百
成

白a

1111 
百
D. 
ノK

百
年

白
夜

瓢
斎

瓢
水

漂
水

武風
阿
房

門
、
ト
'
ム
込
モ
1

J

ノト

藤
原
氏
、
こ
た
び
き
ぬ
た
と
い
ふ
う
た
い
を
ひ
ら
か
れ
け
る
を
祝

し
て

花
見
よ
と
紹
か
れ
て

'1 
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T1 T1 T1 T1 T1 T1 T2 T1 T1 T1 
187 186 185 184 183 182 166 181 180 179 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 
193 192 191 190 189 188 

と
し
男
つ
ま
づ
く
も
の
を
ほ
め
に
け
り

八
十
島
や
浪
も
万
代
調
ふ
春

眠
蔵
に
括
り
枕
と
湯
婆
か
な

っ
と
入
や
又
ふ
喧
嘩
を
貰
て
口

断
本
鳥
の
柱
へ
来
た
り
今
朝
の
雪

十
か
ヘ
り
の
花
の
麓
や
水
車

谷春
い雨
くや
っ更
H芙ーて
埋"，涙
みの
た種
るお
桜ろ
かし
な

月
涼
し
霜
ふ
む
様
な
磯
伝
ひ

高
砂
や
波
の
花
さ
く
松
涼
し

む
し
の
戸
移
し
く
も
静
な
り

白
雲
を
追
ふ
て
ま
わ
る
や
初
嵐

山
松
や
影
を
一
周
に
置
て
見
む

七
草
や
一
つ
摘
む
で
は
人
に
見
せ

※ 

軒
に
宿
か
る
草
む
し
の
風

捨
は
て
た
身
を
も
た
せ
置
火
健
哉

楓)艮l
外

風
香

風
香

胤
香

風
趨

風
紫

風
紫

風
寿
坊

楓
城

楓
城

風
墨

風
竹

風
律

風
律

風
律

風
律

井
す
み
婦
女
子
の
八
卜
午
の
川
口
を
祝
し
ま
ゐ
ら
せ
て

題端壮一
H

附
す

端
苫
略
す

ヴ
，
EA

Y
 

ヮ“

行
と
せ
と
安
々
経
給
ひ
け
る
高
砂
の
松
城
翁
が
高
齢
を
祝
し
侍
り

て吸
江
山
に
て



T1 T1 T1 
196 195 194 

T1 T1 
198 197 

T1 
199 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
208 207 206 205 204 203 202 201 200 

庭
樹
へ
も
煙
の
余
る
蚊
遣
り
哉

う
き
魚
の
周
章
て
し
づ
む
時
雨
哉

活
け
て
遊
ぶ
栄
躍
に
撰
ら
ん
花
菖
蒲

其
跡
は
草
の
戦
き
や
雄
子
の
声

浅
か
ら
ぬ
心
や
雪
の
道
に
な
を

い
く
秋
を
鶴
に
契
る
や
千
代
見
草

龍
の
む
し
捨
て
聞
け
り
き
り
ぎ
り
す

鷺奉
や弘る
そ翻l
ふ馳
哨走
たは
と な
てし
倦!克
での
な戸
し

道
々
の
雄
子
に
旅
め
く
日
和
哉

初
午
や
轟
き
出
る
紙
蚕

竹
植
て
月
見
る
憎
の
ひ
と
り
か
な

星
合
や
君
在
ぬ
夜
の
馬
か
づ
ら

身
の
隙
や
わ
か
葉
に
う
つ
る
白
決
.
大

接
木
し
て
た
つ
日
を
も
ど
く
心
か
な

風
嵯
坊

風
雇
萌

風
一
属
坊

風
属
坊

風
相

ハ
九
山
崎

風
話
坊

舞
鶴
仙

不
及
坊

不
狂

布
|司

不扶
州

枚
目
雪

撫
泉

撫
泉

さ
ふ
ぶ
渇
に
も
は
ぐ
れ
て
旅
の
宵
ね
哉
と
吟
じ
す
て
し
去
年
に
は

心
事
か
は
り
て
此
作
節
に
は

山
除
の
LE
打
、
子
、
か
U
叩
杖
を
待
か
ね
し
と
て
正
取
を
た
、
つ
さ
え
訪

ひ
給
ふ
を
、
謝
し
ギ
ら
ん
と

川
小
翁
れ
の
L
H
M
仰
を
賀
し
て

298ー
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T2 T1 
178 209 

T2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T3 T1 T1 
175 218 217 216 215 214 213 212 069 211 210 

T1 T1 
220 219 

紙
昆
あ
ぐ
る
空
や
海
に
も
遊
び
吉

明
月
や
七
で
取
ほ
ど
砂
の
口

動
て
は
吹
雪
と
成
や
花
の
雲

っ
ぷ
り
か
ら
足
の
さ
き
ま
で
夏
の
月

一
笑
ひ
聞
く
に
へ
り
ゆ
く
夜
、
水
哉

は
つ
花
や
人
の
油
断
を
咲
は
し
り

見む
らか
るふ
る口
に象 0)

つ"砂
かよ
れり
て暑
ちし
る波
やの
タて
桜り

濡
釜
に
そ
よ
く
か
け
さ
す
わ
か
葉
か
な

峰
暮
天
花
爾
声
有
嵐
山

名
月
や
ひ
と
夜
さ
か
げ
を
膝
の
う
ヘ

陸
の

L

伎
に
ま
さ
る
静
や
雪
の
海

長
閑
さ
や
猶
い
さ
ま
し
き
笠
の
臓

一L
り
た
る
雪
に
際
だ
つ
竹
の
色

朝
顔
や
編
戸
の
内
は
普
門
品

布
E自

松古一ー
不
文

芙
容

武
陵

蚊文
海

文
海

文
海

文
海

文
海

文
海

文
海

文
tL 

文
佐

文
之

fl会

如
日
川
什
七
日
あ
ら
し
山
に
て

-299-

腿
吹
九
]
の
汁
引
は
勤
功
に
よ
っ
て
山
冬
H
升
進
せ
ら
れ
、
約
ま
た
い
栄
氏

究
叶
炊
け
例
制
ハ
し
奉
り
て

へ
発
脚
し
給
ふ
に
ぞ
、
け
片
汁
途
を
見
お
く
り
て
折
か
ら
の
天
口
に

竹
内
氏
何
来
初
冠
あ
り
し
を
『
侃
し
川
る



T2 
176 

T2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
170 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224 223 222 221 

世
に
薫
る
其
老
の
名
や
新
茶
時

雑
水
も
蕨
も
煮
る
や
子
取
鍋

植
か
え
し
土
に
ふ
と
る
や
松
の
花

花
咲
ぬ
・
木
に
も
用
あ
り
釣
ほ
し
菜

鶴
の
声
き
く
〈
菊
》
に
も
寒
き
額
か
な

芳
き
名
は
う
づ
も
れ
ず
苔
の
花

稲
船
や
け
ふ
は
娘
の
子
に
曳
れ

野
こ
こ
ろ
の
動
き
出
し
け
り
替
の
日

寒
く
と
も
輪
切
る
日
ぞ
は
つ
給

秋寺
の a廼
イ瓦門
やか
!l:tり
はて
さ飯
ま喰
ざふ
ま桜
の か
高な
笑

立
鴫
の
中
に
宿
ひ
く
ち
ま
た
か
な

行
春
や
遊
び
ま
と
ひ
し
雨
幾
日

山
茶
花
や
咲
と
散
と
に
小
一
月

欠
々
て
わ
づ
か
に
月
の
ち
ど
り
哉

水
草
の
う
ヘ
に
も
露
の
夜
明
か
な

月
に
雲
秋
の
口
こ
そ
た
の
み
な
れ

暁
月
雌

文
車

文
j西

文
酒

文
水

文
泉

文
荘

文
蘇
坊

文
甫

文
鳳

米
蔭

平
角

米
牛

再
江

碧
海

豊
F日I

蓬
下

抱
義

tr 
f
t
 

口
口
主
人
、
こ
と
し
初
老
の
御
厄
を
祝
寿
し
未
り
て

常
終
回
ぬ
し
の
新
七
を
賀
し
て

寸

r
仁

L
f

可
仲
大
雅
汁
判
の

γr草
の
'
刊
か
た
さ
を

内水吊↑
J
義
上
の
片
足
前

-300 



T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
252 251 250 249 248 247 246 245 244 243 242 241 240 239 238 237 236 

うおよ茶見わ冬雲霧 寒
きのきのるたと 千か

者柴雛 は友冬欠く
竹 ははがるろ

草が家花毎 し名やと ら の も き ぐれま む
に影ややに呼の今せぬ こ折ホグ木く 木れやでほ
そさ表 璃変掘っ Eの持 こ もしかひど

れすは鷹捜す るのい は ろ家たて つ と霞
とと小 風声ててなか はと の l埋も夜む
ば は春 果 情のぬののが れしみ寒見か朝
かし 鞭や寒く後名や な ぐ少 しおす H
り ら はに不か らのに き り れな花と まや
をで菊ち二な し月 ょや 明けきのる，ぬ家
よ草 り の 十 れ冬 のり枯中野 l月根
べの 111 日 間の 露 里子 の も の
の鴫 ほ の山 哉 錦な霜
寸二ゴ去 ど ぬ し

し

木鳳芳蓬蓬莱鳳草芳清邦芳鳳湖蓬七鳳鳳豊抱義抱儀抱儀
海朗林里 沖 水 室七山山丘

山 翁
人

1鷺1 
持l

迫科l 

兄
(1) 

転工i

を
賀
し
て

301-



1'2 T1 1'2 T1 T1 T1 T1 1'2 T1 T1 T1 T1 
173 260 172 259 258 257 256 171 255 254 264 253 

T1T1T1 
263 262 261 

1'2 
174 

立
菊
や
掃
除
済
て
の
物
か
た
り

留
守
の
戸
に
お
ろ
し
お
き
け
り
炭
俵

旅
の
身
は
枯
野
の
露
を
い
の
ち
哉

い
ひ
た
て
は
寺
へ
と
老
の
雪
見
哉

雲
の
訳
開
る
き
て
を
安
肘
か
な

常
な
れ
ば
往
来
た
え
る
ぞ
除
夜
の
雪

世
に
す
た
る
も
の
こ
そ
な
け
れ
茨
の
花

し
ら
み
ゆ
く
い
そ
や
ち
る
梅
ち
る
ま
つ
ば

窓
明
て
相
驚
き
や
し
か
と
我

脱
捨
し
山
の
霞
や
更
衣

旧
の
主
も
鳩
も
お
か
ず
し
ぐ
れ
け
り

う
の
草
ゃ
に
は
濡
な
が
ら
山
の
上

ひ
と
く
べ
に
す
る
や
寝
ご
ろ
の
か
や
り
草

牛
の
子
の
敷
寝
に
し
た
る
野
ぎ
く
か
な

彊
が
家
の
な
さ
け
に
ち
ど
り
き
く
戊
か
な

物
お
も
ふ
風
情
鯛
牛
の
に
じ
り
ゆ
く

木
海

木
海

北
豆

朴
斎

北
正

本
長

木
天

北
年

北
年

~t 
年

'
ド
し
口
叶
J

J
A
1
H
ロ，

ト
作
樹
刺

北
隣|境

油
春

八
十

pe

保
泉

浦
両

長
途
之
険

't 

302-

雲
間
今
山
な
る
倍
渓
什
仰
の
叶
川
に
術
る
。
似
て
あ
し
た
の
別
れ
に
の



T1 T1 T1 T1 T1 12 T1 T1 T1 
274 273 272 271 270 183 267 266 265 

T1 T1 T1 12 T1 T1 T1 
280 279 278 181 2"17 276 275 

旅
せ
ず
ば
聞
か
じ
夜
間
の
ほ
と
と
ぎ
す

我
ば
か
り
み
る
と
お
も
ふ
や
ひ
る
の
月

と
き
は
な
る
ま
つ
ふ
み
こ
し
て
栴
の
花

大
原
や
枯
残
り
た
る
父
な
子

田
の
鷺
の
落
つ
い
て
民
る
暑
哉

望
む
べ
き
事
も
止
み
け
り
魂
祭
り

庵
の
夜
の
た
し
か
に
あ
け
て
う
め
の
花

み
じ
か
夜
や
眼
の
覚
た
れ
ば
鳩
の
声

ふ
り
し
世
に
ふ
え
て
.
小
断
の
蛙
哉

umま
け
て
一
葉
の
庭
と
成
に
け
り

永
き
日
や
湊
の
長
か
大
屈
な
し

家
ふ
た
つ
戸
の
口
見
え
て
秋
の
山

建
仁
寺
の
坦
ね
で
す
ず
む
子
規

鹿
の
な
く
あ
と
や
尾
ね
も
る
雨
雫

檀
特
の
華
や
さ
と
り
の
始
か
な

ほ
と
と
ぎ
す
す
が
た
は
声
に
ひ
か
れ
行

凡ーし
1
リ

h
j
f
r川

巻
女

ま
す
み

ま
つ
女

万
年

、口
{安

々
み
木
雄

未
成千

雄

み
ち
彦

み
ち
彦

み
ち
彦

千
平

一一.千平
平

ぞ
ん
で

hl1 

tt 

ll' H 
祝

ふ
か
川
の
ふ
る
池
に
生
た
る
海
お
の
ふ
と

T
に
人
り
て
あ
り
し
を

。JA
U
 

q
J
 

け
ふ
の
御
会
に
祝
す
も
ふ
う
流
の
徳
に
な
ん

I主

H 

追
善



1'2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
180 286 285 284 283 282 281 

T1T11'2TOτひ T1T1 T1 T1 T1 
293 292 167 346 345 291 290 289 288 287 

磯
の
香
を
野
に
吹
あ
け
て
春
の
風

若
か
ヘ
る
松
の
常
磐
に
目
た
ち
け
り

万
代
を
色
に
も
見
せ
て
草
の
餅

あ
き
の
夜
の
ち
ょ
を
ひ
と
よ
や
神
の
松

乳
母
が
里
つ
は
な
に
な
じ
む
娘
か
な

見
て
居
ば
叫
に
な
が
る
る
清
水
か
な

口
口
口
口
口
寒
き
声
耕
春
風
口

披
き
田
に
神
代
の
形
の
案
山
子
哉

大
屋
根
や
春
の
く
さ
ひ
く
笠
の
人

木烏
が:の
与踏
L ま
ので
中は
に若
尖菜
ての
雌は
のし
声ひ

と
つ

夕
顔
の
草
の
あ
た
り
は
く
れ
に
け
り

木
に
添
ふ
て
延
あ
が
り
た
る
鬼
見
哉

ひ
ろ
い
ほ
ど
雁
も
刈
田
に
落
穂
か
な

年
内
や
ひ
ら
く
ば
か
り
の
楳
か
ほ
る

ひ
と
つ
家
に
あ
ら
ね
ど
さ
び
し
春
の
雨

産
土
の
棄
薫
る
や
こ
と
し
米

津
平

津
平

津
平

未
得

山幸自民
ILJ 

露
萩
凶

眠
鹿

夢
外

無
角

加
盟
小
苔
川

無
腸

無
昧
堂

網
峰

網
峰

木
屑

要犬

居

J

4

J

t

、
ド
「

l
1
一
，
ノ
r工

郊
外
相
柑
興

耳
順
賀

ト
内
稀
を
奉
祝
て

304 

三
代
川
越
路
太
夫

セ
イ
ホ

tr 

L
Z
q
a
 

口
氏
佐
主
人
の
御
役
中
っ
か
口
候
を
賀
し
て



T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 12 T1 T1 T1 T1 T1 1ひ T1T1 
309 308 306 305 304 303 302 301 182 300 299 298 297 296 441 295 294 

早
乙
女
の
髪
よ
り
清
し
洗
ひ
苗

夜
す
が
ら
や
お
り
る
さ
ま
な
き
雁
の
声

摘
添
よ
稀
な
る
年
の
初
若
菜

あ
け
ぼ
の
の
珍
し
け
れ
ば
桐
ひ
と
葉

け
ふ
と
て
も
松
葉
降
な
り
き
く
の
宿

花
の
ち
る
に
や
蓮
は
に
入
る
こ
こ
ろ

隣
か
ら
咲
ひ
う
っ
す
や
初
子
日

浪
よ
け
の
向
き
を
ち
か
ら
や
け
し
の
花

鴫
乞
ゃ
あ
と
も
つ
づ
か
で
口
ひ
と
つ

雪
散
や
を
り
を
り
春
の
あ
と
も
ど
り

し
ら
ぬ
も
の
一
人
も
な
し
ふ
じ
の
山

隠
れ
て
も
か
く
さ
ぬ
梅
の
匂
ひ
か
な

杖
の
鳩
何
処
迄
飛
や
春
の
風

名
月
や
我
影
坊
の
別
れ
ま
で

我
の
み
と
朝
が
け
す
れ
ど
花
に
鳥

気
ま
か
せ
に
遠
く
出
た
れ
ば
は
っ
さ
く
ら

さ
び
し
さ
に
出
ぬ
け
て
も
見
る
も
み
ぢ
か
な

嬰主型犬

i也
要犬

池
茂
彦

!
茂
椎

茂
椎

茂
椎

茂
椎

茂
椎

茂
椎

も
す
ゐ

物
外

物
外

物
外

物
外

茂
良

里子
屋

野
鶴

fJt 上
円
稀
の
賀
を
祝
し
件
り
て

F
D
 

A
U
 

qδ 



T1 T1 1'3 T1 T1 
319 312 108 311 310 

T1 T2 T1 T1 T1 
323 196 322 321 320 

T1 T1 T1 T1 T1 
328 327 326 325 324 

ひ
と
つ
づ
つ
あ
ら
は
れ
て
く
る
蛍
哉

眼
を
と
ぢ
て
こ
こ
ろ
遊
ば
す
花
見
か
な

声
口
口
人
口
口
口
口
枯
野
哉

道
々
を
案
じ
た
雨
や
舶
に
き
く

畦
く
ず
す
子
に
も
用
有
田
植
か
な

ひ
る
か
ら
は
台
処
に
あ
り
福
寿
草

藷
に
異
名
を
つ
け
て
冬
龍

者
を
せ
く
功
力
や
菊
の
大
般
若

騎
な
が
ら
馬
に
草
飼
ふ
春
匠
か
な

旅
ヘ
出
し
心
の
う
ご
く
小
春
か
な

茶
の
花
や
葉
に
は
色
々
名
の
わ
れ
て

い
つ
か
ら
も
先
を
千
と
せ
や
松
の
花

こ
こ
に
鹿
の
寝
跡
の
こ
さ
む
恋
の
社

栴
茂
り
桃
実
を
む
す
ぶ
不
老
門

雪
の
日
や
海
の
方
よ
り
昏
て
行

野
鶴

聖子
鶴

薬
丘

聖子
井

九

14
一段

里子
夫

聖子
楊

友也
鶴績

有
光JL 

齢

友
左
坊

友
左
坊

遊
糸

友
之

友
之

ヒ

!JL! 
齢

有
時
老
人

嵐
111 

t号

軸究
川
菊
祝

306 

't 

尚
砂
の
松
に
て



1'2 1'2 T1 T1 T1 
198 197 331 330 329 

T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
342 341 340 339 338 337 336 335 334 333 332 

鷹
時
や
時
雨
は
松
を
越
て
行

見
し
ま
ま
の
外
に
昧
な
し
心
太

葉
は
花
を
忘
れ
て
は
ふ
や
葛
の
蔓

花
に
川
て
は
な
に
人
間
の
あ
ふ
ぎ
哉

湾
短
冊

木
曾
殿
と
背
中
あ
は
せ
の
寒
さ
か
な

雨
ひ
と
日
人
を
静
め
て
華
さ
か
り

音
ほ
ど
は
本
も
急
が
ず
華
あ
か
り

鴨
川
も
か
み
は
ま
た
げ
て
花
す
す
き

山
に
火
は
夜
ご
と
に
見
せ
て
さ
っ
き
雨

枝
踏
ぬ
ま
で
に
八
刀
入
る
萩
見
か
な

重
晴
す
る
や
日
の
出
の
ほ
と
と
ぎ
す

長
生
は
里
よ
り
山
ぞ
き
く
の
花

早
蕨
や
古
炭
竃
の
崩
れ
よ
り

笥
の
か
た
荷
に
軽
し
一
民
し
傘

日
の
さ
せ
ば
底
に
影
あ
り
水
馬
虫

押
水
に
も
げ
て
来
に
け
り
菱
の
花

有
時
間
又

山
誓

由
誓

有
節

J
L
l
 

:
l
 

'I'Aド
有
節

有
節

有「
節

有
節

有
節

有
節

有
節

有
節

由遊
池uLr

有
斐

遊
峰

1i 

細
川
名
庖
に
や
ど
り
で
し
し
附
臼
鉱
翁
之
仰
向
州
杉
胤
ト
行
常
態

-307-



T1 T1 T2 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
357 356 192 355 354 353 352 351 350 349 348 347 346 345 344 343 

T1 
358 

ゆ
ふ
月
に
後
ろ
向
た
る
か
か
し
か
な

見
送
れ
ば
残
る
畑
や
春
の
海

新
玉
の
春
も
重
荷
や
老
の
上

茶
の
花
や
か
う
も
咲
野
に
人
も
居
ず

日
ぐ
ら
し
ゃ
泊
り
幽
に
見
る
麓

覗
く
度
立
日
に
見
え
る
瓢
か
な

待
宵
の
空
に
先
だ
つ
な
み
だ
哉

み
き
ず
ん
と
ふ
と
る
木
ぶ
り
や
繁
栄
門

雪
誘
ふ
空
輸
ノ
と
ろ
り
と
む
ら
曇

草
麦
や
地
を
す
り
す
り
に
風
起
る

椎き
子iき
の岨や
ひ ふ
とが
り た
飯だ
喰大
ふ事
秋な
のれ
暮時

，鳥

さ
も
あ
ら
ば
親
の
名
か
た
れ
花
の
兄

早
乙
女
や
ま
た
れ
ぬ
も
の
は
歌
、
ば
か
り

折
も
よ
き
け
ふ
の
手
向
や
水
仙
花

眼
の
さ
め
る
富
士
よ
り
高
し
雲
の
峰

軒
に
宿
か
る
草
む
し
の
風

ひ
る
が
ほ
も
風
の
花
也
い
ら
こ
崎

遊
夢

有
友

依
ω
々

悠
々

悠
々

悠
々

有
来

勇
楽

有
両

有
隣

鷹
園

米
丸

来
山

来
山

頼
石

雷
同

風
律

来
和

送
日IJ

七
卜
八
の
と
し
を
む
か
へ
て

此
秋
は
無
て
な
る
友
を
失
ひ
心
の
や
る
せ
な
く
く
ら
し
け
る
に

祝
還
暦

308一

追
悩

凶
別
作
了
に
初
て
会
し
て



T2 T1 
190 359 

T1 T1 T1 TO T1 T1 T1 T1 T2 T2 T1 T1 T1 
369 368 367 767 366 365 364 363 193 193 362 361 360 

網
提
て
秋
の
す
が
た
や
舟
の
人

西
に
月
は
落
て
殊
更
寒
か
な

滝
ほ
ど
に
水
ひ
た
れ
な
り
梅
の
花

家
土
産
に
幾
千
代
菊
の
匂
哉

松一
山里
の来
すれ
そM ば
や二
は里
らほ
りど
女先
郎よ
花雲

の
み
ね

松
山
の
す
そ
や
は
ら
り
女
郎
花

市
人
よ
鰻
く
ふ
命
う
れ
買
む

山
ひ
め
の
老
を
よ
そ
お
ふ
小
春
か
な

振
わ
け
に
上
戸
の
顔
も
紅
葉
か
な

あ
ぶ
な
げ
に
捜
る
ほ
そ
み
や
枯
尾
花

竹
の
露
寝
鳥
を
越
て
登
け
り

お
し
ま
れ
て
ち
り
に
し
花
の
一
周
忌

真
す
ぐ
に
杉
の
林
の
月
見
哉

水
澄
て
十
日
余
り
や
蝉
の
声

楽
UJ 

松
風
亭

羅
月

羅
城

田准一
v
i
e

Eる
必
庁
、

vi--

羅
風

卵
角

卵
角

嵐
桂

嵐
更

蘭
香

蘭
香

闘
更

蘭
芝

嵐蘭
丈

口
持

半
ぃ
央
斎
村
老
君
の
、
み
と
せ
あ
ま
り
己
前
よ
り
御
病
床
に
口
ろ
し

た
ま
へ
り
し
口
一
た
び
み
ま
く
り
た
ま
ゐ
し
と
口
口
雲
州
へ
口
口

三匙
‘』戸

て
上
↓
知
大
人
の
宝
説
に
題
し
て

-309-

J干門
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T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 TD 
382 381 380 379 374 378 377 376 375 373 372 371 370 798 

T1 
383 

T1 
384 

人
と
め
て
我
よ
く
寝
た
り
夜
半
の
秋

菓
子
呉
る
隣
は
な
く
と
牡
丹
畑

水
併
を
刈
や
心
の
い
た
ま
し
き

は
つ
空
や
聞
を
つ
ら
ぬ
く
不
尽
の
山

白
萩
の
う
つ
む
き
な
が
ら
夜
明
哉

花
一
木
葎
の
宿
の
お
こ
り
哉

名
月
や
み
る
め
も
深
き
わ
た
の
低

あ
き
ら
め
て
居
て
も
聞
た
し
鴛
の
声

な
が
き
う
へ
ま
た
長
か
れ
と
お
も
ふ
春

し
づ
か
さ
や
露
縫
ひ
留
る
糸
桜

い
つ
ま
で
も
香
こ
そ
こ
ぼ
す
れ
蘭
の
華

仮
初
の
屠
蘇
が
た
ね
な
り
-
.
日
酔

水
仙
や
と
な
り
に
近
き
咲
処

雪
の
夜
や
瞬
ひ
乳
に
更
て
田
刀
流

秋
た
つ
や
柱
に
摺
れ
る
槌
の
音

花
の
世
に
せ
ふ
と
て
降
る
か
春
の
刷

驚
太

驚
太

驚
太

蘭六日
I

藍
戸u.
呈

蘭
圃

蘭
圃

嵐
峰

嵐
峰

卵
鳳

嵐
里

蘭
陵

蘭
陵

不
知
火
行
脚

里
栄

小
知
火
散
人

里
栄

オ、ニ
寸ι

暁

J十

追
世
市
け

選
川
肘
ト
し
泊
仲

一‘，
1
、

A
吋
担
l

310 
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't 

泊
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T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T3 T1 T1 
400 397 399 398 396 395 394 393 392 391 390 389 388 387 386 146 432 385 

塚
の
雪
人
の
道
見
る
あ
し
の
跡

御
代
の
春
粟
を
は
さ
ま
る
人
は
な
し

笥
の
五
尺
伸
亮
霧
の
中

は石いこ
しがかれ
は子にを
今をか見
朝生くよ
ち二 lt，"腕羅
た睦細の
りらし小
初しゃ窓
や苔野に
ほの辺足
と花かれ
と する
ぎ む春
す

蝉
暗
や
今
朝
降
ふ
と
お
も
ひ
し
に

松
た
か
き
す
を
く
ふ
鶴
の
羽
を
と
哉

故
郷
お
も
ふ
人
は
あ
る
ま
じ
け
ふ
の
月

雁
鳴
く
や
海
に
入
る
る
村
人
知
ら
ず

ほ
し
飯
や
油
断
に
殖
す
俄
か
雨

暗
て
又
雨
か
と
欺
す
蛙
哉

七
夕
ゃ
い
つ
を
九
十
九
の
歌
読
む

す
ず
し
さ
や
折
々
は
ね
る
池
の
魚

水
澄
や
友
移
り
し
て
蝶
が
飛

は
つ
蚊
帳
や
ひ
と
夜
ふ
た
夜
の
旅
ご
こ
ろ

置
露
の
う
ら
表
な
き
光
り
か
な

ムハム口
六
蔵

六
市
周

六
轡

六
轡

李
践

李
蹟

里
タ

里里
ttf山
庵

里
風

梨
風

{里
豊

里
有

竜
岳

竜
山
獄

柳
後
園

相P
h>. 
古

早
春
殻
日

雨
日
荷
月
亭
探
題
ゅ

草
庵
歳
日
一

一号 、~一一
_.<--一」肺

賀

噌

Eムーi
q
J
 

拝

追
前



T1 T1 
402 401 

T1 T1 T3 T1 T2 T2 T1 T1 T1 T1 T2 T1 T1 T1 T1 
413 412 075 411 194 185 410 409 408 407 186 406 405 404 403 

し
か
ら
れ
て
馬
の
ま
た
ぐ
や
炭
俵

名
残
る
笠
ま
ね
き
添
る
や
花
薄

一
一
日
か
ら
月
も
影
あ
り
窓
の
梅

め
ざ
む
る
や
か
す
み
に
北
の
海
の
を
と

御
鳥
喰
飯
の
幣
も
い
た
だ
く
花
の
は
る

苫
撫
る
雲
を
は
か
り
に
ほ
と
と
ぎ
す

御
仏
供
我
が
た
け
に
口
つ
な
ぎ
け
り

菊
の
香
は
咲
し
半
や
気
の
薬

月
影
や
宿
に
か
は
ら
ぬ
い
き
み
玉

炭
焼
の
軒
に
も
松
の
一
樹
か
な

こ
た
ゆ
る
や
鐘
の
声
よ
り
霜
の
声

み
口
か
み
き
口
一
声
う
め
の
花

山
に
そ
ふ
け
ぶ
り
も
秋
の
す
が
た
か
な

萩
も
老
ザ
亡
も
老
て
野
菊
哉

社
若
咲
地
も
あ
る
か
ロ
ロ
口
口
口

葉
桜
や
む
ざ
と
ふ
ま
れ
ぬ
苔
の
色

葉
桜
や
む
ざ
と
ふ
ま
れ
ぬ
苔
の
色

流
芝

八
十
四
齢

柳
索

1如
水

柳竜
雪石

柳
塘

竜
尾

立
圃

立
圃

柳
浦

流
芳

流
芳

流
芳

慮糧
山

琴
村

琴
村

は
た
と
せ
に
し
て
ふ
る
さ
と
に
帰
る

-、.-一一一ー
一一一一

伊
岐
・
つ
し
ま
、
御
島
食
飯
の
難
有
、
歓
ん
で

川
さ
き
品
川
を
す
ぐ
る
も
う
れ
し
く
て

-312 

翁
忌

山
寺
に
あ
そ
び
て

山
寺
に
あ
そ
び
て



T1 T2 T1 T2 T1 T1 1'3 T1 
418 189 417 188 416 415 074 414 

T1τ'3 T1 T1 T1 T1 1'2 1'2 T1 
424 134 423 422 421 420 195 187 419 

咲
の
こ
る
花
も
子
が
ら
よ
薮
椿

苗
代
や
次
白
を
作
こ
口
わ
か
せ

月
に
見
て
か
ぞ
へ
の
秋
の
最
中
か
な

遠
山
を
し
た
し
む
雪
の
あ
し
た
か
な

着人跡
飾こじ
てこさ
来ろり
て清も
くめて
らる、ば
が梅物
りの見
の薫る
躍 り 牡
かか丹
ななか

な

御
土
産
に
す
る
ぞ
二
見
の
秋
の
暮

着
飾
て
来
て
く
ら
が
り
の
躍
か
な

梅
ゃ
な
ぎ
柳
は
空
に
か
く
れ
け
り

峰
つ
く
る
雲
の
根
ら
し
ゃ
沖
の
石

掃
ょ
せ
る
音
ま
で
柿
の
落
葉
哉

こ
の
て
り
に
紅
の
さ
め
ぬ
よ
野
な
で
し
こ

い
ろ
も
香
も
そ
の
寒
梅
の
す
こ
や
か
さ

け
ふ
の
日
を
待
て
咲
け
り
は
ぎ
の
花

暫
と
思
ど
雁
の
別
か
な

行
秋
の
く
せ
な
れ
ば
と
て
別
れ
か
な

両
巴

売
域

了
拍

臨
湖

林
曹

砺-林
山城

砺
山

砺
山

型
春

型
春

翠
春

翠
春

霊
虫

霊
虫

際
蝉

連
蛾

け
ふ
は
は
か
ら
ず
も
御
席
へ
河
口
れ
し
事
に
有
が
た
さ
に

蘇
口
を
祝
し
て

、 一一ー
一一一一

二
見
に
わ
か
れ
行
秋
、
ぞ
と
祖
翁
の
吟
を
お
も
ひ
出
し
て
浪
打
際
に

ぬ
か
づ
き
奉
り
て

η
J
 

唱
Eム

q
J
 

平
産
を
寿
て

帰
国
を
祝
て



T1 TO T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 T1 
437 892 436 435 434 433 431 430 429 428 427 426 425 

T1 T1 T1 
440 439 438 

圃圃 圃

枝
ゑ
ら
ぶ
梅
や
こ
と
し
の
欲
は
じ
め

一
二
日
月
に
出
能
き
空
也
若
楓

又
あ
と
も
ち
る
か
と
の
ぞ
く
一
葉
哉

霞
む
野
も
う
へ
は
晴
て
か
揚
雲
雀

て
ふ
鳥
に
明
放
し
た
る
折
戸
か
な

鷺
や
村
雨
軒
の
朝
茶
時

三
日
月
を
一
里
見
て
行
冬
野
哉

糸
は
っ
た
や
ぶ
に
届
く
や
鹿
の
声

二
つ
三
一
つ
茶
碗
の
施
主
や
岩
清
水

桐
の
木
の
そ
の
陰
寒
し
秋
の
雨

春
風
に
吹
の
こ
さ
れ
し
命
か
な

西
山
に
日
は
照
り
な
が
ら
時
雨
け
り

老
の
身
や
花
を
楽
世
を
遁
る

あ
ら
し
よ
り
下
行
鴫
の
羽
音
か
な

御
式
あ
と
拝
む
も
幸
や
日
の
初
め

待
ま
っ
て
都
の
華
を
家
土
産
に

蓮
乗

蝿
堂

連
梅

連
平日
房

芦，路
橋角

鹿
泉

雇
呪

路撞
月 山兄

露
光

鹿
山

七
十
四
翁

露
水

芦
水

露
翠

潮
花
園

芦
船

窓
前

、~一一一ー

一一--

追
善

A
斗
A

4
E
ム

つ
占

や
が
て
本
服
す
る
を
祝
し
て

中
和
閣
老
母
の
本
山
参
り
の
首
途
を
祝
し
侍
る
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待
ま
っ
て
都
の
華
を
家
土
産
に

若
草
の
針
や
捨
菰
縫
ふ
て
出
る

月
の
跡
追
ふ
や
寝
間
に
も
見
え
ぬ
人

灯
寵
や
油
さ
し
て
も
見
え

ぬ
顔

見
え
ぬ
日
の
照
る
や
枯
野
の
ひ
と
つ
家

浅
茅
生
に
ひ
と
つ
吹
る
る
蛍
か
な

わ
か
水
は
も
の
の
い
ひ
よ
き
は
じ
め
か
な

行
先
や
し
る
人
あ
り
て
と
し
く
る
る

寒
菊
や
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
薮
の
裏

十
月
や
壁
除
て
寝
る
夜
着
の
袖

T1 ii:. 
450暑

未
詳

難
奇E
作
者

T3 
058 

花
の
月
あ
ら
し
お
さ
ヘ
て
の
ぼ
り
亮

花
の
月
あ
ら
し
お
さ
へ
て
の
ぼ
り
亮

潮
花
園

=士圭，

戸

船
芦
滴

路
方

路'
方

呂
鳳

鷺
眠

和
堂

和
堂

和
風

和
楽

八
十

A

一翁

口
華

八
十
二
翁

中
和
園
老
母
の
本
山
参
り
の
首
途
を
祝
し
侍
る

旧
友
セ
ン
セ
ン
君
、
黄
川
の
客
と
な
り
給
へ
る
事
の
は
か
な
さ

名
残
惜
し
さ
c

身
の
上
と
思
へ
ば
凄
し
枯
尾
花
と
申
さ
れ
し
も
か

か
る
う
ら
に
や
有
け
ん

一岳、~一一一句
~ -------

選
川
ぬ
し
の
た
ま
棚
に
む
か
ひ
て

F
D
 

唱
Eム

q
J
 

客
中
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水
鳥
の
け
あ
ぐ
る
池
や
月
く
ら
き

鹿
の
音
や
明
の
嵐
に
遠
ざ
か
り

松
が
枝
に
風
の
と
ど
ま
る
枯
野
哉

お
ふ
た
子
の
乳
房
に
泣
や
大
根
引

世
を
捨
た
気
に
障
る
七
夕

苗
代
や
桜
い
り
こ
む
南
の
か
ど

遊
び
場
を
撰
ぶ
気
は
な
し
け
ふ
の
月

焚
火
退
く
眼
く
ら
み
や
鳴
く
ち
ど
り

分
別
の
震
に
こ
そ
あ
れ
花
に
風

最
合
井
に
誰
か
汲
上
ん
一
葉
か
な

お
も
か
げ
の
あ
ら
め
て
見
る
や
稲
光
り

朝
顔
や
夜
な
夜
な
も
ろ
ふ
乳
の
遠
さ

う
ぐ
ひ
す
や
鴫
て
し
ま
へ
ば
砦
寒
し

萩
亡
来
て
居
れ
ば
薪
わ
る
戸
口
か
な

白
雨
の
程
よ
く
や
む
で
踊
か
な

麦
蒔
は
し
ま
ひ
ぬ
時
雨
風
の
音

め
ぐ
り
来
る
や
七
と
せ
ぶ
り
の
梅
雨
曇

口
華

小
栗
庵
評

花
洞
仙
撰

花
、
洞
仙
撰

草
香
園
評

拾
活

千
尋
点

物
阿
坊
撰

一車、ー?ー匂

企------ー

む
か
し
お
ば
思
ひ
出
し
て
居
る
、
ば
か
り

先
師
の
慈
愛
を
お
も
ひ
出
せ
ば

ハり
噌

Eム
q
J
 

一
期
の
愁
涙
愛
に
止
る
時
な
し
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鴫
立
や
月
影
ゆ
れ
る
沢
の
水

杖
を
突
松
や
一
入
若
み
ど
り

賀

花
の
名
を
四
方
に
ち
ら
す
や
あ
ら
し
山

花
に
頃
、
胤
山
に
て
よ
め
る

杖
す
て
て
を
さ
な
き
ふ
り
や
小
松
引

選
岡
山
を
祝
し
て

雲
や
け
の
う
は
走
り
す
る
花
野
哉

き
ら
き
ら
と
光
る
砂
や
春
の
風

ほ
た
る
に
ぞ
あ
り
け
り
ま
つ
の
く
ら
き
夜
に

日
ぐ
る
る
や
花
の
あ
た
り
の
た
た
き
鉦

鴫
た
つ
や
添
水
の
落
た
あ
た
り
よ
り

世
の
師
走
な
が
め
て
居
る
よ
松
の
鶴

風
も
除
て
う
は
の
空
吹
く
さ
く
ら
哉

川
千
鳥
時
や
山
焼
一

L

夜
前

聞
毎
に
は
つ
音
心
、
ぞ
萄
魂

花
の
宵
し
ら
べ
る
鏡
ふ
く
ろ
か
な

い
ろ
は
え
て
円
も
愛
る
や
竹
の
秋

賀

元
朝
や
さ
む
い
か
ほ
せ
ぬ
尉
と
う
ば

H

早
庵
に
存
を
む
か
へ
て

小
社
に
波
う
ち
か
け
し
藤
の
花

仇
に
名
の
広
ふ
立
野
や
女
郎
花

円

i
e』
Aqa 
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夏
の
月
蚊
遣
の
け
ぶ
り
や
り
過
し

其
落
葉
か
き
て
こ
こ
ろ
の
子
向
哉

お
く
や
ま
や
月
の
出
で
あ
る
夜
の
雪

や
や
有
て
梅
に
か
か
り
ぬ
峰
の
月

朝炎
が天
lま‘を
や行
露は
よた
り か
咲子
てと
つ岡
ゅの
よ 1ま
り つ
も

名
月
の
つ
い
子
に
拝
む
旭
哉

花
に
出
て
見
に
か
へ
ら
れ
よ
梅
の
旅

送
りIJ

暑
日
や
寝
て
も
陥
の
や
ま
ぬ
犬

-318-

鶴
の
よ
ほ
ひ
契
り
あ
た
し
ゃ
千
代
の
春

近九
う味十

来と
たや
音万
リ|歳
かま
ヘで
すも
し宿
ぐの
れ春
哉

9 

ノ'"11 ，、

タ
月
や
す
す
き
掴
め
ば
日
の
ぬ
く
み

タ
空
や
雪
吹
は
歌
て
ち
る
さ
く
ら

日
も
暖
き
咲
く
寒
菊
の
子
向
か
な

御
一
胤
忌
追
一
似

川
狩
や
叱
ら
れ
そ
ふ
な
所
ま
で

足
痛
の
身
に
て
お
し
て
御
け
凡
な
す
引
を
恥
じ
て

大
海
に
輝
き
初
て
若
月
は

九
光
闘
の
山
H
J
H叫
は
今
度
御
船
の
任
を
茨
り
、
労
し
き
げ
途
は
幾
本

H

央
名
の
併
に
広
り
ぬ
事
を
祝
す
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こ
が
ら
し
や
柵
の
尾
に
寄
る
天
狗
達

ど
れ
と
も
に
捨
る
枝
な
き
わ
か
葉
哉

咲
は
つ
の
花
に
お
ど
ろ
く
さ
く
ら
か
な

滴
せ
む
男
鹿
の
角
に
降
る
し
ぐ
れ

日
あ
た
り
を
雲
の
通
る
や
瓜
の
花

高水
砂に
(!)こ

はそ
るた
と よ
見ー香
るべ
日き
や世
松を
二火
木取

む「
し

母
上
の
古
希
の
賀
、
御
二
方
を
祝
し
奉
り
て

~ 晶 、 ー ー

-_.------~ー

君
が
た
め
八
千
と
せ
さ
か
へ
ん
玉
椿

楚
桂
大
人
の
六
十
の
賀
を
祝
ふ
て

さ
く
ら
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
扇
ひ
ら
き
け
り

日
刊
U

‘，ょっa

春
近
ふ
見
え
て
起
け
り
雪
の
竹

あ
る
友
の
病
給
ふ
を
問
ふ
て

最
合
井
に
誰
か
汲
上
ん
一
葉
か
な

焚
火
退
く
眼
く
ら
み
や
鳴
く
ち
ど
り

遊
び
場
を
撰
ぶ
気
は
な
い
け
ふ
の
月

分
別
の
愛
に
こ
を
あ
れ
花
に
風

咲
け
し
の
一
重
に
浅
し
醤
が
栢
一

神
も
め
で
た
ま
わ
ん
み
き
も
葡
萄
哉

山
一
品
み
口
口
口
口
づ
つ
に
風
や
ふ
く

活
か
れ
こ
人
に
薫
れ
よ
園
の
梅
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我
々
と
さ
か
れ
ぬ
わ
ら
い
や
口
口
口
口

口
初
や
よ
こ
ご
む
雪
口
あ
し
口
口
口

春
風
や
ひ
と
し
き
口
口
口
口
口
口

口
口
出
す
口
口
か
ほ
ゆ
ふ
べ
哉

口
よ
し
ほ
宵
の
口
ぽ
に
や
月
の
山

年
々
の
朝
新
ら
し
や
け
ふ
の
月

春
に
鳥
き
か
ぬ
朝
あ
り
口
が
花

雪
口
口
口
高
く
口
口
や
口
の
山

植
替
て
能
き
口
の
ふ
く
や
福
寿
帥

杖
と
口
口
口
口
口
口
初
時
雨

待
宵
の
ま
だ
と
お
も
ひ
し
口
口
口

此
先
の
い
く
十
か
へ
り
ぞ
若
み
ど
り

若
竹
を
過
て
ふ
ら
ば
や
松
明
し

三
千
と
せ
の
口
口
口
ぬ
桃
の
花

我
行
を
踏
て
過
る
や
雪
の
鷺

う
ら
町
や
菊
の
芸
ふ
く
秋
の
風

斧
を
け
れ
ば
我
影
に
飛
い
と
ど
か
な

日
も
暗
き
咲
く
寒
菊
の
子
向
か
な

一
王
庵
?

寝

水

?

樗

堂

?

如
口
女

口
葉

洗
口

口
月

不
易
流
行
を
論
じ
て

~、~一一一ー

.------ー

加
禄
給
り
し
を
祝
し
て

320 

十手

ロ
一
周
忌
追
福
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福
い
り
の
数
も
つ
も
り
で
八
十
の
春

よ
り
添
へ
ば
初
て
す
ず
し
竹
柱

月
に
日
に
口
そ
へ
つ
若
緑

影
口
口
の
な
な
つ
に
近
き
土
筆
哉

朝
顔
や
隣
り
か
ら
聞
く
花
の
数

私
口
弱
の
な
の
口
冬
の
友

吉
相
の
口
る
口
邪
摩
な
り
夏
の
月

竹
原
も
な
べ
て
口
口
口
口

若
竹
の
光
り
や
っ
ゆ
も
み
づ
み
づ
し

杖
口
を
聞
け
ば
来
た
り
南
花

今
朝
ち
り
し
口
口
り
に
弛
し
ほ
と
と
ぎ
す

口
へ
の
口
口
口
口
郭
公

裸
子
と
し
ば
し
添
寝
や
蚊
屋
の
月

雁
風
呂
の
と
も
し
に
廻
口
口
口

進
拝
口
口
口
口
老
て
枯
野
か
な

蓬
莱
や
鶴
舞
の
里
の
初
霞

八

安

口
口

有
材
?

〔
士
方
〕

七
十
七
翁

口
も
に
も
口
す
る
の
川
、
栄
(
水
無
常
の
定
約
ふ
。
円
定
平
生
の
厚
徳

成
べ
し

4
E
A
 

9

“
 

q
J
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照
月
ゃ
い
づ
れ
の
宿
に
五
百
年

わ
く
ら
葉
の
は
な
の
ま
口
口
口

野口
良口
露‘口
に口
宵口
口と
や行
更ぬ
て春
けの
ふ雪
の
月

八
十
口
口

桶
の
輪
の
ひ
と
り
は
ね
け
り
秋
の
魚

冬
枯
や
ふ
ね
の
座
替
る
砂
の
音

霜
登
し
夜
の
お
も
は
く
を
鳴
く
雄
か

い
ざ
の
ふ
て
っ
き
て
給
は
れ
葛
か
づ
ら

明
る
夜
に
口
口
口
は
れ
る
芙
蓉
哉

撫
て
み
る
机
の
馴
や
秋
の
く
れ

君
が
た
め
引
や
子
の
日
の
小
松
哉

頭
巾
寒
し
口
口
口
口
口

さ
び
し
さ
を
し
を
り
や
さ
か
の
山
椋

夜
に
入
れ
ば
よ
る
の
詠
を
口
口
口
口

夏
海
の
入
日
直
り
て
社
か
な

方

庵

?

御
口

同
岡
斎
?

口
柚

喜
口

定
々
斎
?
作

緑
口

マ

r」宜
V
F

回

F
H刷
H

r

l

月
口

j竜
氏

よ
し
口
す
と
も
筒
口
な
ら
ま
し
と
あ
る
公
の
御
影
を
お
も
ひ
出
て

そ
な
へ
奉
る

ヮ“つ臼qd
 

2 

白
川
何
人
k
御
付
公
還
M
m
と
口
口
口

T
吟
日
付
の
身
ま
か
り
た
ま
ふ
に

'芳

了
// 
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口
を
の
松
に
霊
あ
り
朝
か
口

君
と
て
齢
ひ
を
ひ
く
や
そ
の
小
松

し
ら
梅
は
舜
子
の
知
ら
ぬ
花
見
哉

に
ょ
き
に
ょ
き
と
冬
を
隣
る
や
ひ
ら
三
上

口思
口ひ
口き
口や
口庭
郭も
公離

も
タ
時
雨

草
軽
す
て
て
う
め
散
る
家
の
判
履
買

武
島
も
眠
る
姿
や
沖
の
春

な
つ
袖
に
匂
ひ
は
さ
め
よ
笑
ひ
茸

T4 T4 
002 001支

宇
師崩
匠れ
の.

恩川
5柳

警笠
呈9
n な

主ど

-圃・・・・

御
祭
り
大
き
い
六
十
余
州
へ
響
く

口
俊

口
水

花
連

ヱ
ト
代
尼
?

品、~一一

一一---

正
宗
の
太
万
、
明
珍
の
印
は
鍬
鎌
十
路
盤
と
か
わ
る
時
と
な
り

つdヮ“ηJ
 

上
下
ち
り
ぢ
り
な
る
中
に
も
、
朝
暮
月
花
に
膝
を
組
し
九
光
園
の

主
は
旧
知
の
方
へ
此
条
あ
る
を
見
離
し
、
誰
と
も
頓
て
其
跡
を
し

と
ふ
も
の
か
ら
別
離
の
惜
気
に
む
ね
に
さ
さ
み
て
い
わ
ず
し
が
ご

と
く
の
名
残
を
惜
む
事
と
は
な
り
ぬ
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御
用
の
桃
燈
旅
人
片
寄

旅
人
千
み
八
ツ
橋
間
わ
る
る

頬
ふ
く
ら
か
し
仏
供
喰
た
猫
庭
へ
蹴
る

涼
し
い
松
影
越
掛
る
産
も
や
っ
た
り

霜
が
れ
せ
る
戸
棚
か
ら
ね
づ
は
し
る

一
一
一
二
度
手
に
取
り
割
茶
碗
継
で
み
る

痩
め
が
付
て
来
稜
の
篠
音
よ
い

平
付
で
喰
う
お
さ
ん
世
に
出
た

醜
る
鳥
居
っ
た
風
に
灸
が
散
る

S
生っuq

J
 

八
重
桜
片
肌
ぬ
い
だ
袖
重
ひ

糠
で
磨
く
顔
聞
る
十
能
考
え
る
泉
水

暗
出
す
轡
舟
人
衆
が
湯
に
見
え
る

'; 

江
戸
ツ
子
は
ら
い
の
弐
朱
ほ
か
り
や
う

江
戸
子
は
ら
い
の
弐
朱
ほ
か
り
や
う

く
ぐ
み
入
来
た
三
昧
こ
ふ
声
も
あ
り
や
ド
ギ
ま
ぎ
す

あ
き
も
つ
か
ず
句
重
荷
お
は
れ
た

剥
身
売
と
う
と
う
四
文
拝
出
す

善
せ
ふ
か
な
守
み
名
の
禰
宜
で
や
か
ま
し
い
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有
丈
さ
ん
ほ
う
じ
ゃ
小
児
罪
無
ひ

涼
し
い
茶
尾
旅
を
揃
し
机
亭

咲
立
牡
丹
あ
あ
ゆ
ふ
暮
の
ち
げ
な
る
い

着
替
る
羽
織
連
の
金
や
せ
っ
き
切
る

涼
し
い
茶
屋
顧
た
唯
天
窓
出
す

打
気
な
妓
哩
喰
た
貌
赤
し
と
る

花
に
紛
れ
て
暖
め
た
金
子
蒔

染し
みは
だし
れは
き£し
つ l み

て込
い塩
や浜
な汐
居う
続つ
勤
と
る

T
3
 

9
“
 

q
d
 

酒
落
な
客
妓
唄
ひ
つ
ぶ
れ
た
声
有
昧
い

始
ル
浅
知
の
蝋
燭
口
金
が
後

お
も
し
ろ
お
か
し
い
壬
生
祭
に
ぎ
は
ふ

サ
ア
大
騒
ぎ
し
ゃ
サ
ア
大
豆
打
た
れ
る

垢
ぬ
け
の
し
た
唄
は
な
へ
出
と
っ
て
縞
く
だ
く

坂
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
に
萩
撫
て
行

中
々
気
丈
夫
二
一
一
口
訳
し
っ
か
り

二
タ
親
よ
ろ
こ
ぶ
壱
人
息
子
一
克
服

色
気
付
ゆ
っ
て
も
ら
っ
た
髪
い
ろ
う
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鬼
す
む
山
な
り
晦
日
か
く
ら
ん
だ

晴
て
来
る
虻
精
進
お
と
す
時
計
見
る

寝
に
飽
て
秋
海
業
の
せ
は
ち
は
ち

晒
手
拭
石
壇
二
段
ヅ
ツ
上
る

お
そ
ろ
し
ゅ
な
っ
て
来
夕
立
風
連
れ

ょ
う
よ
う
山
見
ヘ
股
根
撫
で
ら
る

喰
飽
肴
ウ
ト
ウ
ト
と
し
て
ハ
イ
起
る

千
代
ロ
千
代
ロ
水
一
里
こ
ぬ
の
に
草
乾
喰
ふ

派
子
娘
つ
い
子
一
瓦
ま
で
烏
来
る

品安
の

春 和
日〆歌
官}
7~ 
火
の
野

く
人

T5 
008 

T5 
001 

T5 
002 

野
べ
を
ゆ
づ
り
て
若
葉
接
せ
し

書
院
え
も
い
や
し
み
は
な
く
聞
へ
け
り

七
草
は
や
す
ま
な
板
の
音

風
わ
た
る
松
の
下
庵
世
は
な
れ
て

ひ
と
り
す
ず
L
き
夕
暮
の
空

あ
ら
た
ま
の
年
に
珍
ら
し
日
の
鎮
の

夷
凶
い

臥
亀

瓦
ノ¥
t 

'J 
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(
そ
の
他

P
0
4
i
 

T
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ρ

りつ“
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竹
山
側

ひ
か
る
山
見
ゆ
外
国
の
空

何
ご
と
と
お
も
ひ
さ
だ
む
石
か
た
も
な
く

秋
の
ゆ
ふ
べ
を
な
が
め
か
ろ
な
り

さ
み
だ
れ
の
か
き
く
ら
し
降
袖
の
海
の

ひ
け
聞
も
な
み
に
も
の
を
社
お
も
ヘ

か
も
め
ゐ
か
う
ら
に
は
よ
さ
で
老
の
浪

み
づ
の
小
島
の
ち
ど
り
き
く
て
ふ

Baγ 

か
き
く
ら
し
雪
は
ふ
れ
ど
し
か
す
か
に

こ
こ
ろ
の
か
よ
ふ
み
ち
は
ま
ど
は
ず

(
絵
の
み
)

(
短
冊
包
紙
)
木
曾
名
産

(
短
冊
包
紙
)
御
短
冊
墨
流

越
前
府
中
鳥
子
屋
治
左
衛
門

直
温

池
雄

〔
土
芝
〕

?j主

-
羽
可
山

秋
タ

み
づ
の
ふ
し
ま
の
刈
中
吹
と
て
川
に
け
る
に
鴎
の
応
の
早
々
と
い

ふ
も
こ
の
あ
た
り
な
ら
む
と
思
ふ
に

J

旬
を
過
て
識
船
山
内
抗
つ
と
い
ふ
郷
に
対
し
て
わ
れ
は
う
た
の
兵

円

dワ臼q
J
 

ご
こ
ろ
ふ
っ
と
し
ら
ね
ど
わ
が
心
の
頁
を
述
の
み



四

そ
の
他

一
、
「
そ
の
他
」
に
お
け
る
記
載
事
項
は
、
画
題
(
あ
る
い
は
、
画
題
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る

(
凡
例
)も

の
の
み
)
・
発
句
(
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
)
・
画
師
名
(
資
料
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
)
を
採
録
し
た
。
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松
本
幸
四
郎
、
市
川
高
麗
蔵

口
上
「
色
よ
香
よ
な
に
は
と
も
あ
れ
江
戸
の
梅

「
菜
の
花
に
九
羽
の
油
匂
ひ
け
り
」

錦
升
」
〔
国
貞
両
〕

駒
沢
次
郎
左
衛
門

猿
廻
し
弘
治
郎

中
村
歌
十
郎

坂
東
寿
太
郎
「
柳
よ
り
三
筋
る
足
ら
ず
糸
桜

厳
獅
」
(
歌
川
貞
芳
画
)

沢
村
国
太
郎
「
ぬ
る
る
ま
で
水
に
あ
た
り
の
柳
か
な

多
美
国
」
(
国
広
画
)

助
品
屋
I局
助
戸h

噂
止
院
品
智

俳
翁
信
士
、》グ

一一寸

辞
世

寒
菊
や
恵
み
っ
た
な
き
法
の
庭
」

二
代
目
市
川
蝦
十
郎
「
腰
ま
げ
て
御
晶
展
願
ふ
か
ざ
り
海
老
新
升
」
(
海
老
兼
画
)

王
子
稲
荷
之
滝
市
村
羽
左
衛
門
「
夕
涼
ゃ
あ
ふ
ぎ
し
れ
か
し
滝
の
き
わ

紀
ノ
長
谷
雄

名
滝
尽

家
橘
」
(
七
卜
八
歳

因
幡
薬
師
盆
狂
言
大
当
鎮
西
八
郎

芸
州
宮
島
大
芝
居
に
て
大
当
り
大
当
り

谷
村
楯
八
「
遠
近
に
そ
の
声
ひ
び
く
き
ぬ
た
か
な

東
離
」
(
応
需

坂
東
重
太
郎
「
御
日
み
へ
の
有
が
た
き
に
猶
御
ひ
ゐ
き
を
希
奉
り

長
秀
両
)

赤
根
半
七

328-

豊
図
画
)



候
て

う
れ
し
く
も
朝
日
を
が
む
や
春
の
旅

国
広
画

山石
L
l
」
(
浪
花
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亘江
出 fニ2

宅金
宿川

か
る

ろ
や
ふ
じ
の
草

広
重
筆

安
ノ
平
兵
衛
「
花
の
香
に
風
薫
け
り
蜜
相
畑

水
心
亭
柳
雨
」
(
応
.
市

里
困
両
)

婦
久
徳
金
の
成
木
「
寒
梅
や
む
ろ
に
匂
ひ
の
あ
ま
る
程

有
田
屋
定
書
智
」
(
広
重
画
)

有
国
犀
定
喜
智
」
(
広
車
両
)

婦
久
徳
金
の
成
木
「
寒
梅
や
む
ろ
に
匂
ひ
の
あ
ま
る
科

「
錆
か
け
て
し
か
も
盛
の
さ
く
ら
か
な

其
角
」
(
渓
斎
英
泉
両
)

五
げ
ん
集
風
俗
く
ら
べ

名
妓
三
卜
六
佳
撰

八
ツ
は
し
の
話
(
応
需

豊
岡
画
)

古
今
名
妓
口

万
治
高
尾
「
寒
風
に
も
ろ
く
も
く
づ
る
紅
葉
か
な
」

LlJ 
城

小
野
小
町
「
玉
だ
れ
は
は
っ
旭
の
の
ぞ
く
緋
の
袴

東
岡
」

二三大
京 H
長杢。十
--p'余
人，州、l
/-之
議内
の
盛
か
な

有
松
」
(
錦
朝
楼
芳
虎
画
)

日
叶
u

n
L
 

q
J
 

見
立
五
華
句
合
之
内
「
朝
夕
の
人
も
め
づ
ら
し
け
ふ
の
春

西
翁

宗
因
」
(
一
猛
斎

芳
虎
画
)

風
流
発
句
合
(
広
白
パ
)

東
部
名
所

真
乳
山
上
よ
り
猿
若
町
を
見
図
「
人
の
気
も
動
く
や
う
な
り
#
口
口

立
亭
京
楽
」
(
広
重
画
)

目
黒
ド
小
動
「
滝
に
耳
洗
ふ
て
き
か
ん
ほ
と
と
ぎ
す

篤
志
」
(
広
重
画
)

東
海
道
名
所

御
殿
山
(
広
重
両
)

品
川

「
お
し
烏
の
別
れ
の
見
た
り
朝
嵐
」
(
広
重
筆
)

太
郎
彦
」
「
故
郷
薫

す
み
れ
咲
く
花
の
ゆ
か
り
に
一
夜
ね
む

古
今
張
交
尽
「
お
と
と
ひ
は
み
え
ざ
り
け
る
を
春
の
山

あ
れ
て
む
か
し
の
や
ど
は
な
け
れ
ど
」
「
葉
ご
し
ら
ヘ
す
る
う
ち
さ
き
ぬ
か
き
っ
ぱ
た

唯
肯
"I~ 
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十
日
今
書
両
子
鑑
「
染
か
ね
て
我
と
ひ
き
さ
く
芭
蕉
か
な

参
太
」

「
な
が
れ
こ
む
背
戸
山
風
や
花
な
が
ら

溶
々
」

「
泥
亀
に
有
明
す
む
や
花
芙
蓉
」

「
三
番
型
栗
鼠
の
ふ
む
な
り
葡
萄
だ
な
」

(
歌
麿
)

名
句
合
「
稲
妻
や
き
の
ふ
は
東
け
ふ
は
丙
」
(
万
虎
画
)

五
月

ゆ
ふ
だ
ち
(
」
鵬
斎
芳
藤
画
)

新
古
書
画
合
「
ほ
と
と
ぎ
す
す
こ
し
寝
ょ
う
か
起
ょ
う
か

江
戸
名
所

日
人
」

高
輪
計
六
夜
「
稲
妻
に
よ
っ
て
か
ら
し
て
ま
は
る
舟
」

「
毛
の
は
へ
た
凶
を
和
尚
は
餅
に
つ
き
」
(
同
芳
画
)

-330ー

「
久
松
の
お
や
じ
油
を
と
り
行
」
(
広
重
戯
筆
)

， 

「
薬
種
や
の
す
す
取
人
は
三
番
そ
ふ
」
(
同
制
画
)

「
仁
田
口
は
穴
ま
で
見
せ
る
咲
夜
ひ
め
」

同

画

お
そ
め
久
松
「
し
ひ
の
実
も
ま
だ
初
物
と
お
そ
め
い
い
」
(
芳
員
同
)

お
駒
十
一
一
.
「
い
う
人
に
ゐ
っ
て
く
れ
な
と
お
駒
い
い
」
(
芳
員
同
)

東
海
道
名
所

小
田
原
海
浜
魚
網
〔
広
重
両
〕

東
海
道
名
所

箱
根
湯
治
場
、
白
糸
ノ
滝
、
堂
ヶ
白
湯
宿
〔
広
重
両
〕

東
海
道
名
所

塔
之
沢
渇
場
〔
広
重
両
〕

箱
恨
高
嶺
、
明
境
山
、
駒
ヶ
山
獄
、
話
ヶ
出
掛
(
広
重
画
〕

東
海
道
名
所
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東
海
道
名
所

東
海
道
名
所

東
海
道
名
所

箱
根
二
子
山
〔
広
重
画
〕

富
士
沼
の
冬
ノ
景
〔
広
重
画
〕

大
磯
嶋
立
沢
、
西
行
庵
(
広
重
画
〕

4 
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移芭蕉辞 421 

はすの露 365 

....------->-



俳諮既望笠 67 

(討|諮)一陽 23 

俳講一葉集 186・187

f~~譜切経 37

( f~p~皆)‘茶発句集 397 い

俳話今七部集 230・231

{非描牛の角文字 645 

誹請をだまさ 459・460

俳講をたまき綱目大成

461・462・463'464・465・466

(俳話)嘉水五百題(発句集)

309・310・311

(俳話)箆の水 591 

(俳諦)花突発句集 208 

俳話両語集 14 

(誹譜)奇淵七部集会 122・123

(俳諮)季づ|席問集 509 

(俳話)近位TiIl題(集) 339・340

(俳話)近ttt六日題 324 

誹諸草むすび 24

誹議鱗 628 

(俳話)慶応六百題 374・375

俳講恋のしをり 508 

俳諮Jィ今旬鑑 64・65

f~r譜古今抄 470・471・472

俳譜市集之すf 447 't 

(誹諦)故人五百題 71・72・73・74

俳請故人続五百題 194・195

(俳諮)今人丘百題〔東出輯、千将校〕

239' 240 

( f~p~皆)今人TiIl 題〔為山編〕

242・243

(7) 

一一一- =~，~， ...C>~，___一一~

(俳譜)今人題林集 286 

俳話成時記 497・498'499・500

俳講歳Hお己来草 501・502

俳描'(-1.前集 301 

誹講寂莱 449 '， 450・451

俳諸問季音1)類大成

479・480・481・482・483

俳諮問国集 233 

俳話七部集 44・45・46・47・48・

49・50・51・52・53

俳諮十家類題集 96・97

俳譜十二律 218 

俳描十万発句集 214 

(俳諦正}iRt)題林発句集 325・326

誹講師走嚢 36 

誹謂新昭員一野集 177 

俳譜新古今 295 

f;lr講新五百題 160 

俳諸人名録6

誹譜室中'/'集 147 

俳請千題集 190 

f~Þ譜111柳 618

f~r譜袖かがみ 496 

(俳諮)題英発句集 335 

俳J昔回毎の [l(俳譜凹ごとの日)

俳話琴の花 189 

(はL、かい)玉のひかり 244 

誹講重宝摺火-1J 457 

誹譜通俗品 468・469

fiJ~"昔つくし集， 43 

俳請附合小か h み 474 

103・104



追苔|湯炎集 130・131

追善残花集 153 

(追善)ちる花集 201 

(追善)月の別 112 

(追善)雪仏集 300 

(追悼)雨無仏 216 

7tの伊達集 31 

塚のおもかげ 151 

月次混題句合 588 

月の別 112 

っきゆみ集(っき弓集)

附合メ:X~]~集 407 

ったふかせ 155 

苔の寿 580 

露しくれ 250 

て

279・280・281

貞瑛選諸家評高点句集 589 

点取歌仙 594 

点取帖〔水}]点J596 

点取帖〔橘庵点J597・598

点取帖〔治々同点J599 

点取l帖〔長}J庵点J600 

点取帖〔大黒庵点J601 

点取帖〔月仮庵点〕

602・603・604・605

点Lli(帖〔残夢楼点J606 

点取I~I~ [井眉庵点J607 

点取~ii [些庵点J608 

点取帖〔梅庵点J609・610

点取帖〔向晴庵点J611 

点取i帖〔点者・未詳J612・613

(6) 

天満宮正月月浪 274 

と

桃家花月稿 584 

桃家春帖 574 

東阿集〔雪篇編J347 

東西集〔傾水編J348・349・350

桐序千旬 413 

東部〔安永六年刊J525 

東部〔安永--(J年FIIJ 543 

卜かえり 188 

十かえりの花 133 

常盤樹 145 

篤老国自撰旬帖初編誹文之部 434 

年毎集(どしこと集) 223・224・225

としなみしふ 258 I 

年浪:存秋選 371 

な

夏の首途 100 

夏L1五歌悟 38 

浪花五百題(浪華五百題集) 333・334

何を種 342 

南無仏 216 

ね

寝覚}! 380 

合歓l対 166 

ねむの家吟草 205 

ねむのやものかたり 176 

の J

法の近道 264

は

俳譜あすならふ 475・476・477・478

(俳詣)安政五百題 369 



神事行灯 634・635

人日之賀謹 323 

(新成復古LJ夜重宝)俳席両面鑑 13 

新撰発句集 331 

新題葉集 226・227・228

新花兎 336 

新編歌俳百人撰 9 

新編俳譜文集 435 

新虚栗集 63 

新藻屑集 173 

新類題発句集 80・81

す

(粋家必読)珍々叢書 644 

すかみの 298 

漉海苔集 306 

硯のいかた 28 

せ

清峨集 329 

青裳芳余 213 

青陽帖〔文化九年干1]] 554 

青陽帖〔文化宇一年1'1]] 556 

青陽l帖〔文政 :Jf-fリJ559 

青陽帖〔文政八年「リJ573 

青陽帖〔天保五年干1]] 575 

(節回)木の葉かご 510・511

そ

蒼札翁俳譜集 414・415・416

蒼虫L発句集 394 

't 

(増補改正)俳譜成時記莱草 501・502

(増補)四季部類大全

514・515・516・517

(増補学中)蒼虫L発句集 394 

(5) 

明一一一一一一一一ー・ 一

続安達太良根 30 

杭今人五百題 241 

続七部集 106・107・108・109

続大洋集 277 

続俳家奇人談 4・5

袖の風集 75 

その行脚 33 

其袋集 150 

た

題英発句集 335 

対塔庵蒼札句集 393 

田井邑大明神奉納句・植月椿木林大明

神奉納句 640 

題林発句集 325・326

(題分発句)件j集 383 

たけうま 419 

たたひくさ 113 

たたひとつ 255 

たねふくへ 636 

旅のひとつ 254 

たま川 345 

たまくしけ集 184 

{のひかり 244 

子|付草 271 

子向水 102 

ち

茶の実 200 

散はな 92 

ちる花集 201 

珍々叢書 644 

つ

追善 235



ぷH帖〔両肥多久J565 

歳HJt占〔西肥佐嘉J565 

歳円帖〔南越福城内J565 

歳旦帖〔両濃沢田連J565 

片足H帖留 565 

凶肥〔佐嘉城東連J567 

西肥〔佐嘉連J568 

佐倉〔下総佐倉弥制連J526 

佐倉〔卜点在佐倉婦人連J527 

桜のゆるし 68 

冴H集 78

雑書 16 

雑J}~楽巻翁評 641 

里の春 79 

iiJ1雨集 185 

さむしろ 360 

さるみの 19 

山東日記 363 

し

四時行〔箕山編J358 

同時行〔相応、軒編J359 

自詠闇燭弁 454 

詞花集 152 

詞花類題発句集 321 

(四季凋寄いろは分)俳譜曲尺 473 

問季混雑集 412 

(同季品林)こしあふき(腰扇)

491・492・493・494・495

PL!季の草 294 

四季古[)類(大成)

479・480・481・482・483

問季部類大全 514・515・516・517

(4) 

問季発句合 587 

(四季発句)詞花集 152 

四季発句作 265 

(凹季発句)類題花筏集 287 

凹季類題集 154 

1九i苧:'1)H題真砂集 165 

~H#14~î会 CÚJI風編J 128 

時l村会〔閑斎編J210 

しっぽく題 42 

紙魚¥l記 430 

下総 520 

卜三興 62 

十よ闘争;記 266 

十三日仔 69 

同府 579 

朱(1集 32

奈興亀廼尾山 576・577

存l帖集〔麻中編J 560 

春帖集〔互融坊ほかJ563 

1手牒〔弘化~Lf{f fl]] 583 

春牒〔嘉永:年干1]] 585 

事 ~It新五百題 388 

学中麦林合乙由発句集 388 

焦門通鑑 455 

蕉門俳措類題集 262 

諸九!己句集 387 

除元 518 

諸[1¥1翁fEi記 12

諸州百寓 1: 614 

上朗七部集 126・127

士朗続七部集 174・175

新五r稿 98・99



季引席用集 509 

紀陽 521 

教訓柳樽 637 

京蕎麦 248 

暁台七部集 196 l' 

享和三年歳旦 553 

(季寄註解)改正月令博物茎

503・504・505・506

去来抄 440 

きりひとは 357 

近世五百題(集) 339・340

近世俳譜卜家類題集 296 

近世六百題 324 

(近来風体)f~F譜参の花 189 

金蘭集 121 

く

句兄弟 20 

くさ椋 117・118i・119・120

草の蔓 146 

草結び 330 

雲けふり 192 

け

慶応六百題 374・375

径回花日記 125 

(桂花園半百忌)追普 235 

J1 ド稿 284 

月草篇 29 

源恵;下旬 2 

'--

口状→露川責

(合類)誹講寄'!-s.諸抄大成 458 

(内今俳譜)四季類題集 154 

'" 

(3) 

(古今俳諦)凹季類題真砂集 165 

古今俳講明題集 34・35

)1要扇(こしあふき)

491・492・493・494・495

越のやま桜 37~ 

小柴J:lf 626・627

~l次人1í百題 71・72・73.74

滑稽発句類題集 630・631・632・633

相亭仏J最 389 

このとき集 299 

木の葉かご 510・511

このはな集 328 

こぼれうめ 367 

今人Ii.百題〔東j冥輯、下斡校〕

239・240

今人五百題〔為山編] 242・243

今人下題発句集 327 

今人題林集 286 

今人付合集 408 

今人発句集 234 

今人名家類題句集 308 

金毘羅ネI:;k代半納 646 

さ

紙燕神仙少口口 159 

丙同七吉15集→奇淵七古15集

歳月〔下総連中J523 

政旦〔東武四谷連中] 524 

歳円〔六合編J551 

成旦集 578 

歳日帖〔宝!百三年1:1j] 519 

歳 H州市〔文政1i;年刊] 566 

歳旦IPr~ [江戸後期刊J581 



いなつか 197 

いなはやま 178 

今様類題集 253 

伊予すだれ 305

いはひ草 203 

つ

薄日記 436 

雨後行 437 

鶏衣 433 

卯辰巳午集 385 

梅香炉 101 

梅のあした 557 

梅のしるへ 191 

雲煙集 249 

え

画口合瓢之蔓 643 

越後〔中之島連J569 

越後〔新潟二七庵連J570 

越後関 562 

(越陽)福井 571 

燕都枝折 619 

絵本御伽種 647 

お

おひさらへ 256 

青梅集 379 

起起集 368 

おくのほそ道 422 

乙二七部集 219 

男さうし 162 

尾華うつし 93 

をりそへ集 276 

(2) 

か

開晴 384 

改正月令博物茎 503・504・505.506 

棟窓俳譜集 417 

海内千家集 204 

改板をたまき 467 

嘉永五百題(発句集) 309・310・311

かえるとし 193 

かかみ草 149 

柿表紙 22 

寛の水 591 

香語山集 237 

かさしくさ 111 

(笠附)小柴垣 626・627

笠の露集 269 

花実集附禄 209 

華実年i良草 487・488・489・490

花実発句集 208 

賀鴫毘沙門殿奉額 15 

風のかをり 639 

雅奏 158 

僅の柳 338 

かつしか五晋仙 420 

かと遊ひ 354 

歌俳百人撰 8 

花楓一調 278 

冠付虫日鏡 629 

かれの会 179 

き

奇淵七部集 122・123

きさらき集 229 

如月田 25 

『中ー.-ー 一世

4ド----…ー ~ 



下垣内文庫目録「書冊編」書名索引

凡 例

一、書名は、標目として掲げられているものだけでなく、*以-fの注記事項中に記

載されているものも適宜拾った。

一、配列は読みの五卜音順とし、その所在を書名の頭に付した通し番号によって示

した。

踊り字「冶 Jr々」は、それぞれ聞いて表記した。

4 、冠称等が存する場合は、その部分をに括って掲出し、冠称からでも、ま

たそれを除いた部分からでも検索できるように重出させた。

¥書名と異なる一般名称が存する場合は、適宜立項したうえで「→J(見ヨ項目)

を立てた。

一、索引作成者による補記にはを付した。

一、本索引は畑中さやか(奈良女子大学大学院生)が作成した。

あ

青簾 617 

芦浪集 288 

芦の芽立集 289 

あじまふね 418 

あらいそ集 378 

安政五百題 369 

安政三年片足Ii 586 

し、

いほのいぬ 105 

D鳳巾のH青 431・432

1也のむかし 76 

いさなとり 129 

出雲三五十員 245 

いたひさし 148 

" 

(1) 

一陽 23 

(名家発句)一掬集 282・283

(題分発句) 品掬集 383 

一茶発句集 397 

侠題絵俳書〔霞彩画、江戸後期干11)

{失題絵俳書〔江戸後期刊J616 

侠題俳書〔江戸後期写) 267 

侠題俳書〔百茶編カJ268 

f失題俳書〔桃五編) 275 

f失題俳書〔江戸中期干11) 400 

f失題俳論書〔享和元年写J444 

f失題俳論書〔山李坊序) 445 

f失題俳論書〔江戸後期写J446 

暇のはれ 252 

615 
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